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1. 事後調査及び環境監視調査の概要 

表 1 事後調査及び環境監視調査の項目 

調査項目 
調査時期 

備考 
工事の実施時 存在及び供用時 

事
後
調
査 

陸域生物・ 

陸域生態系 

陸域改変区域に分布する重要な種 夏季・冬季 P3～37 に記載。 

コアジサシの繁殖状況 コアジサシの繁殖時期（5～7 月）に 1 回 P38～39 

海域生物・ 

海域生態系 

移植生物 移植後モニタリング 移植後 1 ヶ月、3 ヶ月、6 ヶ月、その後年 2 回注 2 P40 に記載。（平成 29 年度で終了、有性生殖移植試験結果

は令和元年度で終了）。 

移植クビレミドロ 4～6 月及び 1～3 月に月 1 回注 2 P40 に記載。（平成 29 年度で終了）。 

付着生物 サンゴ類、底生動物、その他生物等 － 夏季・冬季 P41～76 に記載。（平成 29 年度夏季から一部実施） 

海域生物 植物プランクトン 四季 夏季・冬季 P77～83 に記載。 

動物プランクトン P84～89 に記載。 

魚卵・稚仔魚 P90～100 に記載。 

魚類 P101～107 に記載。 

底生動物（マクロベントス） P108～128 に記載。 

大型底生動物（メガロベントス、目視観察調査） P129～150 に記載。 

サンゴ類（定点調査） P151～161,177～184 に記載。 

サンゴ類（分布調査） P162～176,185～204 に記載。 

海草藻場（定点調査） P205～220,221～228 に記載。 

クビレミドロ 4～6 月及び 1～3 月に月 1 回 P229～246 に記載。 

生息・生育環境 

水質 四季 夏季・冬季 P247～266 に記載。 

底質 四季 夏季・冬季 P267～286 に記載。 

潮流 － 夏季・冬季 P287 に記載。存在時（平成 30 年度冬季・令和元年度夏季） 

環
境
監
視
調
査 

土砂による 

水の濁り 

水質 SS（浮遊物質量） 濁りの発生する工事施

工中に月 1 回 
－ 

別途、濁りの発生する工事施工中においては、濁度計による

日々の濁り監視を行う（令和元年度で終了）。 濁度 

底質 底質 

（汚濁防止膜内外） 

外観 汚濁防止膜設置後 

及び撤去前 
－ 

 

SPSS 代表的な箇所で粒度組成についても調査する。 

（令和元年度で終了）。 生物 

（汚濁防止膜内外） 

底生動物 

海藻草類等  

陸域生物・ 

陸域生態系 

ヒメガマ群落 春季・秋季 － 令和元年度で終了。 

アジサシ類 夏季 P292～303 

動植物種の混入 四季 － 令和元年度で終了。 

海域生物・ 

海域生態系 

海草藻場（分布調査） 四季 夏季・冬季 P305～347 に記載。 

カサノリ類（分布調査） 冬季 P348～384 に記載。 
そ

の

他 

地形 地形（地盤高、堆積厚等） 測量調査等 仮設橋の設置・撤去時 － 設置時：平成 27 年 7 月、撤去時：令和元年 6 月実施済み。 

緑化後生育状況把握調査 施工後 1,2,3,6 ヶ月目,1 年目 令和 2 年度で終了。 
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表 2 過年度調査、事前調査の実施状況及び今後の調査予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注 1：春季：3,4,5,6 月、夏季：7,8,9 月、秋季：10,11 月、冬季：12,1,2 月 

2：評価書において、調査期間については、概ね供用後 3 年までを想定しているものの、環境影響評価法に基づく環境保全措置等の報告に対する意見、沖縄県環境影響評価
条例に基づく事後調査報告書に対する措置の要求及び環境監視委員会等の意見を踏まえ、平成 29 年度をもって事後調査を終了することとした。 

 

区分
アセス
調査

年度 H13 H14 H18 H19 H20 H22～23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

夏季･冬季 － － － － 四季 － 夏季･冬季

－ － － － － 四季 － 夏季

海域生物・
海域生態系 移植サンゴ － － － － － －

移植先・
移植元

移植元
移植後1ヶ
月、3ヶ月、
6ヶ月

－ 夏季･冬季 － － － 四季 － 夏季･冬季

－ 夏季･冬季 － － － 四季 － 夏季･冬季

－ 夏季･冬季 － － － 四季 － 夏季･冬季

－ 夏季･冬季 冬季 － － 四季 － 夏季･冬季

－ 夏季･冬季 － － － 四季 － 夏季･冬季

－ － － － － 四季 － 夏季･冬季

冬季 － 冬季 － － 四季 － 夏季･冬季

－ － － － － 四季 － 夏季･冬季

－ － 夏季･冬季 － － 冬季 － 冬季

水質 夏季･冬季 － － － － 四季 － 夏季･冬季

底質 夏季･冬季 － － － － 四季 四季 夏季･冬季

SS 夏季･冬季 － － － － 四季 － －

濁度 夏季･冬季 － － － － 四季 － －

外観 － － － － － － － －

SPSS － － － － － － － －

底生動物 － － － － － － － －

海藻草類等 － － － － － － － －

－ － － － － 四季 － －

夏季･冬季 － － － － 四季 － 夏季

冬季 － 冬季 － 夏季 四季 － 夏季･冬季

－ － － 冬季 － － 冬季 冬季

地形 － － － － － － － － －
仮設橋の
設置時

仮設橋の
撤去時

緑化後生育状況把握調査 - - - - - - - - - - - - -
施工後1,2,3,
6ヵ月目,1年目 -

－

－

冬季

夏季･冬季

夏季

移植元 移植後4～6月及び1～3月に月1回

四季

－
－

夏季･冬季

夏季･冬季

夏季･冬季

4～6月及び1～3月に月1回

夏季･冬季

夏季･冬季

－

四季

四季

夏季･冬季

-

-

－

－ －

海草藻場（定点調査）

－ 四季 －

存在及び供用時

夏季･冬季

コアジサシの繁殖時期(5～7月)に1回

－

－

夏季･冬季

夏季･冬季

夏季･冬季

夏季･冬季

夏季･冬季

夏季･冬季

夏季･冬季

－

（護岸概成後の夏・冬）

四季

四季

四季

その後年2回
（台風接近後必要に応じて追加）

－

底生動物
（マクロベントス）

サンゴ類（定点調査） 四季

水質

底質

ヒメガマ群落

夏季･冬季 － － －

大型底生動物
（メガロベントス、
目視観察調査）

夏季･冬季 － 四季

－ － － － － －

汚濁防止膜設置後及び撤去前

台風期

そ
の
他

　
　
環
境
監
視
調
査

－ －

四季

(埋立区域造成後:四季)

汚濁防止膜設置後及び撤去前

汚濁防止膜設置後及び撤去前

汚濁防止膜設置後及び撤去前

四季
－

春季・秋季

海域生物・
海域生態系

陸域生物・
陸域生態系

底質
（汚濁防止膜内外）

生物
（汚濁防止膜内外）

カサノリ類（分布調査）

海草藻場（分布調査）

動植物種の混入

アジサシ類

土砂による水
の濁り

濁りの発生する工事
施工中において月1回

濁りの発生する工事
施工中において月1回

(別途、濁度計による濁り監視を毎日実施)

地形（地盤高、堆積厚等）

陸域生物・陸
域生態系

陸域改変区域に分布する重要な種

コアジサシの繁殖状況

夏

海域生物

冬

クビレミドロ

生息・生育環境

四季

－ －

四季

潮流

夏季

サンゴ類（分布調査）

植物プランクトン 四季

付着生物
サンゴ類、
底生動物、その他生物等

－

魚卵・稚仔魚

魚類

－

移植生物

－

－

－

－

－

調査項目
過年度調査 工事の実施中事前調査

動物プランクトン

（存在時の夏・冬）
夏季･冬季 夏季･冬季

四季

　
　
事
後
調
査

移植クビレミドロ － － － － － 移植元 移植先

－
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2. 事後調査 

2.1 陸域改変区域に分布する重要な種 

 調査方法 

「自然環境保全基礎調査」（環境省）及び「河川水辺の国勢調査マニュアル」（建設省）等に準拠

し、陸域改変区域を踏査し、評価書で提示した重要な種の確認地点などについて記録を行い、可能

な限り写真撮影を行った。 

 
●重要な植物種・植物群落 
・任意踏査法 
・重要な植物種・植物群落の位置、生育状況等を記録 
●重要な動物種 
・任意踏査法、トラップ法 
・重要な動物種の個体数、確認位置、生息状況を記録 
 
 

表 3 工事前の調査で確認された陸域改変区域に分布する重要な種 

項目 重要な種 
維管束植物 ハリツルマサキ 
哺乳類 ワタセジネズミ、ジャコウネズミ、オキナワハツカネズミ、 

オリイオオコウモリ 
鳥類 コアジサシ 
昆虫類 ハイイロイボサシガメ、コガタノゲンゴロウ、ヤマトアシナ

ガバチ 
陸生貝類 オイランカワザンショウ、ノミガイ 
オカヤドカリ類 ヤシガニ、オオナキオカヤドカリ、オカヤドカリ、 

ムラサキオカヤドカリ、ナキオカヤドカリ 
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図 1 陸域生物・生態系に係る事後調査地域 

  

注：令和元年度冬季以降、連絡誘導路の取り付け部では調査を行っていない。 
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 調査時期及び調査期間 

 
表 4 陸域改変区域に分布する重要な種の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

陸域改変区域に分布する重要な種 夏季・冬季 工事の実施時及び供用後 3 年間を想定 

 
 令和 4 年度調査結果 

1) 重要な植物種・植物群落 

① 重要な植物種 

確認された重要な植物種一覧は表 5 及び表 6 に、確認状況は表 7 及び表 8 に、確認位置は図 2

及び図 3 に示すとおりである。 

なお、調査地域に生育する植物の生育環境や地形、土質等を考慮しながら、調査ルート等を設定

した。 

環境影響評価書時の現地調査及び事前調査、事後調査の際に陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設

橋の取り付け部を含む）で確認された重要な植物種はハリツルマサキ、ヤリテンツキ、タマハリイ

の 3 種であった。令和 4 年度調査では、陸域改変区域でタマハリイが 1 種確認された。 

また、陸域改変区域外の重要な植物として、イソフジ、ミズガンピ、ハリツルマサキ、タマハリ

イの 4 種が確認された。 

 

表 5 陸域改変区域で確認された重要な植物種一覧 

 
                                          調査期日：令和 4 年 8 月 24 日（夏季） 

                                               令和 5 年 1 月 31 日（冬季） 

No. 分類群 科 和名 学名 
調査 

対象種 

選定基準 調査時期 

① ② ③ ④ 

夏季 冬季 天然 

記念物 

種の 

保存法 

環境省

RL 

沖縄県 

RDB 

1 維管束植物 カヤツリグサ タマハリイ 
Eleocharis 

geniculate 
対象種    

準絶滅 

危惧 
○ ○ 

計 1 分類群 1 科 1 種 1 種 0 種 0 種 0 種 1 種 1 種 1 種 
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表 6 陸域改変区域外で確認された重要な植物種一覧 

 

調査期日：令和 4 年 8 月 24 日（夏季）     

令和 5 年 1 月 31 日（冬季）     

No. 分類群 科 和名 学名 

選定基準 調査時期 

① ② ③ ④ 

夏季 冬季 天然 

記念物 

種の 

保存法 

環境省

RL 

沖縄県 

RDB 

1 維管束植物 マメ イソフジ 
Sophora 

tomentosa 
  

絶滅危

惧 IB 類 
 ○ ○ 

2 
 

ミソハギ ミズガンピ 
Pemphis 

acidula 
   

準絶滅 

危惧 
○ ○ 

3 
 

ニシキギ 
ハリツルマ

サキ 

Maytenus 

diversifolia 
  

準絶滅 

危惧 
 ○ ○ 

4 
 

カヤツリグサ タマハリイ 
Eleocharis 

geniculate 
   

準絶滅 

危惧 
○ ○ 

計 1 分類群 4 科 4 種 0 種 0 種 2 種 2 種 4 種 4 種 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

以下の①～④のいずれかに該当しているものを「重要な種」として選定した。 

 

① 天然記念物 ：文化財保護法により、保護されている種及び亜種 

・特天 ：国指定特別天然記念物 

・国天 ：国指定天然記念物 

・県天 ：沖縄県指定天然記念物 

② 種の保存法 ：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」において以下の項目に選定 

される種及び亜種 

・国内希少 ：国内希少野生動植物種  ・国際希少：国際希少野生動植物種 

③ 環境省 RL ：「環境省レッドリスト 2020 の公表について｣（環境省、令和 2年 3月 27 日）に 

記載されている種及び亜種 

・絶滅危惧Ⅰ類 ：絶滅の危機に瀕している種 

・絶滅危惧ⅠA 類：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの 

・絶滅危惧ⅠB類：絶滅の危機に瀕している種のうち、ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険

性が高いもの 

・絶滅危惧Ⅱ類 ：絶滅の危険が増大している種 

・準絶滅危惧   ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」

に移行する可能性のある種 

・情報不足     ：評価するだけの情報が不足している種 

・地域個体群   ：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

④ 沖縄県 RDB ：「改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（レッドデータおきなわ）第 3版-菌類 編・ 

植物編-」（平成 30 年 7月 9 日、沖縄県）に記載されている種及び亜種 

・絶滅危惧Ⅰ類           ：沖縄県では絶滅の危機に瀕している種 

・絶滅危惧ⅠA類           ：沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

・絶滅危惧ⅠB類          ：沖縄県ではⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高

いもの 

・絶滅危惧Ⅱ類           ：沖縄県では絶滅の危機が増大している種 

・準絶滅危惧              ：沖縄県では存続基盤が脆弱な種 

・情報不足             ：沖縄県では評価するだけの情報が不足している種 

・絶滅のおそれのある地域個体群  ：沖縄県で地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれの高いもの 
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表 7 陸域改変区域で確認された重要な植物種の確認状況 

 
調査期日:令和 4 年 8 月 24 日（夏季） 

令和 5 年 1 月 31 日（冬季） 

No. 分類群 和名 
重要な種の 

選定基準 
確認状況 

1 維管束植物 

 

タマハリイ 沖縄県 RDB： 

準絶滅危惧 

陸域改変区域内の道路脇に、夏季調査で 1地点 2個

体、冬季調査で 1地点 1個体確認された。 

 

 
表 8 陸域改変区域外で確認された重要な植物種の確認状況 

 
調査期日:令和 4 年 8 月 24 日（夏季） 

令和 5 年 1 月 31 日（冬季） 

No. 分類群 和名 
重要な種の 

選定基準 
確認状況 

1 維管束植物 

 

イソフジ 環境省 RL： 

絶滅危惧 IB 類 

陸域改変区域外の連絡誘導路北側の砂浜に、夏季調

査で 2地点 32 個体、冬季調査で 2地点 29 個体確認

された。 

2 ミズガンピ 沖縄県 RDB： 

準絶滅危惧 

陸域改変区域外の連絡誘導路北側の砂浜に、夏季調

査及び冬季調査で 1地点 1 個体確認された。 

3 ハリツルマサキ 環境省 RL： 

準絶滅危惧 

陸域改変区域外の敷地境界のフェンス沿いに、夏季

調査及び冬季調査で 7地点 18 個体確認された。 

4 タマハリイ 沖縄県 RDB： 

準絶滅危惧 

陸域改変区域外の空港内の消防施設付近の草地に、

夏季調査で 2 地点 35 個体、冬季調査で 2 地点 22 個

体確認された。 
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重要種保護のため 
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図 2 重要な植物種の確認位置（陸域改変区域内外、夏季） 
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図 3 重要な植物種の確認位置（陸域改変区域内外、冬季） 
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② 重要な植物群落 

確認された重要な植物群落一覧は表 9 に、選定基準は表 10 及び表 11 に、確認位置は図 4 及び

図 5 に示すとおりである。 

なお、調査地域に生育する植生の生育環境や地形、土質等を考慮しながら、調査ルート等を設定

した。 

環境影響評価書時の現地調査及び事前調査にて、調査範囲及びその周辺で分布が確認された重要

な植物群落（調査対象群落）8 群落であった。令和 4 年度調査では、平成 29 年度から引き続き 6

群落が確認され、群落数に変化はみられていない。 

 

 
表 9 陸域改変区域で確認された重要な植物群落一覧 

 
調査期日:夏季：令和 4 年 8 月 24 日（夏季）   

令和 5 年 1 月 31 日（冬季）   

群落名称 
天然 

記念物 

植生 

自然度 

特定 

植物群落 

植物群落 

RDB 
その他 

調査時期 

夏季 冬季 

F.海岸砂丘植生        

F5 キダチハマグルマ群落  10 該当(D)   ○ ○ 

F8 ハマササゲ群落  10 該当(D)   ○ ○ 

G.湿地植生        

G1 ヨシ群落  10 該当(D)   ○ ○ 

G2 ヒメガマ群落  10 該当(D)   ○ ○ 

H.隆起サンゴ礁植生        

H1 アダン群落  9 該当(A・D・H) 掲載  ○ ○ 

I.休耕地・路傍雑草群落        

I5 ナンゴクワセオバナ群落  4   ○ ○ ○ 

合計 6 群落 6 6 
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表 10 重要な植物群落の選定基準 

略称 基準法令・基準文献等 判定基準 

天然記念物 「文化財保護法」 

「沖縄県文化財保護条例」 

「那覇市文化財保護条例」 

「豊見城市文化財保護条例」 

国、県、市の天然記念物 

植生自然度 「日本の植生Ⅱ」（平成 16 年、環境省自然環境局） 植生自然度 9・10 に該当

する植物群落 

特定植物群落 「第 2 回特定植物群落調査報告書」（昭和 53 年、環境庁） 

「第 3 回特定植物群落調査報告書」（昭和 63 年、環境庁） 

「第 5 回特定植物群落調査報告書」（平成 12 年、環境庁） 

特定植物群落選定基準

（表 11）に該当する植

物群落 

植物群落 RDB 「植物群落レッドデータ・ブック」（平成 8 年、(財)日本自

然保護協会・(財)世界自然保護基金日本委員会） 

掲載されている植物群

落 

その他 学識経験者・委員会・審議会等で指摘のあった群落 指摘群落 

 
 

表 11 特定植物群落の選定基準 

 
出典：「第 5回特定植物群落調査報告書」（平成 12 年、環境庁） 

 
 
  

A 原生林もしくはそれに近い自然林

B 国内若干地域に分布するが、極めてまれな植物群落または個体群

C
比較的普通にみられるものであっても、南限、北限、隔離分布等分布限界にな
る産地にみられる植物群落または個体群

D
砂丘・断崖地・塩沼地・湖沼・河川・湿地・高山・石灰岩地等の特殊な立地に
特有な植物群落または個体群で、その群落の特徴が典型的なもの

E 郷土景観を代表する植物群落で、特にその群落の特徴が典型的なもの

F
過去において人工的に植栽されたことが明らかな森林であっても、長期にわ
たって伐採等の手が入っていないもの

G
乱獲、その他人為の影響によって、当該都道府県で極端に少なくなるおそれの
ある植物群落または個体群

H その他、学術上重要な植物群落または個体群
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図 4 重要な植物群落の確認位置（夏季） 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 5 重要な植物群落の確認位置（冬季） 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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2) 重要な動物種 

① 哺乳類 

確認された重要な種一覧（哺乳類）は表 12 に、確認位置は図 6 及び図 7 に、確認状況は図 8

に示すとおりである。 

なお、調査地域に生息する哺乳類の生息環境や地形、土質等を考慮しながら、調査ルート等を設

定した。 

環境影響評価時の現地調査及び事前調査の際に陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取り付け

部を含む）で確認された重要な種である 4 種（調査対象種）のうち、ワタセジネズミ、オキナワハ

ツカネズミの 2 種が確認された。陸域改変区域外で重要な哺乳類は確認されなかった。 

 
表 12 陸域改変区域で確認された重要な種一覧（哺乳類） 

調査期日：令和 4 年 8 月 22～24 日（夏季）   

令和 5 年 1 月 25～27 日（冬季）   

No. 和名 

選定基準 調査 

時期 ① ② ③ ④ ⑤ 

天然 

記念物 

種の 

保存法 
環境省 RL 

沖縄県 

RDB 

水産庁 

DB 
夏季 冬季 

1 ワタセジネズミ ― ― 
準絶滅 

危惧 

準絶滅 

危惧 
― ○ ○ 

2 オキナワハツカネズミ ― ― ― 
情報 

不足 
― ○  

計 2 種 0 種 0 種 1 種 2 種 0 種 2 種 1 種 

注：確認した種の和名、学名及びそれらの配列等については原則として、「日本の哺乳類 改訂 2 版(東海大学出版会)」に従った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

以下の①～⑤のいずれかに該当しているものを「重要な種」として選定した。 

 
①天然記念物：文化財保護法により、保護されている種及び亜種 
・特天：国指定特別天然記念物 ・国天：国指定天然記念物 ・県天：沖縄県指定天然記念物 

②種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」において以下の項目に選定される種及び亜種 
・国内希少：国内希少野生動植物種  ・国際希少：国際希少野生動植物種 

③環境省 RL：「環境省レッドリスト 2020 の公表について｣（環境省、令和 2年 3月 27 日）に記載されている種及び亜種 
・絶滅危惧Ⅰ類  ：絶滅の危機に瀕している種 
・絶滅危惧ⅠA 類：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの 
・絶滅危惧ⅠB 類：絶滅の危機に瀕している種のうち、ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険

性が高いもの 
・絶滅危惧Ⅱ類  ：絶滅の危険が増大している種 
・準絶滅危惧    ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」

に移行する可能性のある種 
・情報不足      ：評価するだけの情報が不足している種 
・地域個体群    ：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

④沖縄県 RDB：「改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 第 3 版（動物編）」（沖縄県、平成 29 年 3月）に記載
されている種及び亜種 

・絶滅危惧Ⅰ類  ：沖縄県では絶滅の危機に瀕している種 
・絶滅危惧ⅠA類：沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 
・絶滅危惧ⅠB類：沖縄県ではⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 
・絶滅危惧Ⅱ類 ：沖縄県では絶滅の危機が増大している種 
・準絶滅危惧    ：沖縄県では存続基盤が脆弱な種 
・情報不足   ：沖縄県では評価するだけの情報が不足している種 
・絶滅のおそれのある地域個体群：沖縄県で地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれの高いもの 

⑤水産庁 DB：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック」（水産庁、平成 12 年） 
・絶滅危惧種：絶滅の危機に瀕している種・亜種 
・危急種  ：絶滅の危険が増大している種・亜種 
・希少種  ：存続基盤が脆弱な種・亜種 
・減少種  ：明らかに減少しているもの 
・減少傾向 ：長期的に見て減少しつつあるもの 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない 
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図 6 重要な種の確認位置（陸域改変区域内、夏季） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7 重要な種の確認位置（陸域改変区域内、冬季） 
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重要種保護のため位置情報は表示しない。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 8 重要な種（哺乳類）確認状況 
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② 昆虫類 

確認された重要な種一覧（昆虫類）は表 13 に、確認位置は図 9 及び図 10 に、確認状況は図 11

に示すとおりである。 

なお、調査地域に生息する昆虫類の生息環境や地形、土質等を考慮しながら、調査ルート等を設

定した。 

環境影響評価書時の現地調査及び事前調査において、陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取

り付け部を含む）で生息が確認された重要な昆虫類 3 種（調査対象種）のうち、コガタノゲンゴロ

ウが確認された。 

また、調査対象種以外の重要な種としてはヒメイトトンボ、コマルケシゲンゴロウが陸域改変区

域内で確認された。陸域改変区域外で重要な昆虫類は確認されなかった。 

 

 

表 13 陸域改変区域で確認された重要な種一覧（昆虫類） 

 

調査期日：令和 4 年 8 月 22～24、30 日（夏季）     

令和 5 年 1 月 25～27 日  （冬季）     

No. 和名 

選定基準 調査 

時期 ① ② ③ ④ ⑤ 

天然 

記念物 

種の 

保存法 
環境省 RL 

沖縄県 

RDB 

水産庁 

DB 
夏季 冬季 

1 ヒメイトトンボ ― ― 
準絶滅 

危惧 
― ― ○ ○ 

2 コガタノゲンゴロウ ― ― 絶滅危惧 II 類 ― ― ○  

3 コマルケシゲンゴロウ ― ― 
準絶滅 

危惧 
― ― ○ ○ 

計 3 種 0 種 0 種 3 種 0 種 0 種 3 種 2 種 

注：重要な動物種の選定基準は表 12 と同様とした。 
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図 9 重要な種の確認位置（陸域改変区域内、夏季） 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない 

 

 
 
 
 
 
 
 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない 

 

図 10 重要な種の確認位置（陸域改変区域内、冬季） 
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重要種保護のため位置情報は表示しない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 11 重要な種（昆虫類）確認状況 
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③ 陸生貝類 

確認された重要な種一覧（陸生貝類）は表 14 に、確認位置は図 12 及び図 13 に、確認状況は図 

14 に示すとおりである。 

なお、調査地域に生息する陸生貝類の生息環境や地形、土質等を考慮しながら、調査ルート等を

設定した。 

環境影響評価時の現地調査及び事前調査において、陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取り

付け部を含む）で確認された重要な種 2 種（調査対象種）のうち、ノミガイが確認された。 

オイランカワザンショウは、平成 29 年度には生息地が連絡誘導路部の工事によって消失してい

たため、確認されなかった。 

また、調査対象種以外の種として、重要な陸生貝類のスナガイ及びパンダナマイマイの 2種が確

認された。 

 
表 14 陸域改変区域で確認された重要な種一覧（陸生貝類） 

 

調査期日：令和 4 年 8 月 22～24 日（夏季）  

令和 5 年 1 月 25～27 日（冬季）  

No. 和名 

選定基準 調査 

時期 ① ② ③ ④ ⑤ 

天然 

記念物 

種の 

保存法 
環境省 RL 

沖縄県 

RDB 

水産庁 

DB 
夏季 冬季 

1 ノミガイ ― ― 絶滅危惧 II 類 ― ― ○ ○ 

2 スナガイ ― ― 
準絶滅 

危惧 
― ― ○ ○ 

3 パンダナマイマイ ― ― ― 
準絶滅 

危惧 
― ○ ○ 

計 3 種 0 種 0 種 2 種 1 種 0 種 3 種 3 種 

注：重要な動物種の選定基準は表 12 と同様とした。 
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図 12 重要な種の確認位置（陸域改変区域内、夏季） 
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図 13 重要な種の確認位置（陸域改変区域内、冬季） 
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図 14 重要な種（陸生貝類）確認状況 

 
 
  



 

25 

④ オカヤドカリ類 

確認された重要な種一覧（オカヤドカリ類）は表 15 及び表 16 に、確認位置は図 15 及び図 16

に、確認状況は図 17 に示すとおりである。 

なお、調査地域に生息するオカヤドカリ類の生息環境や地形、土質等を考慮しながら、調査ルー

ト等を設定した。 

環境影響評価書時の現地調査及び事前調査において、陸域改変区域に生息が確認されたオカヤド

カリ類 5 種（調査対象種）のうち、陸域改変区域内でヤシガニ、オカヤドカリ、ムラサキオカヤド

カリ、ナキオカヤドカリが確認され、陸域改変区域外ではオオナキオカヤドカリ、ムラサキオカヤ

ドカリ、ナキオカヤドカリが確認された。 

 

表 15 陸域改変区域で確認された重要な種一覧（オカヤドカリ類） 

 

調査期日：令和 4 年 8 月 30 日（夏季）       

令和 5 年 1 月 27 日（冬季）       

No. 和名 

選定基準 調査 

時期 ① ② ③ ④ ⑤ 

天然 

記念物 

種の 

保存法 
環境省 RL 

沖縄県 

RDB 

水産庁 

DB 
夏季 冬季 

1 ヤシガニ ― ― 
絶滅危惧 II

類 

絶滅危惧 II

類 
希少種 ○  

2 オカヤドカリ 国天 ― ― ― ― ○ ○ 

3 ムラサキオカヤドカリ 国天 ― ― ― ― ○  

4 ナキオカヤドカリ 国天 ― ― ― ― ○  

計 4 種 3 種 0 種 1 種 1 種 1 種 4 種 1 種 

注 1：重要な動物種の選定基準は表 12 と同様とした。 

注 2：確認した種の和名、学名及びそれらの配列等については原則として、「原色検索日本海岸動物図鑑[II]

（西村三郎, 1995）」に従った。 

 
表 16 陸域改変区域外で確認された重要な種一覧（オカヤドカリ類） 

 

調査期日：令和 4 年 8 月 30 日（夏季）        

令和 5 年 1 月 27 日（冬季）        

No. 和名 

選定基準 調査 

時期 ① ② ③ ④ ⑤ 

天然 

記念物 

種の 

保存法 
環境省 RL 

沖縄県 

RDB 

水産庁 

DB 
夏季 冬季 

1 オオナキオカヤドカリ 国天 ― 準絶滅危惧 ― ― ○  

2 ムラサキオカヤドカリ 国天 ― ― ― ― ○ ○ 

3 ナキオカヤドカリ 国天 ― ― ― ― ○ ○ 

計 3 種 3 種 0 種 1 種 0 種 0 種 3 種 2 種 

注 1：重要な動物種の選定基準は表 12 と同様とした。 

注 2：確認した種の和名、学名及びそれらの配列等については原則として、「原色検索日本海岸動物図鑑[II]

（西村三郎, 1995）」に従った。 
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図 15（1） 重要な種の確認位置（陸域改変区域内外、夏季） 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 15（2） 重要な種の確認位置（陸域改変区域内外、夏季） 
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図 16（1） 重要な種の確認位置（陸域改変区域内外、冬季）  
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 16（2） 重要な種の確認位置（陸域改変区域外、冬季） 
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重要種保護のため位置情報は表示しない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17（1） 重要な種（オカヤドカリ類）確認状況 
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重要種保護のため位置情報は表示しない。 
 

 

 

 

 

 

 

図 17（2） 重要な種（オカヤドカリ類）確認状況 
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⑤ その他の重要な動物 

確認された重要な種一覧（その他）は表 17 に、確認位置は図 18 及び図 19 に、確認状況は図 20

に示すとおりである。 

調査対象種以外の種として、その他の重要な動物のタイワンモノアラガイ、ヒラマキミズマイマ

イ、トウキョウヒラマキガイが陸域改変区域内で確認された。 

 
表 17 陸域改変区域で確認された重要な種一覧（その他） 

 

調査期日：令和 4 年 8 月 22～24、30 日（夏季） 

令和 5 年 1 月 25～27 日  （冬季） 

No. 和名 

選定基準 調査 

時期 ① ② ③ ④ ⑤ 

天然 

記念物 

種の 

保存法 
環境省 RL 

沖縄県 

RDB 

水産庁 

DB 
夏季 冬季 

1 タイワンモノアラガイ ― ― 情報不足 ― ― ○ ○ 

2 ヒラマキミズマイマイ ― ― 情報不足 ― ― ○  

3 トウキョウヒラマキガイ ― ― 情報不足 ― ― ○ ○ 

計 3 種 0 種 0 種 3 種 0 種 0 種 3 種 2 種 

注 1：重要な動物種の選定基準は表 12 と同様とした。 

注 2: 確認した種の和名、学名及びそれらの配列等については原則として、「河川水辺の国勢調査のための生物リ

スト［令和 3 年度版］（国土交通省, 2021 年 8 月）」に従った。 
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図 18 重要な種の確認位置（陸域改変区域内、夏季） 
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重要種保護のため 
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図 19 重要な種の確認位置（陸域改変区域内、冬季） 
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重要種保護のため位置情報は表示しない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 重要な種（その他）確認状況 
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 令和 4 年度調査結果のまとめ 

陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取り付け部を含む）に分布する重要な植物群落は表 18 に、

陸域改変区域に分布する重要な種の確認状況は表 19 に示すとおりである。 

令和 4 年度には、平成 29 年度から引き続き、計 6 群落が確認され、群落数に変化はみられていな

い。 

生育状況については、夏季にパラグラス群落の拡大に伴い、ヒメガマ群落の縮小が確認された。

令和元年度に工事は終了しており、ため池周辺で工事は実施されていない。 

陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取り付け部を含む）に分布する重要な種は表 19 に示すと

おりである。 

令和 4 年度夏季に 17 種、冬季に 13 種が確認された。ホザキノフサモは工事前に確認されていなか

ったが、令和 4 年度夏季に新たに確認された（図 21）。 

 
 

表 18 陸域改変区域に分布する重要な植物群落一覧 

 
 
 
 
 

  

環境影響
評価時の
現地調査

H23年度

春季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季

F5 キダチハマグルマ群落 10 該当（D) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

F8 ハマササゲ群落 10 該当（D) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

F9 グンバイヒルガオ群落 10 該当（D) 掲載 ○ ○ ○ ○

G1 ヨシ群落 10 該当（D) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

G2 ヒメガマ群落 10 該当（D) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H1 アダン群落 9 該当（A・D・H) 掲載 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H2 オオハマボウ群落 9 該当（A・D・H) 掲載 ○ ○ ○ ○

H4 クサトベラ群落 9 該当（A・D・H) 掲載 ○ ○ ○ ○ ○

H7 コウライシバ群落 10 該当（D・H) 掲載 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

I5 ナンゴクワセオバナ群落 4 ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 8 8 8 6 7 8 8 7 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

注1：陸域改変区域には、連絡誘導路及び仮設橋の取付部を含む。
　2：陸域改変区域の扱いについて、平成26年度事後調査報告書から一部修正している。
　3：ナンゴクワセオバナ群落については、平成26年度環境保全措置要求（沖縄県）に基づき確認対象として追加している。
　4：令和元年度冬季以降、連絡誘導路の取り付け部では調査を行っていない。

工事前 工事中

事前調査

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

供用時

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

H.隆起サンゴ礁植生

I.休耕地・路傍雑草群落

合計10群落

R4年度

事後調査

F.海岸砂丘植生

G.湿地植生

群落名称
天然
記念物

植生
自然度

特定
植物群落

植物
群落
RDB

その他
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表 19 陸域改変区域に分布する重要な種の確認状況 

 
 
 

 
 

 

 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
 

 
 
 

図 21 新たに確認された重要な種（陸域改変区域内） 

  

H22年度 H23年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

冬季 春季 夏季 秋季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季

維管束植物 1 ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ 環境省RL ：準絶滅危惧 ○ ○

2 ﾀﾏﾊﾘｲ 沖縄県RDB ：準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ﾔﾘﾃﾝﾂｷ 環境省RL ：準絶滅危惧 ○

4 ﾎｻﾞｷﾉﾌｻﾓ 沖縄県RDB ：絶滅危惧ⅠA類 ○ ○

哺乳類 1 ﾜﾀｾｼﾞﾈｽﾞﾐ 環境省RL ：準絶滅危惧

沖縄県RDB ：準絶滅危惧

2 ｼﾞｬｺｳﾈｽﾞﾐ 沖縄県RDB ：情報不足 ○ ○

3 ｵｷﾅﾜﾊﾂｶﾈｽﾞﾐ 沖縄県RDB ：情報不足 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ｵﾘｲｵｵｺｳﾓﾘ 沖縄県RDB ：準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ﾋﾅｺｳﾓﾘ科 環境省RL ：絶滅危惧ⅠB類

沖縄県RDB ：絶滅危惧ⅠB類

鳥類 1 ｺｱｼﾞｻｼ 環境省RL ：絶滅危惧Ⅱ類

沖縄県RDB ：絶滅危惧Ⅱ類

水産庁DB ：減少

昆虫類 1 ﾋﾒｲﾄﾄﾝﾎﾞ 環境省RL ：準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ｺﾌｷﾄﾝﾎﾞ 沖縄県RDB ：絶滅危惧Ⅱ類 ○

3 ﾊｲｲﾛｲﾎﾞｻｼｶﾞﾒ 環境省RL ：準絶滅危惧 ○ ○

4 ﾄﾋﾞｲﾛﾔﾝﾏ 環境省RL ：絶滅危惧ⅠB類

沖縄県RDB ：絶滅危惧ⅠB類

5 ｺｶﾞﾀﾉｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 環境省RL ：絶滅危惧Ⅱ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 ｺﾏﾙｹｼｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 環境省RL ：準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ﾔﾏﾄｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ 環境省RL ：情報不足 ○ ○ ○

8 ﾋﾒﾌﾁﾄﾘｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 環境省RL ：絶滅危惧Ⅱ類

沖縄県RDB ：絶滅危惧Ⅱ類

陸生貝類 1 ｵｲﾗﾝｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ 環境省RL ：準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ﾉﾐｶﾞｲ 環境省RL ：絶滅危惧Ⅱ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ｽﾅｶﾞｲ 環境省RL ：準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ﾊﾟﾝﾀﾞﾅﾏｲﾏｲ
注2 沖縄県RDB ：準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ類 1 ﾔｼｶﾞﾆ 環境省RL ：絶滅危惧Ⅱ類

沖縄県RDB ：絶滅危惧Ⅱ類

水産庁DB ：希少

2 ｵｵﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ 天然記念物 ：国指定

環境省RL ：準絶滅危惧

3 ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ 天然記念物 ：国指定

水産庁DB ：減少傾向

4 ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ 天然記念物 ：国指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ 天然記念物 ：国指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 ｺﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ 天然記念物 ：国指定 ○ ○

1 ﾀｳﾅｷﾞ 環境省RL ：絶滅危惧ⅠA類

沖縄県RDB ：絶滅危惧ⅠA類

水産庁DB ：絶滅危惧種

2 ｲﾎﾞﾋﾞﾙ 環境省RL ：情報不足 ○ ○

3 ﾇﾉﾒｶﾜﾆﾅ 環境省RL ：準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

4 ｲﾎﾞｱﾔｶﾜﾆﾅ 環境省RL ：準絶滅危惧 ○

5 ﾀｲﾜﾝﾓﾉｱﾗｶﾞｲ 環境省RL ：情報不足 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 ﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ 環境省RL ：情報不足 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ﾄｳｷｮｳﾋﾗﾏｷｶﾞｲ 環境省RL ：情報不足 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 ﾀｲﾜﾝｵｵﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 環境省RL ：情報不足

沖縄県RDB ：情報不足

計 4 11 11 10 11 6 10 7 6 5 12 3 14 9 13 13 13 12 17 13 15 14 17 13

注1：平成27年度春季に、大嶺崎周辺のため池で確認されたカワツルモ（環境省RDB：準絶滅危惧、沖縄県RDB：絶滅危惧ⅠB類）については、夏季以降確認されなかった。

  2：平成28年度末の環境省RL、沖縄県RDB、環境省海洋生物RLの改訂により、新たに重要な種として選定したため、平成28年度以降出現の有無を確認している。

  3：沖縄本島南部に生息するヒナコウモリ科のコウモリはアブラコウモリあるいはリュウキュウユビナガコウモリであり、アブラコウモリは沖縄県RDBで絶滅危惧II類、

  　 リュウキュウユビナガコウモリは沖縄県RDB・環境省RLで絶滅危惧IB類かつ国内希少野生動植物種に指定されているため、重要な種として扱った。

  4：令和元年度冬季以降、連絡誘導路の取り付け部では調査を行っていない。

R4年度

事後調査

供用時

○

○

○

○○

その他

○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○○ ○ ○ ○

○

○

○ ○

○○ ○

〇

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○

環境影響評価時の現地調査 事前調査

R2年度 R3年度
分類群 No. 和名 重要な種の選定基準

工事前 工事中
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 工事前調査結果との比較 

工事前に確認された重要な植物群落（調査対象群落）8 群落であった。環境影響評価のとおり、工

事に伴い、平成27年度夏季にオオハマボウ群落及びクサトベラ群落が消失し、平成28年度冬季にコ

ウライシバ群落が消失した。平成 29 年度から引き続き 6 群落が確認され、群落数に変化はみられて

いない。 

生育状況については、令和4年度調査ではパラグラス群落の拡大に伴い、ヒメガマ群落の縮小が確

認された。令和元年度に工事は終了しており、ため池周辺で工事等は実施されていないことから、

自然変動と考えられる。 

工事前に確認された重要な植物種はハリツルマサキ、ヤリテンツキ、タマハリイの3種であった。

ハリツルマサキは平成26年度に連絡誘導路の工事で消失、ヤリテンツキは平成29年度に工事により

消失した。タマハリイは平成 30 年度から令和 4 年度まで、継続的にではないが確認されている。令

和 4 年度には、ため池でホザキノフサモが新たに確認された。 

また、陸域改変区域外の重要な植物として、イソフジ、ミズガンピ、ハリツルマサキ、タマハリ

イの4種が確認されている。イソフジ、ミズガンピ、ハリツルマサキは、陸域改変区域外で工事中か

ら継続的に確認されており、生育状況は良好であった。タマハリイは、令和3年度冬季に確認された

地点において引き続き確認された。 

重要な動物種は、工事前の平成 22 年度から 25 年度までに 16 種が確認された。 

工事中の平成26年度から29年度までに、22種が確認されており、工事前に確認されていなかった

ヒメイトトンボ、コフキトンボ、コマルケシゲンゴロウ、ヌノメカワニナ、タイワンモノアラガイ、

ヒラマキミズマイマイ、トウキョウヒラマキガイが新たに確認された。 

存在時及び供用時の平成 30 年度から令和 4 年度までに、27 種が確認されており、工事前及び工事

中に確認されていなかった、ヒナコウモリ科、トビイロヤンマ、ヒメフチトリゲンゴロウ、スナガ

イ、パンダナマイマイ、コムラサキオカヤドカリ、タウナギ、イボビル、イボアヤカリカワニナ、

タイワンオオヒライソガニが新たに確認された。 

評価書で影響を受けると予測した種の多くは存在時の調査で確認され、新たな重要な種も確認さ

れていることから、陸域改変区域での重要な種の生息環境は残存していると考えられる。 
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2.2 コアジサシの繁殖状況 

 調査方法 

陸域改変区域内におけるコアジサシの個体数、行動等を記録した。 

 
 調査時期及び調査期間 

 
表 20 コアジサシの調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

コアジサシの繁殖状況 コアジサシの繁殖時期 

（5～7月）に 1回 

工事の実施時及び 

供用後 3年間を想定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 22 陸域生物・生態系に係る事後調査地域 

  

注：令和元年度冬季以降、連絡誘導路の取り付け部では調査を行っていない。 
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 令和 4 年度調査の結果 

評価書の予測のとおり、工事により陸域改変区域内に営巣に適した場所がなくなったため、営巣

が確認されていない。 

なお、周辺での利用は継続して確認されている。 

 

 令和 4 年度調査結果のまとめ 

調査対象種の確認状況は表 21 に示すとおりである。 

令和 4 年度は、大嶺崎周辺の海上を飛翔する個体は確認されたが、陸域改変区域ではコアジサシの

繁殖は確認されなかった。 

 

 工事前調査結果との比較 

平成 23 年度調査では大嶺崎周辺の裸地（陸域改変区域の内陸部の西側管理区域の消火訓練ピット

付近）でコアジサシの 82 巣が確認された。 

平成 25 年 7 月調査では、誘導路予定地で 1 つがいが繁殖し、生後 1週間程度の雛が確認された。

大嶺崎周辺の裸地では、コアジサシの生息及び繁殖状況が確認されなかった。 

平成 26 年 6 月調査では、事業実施区域の大嶺崎の北の誘導路予定地で 1 つがいの営巣が確認され

た。 

平成 27 年 6 月調査では、コアジサシの繁殖は陸域改変区域では確認されなかった。陸域改変区域

外ではコアジサシの抱卵姿勢が、現空港内で 2 ヵ所と人工ビーチで 1ヵ所確認された。 

平成 28 年 6 月調査では、繁殖準備(地面に着地)している個体(3 つがい)が確認された。 

なお、繁殖準備をしていたつがいは、その後の調査(平成28年 6月 19日)で確認されず、資材置き

場となっている裸地で、人の出入りがある場所であったため、繁殖場所として選ばれなかったと考

えられる。 

平成 29 年度から令和 4年度まで、陸域改変区域ではコアジサシの繁殖は確認されなかった。これ

は、環境影響評価時の陸域改変区域には人気の少ない空き地や盛土が創出されていたが、工事の進

捗に伴う作業員や工事車両の出入り等により、繁殖に適さなくなったためと考えられる。 

 
表 21 調査対象種の営巣状況 

 

 

 

 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
 

 

 

 

重要な種の選定状況（コアジサシ） 

種の保存法：国際希少野生動植物種 

環境省 RL：絶滅危惧 II 類 

沖縄県 RDB：絶滅危惧 II 類 

水産庁 DB：減少傾向 
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2.3 移植生物 

2.3.1 移植後モニタリング 

(1) 調査方法 

移植サンゴについては、移植地点において「沖縄の港湾におけるサンゴ礁調査の手引き」（沖縄総

合事務局）等に基づき、下表に示す調査内容について潜水目視観察を行った。 

移植クビレミドロについては、移植地点において潜水目視観察によりクビレミドロ藻体の被度別

生育面積及び分布状況、群体数を記録した。また、生育環境を把握するため水深及び底質の概観を

記録し、外部形態を顕微鏡観察等により把握した。 

なお、移植生物の事後調査は、第 8,9,10 回那覇空港滑走路増設事業環境監視委員会に諮り、平成

29 年度をもって終了した。 

なお、補完的に検討、実施するとしていた有性生殖移植試験については、実施期間を平成 26～29

年度の 4 ヵ年計画としており、第 13 回那覇空港滑走路増設事業環境監視委員会に諮り、令和元年度

夏季調査をもって終了した。 

 

 

表 22 移植サンゴのモニタリング調査内容 

項  目 調査内容 

種別被度 被度、上位 3 種の種類名 

群体 種類別群体数、群体形、群体毎の長径 

生存・死滅状況 サンゴ群体の死滅部の割合を％で測定 

固着 サンゴの固着状況 

地形・底質 水深、底質の概観、構造形態 

白化の状況 サンゴ群体の白化状況を記録 

破損の状況 サンゴ群体の破損状況を記録 

病気の状況 病気に罹患しているサンゴの割合（％）及び病名を記録 

食害の状況 オニヒトデ、サンゴ食巻貝等による食害の有無及び食害者を記録 

海藻類の繁茂状況 海藻類の付着状況を記録 

浮泥の堆積状況 堆積した浮泥の堆積物の厚さを記録 

備考、特記事項 ・サンゴ群体及び着床具にすみこんでいる動物の種類及び個体数 

・アンカーなどによる人的被害や台風被害など 

・濁りの状況 

 

 

表 23 移植クビレミドロのモニタリング項目 

項  目 方法 

移植先の概略分布 生育範囲の記録 

詳細枠での被度別分布 被度分布状況の記録 

詳細枠の代表か所におけ

る群体数 

・詳細枠の群体数 

・生育期（5月）に外部形態（造精器・生卵器）の記録 

・衰退期（6月）に泥中の卵数計数 

生育環境の把握 水深及び底質の概観を記録 
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2.4 付着生物 

(1) 調査方法 

平成 29 年度夏季から令和 4 年度は図 24 に示すとおり、広範囲に調査を実施した。 

なお、評価書における付着生物に係る事後調査地点を図 23 に示す。 

自然石護岸、自然石塊根固被覆ブロックの調査範囲において、コドラートをそれぞれ 11 か所、18 か

所設置し、自然石塊根固被覆ブロックの加工を施していないコンクリート部についても調査を実施し

た。また、加工異形凹凸消波ブロック（以下「消波ブロック」）は、令和 2年度から調査を開始した。 

 

 サンゴ類 

付着生物の着生に適した加工を施した自然石塊根固被覆ブロック上の調査地点の水深 0～2mにお

いて、50cm×50cm のコドラートを敷設し、コドラート内の稚サンゴについて目視観察を行い、出現

種及び概算群体数を記録した。凹凸消波ブロックについては、水深 0～8m において、1 地点あたり

浅所と深所に 2 か所のコドラートを設置した。 

 

 底生動物 

付着生物の着生に適した加工を施した自然石護岸、自然石塊根固被覆ブロック及び凹凸消波ブロ

ックの潮間帯に 50cm×50cm のコドラートを敷設し、コドラート内の底生動物について目視観察を

行い、出現種及び概算個体数を記録した。 

 

 その他生物等 

上記の調査を実施する際に、海藻類の付着状況や外観等についても記録した。 

 

(2) 調査時期及び調査期間 

 

表 24 付着生物の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

サンゴ類 

－ 夏季・冬季 護岸概成後 底生動物 

その他生物等 

工事を終えた護岸で、平成 29 年度夏季から調査を開始した。 
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図 23 評価書における付着生物に係る事後調査地点 
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注：凹凸消波ブロックについては、令和 2 年度から調査を行っている。 

図 24 令和 4 年度調査位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25 コドラート設置位置（自然石護岸） 

  

凹凸消波ブロック 凹凸消波ブロック 
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図 26 コドラート設置位置（自然石塊根固被覆ブロック） 
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図 27（1） 調査地点図（凹凸消波ブロック 北側） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 27（2） 調査地点図（凹凸消波ブロック 南側） 

  

凡例： 

：丸形消波ブロック（小） 

：丸形消波ブロック（大） 

：角形消波ブロック（大） 

：角形消波ブロック（中） 

：角形消波ブロック（小） 

①～⑨：調査地点 

※各地点において水深の浅い場所、深

い場所の 2 か所で調査を実施 
① 

 
③ 

④ 
⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

② 

⑨ 

凡例： 

：丸形消波ブロック（小） 

：丸形消波ブロック（大） 

⑩～⑫：調査地点 

※各地点において水深の浅い場所、深

い場所の 2 か所で調査を実施 

⑩ 

⑪ 

⑫ 
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(3) 環境保全措置内容 

護岸構造とサンゴ類の生息状況を勘案し、サンゴ類や底生動物の着生に適した加工を施した消波

ブロック及び自然石塊根固被覆ブロック、自然石護岸を配置する位置を図 29 に示す。 

消波ブロックや被覆ブロックの設置個所は、サンゴ類や底生動物が着生しやすいと考えられる場

所として、前面にサンゴ類が生息しており、平均水面以下の水深が確保できる場所とした。 

 

 

 

消波ブロック 自然石塊根固被覆ブロック 

 

自然石護岸 

図 28 消波ブロック、自然石塊根固被覆ブロック、自然石護岸 

 

 

図 29 生息基盤となるような護岸の配置箇所 

  

自然石を埋め込んだ

被覆ブロック 凹凸加工として溝を刻んだ消波ブロック 
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(4) 調査の結果 

付着生物の出現生物一覧は表 25～表 27 に、着生したサンゴのサイズは表 28 に、凹凸消波ブロ

ックにおける溝加工部での出現状況は表 29～表 31 に、確認された重要な種及び確認地点は表 32

に、種類数及び個体数の変化は図 30 及び図 31 に、コンクリート部と自然石との比較は図 32 に、

溝の有無による比較は図 33 に、水深帯による比較は図 34 に、基盤による比較は図 35 に、確認さ

れた主な生物は図 36 に示すとおりである。 

 

 夏季 

 サンゴ類 

自然石護岸では、サンゴ類は確認されていない。 

自然石塊根固被覆ブロックでは、自然石部でハナヤサイサンゴ属、コモンサンゴ属、ミドリイシ

属、ハマサンゴ属、キクメイシ科の 5 種類が確認された。サンゴ類が確認されたのはいずれも自然

石部であり、コンクリート部では確認されなかった。 

凹凸消波ブロックでは、ハナヤサイサンゴ属やミドリイシ属、ハマサンゴ属等の 15 種類が確認さ

れた。コドラート別のサンゴ類の出現種類数及び群体数は、0～6 種類、0～17 群体の範囲であった。 

 

 底生動物 

自然石護岸では、各コドラートにおいて 1～14種類の範囲にあり、コドラート 3で最も多かった。 

自然石塊根固被覆ブロックでは、コドラート別の出現種類数は自然石部で 10～19 種類の範囲に

あり、コドラート 12 で最も多く、コドラート 2 で最も少なかった。コンクリート部は 1～2 種類の

範囲にあり、全体的に少なかった。 

凹凸消波ブロックでは、各コドラートにおいて 1～14 種類の範囲であり、溝加工部では 0～11 種

類が確認された。 

 

 その他、海藻類等 

自然石護岸では、各コドラートにおいて藍藻綱の 1 種類が確認された。全体被度は 5％未満～

90％の範囲にあり、コドラート 2で最も高かった。護岸上の浮泥は、コドラート 2、8 で浮泥がま

ばらに堆積している状況が確認された。 

自然石塊根固被覆ブロックでは、コドラート別の海藻類出現種類数は自然石部では 10～14 種類、

全体被度は 30～60％、コンクリート部では海藻類出現種類数は 6～13 種類、全体被度は 10～60％

であった。全体的に微小紅藻類の被度が高かった。 

浮泥の堆積は、コドラート 1～4、7、10 において「Ⅱ：海底面をはたくと濁る」状況が確認され

た。 

凹凸消波ブロックでは、コドラート別の出現種類数は 4～12 種類、全体被度は 10～95％であっ

た。 

コドラート別の浮泥の堆積はⅠ（海底面をはたいても濁らない）からⅡ（海底面をはたくと濁る）

であった。 
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 冬季 

 サンゴ類 

自然石護岸では、サンゴ類は確認されていない。 

自然石塊根固被覆ブロックでは、自然石部でハナヤサイサンゴ属、コモンサンゴ属、ミドリイシ

属、ハマサンゴ属の 4種類が確認された。サンゴ類が確認されたのはいずれも自然石部であり、コ

ンクリート部では確認されなかった。 

凹凸消波ブロックでは、ハナヤサイサンゴ属やミドリイシ属、ハマサンゴ属等の 15 種類が確認さ

れた。コドラート別のサンゴ類の出現種類数及び群体数は、0～7 種類、0～15 群体の範囲であった。 

 

 底生動物 

自然石護岸では、各コドラートにおいて 1～11種類の範囲にあり、コドラート 3で最も多かった。 

自然石塊根固被覆ブロックでは、コドラート別の出現種類数は自然石部で 3～15 種類の範囲にあ

り、コドラート 4 で最も多く、コドラート 2 で最も少なかった。コンクリート部は 2～4 種類の範

囲にあり、全体的に少なかった。 

凹凸消波ブロックでは、各コドラートにおいて 1～13 種類の範囲であり、溝加工部では 0～12 種

類が確認された。 

 

 その他、海藻類等 

自然石護岸では、コドラート別の海藻類出現種類数は 2～9 種、全体被度は 5％未満～35％の範

囲にあり、コドラート 3 で最も高かった。護岸上の浮泥は、コドラート 2、4～7、10 で浮泥がま

ばらに堆積している状況が確認された。 

自然石塊根固被覆ブロックでは、コドラート別の海藻類出現種類数は自然石部では 7～14 種類、

全体被度は 30～65％、コンクリート部では海藻類出現種類数は 6～10 種類、全体被度は 10～75％

であった。全体的に微小紅藻類の被度が高かった。 

浮泥の堆積は、コドラート 4、6～7、9～11 において「Ⅱ：海底面をはたくと濁る」状況が確認さ

れた。 

凹凸消波ブロックでは、コドラート別の出現種類数は 4～14 種類、全体被度は 20～95％であっ

た。 

コドラート別の浮泥の堆積はⅠ（海底面をはたいても濁らない）からⅡ（海底面をはたくと濁る）

であった。 
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表 25（1） 出現生物一覧（自然石塊根固被覆ブロック：コンクリート部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査日：夏季　令和4年7月21日 

冬季　令和5年1月26日 

凡例　○＝出現 

夏季 冬季

1 有孔虫 有孔虫 有孔虫 ｿﾘﾃｽ Marginopora  sp. ｾﾞﾆｲｼ属 ○ ○

2 ｱｶｽﾅｺﾞ Miniacina miniacina ﾓﾐｼﾞｽﾅｺﾞ ○

3 海綿動物 普通海綿 - - Demospongiae 普通海綿綱 ○

4 軟体動物 腹足 新生腹足 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ Cerithium columna ｺｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ ○

5 Cerithium punctatum ｺﾞﾏﾌｶﾆﾓﾘ ○

6 Cerithium egenum ﾎｿｼﾎﾞﾘﾂﾉﾌﾞｴ ○

7 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ Vermetidae ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 ○ ○

8 汎有肺 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ Siphonaria  (Mestosiphon ) atra ﾋﾗｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ○ ○

9 二枚貝 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Ostreidae ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 ○ ○

10 棘皮動物 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ﾅｶﾞｳﾆ Echinometra mathaei ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ ○

底生動物出現種類数 4 10

1 藍色植物 藍藻 - - Cyanophyceae 藍藻綱 ○ ○

2 紅色植物 紅藻 ｻﾝｺﾞﾓ ｻﾝｺﾞﾓ Amphiroa  sp. ｶﾆﾉﾃ属 ○

3 Jania  sp. ﾓｻｽﾞｷ属 ○ ○

4 - Corallinales ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) ○ ○

5 ﾃﾝｸﾞｻ ﾃﾝｸﾞｻ Gelidium  sp. ﾃﾝｸﾞｻ属 ○

6 ｽｷﾞﾉﾘ ｲﾜﾉｶﾜ Peyssonneliaceae ｲﾜﾉｶﾜ科 ○ ○

7 ﾏｻｺﾞｼﾊﾞﾘ ﾌｼﾂﾅｷﾞ Gelidiopsis  sp. ﾃﾝｸﾞｻﾓﾄﾞｷ属 ○ ○

8 ｲｷﾞｽ ｲｷﾞｽ Ceramiaceae ｲｷﾞｽ科 ○

9 ﾀﾞｼﾞｱ Dasyaceae ﾀﾞｼﾞｱ科 ○

10 ﾌｼﾞﾏﾂﾓ Digenea simplex ﾏｸﾘ ○

11 - - Rhodophyceae 微小紅藻類 ○ ○

12 不等毛植物 褐藻 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ ｱﾐｼﾞｸﾞｻ Dictyota  sp. ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属 ○ ○

13 Lobophora  sp. ﾊｲｵｵｷﾞ属 ○ ○

14 Padina  sp. ｳﾐｳﾁﾜ属 ○ ○

15 ｶﾔﾓﾉﾘ ｶﾔﾓﾉﾘ Colpomenia sinuosa ﾌｸﾛﾉﾘ ○

16 緑色植物 緑藻 ｱｵｻ ｱｵｻ Ulva  sp. ｱｵｻ属 ○

17 ｼｵｸﾞｻ ｼｵｸﾞｻ Cladophora  sp. ｼｵｸﾞｻ属 ○

18 ｶｻﾉﾘ ﾀﾞｼﾞｸﾗｽﾞｽ Bornetella sphaerica ﾐｽﾞﾀﾏ ○

19 Neomeris annulata ﾌﾃﾞﾉﾎ ○

20 ｶｻﾉﾘ Acetabularia dentata ﾘｭｳｷｭｳｶﾞｻ ○

21 Parvocaulis parvula ﾋﾅｶｻﾉﾘ ○

その他、海藻類等出現種類数 17 13

種名
令和4年度

№ 門 綱 目 科 学名
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表 25（2） 出現生物一覧（自然石塊根固被覆ブロック：自然石部） 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査日：夏季　令和4年7月21日 

冬季　令和5年1月26日 

凡例　○＝出現 

夏季 冬季

1 有孔虫 有孔虫 有孔虫 ｿﾘﾃｽ Marginopora  sp. ｾﾞﾆｲｼ属 ○ ○

2 ｱｶｽﾅｺﾞ Miniacina miniacina ﾓﾐｼﾞｽﾅｺﾞ ○ ○

3 海綿動物 普通海綿 ｶﾀｶｲﾒﾝ ｾﾝｺｳｶｲﾒﾝ Clionaidae ｾﾝｺｳｶｲﾒﾝ科 ○ ○

4 - - Demospongiae 普通海綿綱 ○ ○

5 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 ﾊﾅｸﾗｹﾞ ｴﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ Myrionema amboinense ﾐﾅﾐｴﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ ○

6 花虫 ｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ ｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ Palythoa  (Protopalythoa ) yongei ﾀﾁｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ ○

7 ﾎﾈﾅｼｻﾝｺﾞ ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸﾓﾄﾞｷ Discosomatidae ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸﾓﾄﾞｷ科 ○

8 軟体動物 腹足 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞ Stomatella impertusa ﾋﾒｱﾜﾋﾞ ○

9 ﾋﾒｶﾀﾍﾞ Dentarene loculosa ﾊｸﾞﾙﾏﾋﾒｶﾀﾍﾞ ○

10 新生腹足 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ Cerithium columna ｺｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ ○ ○

11 Cerithium punctatum ｺﾞﾏﾌｶﾆﾓﾘ ○ ○

12 Cerithium atromarginatum ｺﾝｼﾎﾞﾘﾂﾉﾌﾞｴ ○

13 Cerithium zebrum ﾊﾅｶﾆﾓﾘ ○

14 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ Vermetidae ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 ○ ○

15 ﾀｶﾗｶﾞｲ Monetaria annulus ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗ ○

16 Monetaria moneta ｷｲﾛﾀﾞｶﾗ ○

17 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ Pardalinops testudinaria tylerae ﾏﾂﾑｼ ○

18 ﾑｼﾛｶﾞｲ Nassarius  (Telasco ) gaudiosus ﾋﾒﾖﾌﾊﾞｲ ○

19 ｱｯｷｶﾞｲ Drupella fragum ﾋﾒｼﾛﾚｲｼﾀﾞﾏｼ ○ ○

20 Morula  (Habromorula ) sp. ｸﾁﾑﾗｻｷﾚｲｼﾀﾞﾏｼ ○

21 ﾌﾃﾞｶﾞｲ Mitra  (Strigatella ) paupercula ﾅｶﾞｼﾏﾔﾀﾃ ○

22 Imbricaria vanikorensis ﾁｮｳﾁﾝﾌﾃﾞ ○

23 ﾐﾉﾑｼｶﾞｲ Vexillum  (Pusia ) cancellarioides ｱﾗﾚｵﾄﾒﾌﾃﾞ ○

24 Vexillum  (Pusia ) amabile ﾏﾒｵﾄﾒﾌﾃﾞ ○ ○

25 ｲﾓｶﾞｲ Conus  (Harmoniconus ) musicus ｶﾞｸﾌｲﾓ ○

26 Conus  (Harmoniconus ) sponsalis forma nanus ｼﾛｾｲﾛﾝｲﾓ ○ ○

27 Conus  (Lividoconus ) muriculatus ﾅｶﾞｼﾏｲﾓ ○

28 ﾂﾉｸﾀﾞﾏｷ Clavus lamberti ﾚﾝｶﾞﾏｷｼｬｼﾞｸ ○

29 裸側 ﾖﾂｽｼﾞﾐﾉｳﾐｳｼ Pteraeolidia ianthina ﾑｶﾃﾞﾐﾉｳﾐｳｼ ○

30 二枚貝 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ Pinctada maculata ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ ○ ○

31 Pinctada margaritifera ｸﾛﾁｮｳｶﾞｲ ○

32 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Ostreidae ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 ○ ○

33 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ Chamidae ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 ○

34 ﾂｸｴｶﾞｲ Gastrochaenidae ﾂｸｴｶﾞｲ科 ○ ○

35 ｻﾞﾙｶﾞｲ Fragum mundum ｸｻﾋﾞﾋｼｶﾞｲ ○ ○

36 ｼｬｺｶﾞｲ Tridacna crocea ﾋﾒｼｬｺ ○ ○

37 環形動物 ｺﾞｶｲ ｹﾔﾘﾑｼ ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Serpulidae ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 ○

38 節足動物 軟甲 ｼｬｺ ｳﾆｼｬｺ Protosquillidae ｳﾆｼｬｺ科 ○

39 ｴﾋﾞ ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Coralliocaris superba ﾓｼｵｴﾋﾞ ○

40 Periclimenella spinifera ｴﾝﾏｶｸﾚｴﾋﾞ ○

41 Philarius gerlachei ﾐﾄﾞﾘｲｼｴﾋﾞ ○

42 ﾔﾄﾞｶﾘ Calcinus gaimardii ｾｸﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ ○

43 Calcinus latens ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ ○

44 Calcinus vachoni ｳｽｲﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ ○

45 - Anomura ﾔﾄﾞｶﾘ亜目 ○ ○

46 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Leucosiidae ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ科 ○

47 ﾓｶﾞﾆ Tylocarcinus styx ｱｼｽﾞﾘﾂﾉｶﾞﾆ ○

48 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Thalamita  sp. Thalamita属 ○

49 ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ Tetralia  sp. ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ属 ○

50 ｻﾝｺﾞｶﾞﾆ Trapeziidae ｻﾝｺﾞｶﾞﾆ科 ○ ○

51 苔虫動物 - - - Bryozoa 苔虫動物門 ○ ○

52 棘皮動物 ｳﾆ ｶﾞﾝｶﾞｾﾞ ｶﾞﾝｶﾞｾﾞ Diadema savignyi ｱｵｽｼﾞｶﾞﾝｶﾞｾﾞ ○

53 ﾎﾝｳﾆ ﾅｶﾞｳﾆ Echinometra mathaei ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ ○ ○

54 Echinometra  sp. TypeA ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ ○ ○

55 Echinostrephus molaris ﾐﾅﾐﾀﾜｼｳﾆ ○ ○

56 脊索動物 ﾎﾔ ﾏﾒﾎﾞﾔ ｳｽﾎﾞﾔ Trididemnum paracyclops ﾐﾄﾞﾘﾐｽｼﾞｳｽﾎﾞﾔ ○ ○

57 Didemnidae ｳｽﾎﾞﾔ科 ○ ○

58 ﾏﾎﾞﾔ ｼﾛﾎﾞﾔ Styelidae ｼﾛﾎﾞﾔ科 ○

59 ﾏﾎﾞﾔ Herdmania  sp. ﾍﾞﾆﾎﾞﾔ属 ○

60 Pyura curvigona ﾐﾅﾐｶﾗｽﾎﾞﾔ ○

底生動物出現種類数 49 34

種名
令和4年度

№ 門 綱 目 科 学名
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表 25（3） 出現生物一覧（自然石塊根固被覆ブロック：自然石部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査日：夏季　令和4年7月21日 

冬季　令和5年1月26日 

凡例　○＝出現 

夏季 冬季

1 刺胞動物 花虫 ｲｼｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ Pocillopora  sp. ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ○ ○

2 ﾐﾄﾞﾘｲｼ Montipora  sp. ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 ○ ○

3 Acropora  sp. ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 ○ ○

4 ﾊﾏｻﾝｺﾞ Porites  sp. ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 ○ ○

5 ｷｸﾒｲｼ Faviidae ｷｸﾒｲｼ科 ○

サンゴ類等出現種類数 5 4

1 藍色植物 藍藻 - - Cyanophyceae 藍藻綱 ○ ○

2 紅色植物 紅藻 ｳﾐｿﾞｳﾒﾝ ｶﾞﾗｶﾞﾗ Actinotrichia fragilis ｿﾃﾞｶﾞﾗﾐ ○ ○

3 ｻﾝｺﾞﾓ ｻﾝｺﾞﾓ Amphiroa fragilissima ﾎｿｴﾀﾞｶﾆﾉﾃ ○ ○

4 Amphiroa  sp. ｶﾆﾉﾃ属 ○ ○

5 Jania  sp. ﾓｻｽﾞｷ属 ○ ○

6 - Corallinales ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) ○ ○

7 ﾃﾝｸﾞｻ ﾃﾝｸﾞｻ Gelidium  sp. ﾃﾝｸﾞｻ属 ○ ○

8 ｽｷﾞﾉﾘ ｲﾊﾞﾗﾉﾘ Hypnea  sp. ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属 ○

9 ｲﾜﾉｶﾜ Peyssonneliaceae ｲﾜﾉｶﾜ科 ○ ○

10 ﾏｻｺﾞｼﾊﾞﾘ ﾌｼﾂﾅｷﾞ Gelidiopsis  sp. ﾃﾝｸﾞｻﾓﾄﾞｷ属 ○ ○

11 ｲｷﾞｽ ｲｷﾞｽ Ceramiaceae ｲｷﾞｽ科 ○ ○

12 - - Rhodophyceae 微小紅藻類 ○ ○

13 不等毛植物 褐藻 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ ｱﾐｼﾞｸﾞｻ Dictyota  sp. ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属 ○ ○

14 Lobophora  sp. ﾊｲｵｵｷﾞ属 ○ ○

15 Padina  sp. ｳﾐｳﾁﾜ属 ○ ○

16 緑色植物 緑藻 ｱｵｻ ｱｵｻ Ulva  sp. ｱｵｻ属 ○

17 ｼｵｸﾞｻ ｼｵｸﾞｻ Cladophora  sp. ｼｵｸﾞｻ属 ○ ○

18 ｲﾜｽﾞﾀ ｲﾜｽﾞﾀ Caulerpa brachypus ﾍﾗｲﾜｽﾞﾀ ○

19 ﾊｺﾞﾛﾓ Halimeda  sp. ｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ属 ○ ○

20 ｶｻﾉﾘ ﾀﾞｼﾞｸﾗｽﾞｽ Bornetella sphaerica ﾐｽﾞﾀﾏ ○ ○

21 Neomeris annulata ﾌﾃﾞﾉﾎ ○

22 ｶｻﾉﾘ Acetabularia dentata ﾘｭｳｷｭｳｶﾞｻ ○ ○

23 Parvocaulis parvula ﾋﾅｶｻﾉﾘ ○

その他、海藻類等出現種類数 20 21

種名
令和4年度

№ 門 綱 目 科 学名
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表 26 出現生物一覧（自然石護岸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査日：夏季：令和4年8月1日 
　　　冬季：令和5年1月25日

凡例　○＝出現

夏季 冬季

1 海綿動物 普通海綿 - - Demospongiae 普通海綿綱 ○

2 軟体動物 腹足 ｶｻｶﾞｲ ﾖﾒｶﾞｶｻ Cellana toreuma ﾖﾒｶﾞｶｻ ○ ○

3 Cellana orientalis ｸﾙﾏｶﾞｻ ○ ○

4 ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ Patelloida saccharina ﾘｭｳｷｭｳｳﾉｱｼ ○

5 Patelloida striata ﾘｭｳｷｭｳｱｵｶﾞｲ ○ ○

6 Patelloida  sp. ｳﾉｱｼ属 ○ ○

7 Lottia luchuana ｺｶﾞﾓｶﾞｻ ○

8 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞ Monodonta labio labio ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐ ○

9 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ Nerita  (Argonerita ) histrio ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ ○

10 新生腹足 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ Cerithium zonatum ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ ○ ○

11 Clypeomorus petrosa chemnitziana ｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ ○

12 ｺﾞﾏﾌﾆﾅ Planaxis sulcatus ｺﾞﾏﾌﾆﾅ ○ ○

13 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ Petaloconchus keenae ﾘｭｳｷｭｳﾑｶﾃﾞｶﾞｲ ○ ○

14 ｴｿﾞﾊﾞｲ Cantharus  (Pollia ) fumosus ﾎﾗﾀﾞﾏｼ ○

15 Japeuthria cingulata ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ ○

16 ｱｯｷｶﾞｲ Muricodrupa  sp. ｺｳｼﾚｲｼﾀﾞﾏｼ ○

17 汎有肺 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ Siphonaria laciniosa ｺｳﾀﾞｶｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ○ ○

18 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Barbatia  (Savignyarca ) virescens ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ ○ ○

19 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Brachidontes mutabilis ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ ○ ○

20 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｼｭﾓｸｶﾞｲ Malleus  (Malvufundus ) regula ﾆﾜﾄﾘｶﾞｷ ○ ○

21 ﾏｸｶﾞｲ Isognomon acutirostris ﾍﾘﾄﾘｱｵﾘ ○ ○

22 Isognomon legumen ｼﾛｱｵﾘ ○

23 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Saccostrea  sp. ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ属 ○ ○

24 Ostreidae ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 ○ ○

25 環形動物 ｺﾞｶｲ ｹﾔﾘﾑｼ ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Serpulidae ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 ○ ○

26 ｳｽﾞﾏｷｺﾞｶｲ Spirorbidae ｳｽﾞﾏｷｺﾞｶｲ科 ○ ○

27 節足動物 ｱｺﾞｱｼ 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Amphibalanus amphitrite ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○ ○

28 Fistulobalanus albicostatus ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○ ○

29 軟甲 ｴﾋﾞ ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon pacificus ｲｿｽｼﾞｴﾋﾞ ○

30 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Thranita  sp. Thranita属 ○

31 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ Etisus dentatus ｱｶﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ ○

32 脊索動物 ﾎﾔ ﾏﾎﾞﾔ ｲﾀﾎﾞﾔ Botryllidae ｲﾀﾎﾞﾔ科 ○

24 26

1 藍色植物 藍藻 - - Cyanophyceae 藍藻綱 ○ ○

2 紅色植物 紅藻 ｻﾝｺﾞﾓ - Corallinales ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) ○

3 ﾃﾝｸﾞｻ ﾃﾝｸﾞｻ Gelidium divaricatum ﾋﾒﾃﾝｸﾞｻ ○

4 ｽｷﾞﾉﾘ ｲﾊﾞﾗﾉﾘ Hypnea  sp. ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属 ○

5 ｲﾜﾉｶﾜ Peyssonneliaceae ｲﾜﾉｶﾜ科 ○

6 - - Rhodophyceae 微小紅藻類 ○

7 不等毛植物 褐藻 ｼｵﾐﾄﾞﾛ ｼｵﾐﾄﾞﾛ Ectocarpaceae ｼｵﾐﾄﾞﾛ科 ○

8 ｶﾔﾓﾉﾘ ｶﾔﾓﾉﾘ Hydroclathrus clathratus ｶｺﾞﾒﾉﾘ ○

9 Petalonia fascia ｾｲﾖｳﾊﾊﾞﾉﾘ ○

10 緑色植物 緑藻 ｱｵｻ ﾋﾄｴｸﾞｻ Monostroma nitidum ﾋﾄｴｸﾞｻ ○

11 ｱｵｻ Ulva  sp. ｱｵｻ属 ○

12 ｼｵｸﾞｻ ｼｵｸﾞｻ Cladophora  sp. ｼｵｸﾞｻ属 ○

1 12

令和4年度

底生動物出現種類数

その他、海藻類出現種類数

No. 門 綱 目 科 学名 種名
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表 27（1） 出現生物一覧（凹凸消波ブロック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査日：夏季　令和4年7月21、22日　　

　　　冬季　令和5年1月20、26、31日

凡例：○＝出現

夏季 冬季

1 有孔虫 有孔虫 有孔虫 ｿﾘﾃｽ Marginopora  sp. ｾﾞﾆｲｼ属 ○ ○

2 ｱｶｽﾅｺﾞ Miniacina miniacina ﾓﾐｼﾞｽﾅｺﾞ ○ ○

3 Homotrematidae ｱｶｽﾅｺﾞ科 ○

4 海綿動物 普通海綿 - - Demospongiae 普通海綿綱 ○ ○

5 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 ﾊﾅｸﾗｹﾞ ﾊﾈｳﾐﾋﾄﾞﾗ Halocordylidae ﾊﾈｳﾐﾋﾄﾞﾗ科 ○ ○

6 - - Hydrozoa ﾋﾄﾞﾛ虫綱 ○ ○

7 花虫 ｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ ｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ Palythoa tuberculosa ｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ ○ ○

8 軟体動物 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ亜 - - Neoloricata 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ亜綱 ○

9 腹足 ｶｻｶﾞｲ ﾂﾀﾉﾊｶﾞｲ Scutellastra flexuosa ﾂﾀﾉﾊｶﾞｲ ○ ○

10 ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ Lottia  sp. Lottia属 ○

11 新生腹足 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ Cerithium punctatum ｺﾞﾏﾌｶﾆﾓﾘ ○

12 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ Thylacodes trimeresurus ﾘｭｳｷｭｳﾍﾋﾞｶﾞｲ ○ ○

13 Vermetidae ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 ○ ○

14 ｴｿﾞﾊﾞｲ Engina phasinola ｼﾛｲﾎﾞﾉｼｶﾞｲ ○

15 ｲﾄﾏｷﾎﾞﾗ Peristernia  sp. ﾂﾉﾏﾀﾓﾄﾞｷ属 ○

16 Latirus (Hemipolygona) polygonus ﾘｭｳｷｭｳﾂﾉﾏﾀ ○

17 ｱｯｷｶﾞｲ Drupella margariticola ｳﾈﾚｲｼﾀﾞﾏｼ ○

18 Tenguella granulata ﾚｲｼﾀﾞﾏｼ ○ ○

19 Morula  (Habromorula ) sp. ｸﾁﾑﾗｻｷﾚｲｼﾀﾞﾏｼ ○

20 Drupa  sp. ｼﾛｲｶﾞﾚｲｼ ○

21 Drupa ricinus ricinus ｷﾏﾀﾞﾗｲｶﾞﾚｲｼ ○ ○

22 Coralliophila monodonta ﾋﾄﾊｻﾝｺﾞﾔﾄﾞﾘ ○ ○

23 Muricidae ｱｯｷｶﾞｲ科 ○

24 ﾐﾉﾑｼｶﾞｲ Vexillum  (Pusia ) geronimae ｸﾛｵﾄﾒﾌﾃﾞ ○

25 ｲﾓｶﾞｲ Conus (Harmoniconus) musicus ｶﾞｸﾌｲﾓ ○

26 Conus (Harmoniconus) sponsalis forma nanus ｼﾛｾｲﾛﾝｲﾓ ○ ○

27 汎有肺 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ Siphonaria (Mestosiphon) atra ﾋﾗｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ○ ○

28 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Barbatia  (Ustularca ) amygdalum tostum ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ ○ ○

29 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ Pinctada maculata ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ ○

30 Electroma ovata ｼﾏｳｸﾞｲｽ ○

31 ｼｭﾓｸｶﾞｲ Malleus (Malvufundus) regula ﾆﾜﾄﾘｶﾞｷ ○ ○

32 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Dendrostrea folium ﾜﾆｶﾞｲ ○

33 Ostreidae ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 ○ ○

34 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ Chamidae ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 ○ ○

35 ﾂｸｴｶﾞｲ Gastrochaenidae ﾂｸｴｶﾞｲ科 ○ ○

36 ｼｬｺｶﾞｲ Tridacna crocea ﾋﾒｼｬｺ ○ ○

37 Tridacna squamosa ﾋﾚｼｬｺ ○

38 環形動物 ｺﾞｶｲ ｹﾔﾘﾑｼ ｹﾔﾘﾑｼ Sabellidae ｹﾔﾘﾑｼ科 ○

39 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Serpulidae ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 ○ ○

40 ｳｽﾞﾏｷｺﾞｶｲ Spirorbidae ｳｽﾞﾏｷｺﾞｶｲ科 ○ ○

41 節足動物 ｱｺﾞｱｼ 有肛 ｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ Savignium milleporum ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○ ○

42 Lithoglyptidae ｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 ○ ○

43 無柄 ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ Tetraclitidae ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 ○ ○

44 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanidae ﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 ○

45 軟甲 ｴﾋﾞ ﾔﾄﾞｶﾘ Calcinus latens ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ ○ ○

46 Calcinus minutus ｱｶﾂﾒｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ ○

47 Calcinus morgani ｸﾘｲﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ ○

48 Calcinus vachoni ｳｽｲﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ ○ ○

49 Calcinus  sp. ｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ属 ○ ○

50 ｹｱｼｶﾞﾆ Micippa  sp. ﾜﾀｸｽﾞｶﾞﾆ属 ○

51 ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ Tetralia  sp. ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ属 ○ ○

52 ｻﾝｺﾞｶﾞﾆ Trapezia septata ｱﾐﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ ○ ○

53 Trapeziidae ｻﾝｺﾞｶﾞﾆ科 ○ ○

54 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ Cymo  sp. ｷﾓｶﾞﾆ属 ○

55 Xanthidae ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 ○

56 苔虫動物 - - - Bryozoa 苔虫動物門 ○ ○

57 棘皮動物 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ﾅｶﾞｳﾆ Echinometra mathaei ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ ○ ○

58 Echinostrephus molaris ﾐﾅﾐﾀﾜｼｳﾆ ○ ○

59 脊索動物 ﾎﾔ ﾏﾒﾎﾞﾔ ｳｽﾎﾞﾔ Didemnum molle ﾁｬﾂﾎﾞﾎﾞﾔ ○

60 Diplosoma midori ﾐﾄﾞﾘﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ ○ ○

№
令和4年度

種名学名科目綱門
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表 27（2） 出現生物一覧（凹凸消波ブロック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査日：夏季　令和4年7月21、22日　　

　　　冬季　令和5年1月20、26、31日

凡例：○＝出現

夏季 冬季

61 脊索動物 ﾎﾔ ﾏﾒﾎﾞﾔ ｳｽﾎﾞﾔ Didemnidae ｳｽﾎﾞﾔ科 ○ ○

62 ﾍﾝｹﾞﾎﾞﾔ Clavelina coerulea ｺﾊﾞﾙﾄﾂﾂﾎﾞﾔ ○ ○

63 Clavelina cyclus ﾜﾓﾝﾂﾂﾎﾞﾔ ○

64 Clavelina  sp. ﾂﾂﾎﾞﾔ属 ○

65 Polycitoridae ﾍﾝｹﾞﾎﾞﾔ科 ○ ○

66 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ Ascidiidae ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 ○ ○

67 - Enterogona ﾏﾒﾎﾞﾔ目 ○

68 ﾏﾎﾞﾔ ｲﾀﾎﾞﾔ Botryllidae ｲﾀﾎﾞﾔ科 ○ ○

69 ｼﾛﾎﾞﾔ Polycarpa cryptocarpa cryptocarpa ﾐﾅﾐｸﾛﾎﾞﾔ ○

70 Polycarpa  sp. ﾓﾓｲﾛﾎﾞﾔ ○

71 Polycarpa  sp. ｸﾛﾎﾞﾔ属 ○ ○

72 Styelidae ｼﾛﾎﾞﾔ科 ○ ○

73 ﾏﾎﾞﾔ Herdmania  sp. ﾍﾞﾆﾎﾞﾔ属 ○

74 Pyura elongata ｸﾁﾍﾞﾆﾎﾞﾔ ○ ○

75 Pyuridae ﾏﾎﾞﾔ科 ○ ○

76 - - Ascidiacea(Solitary) ﾎﾔ綱(単体ﾎﾞﾔ類) ○ ○

77 - - Ascidiacea(colony) ﾎﾔ綱(群体ﾎﾞﾔ類) ○

底生動物出現種類数 61 61

№ 門 綱 目 科 学名 種名
令和4年度
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表 27（3） 出現生物一覧（凹凸消波ブロック） 

  調査日：夏季　令和4年7月21、22日　　

　　　冬季　令和5年1月20、26、31日

凡例：○＝出現

夏季 冬季

1 刺胞動物 花虫 ｲｼｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ Pocillopora  sp. ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ○ ○

2 ﾐﾄﾞﾘｲｼ Montipora  sp. ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 ○ ○

3 Acropora  sp. ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 ○ ○

4 ﾊﾏｻﾝｺﾞ Porites  sp. ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 ○ ○

5 ｵｵﾄｹﾞｻﾝｺﾞ Lobophyllia  sp. ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属 ○

6 ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ Merulinidae ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科 ○ ○

7 ｷｸﾒｲｼ Favia  sp. ｷｸﾒｲｼ属 ○ ○

8 Favites  sp. ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ○ ○

9 Goniastrea  sp. ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ○ ○

10 Platygyra  sp. ﾉｳｻﾝｺﾞ属 ○ ○

11 Montastrea  sp. ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属 ○

12 Oulastrea  sp. ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ属 ○ ○

13 Leptastrea  sp. ﾙﾘｻﾝｺﾞ属 ○ ○

14 Cyphastrea  sp. ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 ○ ○

15 Faviidae ｷｸﾒｲｼ科 ○ ○

16 ﾋﾄﾞﾛ虫 ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞ ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ Millepora  sp. ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属 ○ ○

サンゴ類出現種類数 15 15

1 藍色植物 藍藻 - - Cyanophyceae 藍藻綱 ○ ○

2 紅色植物 紅藻 ｳﾐｿﾞｳﾒﾝ ｶﾞﾗｶﾞﾗ Actinotrichia fragilis ｿﾃﾞｶﾞﾗﾐ ○ ○

3 Dichotomaria  sp. ﾋﾗｶﾞﾗｶﾞﾗ属 ○ ○

4 Tricleocarpa cylindrica ｶﾞﾗｶﾞﾗ ○

5 ｻﾝｺﾞﾓ ｻﾝｺﾞﾓ Amphiroa  sp. ｶﾆﾉﾃ属 ○ ○

6 Jania  sp. ﾓｻｽﾞｷ属 ○ ○

7 - Corallinales ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) ○ ○

8 ﾃﾝｸﾞｻ ﾃﾝｸﾞｻ Gelidium pusillum ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ ○

9 Gelidium  sp. ﾃﾝｸﾞｻ属 ○ ○

10 ｽｷﾞﾉﾘ ｲﾊﾞﾗﾉﾘ Hypnea  sp. ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属 ○

11 ｲﾜﾉｶﾜ Peyssonneliaceae ｲﾜﾉｶﾜ科 ○ ○

12 ﾅﾐﾉﾊﾅ Portieria hornemannii ﾎｿﾊﾞﾅﾐﾉﾊﾅ ○ ○

13 ﾏｻｺﾞｼﾊﾞﾘ ﾜﾂﾅｷﾞｿｳ Champia parvula ﾜﾂﾅｷﾞｿｳ ○

14 Champia  sp. ﾜﾂﾅｷﾞｿｳ属 ○

15 ﾌｼﾂﾅｷﾞ Gelidiopsis  sp. ﾃﾝｸﾞｻﾓﾄﾞｷ属 ○ ○

16 ｲｷﾞｽ ｲｷﾞｽ Crouania  sp. ﾖﾂﾉｻﾃﾞ属 ○

17 Ceramiaceae ｲｷﾞｽ科 ○ ○

18 ﾌｼﾞﾏﾂﾓ Amansia rhodantha ｷｸﾋｵﾄﾞｼ ○

19 - - Rhodophyceae 微小紅藻類 ○ ○

20 不等毛植物 褐藻 ｸﾛｶﾞｼﾗ ｸﾛｶﾞｼﾗ Sphacelaria  sp. ｸﾛｶﾞｼﾗ属 ○

21 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ ｱﾐｼﾞｸﾞｻ Dictyota  sp. ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属 ○ ○

22 Lobophora  sp. ﾊｲｵｵｷﾞ属 ○ ○

23 Padina  sp. ｳﾐｳﾁﾜ属 ○ ○

24 緑色植物 緑藻 ｼｵｸﾞｻ ｼｵｸﾞｻ Cladophora  sp. ｼｵｸﾞｻ属 ○

25 ｲﾜｽﾞﾀ ｲﾜｽﾞﾀ Caulerpa filicoides ﾋﾒｼﾀﾞｽﾞﾀ ○ ○

26 ﾊｺﾞﾛﾓ Halimeda  sp. ｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ属 ○ ○

27 ﾐﾙ ﾐﾙ Codium  sp. ﾐﾙ属 ○ ○

28 ｶｻﾉﾘ ﾀﾞｼﾞｸﾗｽﾞｽ Bornetella sphaerica ﾐｽﾞﾀﾏ ○

29 Neomeris annulata ﾌﾃﾞﾉﾎ ○ ○

30 ｶｻﾉﾘ Acetabularia dentata ﾘｭｳｷｭｳｶﾞｻ ○ ○

31 Parvocaulis parvula ﾋﾅｶｻﾉﾘ ○

その他、海藻類出現種類数 22 29

学名 種名
令和4年度

№ 門 綱 目 科
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表 28（1） 着生したサンゴのサイズ（自然石塊根固被覆ブロック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H29夏季 H29冬季 H30夏季 H30冬季 R1夏季 R1冬季 R2夏季 R2冬季 R3夏季 R3冬季 R4夏季 R4冬季

2-1 ミドリイシ属 - - - - - 4.5×3.0×2.0 5.0×3.0×2.0 5.0×5.0×2.0 10.0×9.0×5.0 15.0×14.0×7.0 18.0×18.0×5.0 -

2-2 ハナヤサイサンゴ属 - - - - - - - - 1.0×0.5×0.5 3.0×2.0×1.0 死亡 -

2-3 ハマサンゴ属 - - - - - - - - - 0.5×0.5×0.5 1.0×0.5×0.5 -

2-4 キクメイシ科 - - - - - - - - - 1.0×1.0×0.5 1.0×1.0×0.5 -

4 4-1 ミドリイシ属 2.5×2.0×3.0 5.0×4.0×4.0 7.0×7.0×4.0 10.0×9.0×5.0 15.0×13.0×8.0 20.0×18.0×10.0 20.0×19.0×10.0 22.0×24.0×8.0 29.0×27.0×9.0 30.0×30.0×10.0 35.0×35.0×10.0 39.0×38.0×12.0

6-1 ミドリイシ属 4.5×3.0×1.5 3.5×3.0×3.0 5.0×4.5×4.0 8.0×7.0×4.5 12.0×10.0×5.0 15.0×16.0×6.5 18.0×19.0×8.0 20.0×20.0×6.0 24.0×24.0×7.0 30.0×28.0×8.0 33.0×31.0×8.0 36.0×33.0×8.0

6-2 ミドリイシ属 3.0×2.0×1.5 死亡・消失 - - - - - - - - - -

6-3 ハナヤサイサンゴ属 - - - - - - - 3.0×2.0×1.0 6.0×3.5×3.0 8.0×4.0×4.0 8.0×6.0×4.0 8.0×6.0×4.0

8-1 ミドリイシ属 3.5×2.5×2.0 5.0×2.0×2.0 6.0×5.0×2.0 8.0×6.0×3.0 10.0×10.0×3.0 12.0×12.0×3.5 14.0×12.0×4.0 14.0×14.0×5.0 19.0×19.0×7.0 22.0×19.0×8.0 25.0×18.0×6.0 14.0×8.0×5.0

8-2 ミドリイシ属 2.5×2.0×1.0 死亡・消失 - - - - - - - - - -

8-3 コモンサンゴ属 1.0×1.0×1.0 2.0×2.0×1.5 3.0×3.0×1.5 5.0×4.0×3.0 7.0×4.0×6.0 5.5×4.5×3.0 6.0×5.0×5.0 8.0×9.0×5.0 13.0×12.0×10.0 16.0×13.0×10.0 16.0×16.0×12.0 21.0×20.0×12.0

8-4 ミドリイシ属 - 4.0×3.0×2.0 5.0×5.0×2.0 6.0×5.0×3.0 8.0×8.0×3.0 10.0×8.0×4.0 11.0×10.0×6.0 12.0×11.0×5.0 17.0×15.0×9.0 23.0×19.0×12.0 死亡 死亡

8-5 コモンサンゴ属 - - 2.0×1.5×0.5 6.0×5.0×2.0 死亡・消失 - - - - - - -

8-6 コモンサンゴ属 - - - - - - - 7.0×3.0×2.0 10.0×8.0×3.0 14.0×12.0×4.0 17.0×14.0×4.0 21.0×14.0×4.0

8-7 ハマサンゴ属 - - - - - - - - - - - 2.0×2.0×<1

10-1 ミドリイシ属 2.5×2.5×0.5 死亡 - - - - - - - - - -

10-2 ミドリイシ属 5.0×3.5×1.5 6.0×4.0×2.0 8.0×5.0×2.0 8.0×6.0×3.0 8.5×6.0×3.0 8.5×7.5×3.0 11.0×8.0×6.0 26.0×15.0×6.0 28.0×26.0×11.0 37.0×38.0×12.0 48.0×48.0×12.0 62.0×60.0×14.0

10-3 ハマサンゴ属 - - - - - - - - 4.0×2.0×1.0 4.0×2.0×1.0 死亡 死亡

10-4 ハマサンゴ属 - - - - - - - - 4.0×2.0×2.0 4.0×2.0×2.0 4.0×2.0×2.0 3.0×2.0×1.0

12-1 ミドリイシ属 2.5×2.0×0.5 8.0×4.0×3.0 8.0×6.0×3.0 10.0×6.0×4.0 15.5×9.0×6.0 17.0×12.5×6.0 21.0×18.0×8.0 24.0×19.0×8.0 32.0×30.0×8.0 36.0×34.0×10.0 47.0×43.0×10.0 45.0×35.0×12.0

12-2 ミドリイシ属 5.5×3.5×1.5 5.0×2.5×1.0 5.0×4.0×2.0 5.0×4.0×2.0 7.0×7.0×2.0 8.5×9.5×3.0 10.0×10.0×4.0 12.0×12.0×4.0 16.0×15.0×4.0 18.0×19.0×6.0 22.0×21.0×6.0 23.0×22.0×6.0

12-3 ハナヤサイサンゴ属 - - - - - 4.5×3.0×2.0 4.0×4.0×3.0 4.0×3.0×2.0 7.0×4.0×3.0 8.0×6.0×4.0 10.0×7.0×5.0 12.0×8.0×5.0

12-4 コモンサンゴ属 - - - - - - - - 8.0×5.0×1.0 10.0×8.0×3.0 14.0×10.0×3.0 18.0×15.0×4.0

枠外(追加-1) ミドリイシ属 - - 5.0×4.0×1.0 5.0×4.0×2.0 9.0×8.0×2.5 死亡・消失 死亡・消失 - - 30.0×24.0×7.0 42.0×31.0×8.0 50.0×41.0×10.0

枠外(追加-2) ミドリイシ属 - - - 8.0×6.0×2.0 11.0×9.0×3.0 12.0×10.0×3.5 12.0×10.0×3.5 13.0×14.0×4.0 17.0×10.0×4.0 死亡 - -

14 14-1 ミドリイシ属 3.0×3.0×1.0 4.0×3.0×1.0 6.0×5.0×2.0 6.5×6.0×2.5 9.0×9.0×4.5 - - - - - - -

15 15-1 ハマサンゴ属 - - - - 1.0×1.0×1.0 - - - - - - -

16-1 コモンサンゴ属 2.0×1.0×0.5 死亡・消失 - - - - - - - - - -

16-2 コモンサンゴ属 - - 2.0×2.0×1.0 5.0×4.0×3.0 8.5×6.0×4.0 - - - - - - -

8

サイズ(長径×短径×高さ:cm)

2

16

コド
ラート
No.

サンゴNo.

10

和名

6

12

地点消失 地点消失 地点消失 地点消失 地点消失 地点消失地点消失

地点消失



 

57 

表 28（2） 着生したサンゴのサイズ（凹凸消波ブロック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

R2夏季 R2冬季 R3夏季 R3冬季 R4夏季 R4冬季 R2夏季 R2冬季 R3夏季 R3冬季 R4夏季 R4冬季

①-1-1 ハナヤサイサンゴ属 14×13×5 8×6×3 9×7×4 消失 - - ③-1-1 <1×<1×<1 1×1×1 死亡 - -

①-1-2 5×3×2 6×6×2 9×8×4 14×13×5 15×14×5 17×16×5 ③-1-2 1×1×1 3×2×1 3×3×1 死亡

①-1-3 6×6×2 7×6×2 死亡 消失 - - ③-1-3 1×1×1 2×2×1 3×3×1 4×4×1

①-1-4 15×15×6 11×12×4 15×15×6 18×16×7 18×16×7 20×14×5 ③-1-4 3×2×1 死亡 - -

①-1-5 19×12×9 23×15×10 22×15×10 28×18×12 32×22×14 38×27×15 ③-1-5 3×2×2 死亡 - -

①-1-6 8×4×2 15×10×6 10×9×6 21×14×8 21×14×8 15×11×6 ③-1-6 キクメイシ属 1×1×1 2×2×1 3×2×1 3×3×1

①-1-7 13×10×9 18×14×6 15×15×6 21×20×8 21×21×8 21×21×8 ③-1-7 3×3×1 4×4×1 死亡

①-1-8 1×1×1 6×3×<1 8×4×<1 8×4×<1 ③-1-8 <1×<1×<1 死亡 -

①-1-9 3×2×1 消失 - - ③-2-1 <1×<1×<1 3×2×2 死亡 - -

①-1-10 ハナヤサイサンゴ属 5×4×3 5×4×3 ③-2-2 2×1×1 3×2×1 死亡 -

①-1-11 ミドリイシ属 4×3×1 ③-2-3 1×1×1 2×1×<1 死亡 -

①-2-1 コカメノコキクメイシ属 1×1×1 消失 - - ③-2-4 1×1×1 3×3×1 死亡 -

①-2-2 コモンサンゴ属 3×2×1 6×6×<1 9×7×<1 10×10×<1 ③-2-5 アナサンゴモドキ属 6×2×1 5×5×1 9×6×2 9×8×2

①-2-3 <1×<1×<1 <1×<1×<1 1×1×<1 ③-2-6 <1×<1×<1 2×1×<1 死亡

①-2-4 2×2×<1 死亡 - ③-2-7 <1×<1×<1 死亡 -

①-2-5 <1×<1×<1 <1×<1×<1 <1×<1×<1 ③-2-8 コカメノコキクメイシ属 <1×<1×<1 1×<1×<1

①-2-6 <1×<1×<1 <1×<1×<1 3×3×<1 ③-2-9 アナサンゴモドキ属 3×2×<1 5×3×<1

①-2-7 ルリサンゴ属 <1×<1×<1 <1×<1×<1 <1×<1×<1 ③-2-10 <1×<1×<1

①-3-1 4×3×2 3×3×2 3×3×3 4×3×3 4×3×3 消失 ③-2-11 <1×<1×<1

①-3-2 1×1×1 消失 - - - - ③-2-12 <1×<1×<1

①-3-3 10×8×2 10×9×3 11×10×5 12×12×6 死亡 - ③-3-1 ハナヤサイサンゴ属 3×2×1 消失 - -

①-3-4 4×3×1 5×4×2 6×5×2 8×7×3 死亡 - ③-3-2 1×1×1 3×3×<1 死亡 -

①-3-5 8×7×6 8×8×4 9×9×5 15×13×6 15×13×6 12×12×8 ③-3-3 1×1×1 消失 - -

①-3-6 9×7×2 8×8×2 10×8×2 12×10×4 12×10×4 - ③-3-4 1×1×1 消失 - -

①-3-7 9×7×5 8×7×5 9×7×5 13×8×6 13×8×6 - ③-3-5 1×1×1 <1×<1×<1 <1×<1×<1 死亡

①-3-8 4×2×1 消失 - - - - ③-3-6 ハナヤサイサンゴ属 <1×<1×<1 <1×<1×<1 2×2×<1

①-3-9 アナサンゴモドキ属 6×6×1 11×9×1 19×12×1 26×14×<1 29×20×<1 42×28×<1 ③-3-7 <1×<1×<1 <1×<1×<1 <1×<1×<1

①-3-10 5×3×1 5×3×1 5×3×2 5×3×3 ③-3-8 2×1×<1 2×1×<1 死亡

①-3-11 1×1×1 消失 - - ③-3-9 2×2×<1 死亡 -

①-3-12 1×1×1 消失 - - ③-3-10 1×1×<1 死亡 -

①-3-13 2×1×1 4×4×<1 6×5×1 死亡 ③-3-11 2×1×<1 死亡 -

①-3-14 2×1×1 消失 - - ③-3-12 ハナヤサイサンゴ属 <1×<1×<1 2×1×<1

①-3-15 キクメイシ属 5×3×1 5×3×<1 6×5×<1 7×6×<1 ③-3-13 コカメノコキクメイシ属 1×1×<1

①-3-16 マルキクメイシ属 5×4×1 4×3×<1 4×1×<1 消失 ③-4-1 ハナヤサイサンゴ属 1×1×1 2×2×<1 死亡 -

①-3-17 3×3×1 2×2×<1 死亡 - ③-4-2 1×1×1 2×2×<1 死亡 -

①-3-18 2×1×1 消失 - - ③-4-3 1×1×1 消失 - -

①-3-19 3×2×1 消失 - - ③-4-4 1×1×1 <1×<1×<1 2×2×<1 1×1×<1

①-3-20 2×2×<1 死亡 - ③-4-5 1×1×1 消失 - -

①-3-21 3×2×<1 1×1×<1 死亡 ③-4-6 1×1×1 消失 - -

①-3-22 4×3×<1 死亡 - ③-4-7 1×1×1 消失 - -

①-3-23 4×2×<1 死亡 - ③-4-8 アナサンゴモドキ属 1×1×1 2×1×<1 2×1×<1 4×1×<1

①-3-24 2×2×<1 死亡 - ③-4-9 ミドリイシ属 2×1×<1 2×1×<1 3×2×<1

①-3-25 3×3×<1 3×3×<1 3×3×<1 ③-4-10 ハマサンゴ属 2×<1×<1 2×<1×<1 3×2×<1

①-3-26 1×1×<1 死亡 死亡 ③-4-11 ミドリイシ属 2×1×<1 <1×<1×<1 死亡

①-3-27 4×2×1 ④-1-1 <1×<1×<1 2×1×<1 2×1×<1 2×1×<1

①-4-1 ミドリイシ属 1×1×1 3×3×<1 3×3×<1 3×3×<1 ④-1-2 <1×<1×<1 2×2×1 4×2×2 8×5×3

①-4-2 1×1×1 消失 - - ④-1-3 <1×<1×<1 2×2×<1 4×3×3 1×1×1

①-4-3 2×2×1 3×2×<1 死亡 - ④-1-4 <1×<1×<1 1×1×<1 死亡

②-1-1 2×2×1 4×3×1 6×6×2 9×9×2 12×11×4 ④-1-5 <1×<1×<1 2×1×<1 2×1×<1

②-1-2 4×3×1 7×7×3 10×10×3 11×10×3 ④-1-6 1×1×<1

②-1-3 <1×<1×<1 3×3×1 死亡 - 無 ④-2-1 サンゴの生息無し

②-1-4 2×1×<1 3×3×1 4×4×1 5×4×2 ④-3-1 <1×<1×<1 4×3×1 4×2×<1 死亡 -

②-1-5 カメノコキクメイシ属 2×1×<1 3×2×<1 3×2×<1 3×2×<1 ④-3-2 <1×<1×<1 3×2×<1 5×3×1 5×3×1 3×2×1

②-1-6 2×<1×<1 2×<1×<1 2×1×<1 ④-3-3 <1×<1×<1 4×2×1 2×2×<1 死亡 -

②-1-7 <1×<1×<1 ④-3-4 <1×<1×<1 死亡 消失 - -

②-1-8 <1×<1×<1 ④-3-5 <1×<1×<1 1×1×<1 <1×<1×<1 2×1×1 2×1×1

②-1-9 3×2×1 ④-3-6 <1×<1×<1 3×2×1 4×2×2 4×3×2 5×4×2

無 ②-2-1 ミドリイシ属 <1×<1×<1 死亡 - - - ④-3-7 ミドリイシ属 4×3×1 6×5×1 6×5×2 8×7×3

②-3-1 <1×<1×<1 2×1×<1 3×3×<1 5×3×1 5×3×1 ④-3-8 ハマサンゴ属 2×1×<1 2×<1×<1 2×1×<1 4×3×<1

②-3-2 <1×<1×<1 2×2×<1 4×3×1 4×3×3 死亡 ④-3-9 ミドリイシ属 3×2×<1 死亡 -

②-3-3 <1×<1×<1 2×1×<1 4×4×<1 5×5×2 6×5×2 ④-3-10 サザナミサンゴ科 <1×<1×<1 1×<1×<1 1×1×<1

②-3-4 4×3×1 6×5×3 6×6×3 7×6×3 ④-3-11 ルリサンゴ属 2×2×<1 2×2×<1 3×2×<1

②-3-5 4×3×1 7×6×1 9×8×2 11×10×2 ④-3-12 ミドリイシ属 <1×<1×<1 死亡 -

②-3-6 <1×<1×<1 3×2×<1 死亡 - ④-3-13 キクメイシ科 2×1×<1 死亡

②-3-7 <1×<1×<1 3×3×<1 5×4×1 7×6×1 ④-3-14 サザナミサンゴ科 <1×<1×<1 死亡

②-3-8 ハナヤサイサンゴ属 2×1×<1 3×2×<1 3×2×1 1×<1×<1 ④-3-15 コカメノコキクメイシ属 4×<1×<1

②-3-9 ミドリイシ属 <1×<1×<1 死亡 ④-3-16 カメノコキクメイシ属 1×1×<1

②-3-10 ハマサンゴ属 2×<1×<1 ④-4-1 <1×<1×<1 死亡 - - -

②-3-11 ミドリイシ属 <1×<1×<1 ④-4-2 <1×<1×<1 3×3×<1 消失 - -

②-4-1 1×1×1 4×4×1 5×5×3 5×5×3 消失 ④-4-3 <1×<1×<1 3×2×<1 消失 - -

②-4-2 1×1×1 2×2×<1 4×4×<1 7×5×4 ④-4-4 3×3×<1 消失 - -

②-4-3 ミドリイシ属 1×<1×<1 死亡 - ④-4-5 <1×<1×<1 <1×<1×<1 <1×<1×<1 死亡

④-4-6 <1×<1×<1 消失 - -

④-4-7 <1×<1×<1 1×<1×<1 死亡

④-4-8 <1×<1×<1 <1×<1×<1 死亡

④-4-9 <1×<1×<1 2×2×<1

④-4-10 キクメイシ属 <1×<1×<1 死亡

④-4-11 <1×<1×<1 2×1×<1

④-4-12 <1×<1×<1

④-4-13 <1×<1×<1

ミドリイシ属

③

④

ハナヤサイサンゴ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ属

ミドリイシ属

有

無

ミドリイシ属

ミドリイシ属

有

ミドリイシ属

無

下
部

角
形
消
波
ブ
ロ
ッ

ク

(

大

)

ハナヤサイサンゴ属

①

ミドリイシ属

コカメノコキクメイシ属

ハナヤサイサンゴ属

ミドリイシ属

ミドリイシ属

有上
部

有

下
部

無

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ属

丸
形
消
波
ブ
ロ
ッ

ク

(

大

)

②

ハナヤサイサンゴ属

有

無

下
部

丸
形
消
波
ブ
ロ
ッ

ク

(

小

)

ミドリイシ属

コカメノコキクメイシ属

有

無

上
部

ハナヤサイサンゴ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ属

ミドリイシ属

サイズ(長径×短径×高さ(cm)） サイズ(長径×短径×高さ(cm)）
地点

消波
ブロック
の種類

場所 種名番号 種名
溝の
有無

地点
消波

ブロック
の種類

場所
溝の
有無 番号

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ハナヤサイサンゴ属

丸
形
消
波
ブ
ロ
ッ

ク

(

大

)

ミドリイシ属有上
部

ミドリイシ属

上
部

有

無

下
部
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表 28（3） 着生したサンゴのサイズ（凹凸消波ブロック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

R2夏季 R2冬季 R3夏季 R3冬季 R4夏季 R4冬季 R2夏季 R2冬季 R3夏季 R3冬季 R4夏季 R4冬季

⑤-1-1 1×1×1 死亡 - - ⑦-1-1 16×14×6 20×15×6 19×11×6 20×11×5 19×12×5 19×13×5

⑤-1-2 1×1×1 4×4×1 死亡 - ⑦-1-2 14×11×5 15×14×4 19×18×5 22×22×7 27×26×7 28×26×7

⑤-1-3 2×1×1 4×4×1 4×4×2 7×6×2 ⑦-1-3 20×19×5 20×25×6 23×20×6 22×17×7 20×12×2 23×14×3

⑤-1-4 2×1×1 1×1×<1 死亡 - ⑦-1-4 9×9×5 12×5×5 11×6×6 14×9×6 20×15×7 消失

⑤-1-5-1 2×2×1 1×1×<1 死亡 - ⑦-1-5 21×14×6 24×15×6 28×19×6 32×22×6 32×25×7 38×28×7

⑤-1-5-2 1×1×<1 死亡 - ⑦-1-6 ハマサンゴ属 4×3×1 8×7×1 8×7×1 10×10×1

⑤-1-6 1×1×1 1×1×<1 死亡 - ⑦-1-7 ハナヤサイサンゴ属 2×1×1 1×1×1 1×1×1 死亡

⑤-1-7 キクメイシ属 2×1×1 2×2×1 3×2×1 4×4×1 ⑦-1-8 1×1×1 5×4×1

⑤-1-8 コカメノコキクメイシ属 3×2×1 4×3×<1 5×3×<1 6×4×<1 ⑦-1-9 1×1×<1 1×1×<1

⑤-1-9 <1×<1×<1 死亡 - ⑦-2-1 ミドリイシ属 17×12×11 20×11×13 20×11×13 24×20×8 27×25×8 22×8×4

⑤-1-10 <1×<1×<1 2×2×1 死亡 ⑦-2-2 1×1×1 3×2×1 3×2×1 5×4×1 6×4×1 8×5×1

⑤-1-11 ハナヤサイサンゴ属 1×1×<1 1×1×1 ⑦-2-3 4×3×1 6×4×1 8×4×1 8×6×<1 9×7×2 11×8×2

⑤-1-12 ハナガタサンゴ属 <1×<1×<1 ⑦-2-4 4×3×1 4×3×1 5×3×1 5×4×4 6×5×1 6×5×1

⑤-2-1 <1×<1×<1 2×1×1 2×2×2 3×3×2 5×4×3 ⑦-2-5 4×3×1 5×3×1 7×5×1 10×6×1 10×7×1 12×10×2

⑤-2-2 1×1×1 死亡 - - ⑦-2-6 4×3×1 4×4×1 5×4×1 5×5×1 5×5×1 6×5×3

⑤-2-3 1×1×1 3×3×1 3×3×1 4×4×3 ⑦-2-7 5×5×1 6×5×1 7×7×1 8×8×1 9×8×2 9×9×2

⑤-2-4 ミドリイシ属 2×1×1 1×1×<1 死亡 - ⑦-2-8 4×4×1 4×4×1 6×4×1 6×5×1 6×5×1 8×6×1

⑤-2-5 <1×<1×<1 死亡 - ⑦-2-9 1×1×1 <1×<1×<1 死亡 -

⑤-2-6 <1×<1×<1 1×1×<1 3×3×1 ⑦-2-10 コカメノコキクメイシ属 2×1×1 4×4×1 6×5×1 7×6×1 7×6×1 8×6×1

⑤-2-7 1×1×<1 ⑦-2-11 ルリサンゴ属 5×5×1 7×7×1 9×8×1 9×9×<1 10×10×1 11×11×1

⑤-3-1 ミドリイシ属 3×3×<1 4×3×3 死亡 ⑦-2-12 2×1×1 消失 - - - -

⑤-3-2 アナサンゴモドキ属 3×2×<1 3×2×<1 3×2×<1 ⑦-2-13 2×1×1 2×1×1 死亡 -

⑤-3-3 ハマサンゴ属 <1×<1×<1 1×<1×<1 ⑦-2-14 トゲキクメイシ属 2×1×1 6×5×1 6×5×1 6×5×1 7×6×1

⑤-3-4 ノウサンゴ属 2×2×<1 ⑦-3-1 ハナヤサイサンゴ属 8×8×4 7×8×3 9×7×4 11×10×6 11×10×9 11×10×9

⑤-4-1 ミドリイシ属 1×1×1 <1×<1×<1 死亡 - ⑦-3-2 20×16×14 26×21×14 30×22×17 38×27×13 43×27×13 消失

⑤-4-2 キクメイシ属 2×2×1 3×3×<1 4×3×<1 4×3×1 ⑦-3-3 16×16×14 26×13×16 30×21×13 50×39×25 54×40×36 6×3×3

⑤-4-3 ハナヤサイサンゴ属 <1×<1×<1 1×1×<1 1×1×<1 ⑦-3-4 3×3×1 3×3×1 3×3×1 3×3×1 5×4×1 7×6×2

⑤-4-4 ミドリイシ属 <1×<1×<1 ⑦-3-5 2×1×1 2×1×1 死亡・消失 - - -

⑥-1-1 1×1×1 2×2×1 2×2×1 死亡 ⑦-3-6 4×2×1 2×1×1 1×1×1 1×1×1 死亡 -

⑥-1-2 1×1×1 2×2×1 3×2×1 1×1×1 ⑦-3-7 3×2×1 7×2×1 7×2×1 4×3×1 4×3×1 7×6×2

⑥-1-3 1×1×1 1×1×1 消失 - ⑦-3-8 5×4×1 5×5×1 6×5×2 6×5×2 6×5×2 7×6×2

⑥-1-4 1×1×1 3×3×2 4×3×2 4×3×3 ⑦-3-9 4×3×1 4×4×1 5×4×1 6×5×1 6×5×1 7×7×1

⑥-1-5 1×1×1 4×3×1 6×4×2 死亡 ⑦-3-10 5×4×1 6×4×1 7×4×1 8×6×1 8×6×1 9×6×1

⑥-1-6 1×1×1 3×3×1 4×3×2 7×6×2 ⑦-3-11 トゲキクメイシ属 6×6×1 7×5×1 9×8×1 10×9×1 11×10×1 12×11×1

⑥-1-7 2×2×1 2×1×<1 3×2×1 5×4×1 ⑦-3-12 6×6×1 7×8×1 9×8×1 11×8×1 11×8×1 14×11×1

⑥-1-8 2×2×1 4×3×1 死亡 - ⑦-3-13 7×4×4 5×6×1 5×6×1 6×6×1 6×6×1 6×3×2

⑥-1-9 キクメイシ属 <1×<1×<1 2×1×<1 死亡 ⑦-3-14 9×6×1 9×5×1 9×5×1 9×4×1 9×4×1 7×5×1

⑥-1-10 2×1×1 死亡 - ⑦-3-15 7×3×1 消失 - - - -

⑥-1-11 <1×<1×<1 死亡 - ⑦-3-16 キクメイシ属 2×2×1 3×2×1 3×2×1 4×2×<1

⑥-1-12 ハナヤサイサンゴ属 2×2×1 消失 - ⑦-3-17 ハマサンゴ属 3×2×<1 3×2×<1 3×2×<1 3×2×<1

⑥-1-13 ミドリイシ属 2×2×1 3×2×1 死亡 ⑦-3-18 アナサンゴモドキ属 6×4×1

⑥-1-14 <1×<1×<1 1×1×<1 2×2×1 ⑦-3-19 コカメノコキクメイシ属 1×1×<1

⑥-1-15 1×1×<1 1×1×<1 ⑦-4-1 4×3×1 4×3×1 5×45×1 6×5×1 7×6×1 7×6×1

⑥-1-16 ハマサンゴ属 2×1×<1 死亡 ⑦-4-2 6×3×1 6×3×1 6×4×1 8×6×2 9×6×2 10×7×2

⑥-1-17 1×<1×<1 ⑦-4-3 2×2×1 2×2×1 1×1×1 2×2×1 2×2×1 2×2×1

⑥-1-18 1×<1×<1 ⑦-4-4 4×3×1 4×3×1 2×1×1 3×2×1 3×2×1 3×2×1

⑥-1-19 アナサンゴモドキ属 2×1×<1 ⑦-4-5 3×1×1 3×1×1 3×1×1 3×2×1 3×2×1 3×2×1

⑥-2-1 1×1×1 3×3×1 死亡 - ⑦-4-6 6×5×1 6×5×1 6×6×1 7×7×2 7×7×2 8×7×3

⑥-2-2 1×1×1 死亡 - - ⑦-4-7 3×2×1 3×2×1 6×5×1 6×6×1 7×7×1 9×8×1

⑥-2-3 1×1×1 3×3×<1 死亡 - ⑦-4-8 3×2×1 4×3×1 4×4×1 4×4×1 4×4×1 5×5×1

⑥-2-4 1×1×1 死亡 - - ⑦-4-9 1×1×1 1×1×1 2×2×2 2×2×2 2×2×2 4×3×1

⑥-2-5 1×1×1 3×2×<1 死亡 - ⑦-4-10 3×3×1 4×2×1 4×2×1 3×2×1 3×2×1 消失

⑥-2-6 2×2×1 6×6×1 死亡 - ⑦-4-11 7×5×1 7×5×1 7×5×1 7×5×1 7×5×1 8×6×1

⑥-2-7 2×2×1 2×2×1 死亡 - ⑦-4-12 2×2×1 2×2×1 3×2×1 4×3×1 4×3×1 5×4×1

⑥-2-8 3×3×1 6×6×1 5×5×2 7×5×2 ⑦-4-13 3×3×1 3×2×1 6×4×1 6×5×1 5×4×1 5×4×1

⑥-2-9 <1×<1×<1 死亡 - ⑦-4-14 2×2×1 消失 - - - -

⑥-2-10 <1×<1×<1 死亡 - ⑦-4-15 1×1×1 3×3×1 3×3×1 3×3×1

⑥-2-11 <1×<1×<1 ⑦-4-16 2×1×1 2×2×1 2×2×1 2×2×1

⑥-2-12 <1×<1×<1 ⑦-4-17 1×1×1 1×1×1 消失

⑥-2-13 <1×<1×<1 ⑦-4-18 ハマサンゴ属 2×1×1 2×1×1 2×1×1

⑥-2-14 キクメイシ科 <1×<1×<1

⑥-3-1 ハマサンゴ属 <1×<1×<1 <1×<1×<1 5×1×<1

⑥-3-2 3×3×<1

⑥-3-3 2×2×<1

無 ⑥-4-1 トゲキクメイシ属 <1×<1×<1 消失 - -

コカメノコキクメイシ属
有

角
形
消
波
ブ
ロ
ッ

ク

(

中

)

⑥

下
部

ハナヤサイサンゴ属

ハナヤサイサンゴ属

キクメイシ科

⑤
ハナヤサイサンゴ属

有

ミドリイシ属
無

上
部

ミドリイシ属
上
部

有

無

下
部

角
形
消
波
ブ
ロ
ッ

ク

(

大

)

ミドリイシ属

ミドリイシ属

ミドリイシ属

サイズ(長径×短径×高さ(cm)）サイズ(長径×短径×高さ(cm)）

有

ハナヤサイサンゴ属

無

番号 種名

ハナヤサイサンゴ属

ミドリイシ属

番号

ミドリイシ属

種名

ミドリイシ属

有

無

ハマサンゴ属

角
形
消
波
ブ
ロ
ッ

ク

(

中

)

⑦

キクメイシ属

アナサンゴモドキ属

上
部

無

下
部

ミドリイシ属

ハマサンゴ属

アナサンゴモドキ属

アナサンゴモドキ属

有

ハマサンゴ属

消波
ブロック
の種類

場所
溝の
有無

地点

消波
ブロック
の種類

場所
溝の
有無

地点
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表 28（4） 着生したサンゴのサイズ（凹凸消波ブロック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

R2夏季 R2冬季 R3夏季 R3冬季 R4夏季 R4冬季 R2夏季 R2冬季 R3夏季 R3冬季 R4夏季 R4冬季

⑧-1-1 8×7×3 11×10×5 11×10×5 11×9×6 15×11×6 死亡 ⑪-1-1 ハナヤサイサンゴ属 2×2×1 3×3×1 6×5×2 9×7×4 10×10×4 12×12×7

⑧-1-2 6×8×3 10×8×3 10×9×3 11×9×5 死亡 - ⑪-1-2 ミドリイシ属 2×2×2 2×2×2 3×2×1 4×3×1 死亡

⑧-1-3 4×3×3 6×5×3 8×8×3 7×7×5 9×7×5 死亡 ⑪-1-3 ハナヤサイサンゴ属 1×1×1 消失 -

⑧-1-4 1×1×<1 ⑪-1-4 1×1×1 3×2×1 死亡

⑧-2-1 5×4×2 7×6×3 8×7×3 14×11×5 17×14×5 20×14×5 ⑪-2-1 2×2×1 1×1×1 消失 - - -

⑧-2-2 6×6×2 8×6×3 11×10×3 9×8×5 3×9×5 死亡 ⑪-2-2 5×4×2 8×6×3 11×8×4 15×13×7

⑧-3-1 ハマサンゴ属 4×4×1 6×3×1 6×4×1 7×4×1 8×4×1 9×5×1 ⑪-2-3 2×2×2 4×4×2 6×6×3 死亡

⑧-3-2 コカメノコキクメイシ属 2×2×1 消失 - - - - ⑪-2-4 3×2×2 4×3×2 5×4×2 死亡

⑧-3-3 ルリサンゴ属 <1×<1×<1 2×1×1 2×1×1 2×1×1 ⑪-2-5 2×1×1 2×1×1 2×2×2 死亡

⑧-3-4 キクメイシモドキ属 2×2×1 3×2×1 3×2×1 ⑪-2-6 1×1×1 1×1×1 2×1×2

⑧-4-1 4×4×1 4×3×1 6×5×1 8×6×1 8×6×1 10×8×1 ⑪-2-7 ミドリイシ属 <1×<1×<1 2×2×1 死亡

⑧-4-2 4×4×1 4×3×1 5×4×1 5×4×1 5×4×1 6×2×1 ⑪-2-8 コカメノコキクメイシ属 1×<1×<1

⑧-4-3 ルリサンゴ属 2×2×1 3×2×1 5×5×1 7×6×1 7×6×1 11×9×1 ⑪-3-1 ハマサンゴ属 <1×<1×<1 4×4×<1 4×4×<1 4×4×<1 4×4×<1

⑧-4-4 9×6×1 9×4×2 10×5×2 10×8×2 ⑪-3-2 トゲキクメイシ属 <1×<1×<1 5×3×<1 7×6×<1 10×9×<1 11×11×<1

⑧-4-5 12×10×2 14×13×2 14×13×2 10×15×3 ⑪-3-3 アナサンゴモドキ属 2×1×<1 4×3×1 4×3×1 5×4×1

⑧-4-6 コカメノコキクメイシ属 4×4×1 5×4×1 5×4×1 7×7×1 ⑪-3-4 コカメノコキクメイシ属 1×1×<1 1×1×<1 2×1×<1

⑧-4-7 ハマサンゴ属 1×1×1 1×1×1 消失 ⑪-3-5 アナサンゴモドキ属 1×1×<1

⑨-1-1 ハナヤサイサンゴ属 8×8×4 9×9×4 10×10×6 15×15×8 15×15×8 9×9×8 ⑪-4-1 ハマサンゴ属 <1×<1×<1 5×4×<1 8×7×<1 10×9×<1 11×8×<1

⑨-1-2 ハマサンゴ属 3×3×1 5×5×1 6×6×1 8×7×1 8×7×1 11×10×1 ⑪-4-2 <1×<1×<1 4.5×2×<1 7×4×<1 7×4×<1 9×4×<1

⑨-1-3 アナサンゴモドキ属 3×3×1 ⑪-4-3 <1×<1×<1 3×3×<1 5×5×<1 5×5×<1 7×5×<1

⑨-2-1 4×4×2 5×5×2 7×7×4 10×10×7 10×10×7 消失 ⑪-4-4 2×2×<1 4×2×<1 4×2×<1 7×3×1

⑨-2-2 36×26×22 28×28×28 30×30×28 35×35×15 51×40×15 60×20×15 ⑪-4-5 4×3×<1

⑨-2-3 アナサンゴモドキ属 2×1×1 5×3×1 5×3×1 5×3×1 5×3×1 ⑪-4-6 4×3×<1

⑨-2-4 ノウサンゴ属 5×3×2 5×4×2 6×4×2 ⑪-4-7 2×2×<1

⑨-2-5 キクメイシ属 3×3×1 3×3×1 4×3×1 ⑫-1-1 ハナヤサイサンゴ属 2×2×1 2×2×1 2×2×1 3×3×2 4×4×3 7×7×4

⑨-3-1 ミドリイシ属 18×16×8 23×20×10 29×25×12 31×30×10 36×30×11 37×31×12 ⑫-1-2 ノウサンゴ属 <1×<1×<1 2×2×1 4×3×1 4×3×1 死亡

⑨-3-2 3×4×1 5×4×1 6×6×1 9×8×2 10×8×3 12×12×3 ⑫-1-3 ミドリイシ属 <1×<1×<1 4×2×1 6×4×1 死亡

⑨-3-3 3×2×1 4×3×1 6×4×2 7×5×2 8×6×2 ⑫-1-4 ハナヤサイサンゴ属 2×2×1 3×2×1

⑨-3-4 アナサンゴモドキ属 4×3×1 5×4×1 8×5×<1 10×8×1 12×9×1 ⑫-1-5 キクメイシ科 1×1×<1

⑨-3-5 6×4×2 8×3×1 8×3×1 4×5×1 ⑫-2-1 5×4×2 8×7×4 8×8×6 13×11×6

⑨-3-6 7×4×1 8×5×<1 8×5×<1 4×5×<1 ⑫-2-2 1×1×1 消失 -

⑨-3-7 6×5×1 6×2×<1 6×2×<1 7×5×1 ⑫-2-3 1×<1×<1

⑨-3-8 コモンサンゴ属 3×2×1 4×2×1 5×4×1 7×6×1 ⑫-2-4 <1×<1×<1

⑨-3-9 コカメノコキクメイシ属 4×1×3 4×1×3 4×4×1 ⑫-3-1 <1×<1×<1 3×2×<1 3×3×<1 3×3×<1 3×3×<1

⑨-3-10 ハマサンゴ属 1×1×3 1×1×3 2×1×1 ⑫-3-2 <1×<1×<1 3×3×<1 3×2×<1 3×3×<1 4×3×<1

⑨-4-1 ハマサンゴ属 7×5×1 9×5×1 9×5×1 10×6×1 ⑫-3-3 <1×<1×<1 4×3×<1 5×5×<1 5×5×<1 6×5×<1

⑨-4-2 1×1×1 1×1×1 1×1×1 ⑫-3-4 3×2×<1 4×3×<1 3×3×<1 3×3×<1

⑨-4-3 2×1×1 ⑫-3-5 3×3×<1 5×4×<1 5×4×<1 4×4×<1

⑩-1-1 ハナヤサイサンゴ属 10×9×6 13×11×5 15×12×6 17×15×9 19×15×9 19×19×9 ⑫-3-6 2×2×<1 3×3×<1 3×3×<1 死亡

⑩-1-2 ミドリイシ属 5×3×1 5×3×1 7×5×1 8×4×1 8×4×1 9×5×1 ⑫-3-7 3×4×<1 3×2×<1 死亡 -

⑩-1-3 ハナヤサイサンゴ属 1×1×1 1×1×1 消失 - ⑫-3-8 1×1×<1 2×2×<1 4×3×<1

⑩-1-4 ミドリイシ属 1×1×1 死亡 - - ⑫-3-9 1×1×<1 3×3×<1 死亡

⑩-1-5 コモンサンゴ属 1×1×1 2×2×1 消失 - ⑫-3-10 3×1×<1

⑩-1-6 キクメイシ科 <1×<1×<1 <1×<1×<1 1×1×<1 ⑫-3-11 <1×<1×<1

⑩-1-7 コカメノコキクメイシ属 1×1×<1 2×2×<1 ⑫-3-12 1×1×<1

⑩-2-1 1×1×1 1×1×1 1×1×1 2×1×1 ⑫-3-13 2×2×<1

⑩-2-2 3×2×<1 4×4×<1 ⑫-3-14 ルリサンゴ属 3×2×<1

⑩-3-1 14×14×6 14×14×6 19×17×9 21×19×8 24×19×8 死亡 ⑫-4-1 <1×<1×<1 3×3×<1 6×4×<1 死亡 -

⑩-3-2 <1×<1×<1 ⑫-4-2 <1×<1×<1 4×3×<1 6×6×<1 死亡 -

⑩-3-3 キクメイシ科 <1×<1×<1 ⑫-4-3 <1×<1×<1 5×5×<1 8×8×<1 死亡 -

無 ⑩-4-1 サンゴの生息無し ⑫-4-4 3×2×<1 死亡 - -

⑫-4-5 4×4×<1 死亡 - -

⑫-4-6 4×3×<1 8×7×<1 6×6×<1 死亡

⑫-4-7 4×3×<1 死亡

⑫-4-8 アナサンゴモドキ属 2×2×<1 2×2×<1

⑫-4-9 8×6×<1

⑫-4-10 5×3×<1

⑫-4-11 トゲキクメイシ属 2×1×<1

⑫-4-12 ハマサンゴ属 3×3×<1

コカメノコキクメイシ属

番号

ハマサンゴ属

有

サイズ(長径×短径×高さ(cm)）
種名

サイズ(長径×短径×高さ(cm)）
番号 種名

ミドリイシ属

コカメノコキクメイシ属

ハマサンゴ属

ハマサンゴ属

ハマサンゴ属

アナサンゴモドキ属
無

⑧

有

角
形
消
波
ブ
ロ
ッ

ク

(

小

)

⑨

有

無

下
部

無

下
部

有

無

上
部

有

角
形
消
波
ブ
ロ
ッ

ク

(

小

)

丸
形
消
波
ブ
ロ
ッ

ク

(

小

)

⑩

上
部

無

上
部

有

有

ミドリイシ属

ミドリイシ属

有

無

ミドリイシ属
有下

部

無

上
部

下
部

丸
形
消
波
ブ
ロ
ッ

ク

(

大

)

⑪

ハナヤサイサンゴ属

ハマサンゴ属

下
部

丸
形
消
波
ブ
ロ
ッ

ク

(

大

)

⑫

無

ハマサンゴ属

ハナヤサイサンゴ属

ミドリイシ属

無

上
部

ハマサンゴ属
有

消波
ブロック
の種類

場所
溝の
有無

地点

消波
ブロック
の種類

場所
溝の
有無

地点
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表 29（1） 凹凸消波ブロックにおける溝加工部での出現状況（夏季、底生動物） 

 

 

 

  

調査日：令和4年7月21、22日

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

1 ｾﾞﾆｲｼ属 rr rr rr

2 ﾓﾐｼﾞｽﾅｺﾞ R R R R R

3 ｱｶｽﾅｺﾞ科 R

4 普通海綿綱 R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R

5 ﾊﾈｳﾐﾋﾄﾞﾗ科 R

6 ﾋﾄﾞﾛ虫綱

7 ｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ R

8 ﾂﾀﾉﾊｶﾞｲ rr rr

9 ﾘｭｳｷｭｳﾍﾋﾞｶﾞｲ rr rr rr rr rr

10 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 rr rr rr r rr r rr rr rr rr rr rr rr rr rr

11 ﾂﾉﾏﾀｶﾞｲ属

12 ﾘｭｳｷｭｳﾂﾉﾏﾀ

13 ﾚｲｼﾀﾞﾏｼ

14 ｸﾁﾑﾗｻｷﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr

15 ｼﾛｲｶﾞﾚｲｼ rr

16 ｷﾏﾀﾞﾗｲｶﾞﾚｲｼ rr rr rr

17 ﾋﾄﾊｻﾝｺﾞﾔﾄﾞﾘ

18 ｼﾛｾｲﾛﾝｲﾓ

19 ﾋﾗｶﾗﾏﾂｶﾞｲ

20 ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ rr

21 ﾆﾜﾄﾘｶﾞｷ

22 ﾜﾆｶﾞｲ

23 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 rr

24 ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 rr rr

25 ﾂｸｴｶﾞｲ科 rr rr rr rr rr

26 ﾋﾒｼｬｺ rr

27 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr

28 ｳｽﾞﾏｷｺﾞｶｲ科 rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr

29 ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ + rr rr

30 ｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ科

31 ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ科

32 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 rr rr rr rr rr

33 ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr

34 ｱｶﾂﾒｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr

35 ｳｽｲﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr

36 ｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ属 rr

37 ﾜﾀｸｽﾞｶﾞﾆ属

38 ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ属 rr rr rr rr

39 ｱﾐﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ

40 ｻﾝｺﾞｶﾞﾆ科 rr rr

41 ｷﾓｶﾞﾆ属 rr

42 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 rr

43 苔虫動物門 R R R R R R R R R R R R R R

44 ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ rr

45 ﾐﾅﾐﾀﾜｼｳﾆ rr

46 ﾁｬﾂﾎﾞﾎﾞﾔ

47 ﾐﾄﾞﾘﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ R R R R R R R R

48 ｳｽﾎﾞﾔ科 R R R R R R R R R R R

49 ｺﾊﾞﾙﾄﾂﾂﾎﾞﾔ R

50 ﾍﾝｹﾞﾎﾞﾔ科 R

51 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 rr rr rr rr

52 ﾏﾒﾎﾞﾔ属 R

53 ｲﾀﾎﾞﾔ科 R R

54 ﾐﾅﾐｸﾛﾎﾞﾔ rr

55 ﾓﾓｲﾛﾎﾞﾔ rr

56 ｸﾛﾎﾞﾔ属 rr rr rr rr

57 ｼﾛﾎﾞﾔ科 rr

58 ﾍﾞﾆﾎﾞﾔ属 rr

59 ｸﾁﾍﾞﾆﾎﾞﾔ rr

60 ﾏﾎﾞﾔ科

61 ﾎﾔ綱(単体ﾎﾞﾔ類) rr

0 12 2 9 2 4 3 8 0 11 1 5 7 1 2 5 11 3 7 3 7 6 0 4
2

685119611
5452610542

12 4131013
36

⑥角型消波ブロック（中）

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

②丸型消波ブロック（大） ③丸型消波ブロック（大） ④角型消波ブロック（大） ⑤角型消波ブロック（大）①丸型消波ブロック（小）

調査地点・コドラートNo. (基質種別) , コドラート設置深度

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下上 下

溝あり 溝あり溝あり 溝あり 溝あり 溝あり 溝あり

底生動物出現種類数

№ 種名 溝あり 溝あり 溝あり 溝あり 溝あり

注：rr=1～5 個体、r=6～20 個体、+=21～50 個体、c=51～99 個体、cc=100 個体以上、R は被度 5％未満を示す。 
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表 29（2） 凹凸消波ブロックにおける溝加工部での出現状況（夏季、底生動物） 

 

 

  

調査日：令和4年7月21、22日

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

1 ｾﾞﾆｲｼ属 rr rr

2 ﾓﾐｼﾞｽﾅｺﾞ R R R R R R R R

3 ｱｶｽﾅｺﾞ科 R

4 普通海綿綱 R R R R R R R R R R R R R R R R R R

5 ﾊﾈｳﾐﾋﾄﾞﾗ科 R

6 ﾋﾄﾞﾛ虫綱 R R R R

7 ｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ

8 ﾂﾀﾉﾊｶﾞｲ rr

9 ﾘｭｳｷｭｳﾍﾋﾞｶﾞｲ rr

10 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 rr rr rr rr rr rr rr

11 ﾂﾉﾏﾀｶﾞｲ属 rr

12 ﾘｭｳｷｭｳﾂﾉﾏﾀ rr

13 ﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr

14 ｸﾁﾑﾗｻｷﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr

15 ｼﾛｲｶﾞﾚｲｼ

16 ｷﾏﾀﾞﾗｲｶﾞﾚｲｼ

17 ﾋﾄﾊｻﾝｺﾞﾔﾄﾞﾘ rr rr

18 ｼﾛｾｲﾛﾝｲﾓ rr rr

19 ﾋﾗｶﾗﾏﾂｶﾞｲ rr

20 ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ

21 ﾆﾜﾄﾘｶﾞｷ rr rr rr rr

22 ﾜﾆｶﾞｲ rr rr

23 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 rr rr rr

24 ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 rr rr rr

25 ﾂｸｴｶﾞｲ科 rr rr rr

26 ﾋﾒｼｬｺ rr

27 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr

28 ｳｽﾞﾏｷｺﾞｶｲ科 rr rr rr rr

29 ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ rr + + rr rr rr +

30 ｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 rr

31 ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 rr rr r

32 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ科

33 ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr

34 ｱｶﾂﾒｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr

35 ｳｽｲﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ

36 ｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ属 rr

37 ﾜﾀｸｽﾞｶﾞﾆ属 rr

38 ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ属 rr rr rr rr rr rr

39 ｱﾐﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ rr

40 ｻﾝｺﾞｶﾞﾆ科 rr rr rr rr

41 ｷﾓｶﾞﾆ属 rr

42 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科

43 苔虫動物門 R R R R R R R R

44 ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ rr rr rr

45 ﾐﾅﾐﾀﾜｼｳﾆ rr rr rr

46 ﾁｬﾂﾎﾞﾎﾞﾔ R

47 ﾐﾄﾞﾘﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ R R

48 ｳｽﾎﾞﾔ科 R R R

49 ｺﾊﾞﾙﾄﾂﾂﾎﾞﾔ

50 ﾍﾝｹﾞﾎﾞﾔ科

51 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 rr

52 ﾏﾒﾎﾞﾔ属

53 ｲﾀﾎﾞﾔ科

54 ﾐﾅﾐｸﾛﾎﾞﾔ

55 ﾓﾓｲﾛﾎﾞﾔ

56 ｸﾛﾎﾞﾔ属 rr rr

57 ｼﾛﾎﾞﾔ科

58 ﾍﾞﾆﾎﾞﾔ属

59 ｸﾁﾍﾞﾆﾎﾞﾔ

60 ﾏﾎﾞﾔ科 rr

61 ﾎﾔ綱(単体ﾎﾞﾔ類)

2 6 1 13 1 4 1 2 0 5 1 5 1 3 1 3 1 5 2 7 3 4 3 4
4

6796446525148
4367 6 3 4 1 5 6 6

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝あり 溝あり 溝あり 溝あり

下

調査地点・コドラートNo. (基質種別) , コドラート設置深度

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

下 上 下

溝
な
し

⑦角型消波ブロック（中） ⑧角型消波ブロック（小） ⑨角型消波ブロック（小） ⑩丸型消波ブロック（小） ⑪丸型消波ブロック（大） ⑫丸型消波ブロック（大）

上 下 上

溝あり 溝あり 溝あり

上 下 上 下 上

溝あり 溝あり 溝あり 溝あり 溝あり

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

底生動物出現種類数

№ 種名

注：rr=1～5 個体、r=6～20 個体、+=21～50 個体、c=51～99 個体、cc=100 個体以上、R は被度 5％未満を示す。 
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表 29（3） 凹凸消波ブロックにおける溝加工部での出現状況（冬季、底生動物） 

 
 

  

調査日：令和5年1月20、26、31日

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

1 ｾﾞﾆｲｼ属 rr rr

2 ﾓﾐｼﾞｽﾅｺﾞ

3 普通海綿綱 R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R

4 ﾊﾈｳﾐﾋﾄﾞﾗ科

5 ﾋﾄﾞﾛ虫綱 R R

6 ｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ R

7 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ亜綱 rr rr

8 ﾂﾀﾉﾊｶﾞｲ rr rr

9 Lottia属

10 ｺﾞﾏﾌｶﾆﾓﾘ

11 ﾘｭｳｷｭｳﾍﾋﾞｶﾞｲ rr rr rr

12 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 rr rr rr rr r rr rr rr rr rr rr rr

13 ｼﾛｲﾎﾞﾉｼｶﾞｲ rr

14 ｳﾈﾚｲｼﾀﾞﾏｼ

15 ﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr

16 ｷﾏﾀﾞﾗｲｶﾞﾚｲｼ rr

17 ﾋﾄﾊｻﾝｺﾞﾔﾄﾞﾘ rr

18 ｱｯｷｶﾞｲ科 rr

19 ｸﾛｵﾄﾒﾌﾃﾞ rr

20 ｶﾞｸﾌｲﾓ

21 ｼﾛｾｲﾛﾝｲﾓ rr

22 ﾋﾗｶﾗﾏﾂｶﾞｲ

23 ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ rr

24 ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ

25 ｼﾏｳｸﾞｲｽ

26 ﾆﾜﾄﾘｶﾞｷ rr

27 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科

28 ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 rr

29 ﾂｸｴｶﾞｲ科 rr rr rr rr rr

30 ﾋﾒｼｬｺ rr rr rr

31 ﾋﾚｼｬｺ rr rr

32 ｹﾔﾘﾑｼ科 rr

33 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 rr rr rr rr rr rr

34 ｳｽﾞﾏｷｺﾞｶｲ科 rr

35 ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ + r rr

36 ｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ科

37 ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ科

38 ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr

39 ｸﾘｲﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ

40 ｳｽｲﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr

41 ｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ属 rr

42 ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ属 rr rr rr rr rr

43 ｱﾐﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ

44 ｻﾝｺﾞｶﾞﾆ科

45 苔虫動物門 R R R R R R R R R R R R R R R R

46 ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ rr rr rr rr rr rr rr

47 ﾐﾅﾐﾀﾜｼｳﾆ rr rr rr

48 ﾐﾄﾞﾘﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ R R R R R R R R R

49 ｳｽﾎﾞﾔ科 R R R R R R R R R

50 ｺﾊﾞﾙﾄﾂﾂﾎﾞﾔ R

51 ﾜﾓﾝﾂﾂﾎﾞﾔ R R

52 ﾂﾂﾎﾞﾔ属 R

53 ﾍﾝｹﾞﾎﾞﾔ科 R R

54 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 rr rr rr

55 ｲﾀﾎﾞﾔ科 R R R R R

56 ｸﾛﾎﾞﾔ属 rr rr rr rr rr

57 ｼﾛﾎﾞﾔ科 rr rr

58 ｸﾁﾍﾞﾆﾎﾞﾔ rr rr rr

59 ﾏﾎﾞﾔ科

60 ﾎﾔ綱(単体ﾎﾞﾔ類) rr

61 ﾎﾔ綱(群体ﾎﾞﾔ類) R

2 7 4 5 2 5 4 5 0 5 1 6 9 2 7 12 12 1 9 5 8 2 5 3

№ 種名

調査地点・コドラートNo. (基質種別) , コドラート設置深度

①丸型消波ブロック（小） ②丸型消波ブロック（大） ③丸型消波ブロック（大） ④角型消波ブロック（大） ⑤角型消波ブロック（大） ⑥角型消波ブロック（中）

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

底生動物出現種類数 2 1 2 1 8 5 2 3
11 10 6

4 2 6 2
9 9 7 6 5 6 10 12 13

注：rr=1～5 個体、r=6～20 個体、+=21～50 個体、c=51～99 個体、cc=100 個体以上、R は被度 5％未満を示す。 
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表 29（4） 凹凸消波ブロックにおける溝加工部での出現状況（冬季、底生動物） 

 
 

 

  

調査日：令和5年1月20、26、31日

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

1 ｾﾞﾆｲｼ属 rr rr R

2 ﾓﾐｼﾞｽﾅｺﾞ R R R R

3 普通海綿綱 R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R

4 ﾊﾈｳﾐﾋﾄﾞﾗ科 R

5 ﾋﾄﾞﾛ虫綱 R R

6 ｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ

7 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ亜綱

8 ﾂﾀﾉﾊｶﾞｲ rr rr rr

9 Lottia属 rr

10 ｺﾞﾏﾌｶﾆﾓﾘ rr rr rr

11 ﾘｭｳｷｭｳﾍﾋﾞｶﾞｲ rr rr

12 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr

13 ｼﾛｲﾎﾞﾉｼｶﾞｲ

14 ｳﾈﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr

15 ﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr

16 ｷﾏﾀﾞﾗｲｶﾞﾚｲｼ

17 ﾋﾄﾊｻﾝｺﾞﾔﾄﾞﾘ rr rr

18 ｱｯｷｶﾞｲ科

19 ｸﾛｵﾄﾒﾌﾃﾞ

20 ｶﾞｸﾌｲﾓ rr rr

21 ｼﾛｾｲﾛﾝｲﾓ

22 ﾋﾗｶﾗﾏﾂｶﾞｲ rr rr rr

23 ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ rr

24 ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ rr rr rr rr

25 ｼﾏｳｸﾞｲｽ rr

26 ﾆﾜﾄﾘｶﾞｷ rr rr

27 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 rr rr rr

28 ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 rr rr rr rr rr rr

29 ﾂｸｴｶﾞｲ科 rr rr rr

30 ﾋﾒｼｬｺ rr rr

31 ﾋﾚｼｬｺ

32 ｹﾔﾘﾑｼ科

33 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 rr rr rr rr rr rr rr rr

34 ｳｽﾞﾏｷｺﾞｶｲ科

35 ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ + + rr rr + rr

36 ｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 rr

37 ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 rr rr r rr

38 ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr rr

39 ｸﾘｲﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr

40 ｳｽｲﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ

41 ｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ属

42 ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ属 rr rr rr rr

43 ｱﾐﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ rr

44 ｻﾝｺﾞｶﾞﾆ科 rr rr

45 苔虫動物門 R R R R R R R R R R R R

46 ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ rr rr rr rr rr rr rr rr

47 ﾐﾅﾐﾀﾜｼｳﾆ rr rr

48 ﾐﾄﾞﾘﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ R

49 ｳｽﾎﾞﾔ科 R R R R

50 ｺﾊﾞﾙﾄﾂﾂﾎﾞﾔ

51 ﾜﾓﾝﾂﾂﾎﾞﾔ

52 ﾂﾂﾎﾞﾔ属

53 ﾍﾝｹﾞﾎﾞﾔ科

54 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 rr

55 ｲﾀﾎﾞﾔ科 R

56 ｸﾛﾎﾞﾔ属 rr

57 ｼﾛﾎﾞﾔ科 rr rr

58 ｸﾁﾍﾞﾆﾎﾞﾔ

59 ﾏﾎﾞﾔ科 rr

60 ﾎﾔ綱(単体ﾎﾞﾔ類) rr

61 ﾎﾔ綱(群体ﾎﾞﾔ類)

1 7 3 6 4 4 5 1 1 2 0 6 5 5 2 3 4 5 5 6 6 5 8 5

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

№ 種名

調査地点・コドラートNo. (基質種別) , コドラート設置深度

⑦角型消波ブロック（中） ⑧角型消波ブロック（小） ⑨角型消波ブロック（小） ⑩丸型消波ブロック（小） ⑪丸型消波ブロック（大） ⑫丸型消波ブロック（大）

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

4底生動物出現種類数
7 8 7 5 3

3 4 3 3
6 8 5 8 9 10 10

3 3 1 7 5 8 6

注：rr=1～5 個体、r=6～20 個体、+=21～50 個体、c=51～99 個体、cc=100 個体以上、R は被度 5％未満を示す。 
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表 30（1） 凹凸消波ブロックにおける溝加工部での出現状況（夏季、サンゴ類） 

 

 

表 30（2） 凹凸消波ブロックにおける溝加工部での出現状況（夏季、サンゴ類） 

 

 

  

調査日：令和4年7月21、22日

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

1 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 1 1 1 1 2 1 2 2 1 1 3 1 3

2 ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 1

3 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 5 3 1 5 1 4 3 4 1 1 1 1 2 3 3 2 1 4 1 1 1 1 3 1

4 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 1 1 1 1 1

5 ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科 2

6 ｷｸﾒｲｼ属 1 1 1 2 1 1 1

7 ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 1

8 ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 1 1 1

9 ﾉｳｻﾝｺﾞ属

10 ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属 1

11 ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ属

12 ﾙﾘｻﾝｺﾞ属 1 1

13 ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

14 ｷｸﾒｲｼ科 2

15 ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属 1 2 1 1

3 0 4 3 2 0 1 2 1 3 1 2 1 1 4 3 4 1 1 2 2 4 1 0

7 0 4 7 5 0 3 5 1 3 1 4 3 2 6 3 4 1 1 2 2 9 1 0

7
群体数

11 5 8 4 5 5 9 5 3 11 1
5 01236054201

0 11 012120サンゴ類出現種類数
3 5 2 2 3 2 1 6 4 2 5 1

3 33

⑥角型消波ブロック（中）

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

②丸型消波ブロック（大） ③丸型消波ブロック（大） ④角型消波ブロック（大） ⑤角型消波ブロック（大）①丸型消波ブロック（小）

調査地点・コドラートNo. (基質種別) , コドラート設置深度

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下上 下

溝あり 溝あり溝あり 溝あり 溝あり 溝あり 溝あり№ 種名 溝あり 溝あり 溝あり 溝あり 溝あり

調査日：令和4年7月21、22日

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

1 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 1 1 1 1 1 1 5 1 1 1

2 ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 1

3 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 3 4 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1

4 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 1 6 1 5 7 1 5 1 6 1 1 1 3 5 2

5 ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科

6 ｷｸﾒｲｼ属 1 1 1

7 ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

8 ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 1 1 1 1 1 2 1

9 ﾉｳｻﾝｺﾞ属 1 1

10 ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属

11 ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ属 1

12 ﾙﾘｻﾝｺﾞ属 1 1 1

13 ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 1 1 1

14 ｷｸﾒｲｼ科 1

15 ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属 1 2 10 1 1 1 3 1

2 2 5 4 1 0 1 2 2 0 1 4 2 2 1 0 2 1 1 3 3 1 1 1

4 5 5 9 2 0 1 2 2 0 1 9 2 2 1 0 2 1 1 3 3 1 3 5

3 4 4 8
57217

4 1 2 4 3 1
243

11 31群体数
9 14 2 3 2 10 4 1

212201

46022

53 2
6サンゴ類出現種類数 12

3 6 1

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

溝あり 溝あり 溝あり 溝あり

下

調査地点・コドラートNo. (基質種別) , コドラート設置深度

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

下 上 下

溝
な
し

⑦角型消波ブロック（中） ⑧角型消波ブロック（小） ⑨角型消波ブロック（小） ⑩丸型消波ブロック（小） ⑪丸型消波ブロック（大） ⑫丸型消波ブロック（大）

上 下 上

溝あり 溝あり 溝あり

上 下 上 下 上

溝あり 溝あり 溝あり 溝あり 溝あり

溝
な
し

溝
な
し

溝
な
し

№ 種名
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表 30（3） 凹凸消波ブロックにおける溝加工部での出現状況（冬季、サンゴ類） 

 

 

表 30（4） 凹凸消波ブロックにおける溝加工部での出現状況（冬季、サンゴ類） 

 

  

調査日：令和5年1月20、26、31日

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

1 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 4 1 2

2 ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 1

3 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 6 3 2 1 7 3 3 3 1 2 3 2 1 3 1 1 1 3 4

4 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 1 1 1 1 1

5 ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属 1

6 ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科 1

7 ｷｸﾒｲｼ属 1 1 1 1 1

8 ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 1 1

9 ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 1 1 1 1 1 2

10 ﾉｳｻﾝｺﾞ属 1

11 ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ属

12 ﾙﾘｻﾝｺﾞ属 1 1

13 ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

14 ｷｸﾒｲｼ科 2 1

15 ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属 1 2 1 1 1

3 0 2 3 2 0 1 3 0 2 0 3 1 1 4 4 5 0 1 2 1 4 1 1

8 0 2 4 8 0 3 5 0 2 0 4 3 2 5 4 5 0 1 2 1 8 1 2

№ 種名

調査地点・コドラートNo. (基質種別) , コドラート設置深度

①丸型消波ブロック（小） ②丸型消波ブロック（大） ③丸型消波ブロック（大） ④角型消波ブロック（大） ⑤角型消波ブロック（大） ⑥角型消波ブロック（中）

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

サンゴ類出現種類数

群体数

3

5
8

3
1 0 1 3 3 0 2 1 3 2 0

4 2 3 2 3 1 7 5 3 4 2

1 0 1 6 4 0 4 4 3 5 0
6 8 8 2 4 5 9 5 3 9 3

調査日：令和5年1月20、26、31日

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

溝
加
工

そ
の
他

1 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 1 1 1 1 2 1 1 1

2 ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属 1

3 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属 2 4 1 1 1 1 1 1 1 1 2

4 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 1 6 1 5 7 1 4 1 6 1 1 1 3 7 3

5 ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属

6 ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ科

7 ｷｸﾒｲｼ属 1 1 1

8 ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

9 ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 1 1 1 1 2 1 2 1 1

10 ﾉｳｻﾝｺﾞ属 1

11 ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ属 1

12 ﾙﾘｻﾝｺﾞ属 1 1 1 1

13 ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 1 1 1 1

14 ｷｸﾒｲｼ科 1 1 1

15 ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属 1 3 8 1 1 1 2 6 1

2 1 5 4 0 1 1 2 2 1 1 4 2 2 2 0 0 1 1 3 1 2 1 2

3 4 5 10 0 1 1 2 2 1 1 9 2 2 2 0 0 1 1 4 1 2 3 8

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

№ 種名

調査地点・コドラートNo. (基質種別) , コドラート設置深度

⑦角型消波ブロック（中） ⑧角型消波ブロック（小） ⑨角型消波ブロック（小） ⑩丸型消波ブロック（小） ⑪丸型消波ブロック（大） ⑫丸型消波ブロック（大）

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

溝あり

溝
な
し

サンゴ類出現種類数

群体数

1 3 4 2 1 0 2 26 3
2 7 1 3 3 5 4 2 1 4 2

2
2

11 15 1 6 4 3 2 0 3 7 3

2

5
7 15 1 3 3 10 4 2 1 5 3 11
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表 31（1） 凹凸消波ブロックにおける溝加工部での出現状況（夏季、海藻類） 

 

 

表 31（2） 凹凸消波ブロックにおける溝加工部での出現状況（夏季、海藻類） 

 

  

調査日：令和4年7月21、22日

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

1 藍藻綱 R R R R R R R R R R R R R R 20 R R 70 10 R R R 20 5

2 ｿﾃﾞｶﾞﾗﾐ R R R R R R R

3 ﾋﾗｶﾞﾗｶﾞﾗ属

4 ｶﾆﾉﾃ属 R R

5 ﾓｻｽﾞｷ属 R R R R R R R R R R R

6 ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) 45 90 25 85 85 80 30 15 20 25 10 10 20 90 10 5 10 10 10 5 20 30 15 10

7 ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ R

8 ﾃﾝｸﾞｻ属 R R R R R R

9 ｲﾜﾉｶﾜ科 R R 25 10 R R 55 75 70 65 80 45 70 R 35 85 80 R 60 15 55 50 15

10 ﾎｿﾊﾞﾅﾐﾉﾊﾅ R R R

11 ﾃﾝｸﾞｻﾓﾄﾞｷ属 R

12 ｲｷﾞｽ科 R R

13 微小紅藻類 R R R R R 5 R R R R R 15 R R 15 R R 15 5 15 5 5 20 25

14 ｸﾛｶﾞｼﾗ属 R

15 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属 R R R R R R R R R R R R R R R R R

16 ﾊｲｵｵｷﾞ属 5 R R R R R R R 5 R R R R 5 5 R R

17 ｳﾐｳﾁﾜ属

18 ﾋﾒｼﾀﾞｽﾞﾀ

19 ｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ属 R

20 ﾐﾙ属

21 ﾌﾃﾞﾉﾎ R

22 ﾘｭｳｷｭｳｶﾞｻ R R

45 95 60 95 90 90 90 95 95 95 95 75 95 95 85 95 95 95 90 40 90 90 70 40

海藻類出現種類数 5 4 9 4 5 6 6 7 8 7 9 9 4 4 8 9 9 6 10 8 9 8 9 4

浮泥の堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

注1：Rは被度5％未満を示す。

　2：浮泥の堆積状況の外観区分は以下の基準に従った。

　Ⅰ：海底面(護岸)をはたいても濁らない

　Ⅱ：海底面(護岸)をはたくと濁る

　Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

　Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している

全体被度(%)

下上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上

②丸型消波ブロック（大） ③丸型消波ブロック（大） ④角型消波ブロック（大） ⑤角型消波ブロック（大） ⑥角型消波ブロック（中）

調査地点・コドラートNo. (基質種別) , コドラート設置深度

種名№

①丸型消波ブロック（小）上

調査日：令和4年7月21、22日

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

1 藍藻綱 R R R R R R R R R R R R R 10 5 5 R R R R R R R R

2 ｿﾃﾞｶﾞﾗﾐ R R R R R R R

3 ﾋﾗｶﾞﾗｶﾞﾗ属 R

4 ｶﾆﾉﾃ属 R R R R R

5 ﾓｻｽﾞｷ属 R R R 5 R R R R R R R R R R R R R R R R R R R

6 ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) 20 20 10 30 20 30 5 5 R R R R 5 R R R R R 5 5 R R 10 15

7 ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ R R

8 ﾃﾝｸﾞｻ属 R R R R R R R

9 ｲﾜﾉｶﾜ科 R 10 10 5 R R 50 20 10 R 5 R R R R R R 5 30 10 R 5 20 40

10 ﾎｿﾊﾞﾅﾐﾉﾊﾅ

11 ﾃﾝｸﾞｻﾓﾄﾞｷ属 R R

12 ｲｷﾞｽ科 R

13 微小紅藻類 5 15 5 25 65 50 10 20 R 30 10 20 50 45 15 10 70 65 10 10 70 65 10 5

14 ｸﾛｶﾞｼﾗ属 R R

15 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属 R R R 5 R R 5 R R 5 5 R R 5 5 R R

16 ﾊｲｵｵｷﾞ属 R 5 R 5 R R R 5 R R R R R 20 20 R R 10 5

17 ｳﾐｳﾁﾜ属 R R R R R R R

18 ﾋﾒｼﾀﾞｽﾞﾀ R

19 ｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ属 R

20 ﾐﾙ属 R

21 ﾌﾃﾞﾉﾎ R

22 ﾘｭｳｷｭｳｶﾞｻ R R

30 60 25 85 85 80 70 65 10 30 15 20 70 60 25 20 80 80 70 60 80 80 60 70

海藻類出現種類数 12 11 12 9 6 5 8 8 7 7 7 5 8 8 9 7 7 8 9 10 10 7 7 8

浮泥の堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

注1：Rは被度5％未満を示す。

　2：浮泥の堆積状況の外観区分は以下の基準に従った。

　Ⅰ：海底面(護岸)をはたいても濁らない

　Ⅱ：海底面(護岸)をはたくと濁る

　Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

　Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している

全体被度(%)

下上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上

調査地点・コドラートNo. (基質種別) , コドラート設置深度

種名№

⑦角型消波ブロック（中） ⑧角型消波ブロック（小） ⑨角型消波ブロック（小） ⑩丸型消波ブロック（小） ⑪丸型消波ブロック（大） ⑫丸型消波ブロック（大）



 

67 

表 31（3） 凹凸消波ブロックにおける溝加工部での出現状況（冬季、海藻類） 

 

 

表 31（4） 凹凸消波ブロックにおける溝加工部での出現状況（冬季、海藻類） 

 

調査日：令和5年1月20、26、31日

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

1 藍藻綱 R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R 10 10

2 ｿﾃﾞｶﾞﾗﾐ R R

3 ﾋﾗｶﾞﾗｶﾞﾗ属

4 ｶﾞﾗｶﾞﾗ

5 ｶﾆﾉﾃ属 R R R

6 ﾓｻｽﾞｷ属 R R R R R R R R R R R R

7 ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) 45 90 40 10 80 80 30 75 20 30 10 10 20 85 20 5 10 10 10 5 20 30 10 5

8 ﾃﾝｸﾞｻ属 R R R

9 ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属

10 ｲﾜﾉｶﾜ科 R R 30 80 5 R 30 15 70 65 80 60 70 5 45 85 80 R 65 15 55 50 25
11 ﾎｿﾊﾞﾅﾐﾉﾊﾅ R R R R
12 ﾜﾂﾅｷﾞｿｳ
13 ﾜﾂﾅｷﾞｿｳ属 R R
14 ﾃﾝｸﾞｻﾓﾄﾞｷ属 R R R R
15 ﾖﾂﾉｻﾃﾞ属
16 ｲｷﾞｽ科 R
17 ｷｸﾋｵﾄﾞｼ R
18 微小紅藻類 R R R 5 R 5 R R R R R 15 R R 15 R R 70 10 20 5 5 15 25
19 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属 R R R R R R R R R R R R R R R
20 ﾊｲｵｵｷﾞ属 R R R R R R R R R 5 R
21 ｳﾐｳﾁﾜ属
22 ｼｵｸﾞｻ属
23 ﾋﾒｼﾀﾞｽﾞﾀ
24 ｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ属 R
25 ﾐﾙ属
26 ﾐｽﾞﾀﾏ
27 ﾌﾃﾞﾉﾎ R
28 ﾘｭｳｷｭｳｶﾞｻ
29 ﾋﾅｶｻﾉﾘ R

45 95 75 95 90 90 65 95 95 95 95 90 95 95 85 95 95 95 90 45 90 90 80 40
海藻類出現種類数 4 4 6 7 5 6 5 4 6 6 10 8 4 4 7 8 8 6 13 9 8 7 7 4
浮泥の堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

注1：Rは被度5％未満を示す。
　2：浮泥の堆積状況の外観区分は以下の基準に従った。

　Ⅰ：海底面(護岸)をはたいても濁らない

　Ⅱ：海底面(護岸)をはたくと濁る

　Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

　Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している

全体被度(%)

№ 種名

調査地点・コドラートNo. (基質種別) , コドラート設置深度
①丸型消波ブロック（小）上 ②丸型消波ブロック（大） ③丸型消波ブロック（大） ④角型消波ブロック（大） ⑤角型消波ブロック（大） ⑥角型消波ブロック（中）

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

調査日：令和5年1月20、26、31日

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

溝
あ
り

溝
な
し

1 藍藻綱 R R R R R R R R R R R R 10 R R R 20 20 R R 20 10 R R

2 ｿﾃﾞｶﾞﾗﾐ R R R R

3 ﾋﾗｶﾞﾗｶﾞﾗ属 R R

4 ｶﾞﾗｶﾞﾗ R R

5 ｶﾆﾉﾃ属 R R R R R

6 ﾓｻｽﾞｷ属 R R R 5 R R R R R R R R R R R 20 5 R R 5 5 R R

7 ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) 20 20 20 30 20 30 5 10 R R 5 10 20 60 R R 20 15 10 5 R R 10 15

8 ﾃﾝｸﾞｻ属 R R R R R R R

9 ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属 R

10 ｲﾜﾉｶﾜ科 R 10 35 5 R R 40 25 10 R 5 R 5 R R R R 5 30 15 5 5 40 40
11 ﾎｿﾊﾞﾅﾐﾉﾊﾅ R
12 ﾜﾂﾅｷﾞｿｳ R
13 ﾜﾂﾅｷﾞｿｳ属
14 ﾃﾝｸﾞｻﾓﾄﾞｷ属 R R
15 ﾖﾂﾉｻﾃﾞ属 R
16 ｲｷﾞｽ科 R R R
17 ｷｸﾋｵﾄﾞｼ
18 微小紅藻類 5 15 5 25 65 50 20 20 10 30 10 60 20 10 25 20 10 20 20 10 40 40 10 10
19 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属 R R R 5 R R 10 R R R 5 5 R 5 5 15 R R
20 ﾊｲｵｵｷﾞ属 R 5 R 5 R R R 5 R R R R R 5 20 R R 5 5
21 ｳﾐｳﾁﾜ属 R R R R R
22 ｼｵｸﾞｻ属 R
23 ﾋﾒｼﾀﾞｽﾞﾀ R
24 ｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ属 R
25 ﾐﾙ属 R
26 ﾐｽﾞﾀﾏ R
27 ﾌﾃﾞﾉﾎ R R R R R R R R R R R R R
28 ﾘｭｳｷｭｳｶﾞｻ R R R R
29 ﾋﾅｶｻﾉﾘ

30 60 70 85 85 80 75 70 20 30 30 80 75 75 30 25 80 80 70 60 80 80 70 75
海藻類出現種類数 9 9 13 11 7 5 9 8 6 8 8 7 9 7 14 6 9 8 12 10 9 9 10 9
浮泥の堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ

注1：Rは被度5％未満を示す。
　2：浮泥の堆積状況の外観区分は以下の基準に従った。

　Ⅰ：海底面(護岸)をはたいても濁らない

　Ⅱ：海底面(護岸)をはたくと濁る

　Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

　Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している

全体被度(%)

№ 種名

調査地点・コドラートNo. (基質種別) , コドラート設置深度
⑦角型消波ブロック（中） ⑧角型消波ブロック（小） ⑨角型消波ブロック（小） ⑩丸型消波ブロック（小） ⑪丸型消波ブロック（大） ⑫丸型消波ブロック（大）

上 下 上 上 下 上 下下 上 下 上 下
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 確認された重要な種 

重要な種を表 32 に、重要な種の過年度調査結果との比較を表 33 に示す。 

令和 4 年度調査において、重要な種は 2 種が確認された。 

 

表 32 確認された重要な種及び確認地点（付着生物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

＜重要な種の選定基準＞ 

注：以下の①～⑥に該当しているものを「重要な種」として選定した。 
 

①天然記念物：文化財保護法（法律第 214 号、昭和 25 年 5 月 30 日）により、保護されている種及び亜種 

・特天 ：国指定特別天然記念物 

・国天 ：国指定天然記念物 

・県天  ：沖縄県指定天然記念物 

②環境省 RL：「環境省レッドリスト 2020 の公表について｣（環境省、令和 2年 3 月 27 日）に記載されている種及び亜種 

・CR+EN（絶滅危惧Ⅰ類）：絶滅の危機に瀕している種 

・CR（絶滅危惧ⅠA類）：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの 

・EN（絶滅危惧ⅠB類）：絶滅の危機に瀕している種のうち、IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU（絶滅危惧Ⅱ類）：絶滅の危険が増大している種 

・NT（準絶滅危惧）                 ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可 

能性のある種 

・DD（情報不足）                   ：評価するだけの情報が不足している種 

・LP（絶滅のおそれのある地域個体群）：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

③環境省版海洋生物 RL：「環境省版海洋生物レッドリストの公表について」（環境省、平成 29 年 3 月 21 日）に記載されている種及び亜種 

・CR（絶滅危惧ⅠA類）              ：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの 

・EN（絶滅危惧ⅠB類）              ：絶滅の危機に瀕している種のうち、IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU（絶滅危惧Ⅱ類）               ：絶滅の危険が増大している種 

・NT（準絶滅危惧）                 ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可 

能性のある種 

・DD（情報不足）                   ：評価するだけの情報が不足している種 

・LP（絶滅のおそれのある地域個体群）：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

④水産庁 DB：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック」（水産庁、2000 年） 

・絶危（絶滅危惧種）        ：絶滅の危機に瀕している種・亜種。 

・危急（危急種）          ：絶滅の危険が増大している種・亜種。 

・希少（希少種）          ：存続基盤が脆弱な種・亜種。 

・減少（減少種）          ：明らかに減少しているもの。 

・減少傾向             ：長期的に見て減少しつつあるもの。 

⑤沖縄県 RDB：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(レッドデータおきなわ)－動物編－」（沖縄県、平成 29 年）に記載されている種及び亜種 

・CR+EN（絶滅危惧Ⅰ類）            ：沖縄県では絶滅の危機に瀕している種 

・CR（絶滅危惧ⅠA類）              ：沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

・EN（絶滅危惧ⅠB類）              ：沖縄県ではＡ類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU（絶滅危惧Ⅱ類）               ：沖縄県では絶滅の危機が増大している種 

・NT（準絶滅危惧）                 ：沖縄県では存続基盤が脆弱な種 

・DD（情報不足）          ：沖縄県では評価するだけの情報が不足している種 

・LP（絶滅のおそれのある地域個体群）：沖縄県で地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれの高いもの 

⑥WWF：「WWF Japan Science Report3 日本における干潟海岸とそこに生息する底生動物の現状」（和田ら、1996年） 

・絶滅     ：野生状態ではどこにも見あたらなくなった種。 

・絶滅寸前   ：人為の影響の如何に関わらず、個体数が異常に減少し、放置すればやがて絶滅すると推定される種。 

・危険     ：絶滅に向けて進行しているとみなされる種。今すぐ絶滅という危機に瀕するということはないが、現状では確実に絶滅の方向へ向

かっていると判断されるもの。 

・稀少     ：特に絶滅を危惧されることはないが、もともと個体数が非常に少ない種。 

・普通     ：個体数が多く普通にみられる種。 

・現状不明   ：最近の生息の状況が乏しい種。 
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(5) 令和 4 年度調査結果のまとめ 

令和 4 年度調査では、全域的にムカデガイ科やフジツボ科等の底生動物、紅藻綱等の海藻類が確

認された。サンゴ類について、自然石塊根固被覆ブロックの自然石部で 5 種類、凹凸消波ブロック

で 15 種類が確認された。自然石護岸、自然石塊根固被覆ブロック及び凹凸消波ブロックの一部の地

点で、護岸をはたくと濁る、若しくは、浮泥がまばらに堆積している状況が確認されたが、過年度

にも同様の状況が確認されている。 

なお、環境保全措置として設置した自然石塊根固被覆ブロックにおいては、コンクリート部より

も自然石部において比較的多くの底生動物、サンゴ類が着生する傾向にあった。また、自然石護岸

及び凹凸消波ブロックにおいても、生物が利用している状況が確認された。 

令和 4 年度においては、重要な種としてクロチョウガイ、ヒメシャコが確認されている。 
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注 1：各地点では、50cm×50cm のコドラート内で種類数及び個体数を把握している。 
2：自然石護岸では、サンゴ類は確認されていない。 
3：「その他、海藻類等」は、サンゴ、底生動物以外のその他海藻類や藍藻類の結果を示す。 
4：コドラート№10,11 は平成 29 年度冬季から調査を行っている。 

図 30 付着生物の種類数（自然石護岸、令和 4 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注 1：個体数について、rr（1～5個体）は 3、r（6～20 個体）は 13、+（21～50 個体）は 35.5、c（51～99

個体）は 75、cc（100 個体以上）は 110、R（被度 5％未満）は底生動物は 5、海藻類は 2.5 に換算し
ている。 

2：各地点では、50cm×50cm のコドラート内で種類数及び個体数を把握している。 
3：自然石護岸では、サンゴ類は確認されていない。 
4：コドラート№10,11 は平成 29 年度冬季から調査を行っている。 
5：「その他、海藻類等」は、サンゴ、底生動物以外のその他海藻類や藍藻類の結果を示す。 

図 31 付着生物の個体数（自然石護岸、令和 4 年度）  
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注 1：「その他、海藻類等」は、サンゴ、底生動物以外のその他海藻類や藍藻類の結果を示す。 
2：各コドラートが同じ数値の場合は、図上の点が重複していることがある。 
3：サンゴ類については、小型群体のため、属止めで整理している。 

 

図 32 付着生物の種類数及び個体数のコンクリート部及び自然石の比較（自然石塊根固被覆ブロック、

令和 4 年度） 
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注 1：「その他、海藻類等」は、サンゴ、底生動物以外のその他海藻類や藍藻類の結果を示す。 
2：各コドラートが同じ数値の場合は、図上の点が重複していることがある。 
3：サンゴ類については、小型群体のため、属止めで整理している。 

 

図 33 付着生物の種類数及び個体数の溝の有無による比較（凹凸消波ブロック、令和 4 年度） 
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注 1：「その他、海藻類等」は、サンゴ、底生動物以外のその他海藻類や藍藻類の結果を示す。 
2：各コドラートが同じ数値の場合は、図上の点が重複していることがある。 
3：「上」はおおよそ水深 1～2m、「下」はおおよそ水深 8～9m を指す。 
4：サンゴ類については、小型群体のため、属止めで整理している。 

 

図 34 付着生物の種類数及び個体数の水深帯による比較（凹凸消波ブロック、令和 4 年度） 
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注 1：「その他、海藻類等」は、サンゴ、底生動物以外のその他海藻類や藍藻類の結果を示す。 
2：各コドラートが同じ数値の場合は、図上の点が重複していることがある。 
3：サンゴ類については、小型群体のため、属止めで整理している。 

 

図 35 付着生物の種類数及び個体数の基盤による比較（凹凸消波ブロック、令和 4 年度） 
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自然石護岸 自然石塊根固被覆ブロック 凹凸加工異形消波ブロック 

 

ヒメクワノミカニモリ 

 

ミナミタワシウニ 

 

アカツメサンゴヤドカリ 

 

コウダカカラマツガイ 

 

ウスボヤ科 

 

左：トゲスギミドリイシ 

右：クシハダミドリイシ 

 

ヒバリガイモドキ 

 

コユビミドリイシ 

 

ハナヤサイサンゴ 

 

藍藻綱 

 

リュウキュウガサ 

 

イワノカワ科 

図 36 確認された主な生物（令和 4 年度） 
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表 33 重要な種の過年度調査結果との比較 

 

 

  

夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季

1 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ ○ ○ NT 危険

2 ﾋﾒｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○ 危険

3 ｸﾛﾁｮｳｶﾞｲ ○ 減少種

4 ﾋﾒｼｬｺ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 減少種

5 ｷｶｲﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ○ DD VU

6 ｽｼﾞｱｵﾉﾘ ○ 減少傾向

2 1 1 2 2 1 2 2 1 1 2 1 1 1 3 1 2

重要な種の選定基準

環境省
RL2020

環境省
海洋生物
RL2017

水産庁
DB

沖縄県
RDB
2017

WWF

供用時

事後調査

R2 R3

出現種類数

R4

工事中

H29 H30 R1
No. 和名
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2.5 海域生物 

2.5.1 植物プランクトン 

(1) 調査方法 

満潮時付近に、バンドーン採水器を用いて、各地点の表層（海面下 0.5m 層）で 5L を採水し、現地

でホルマリン固定して室内分析のための試料とした。持ち帰った試料について、種の同定、細胞数の

計数を行った。調査は「海洋調査技術マニュアル」((社)海洋調査協会) 等に基づいて行った。 

 

(2) 調査時期及び調査期間 

 

表 34 植物プランクトンの調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

植物プランクトン 四季 夏季・冬季 
工事の実施時及び 

供用後 3年間を想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1：St.1、St.3、St.5 は改変区域内に位置すること及び汚濁防止膜の展張状況を踏まえ、環境影響評価書の事後調査計画から調査地点を

移動した。 

2：St.2 は調査地点が汚濁防止膜内に入るため、汚濁防止膜の外で工事影響をみる地点として、平成 26 年度夏季に調査地点を一時的に

移動した。同様の理由で平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋季も一時的に St.2'に調査地点を移動した。 

図 37 植物プランクトンに係る事後調査地点 
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(3) 調査の結果 

調査結果概要は表 35 に、経年変化は図 38、図 39 に示すとおりである。 

 

 夏季 

 種構成 

採集された植物プランクトンは渦鞭毛藻綱 18 種類、珪藻綱 24 種類、その他 12 種類の計 54 種類

であった。調査地点別の種類数は 23～31 種類の範囲にあり、St.3 で最も多く、St.6 で最も少なか

った。出現種についてみると、内湾、沿岸性の種類が多かった。 

 

 細胞数 

調査地点別の細胞数は 8,300～77,800 細胞/L（平均：34,350 細胞/L）の範囲にあり、St.4 で最も

多く、St.5 で最も少なかった。 

主な出現種は、黄色植物門のChaetoceros
キ ー ト ケ ロ ス

 sp.(Hyalochaete)、Nitzschia
ニ ッ チ ア

 sp.(chain formation)

であり、それぞれ全体の約 28％、24％を占めた。 

 

 沈殿量 

調査地点別の沈殿量は 0.06～0.10mL/L（平均：0.08 mL/L）の範囲にあり、調査地点間で大きな差

はみられなかった。 

 

 冬季 

 種構成 

採集された植物プランクトンは渦鞭毛藻綱 14 種類、珪藻綱 30 種類、その他 10 種類の計 54 種類

であった。調査地点別の種類数は 20～30 種類の範囲にあり、St.2、3 で最も多く、St.4 で最も少

なかった。出現種についてみると、内湾、沿岸性の種類が多かった。 

 

 細胞数 

調査地点別の細胞数は 14,200～38,500 細胞/L（平均：18,188 細胞/L）の範囲にあり、St.4 で最

も多く、St.8 で最も少なかった。 

主な出現種は、クリプト植物門のクリプトモナス目（CRYPTOMONADALES）、分類群不明の微細鞭毛

藻類（Unknown micro-flagellates）等であり、それぞれ全体の約 12％を占めた。 

 

 沈殿量 

調査地点別の沈殿量は<0.01～0.09mL/L（平均：0.03 mL/L）の範囲にあり、St.3、5 で最も少なく、

St.6、7 で最も多かった。 
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表 35（1） 植物プランクトンの調査結果概要（夏季） 

 

　　　　調査期日：令和 4年 8月16日
　　　　調査方法：バンドーン採水器による採水

項目 調査地点 1 2 3 4 5
沈殿量（mL/L） 0.09 0.08 0.06 0.08 0.06

渦鞭毛藻綱 8   9   10   9   10   
珪　藻　綱 12   13   10   16   9   
そ　の　他 6   5   11   5   6   
合　　　計 26   27   31   30   25   
渦鞭毛藻綱 3,300   6,800   2,900   10,300   2,700   
珪　藻　綱 3,400   50,000   2,500   66,500   4,000   
そ　の　他 2,400   2,000   11,000   1,000   1,600   
合　　　計 9,100   58,800   16,400   77,800   8,300   
渦鞭毛藻綱 36.3 11.6 17.7 13.2 32.5
珪　藻　綱 37.4 85.0 15.2 85.5 48.2
そ　の　他 26.4 3.4 67.1 1.3 19.3

PERIDINIALES Chaetoceros sp. Calothrix  sp.* Chaetoceros sp. Thalassiosira sp.
(Hyalochaete ) (Hyalochaete )

1,300 ( 14.3) 42,000 ( 71.4) 7,900 ( 48.2) 25,200 ( 32.4) 1,000 ( 12.0)

GYMNODINIALES Nitzschia sp. Chaetoceros sp.
(chain formation) (Hyalochaete )

1,100 ( 12.1) 22,600 ( 29.0) 1,000 ( 12.0)

Thalassiosira sp.

10,100 ( 13.0)

項目 調査地点 6 7 8 平均
沈殿量（mL/L） 0.06 0.10 0.07 0.08

渦鞭毛藻綱 7   7   9   18   
珪　藻　綱 13   11   12   24   
そ　の　他 3   6   4   12   
合　　　計 23   24   25   54   
渦鞭毛藻綱 3,100   6,600   5,000   5,088   
珪　藻　綱 18,200   24,700   40,300   26,200   
そ　の　他 500   2,700   3,300   3,063   
合　　　計 21,800   34,000   48,600   34,350   
渦鞭毛藻綱 14.2 19.4 10.3 14.8
珪　藻　綱 83.5 72.6 82.9 76.3
そ　の　他 2.3 7.9 6.8 8.9

Nitzschia sp. Thalassiosira sp. Nitzschia sp. Chaetoceros sp.
(chain formation) (chain formation) (Hyalochaete )

7,300 ( 33.5) 8,900 ( 26.2) 19,900 ( 40.9) 9,600 ( 27.9)

Thalassiosira sp. Nitzschia sp. Thalassiosira sp. Nitzschia sp.
(chain formation) (chain formation)

3,700 ( 17.0) 8,600 ( 25.3) 9,900 ( 20.4) 8,075 ( 23.5)

Chaetoceros sp. PERIDINIALES Chaetoceros sp. Thalassiosira sp.
(Hyalochaete ) (Hyalochaete )
2,300 ( 10.6) 4,800 ( 14.1) 6,000 ( 12.3) 4,263 ( 12.4)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。
注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。
注3：アスタリスク（*）を付した種類の単位は群体または糸状体/Lとして示した。

主な出現種と細胞数
（細胞/L）

(  )内は組成比率
(%)

種類数

細胞数
（細胞/L）

種類数

細胞数
（細胞/L）

主な出現種と細胞数
（細胞/L）

(  )内は組成比率
(%)

細胞数
組成比
（%）

細胞数
組成比
（%）
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表 35（2） 植物プランクトンの調査結果概要（冬季） 

 

 

 

  

　　　　調査期日：令和 5年 1月10日

　　　　調査方法：バンドーン採水器による採水

項目 調査地点 1 2 3 4 5

沈殿量（mL/L） 0.01 0.01 <0.01 0.01 <0.01

渦鞭毛藻綱 6   7   9   6   9   

珪　藻　綱 12   17   15   9   12   

そ　の　他 8   6   6   5   5   

合　　　計 26   30   30   20   26   

渦鞭毛藻綱 1,400   1,900   5,000   15,800   2,600   

珪　藻　綱 4,900   6,200   4,400   4,300   4,900   

そ　の　他 9,100   6,500   5,200   18,400   10,300   

合　　　計 15,400   14,600   14,600   38,500   17,800   

渦鞭毛藻綱 9.1 13.0 34.2 41.0 14.6

珪　藻　綱 31.8 42.5 30.1 11.2 27.5

そ　の　他 59.1 44.5 35.6 47.8 57.9

HAPTOPHYCEAE HAPTOPHYCEAE Unknown PERIDINIALES HAPTOPHYCEAE

(Coccolithophorids) (Coccolithophorids) micro-flagellates (Coccolithophorids)

5,000 ( 32.5) 2,100 ( 14.4) 2,500 ( 17.1) 8,300 ( 21.6) 7,200 ( 40.4)

Unknown Unknown CRYPTOMONADALES

micro-flagellates micro-flagellates

1,700 ( 11.0) 1,800 ( 12.3) 7,800 ( 20.3)

CRYPTOMONADALES PRASINOPHYCEAE

1,600 ( 11.0) 5,400 ( 14.0)

Unknown 

micro-flagellates

3,900 ( 10.1)

項目 調査地点 6 7 8 平均

沈殿量（mL/L） 0.09 0.09 0.02 0.03

渦鞭毛藻綱 7   6   7   14   

珪　藻　綱 12   12   10   30   

そ　の　他 5   4   6   10   

合　　　計 24   22   23   54   

渦鞭毛藻綱 3,000   2,500   3,700   4,488   

珪　藻　綱 5,600   7,000   3,500   5,100   

そ　の　他 6,000   6,300   7,000   8,600   

合　　　計 14,600   15,800   14,200   18,188   

渦鞭毛藻綱 20.5 15.8 26.1 24.7

珪　藻　綱 38.4 44.3 24.6 28.0

そ　の　他 41.1 39.9 49.3 47.3

Diatomaceae PRASINOPHYCEAE CRYPTOMONADALES CRYPTOMONADALES

2,500 ( 17.1) 2,700 ( 17.1) 2,900 ( 20.4) 2,250 ( 12.4)

PRASINOPHYCEAE Cylindrotheca Unknown Unknown 

closterium micro-flagellates micro-flagellates

2,000 ( 13.7) 2,100 ( 13.3) 2,100 ( 14.8) 2,100 ( 11.5)

Unknown Unknown HAPTOPHYCEAE

micro-flagellates micro-flagellates (Coccolithophorids)

1,900 ( 13.0) 2,100 ( 13.3) 1,825 ( 10.0)

PERIDINIALES

1,600 ( 11.0)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

注3：沈澱量欄の<0.01は0.01mL/L以下を示す。

主な出現種と細胞数
（細胞/L）

(  )内は組成比率
(%)

種類数

細胞数
（細胞/L）

種類数

細胞数
（細胞/L）

主な出現種と細胞数
（細胞/L）

(  )内は組成比率
(%)

細胞数
組成比
（%）

細胞数
組成比
（%）
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(4) 令和 4 年度調査結果のまとめ 

植物プランクトンの種類数・細胞数の経年変化は、図 38 及び図 39 に示すとおりである。 

令和 4 年度において、種類数及び細胞数は概ね工事前の変動範囲内であった。主な出現種の組成は、

クリプト藻綱、珪藻綱羽状目、プラシノ藻綱、ペリディニウム目であり、夏季にChaetoceros
キ ー ト ケ ロ ス

属が比

較的多かった。 

 

(5) 工事前調査結果との比較 

種類数は、平成 27 年度夏季の St.4 で、平成 28 年度春季の St.4 で、平成 29 年度春季及び夏季の

St.1 で、令和 2 年度冬季の St.1 で、それぞれ工事前の変動範囲を一時的に上回ったものの、その後

の調査で概ね工事前の変動範囲内であり、自然変動と考えられた。 

細胞数については、平成 26 年度と平成 27 年度の夏季に大きく増加していた。平成 26 年度におけ

る増加は外洋性のChaetoceros
キ ー ト ケ ロ ス

 sp.(Hyalochaete
ヒ ア ロ キ ー テ

)によるものであり、平成 27 年度における増加は内

湾性のChaetoceros
キ ー ト ケ ロ ス

 sp.(cf.salsugineum
サ ル ス ギ ネ ウ ム

)によるものであった。いずれも降雨により、栄養塩類を含

んでいると推察される陸水の一時的な影響を受けたものであり、工事の影響ではないと考えられる

（水質の経年変化、図 108）。亜熱帯域の夏季にはスコール等の突然の降雨がみられることがあり、

特定の種の爆発的な増殖を含めて当該海域の夏季の一般的な状況と推察され、これ以降、調査前の

気象条件に留意した（調査前の降雨状況、図 40）。 

令和元年度は細胞数が St.1 以外の多くの地点で、工事前の変動範囲を上回った。春季・秋季・冬

季にはクリプト藻綱が、夏季の閉鎖性海域でChaetoceros
キ ー ト ケ ロ ス

 sp.(Hyalochaete
ヒ ア ロ キ ー テ

)が多くみられた。平成

26、27 年度夏季にも、降雨後の陸水影響による珪藻綱Chaetoceros
キ ー ト ケ ロ ス

属が増加したが、令和元年度調査

前に降雨は確認されなかった。 

令和 2 年度夏季にも細胞数が St.1 以外の多くの地点で、工事前の変動範囲を上回った。珪藻綱の

Nitzschia
ニ ッ チ ア

 sp.(chain formation)やクリプト藻綱が多くみられた。令和 2 年度調査前に降雨は確認さ

れなかった。調査前に降雨等は確認されておらず、栄養塩類の指標である T-N、T-P の上昇もみられ

ていないことから、明確な要因は不明である。 

令和 3 年度夏季には、細胞数が St.2 を除く全ての地点で工事前の変動範囲を上回った。St.2,4 で

はChaetoceros
キ ー ト ケ ロ ス

 sp.(Hyalochaete
ヒ ア ロ キ ー テ

)が、St.6、7、8 ではThalassiosira
タ ラ シ オ シ ラ

 sp.が多く確認された。これら

の種は過年度にも確認され、降雨により、栄養塩類を含んでいると推察される陸水の影響を受けた

と考えられる。 
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注 1：種類数については、種まで同定できていないものも含む。また、St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつなげ

ず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋季まで汚濁防止膜の設置の影響により、St.2’で調

査を実施している。 

2：令和 3年度夏季は、降雨による影響と推察される。 

図 38 植物プランクトンの種類数の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1：St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋

季まで汚濁防止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

2：令和 3年度夏季は、降雨による影響と推察される。 

図 39 植物プランクトンの細胞数の経年変化  
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注：平年値は 1991 年から 2020 年の 30 年平均値 

出典：「気象庁ホームページ」（https://www.jma.go.jp/jma/index.html）を基に作成。 

図 40 各調査年度における月ごと降水量 

 

 

 

 

図 41 降水量（安次嶺）位置図 
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2.5.2 動物プランクトン 

(1) 調査方法 

満潮時付近に、北原式定量ネットを用いて、各地点で海底上 1m から海面まで鉛直曳きし、採集した

ネット内の残渣をホルマリン固定した試料について、種の同定、個体数の計数、沈殿量の計測を行っ

た。調査は「海洋調査技術マニュアル」((社)海洋調査協会) 等に基づいて行った。 

 

(2) 調査時期及び調査期間 

表 36 動物プランクトンの調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

動物プランクトン 四季 夏季・冬季 
工事の実施時及び 

供用後 3年間を想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 42 動物プランクトンに係る事後調査地点 
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(3) 調査の結果 

調査結果概要は表 37 に、経年変化は図 43 及び図 44 に示すとおりである。 

 

 夏季 

 種構成 

採集された動物プランクトンは軟体動物門 2種類、節足動物門 32 種類（うちカイアシ目 28 種

類）、原索動物門 3 種類、その他 3 種類の計 40 種類であった。調査地点別の種類数は 12～23 種

類の範囲にあり、St.1 で最も多く、St.7 で最も少なかった。 

出現種についてみると、暖海域の内湾、沿岸性の種類が多く出現していた。 

 

 個体数 

調査地点別の個体数は、1,533～21,584 個体/m3（平均：12,627 個体/m3）の範囲にあり、St.8 で

最も多く、St.6 で最も少なかった。 

主な出現種は節足動物門甲殻綱のカイアシ目のノープリウス幼生(nauplius
ノ ー プ リ ウ ス

 of
オブ

 COPEPODA
コ ペ ポ ー ダ

)や

オイトナ属（Oithona
オ イ ト ナ

 sp.）、（Oithona
オ イ ト ナ

 simplex
シンプレックス

）などであり、それぞれ全体の約 35％、23％、14％

を占めた。 

 

 沈殿量 

調査地点別の沈殿量は 0.50～1.48mL/m3（平均：0.95mL/m3）の範囲にあり、St.1 で最も多く、

St.3 で最も少なかった。 

 

 冬季 

 種構成 

採集された動物プランクトンは軟体動物門 2種類、節足動物門 50 種類（うちカイアシ目 45 種

類）、原索動物門 2 種類、その他 6 種類の計 60 種類であった。調査地点別の種類数は 11～30 種

類の範囲にあり、St.5 で最も多く、St.4 で最も少なかった。 

出現種についてみると、暖海域の内湾、沿岸性の種類が多く出現していた。 

 

 個体数 

調査地点別の個体数は、1,726～5,742 個体/m3（平均：3,776 個体/m3）の範囲にあり、St.5 で

最も多く、St.1 で最も少なかった。 

主な出現種は節足動物門甲殻綱のカイアシ目のノープリウス幼生(nauplius
ノ ー プ リ ウ ス

 of COPEPODA
コ ペ ポ ー ダ

）、

Oithona
オ イ ト ナ

 sp.などであり、それぞれ全体の約 46％、15％を占めた。 

 

 沈殿量 

調査地点別の沈殿量は 0.24～2.23mL/m3（平均：0.96mL/m3）の範囲にあり、St.7 で最も多く、

St.1 で最も少なかった。 
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表 37（1） 動物プランクトンの調査結果概要（夏季） 

 
 

 

  

　　調査期日：令和 4年 8月16日
　  調査方法：北原式定量ネットによる鉛直曳き

項目 調査地点 1 2 3 4 5

沈殿量（mL/m3） 1.48 1.23 0.50 1.23 0.86
軟体動物門 1   1   2   2   1   
節足動物門 18   10   13   10   18   
原索動物門 2   2   1   1   
そ　の　他 2   1   1   1   
合　　　計 23   14   16   14   20   
軟体動物門 316   1,014   366   3,417   51   
節足動物門 16,401   17,811   8,266   13,084   7,009   
原索動物門 96   652   233   217   
そ　の　他 659   43   33   17   
合　　　計 17,472   19,520   8,865   16,751   7,077   
軟体動物門 1.8 5.2 4.1 20.4 0.7
節足動物門 93.9 91.2 93.2 78.1 99.0
原索動物門 0.5 3.3 2.6 1.3
そ　の　他 3.8 0.2 0.2 0.2

Oithona simplex Oithona  sp. Oithona  sp. nauplius of COPEPODA Oithona simplex

6,044 ( 34.6) 8,406 ( 43.1) 3,467 ( 39.1) 7,750 ( 46.3) 2,787 ( 39.4)

nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA Oithona  sp. nauplius of COPEPODA

2,198 ( 12.6) 3,768 ( 19.3) 2,100 ( 23.7) 3,917 ( 23.4) 1,047 ( 14.8)

Oithona simplex Oithona simplex umbo larva of BIVALVIA Oithona  sp.

2,362 ( 12.1) 1,733 ( 19.5) 3,250 ( 19.4) 743 ( 10.5)

項目 調査地点 6 7 8 平均

沈殿量（mL/m
3
） 0.53 0.83 0.96 0.95
軟体動物門 2   2   1   2   
節足動物門 14   8   10   32   
原索動物門 1   1   1   3   
そ　の　他 1   1   1   3   
合　　　計 18   12   13   40   
軟体動物門 100   450   1,341   882   
節足動物門 1,283   7,550   20,142   11,443   
原索動物門 50   67   20   167   
そ　の　他 100   150   81   135   
合　　　計 1,533   8,217   21,584   12,627   
軟体動物門 6.5 5.5 6.2 7.0
節足動物門 83.7 91.9 93.3 90.6
原索動物門 3.3 0.8 0.1 1.3
そ　の　他 6.5 1.8 0.4 1.1

nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA

433 ( 28.2) 6,600 ( 80.3) 11,382 ( 52.7) 4,410 ( 34.9)

Paracalanus  sp. Oithona  sp. Oithona  sp.

267 ( 17.4) 4,472 ( 20.7) 2,936 ( 23.3)

Oithona simplex

1,800 ( 14.3)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。
注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

種類数

主な出現種と個体数

（個体/m
3
）

(  )内は組成比率
(%)

種類数

個体数

（個体/m
3）

個体数

（個体/m
3
）

個体数
組成比
（%）

個体数
組成比
（%）

主な出現種と個体数

（個体/m
3）

(  )内は組成比率
(%)
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表 37（2） 動物プランクトンの調査結果概要（冬季） 

 

 

  

　　調査期日：令和 5年 1月10日

　  調査方法：北原式定量ネットによる鉛直曳き

項目 調査地点 1 2 3 4 5

沈殿量（mL/m3） 0.24 0.34 1.47 0.57 1.08

軟体動物門 1   2   1   1   1   

節足動物門 22   20   17   9   25   

原索動物門 2   1   

そ　の　他 2   2   1   1   4   

合　　　計 27   25   19   11   30   

軟体動物門 41   78   83   50   59   

節足動物門 1,536   3,167   3,267   3,250   5,548   

原索動物門 108   94   

そ　の　他 41   79   33   133   135   

合　　　計 1,726   3,418   3,383   3,433   5,742   

軟体動物門 2.4 2.3 2.5 1.5 1.0

節足動物門 89.0 92.7 96.6 94.7 96.6

原索動物門 6.3 2.8

そ　の　他 2.4 2.3 1.0 3.9 2.4

nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA

500 ( 29.0) 2,125 ( 62.2) 967 ( 28.6) 2,200 ( 64.1) 2,458 ( 42.8)

Oncaea  sp. Paracalanidae HARPACTICOIDA Oithona  sp.

216 ( 12.5) 600 ( 17.7) 400 ( 11.7) 932 ( 16.2)

Oithona  sp. Oithona  sp. Acartia  sp.

176 ( 10.2) 400 ( 11.8) 350 ( 10.2)

Acartia  sp.

367 ( 10.8)

項目 調査地点 6 7 8 平均

沈殿量（mL/m3） 1.47 2.23 0.31 0.96

軟体動物門 1   1   2   

節足動物門 18   14   13   50   

原索動物門 1   2   

そ　の　他 1   2   2   6   

合　　　計 20   17   16   60   

軟体動物門 117   131   70   

節足動物門 3,934   4,684   2,943   3,541   

原索動物門 17   27   

そ　の　他 183   416   84   138   

合　　　計 4,234   5,117   3,158   3,776   

軟体動物門 2.8 4.1 1.9

節足動物門 92.9 91.5 93.2 93.8

原索動物門 0.3 0.7

そ　の　他 4.3 8.1 2.7 3.7

nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA

2,167 ( 51.2) 2,300 ( 44.9) 1,310 ( 41.5) 1,753 ( 46.4)

Oithona  sp. Oithona  sp. Oithona  sp. Oithona  sp.

717 ( 16.9) 1,200 ( 23.5) 917 ( 29.0) 581 ( 15.4)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

種類数

主な出現種と個体数

（個体/m3）

(  )内は組成比率
(%)

種類数

個体数

（個体/m3）

個体数

（個体/m3）

個体数
組成比
（%）

個体数
組成比
（%）

主な出現種と個体数

（個体/m3）

(  )内は組成比率
(%)
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(4) 令和 4 年度調査結果のまとめ 

動物プランクトンの種類数・個体数の経年変化は、図 43、図 44 に示すとおりである。 

令和 4 年度において、種類数は概ね工事前の変動範囲内であり、個体数は夏季に St.1、4 で工事前

の変動範囲を上回ったものの、夏季のそれ以外の地点及び冬季には変動範囲内であった。St.1、4 で

はオイトナ属が多く確認された。これらの種は過年度から確認されており、過年度にも同程度の個体

数が確認されていることから、自然変動と考えられる。 

主な出現種の組成としては、全域的にカイアシ類のノープリウス期幼生及びオイトナ属が多く、閉

鎖性海域では二枚貝類幼生、改変区域西側では巻貝類幼生が比較的多いといった状況に顕著な変化は

みられていない。 

令和 4 年度夏季の調査結果は、St.1、4 の個体数を除き、概ね工事前の変動範囲内であり、St.1、4

は自然変動と考えられ、冬季には概ね工事前の変動範囲内であった。 

 

 

(5) 工事前調査結果との比較 

動物プランクトンの種類数・個体数の経年変化は、図 43、図 44 に示すとおりである。 

種類数は、平成 26 年度冬季に St.4 で、平成 28 年度秋季に St.3 で、平成 29 年度夏季に St.5、8

で、平成 30年度夏季及び冬季に St.5 で、令和元年度春季に St.4 で、令和元年度夏季に St.5 で、そ

れぞれ工事前の変動範囲を一時的に上回ったものの、その後の調査で概ね工事前の変動範囲内であ

り、自然変動と考えられた。 

個体数は、平成26年度夏季にSt.2で、平成 29年度夏季にSt.6、7で、平成 30年度夏季にSt.2、

6、7、8 で、令和元年度夏季に St.4 で、令和 2 年度夏季に St.2、4、6 で、冬季に St.4、6 で、令和

3 年度夏季に St.7 で、それぞれ工事前の変動範囲を上回った。これらの地点では、カイアシ類ノー

プリウス期幼生及びオイトナ属が多かったものの、その後の調査では工事前の変動範囲内であり、

一時的な増加であったと考えられる。 

平成 27 年度秋季に St.8 で、平成 28 年度春季に St.7 で、令和 3 年度冬季に St.8 で、個体数が工

事前の変動範囲を下回ったものの、その後の調査では工事前の変動範囲に増加しており、一時的な

減少であったと考えられる。 

令和 4 年度夏季には、St.1、4 で工事前の変動範囲を上回ったものの、夏季のそれ以外の地点及び

冬季は変動範囲内であった。St.1、4 ではオイトナ属が多く確認された。これらの種は過年度から確

認されており、過年度にも同程度の個体数が確認されていることから、自然変動と考えられる。 

主な出現種の組成としては、全域的にカイアシ類のノープリウス期幼生及びオイトナ属が多く、閉

鎖性海域では二枚貝類幼生、改変区域西側（St.1、3、5）では巻貝類幼生が比較的多いといった状況

に顕著な変化はみられていない。 
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注：種類数については、種まで同定できていないものも含む。また、St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示している。

また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋季まで汚濁防止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

図 43 動物プランクトンの種類数の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋季まで汚濁防

止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

図 44 動物プランクトンの個体数の経年変化 
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2.5.3 魚卵・稚仔魚 

(1) 調査方法 

船上より MTD ネットを用いて、約 2 ノットで 10 分間、表層水平曳きにより採集し、試料はホルマ

リンで固定後、種同定し、個体数を計数した。 

 

(2) 調査時期及び調査期間 

 

表 38 魚卵・稚仔魚の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

魚卵・稚仔魚 四季 夏季・冬季 
工事の実施時及び 

供用後 3年間を想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 45 魚卵・稚仔魚に係る事後調査地点 
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(3) 調査の結果 

 魚卵 

調査結果概要は表 39 に、経年変化は図 46 及び図 47 に示すとおりである。 

なお、和名に付したタイプ番号は環境影響評価時の現地調査結果に対応している。 

 

 

 夏季 

(a) 種組成 

採集された魚卵は、カタクチイワシ科、エソ科、ブダイ科と不明卵 13 タイプの計 17 種類であっ

た。調査地点別の種類数は 6～10 種類の範囲にあり、St.5 で最も多く、St.1 で最も少なかった。 

出現種についてみると、いずれも琉球列島沿岸で普通にみられる種類であった。 

 

(b) 個体数 

調査地点別の個数は 19～3,858 個/曳網（平均：1,089 個/曳網）の範囲にあり、St.5 で最も多く、

St.4 で最も少なかった。 

主な出現種をみると、単脂球形卵（卵径 0.48～0.56mm）、単脂球形卵（卵径 0.50～0.57mm）であ

り、それぞれ全体の約 67％、11％を占めていた。単脂球形卵（卵径 0.48～0.56mm）は St.4 を除く

全調査地点に、単脂球形卵（卵径 0.50～0.57mm）は St.2 を除く全調査地点に出現し、いずれも St.5

で最も多かった。 

 

 冬季 

(a) 種組成 

採集された魚卵は、エソ科、ブダイ科と不明卵 13 タイプの計 18 種類であった。調査地点別の

種類数は 5～11 種類の範囲にあり、St.3、7 で最も多く、St.4 で最も少なかった。 

出現種についてみると、いずれも琉球列島沿岸で普通にみられる種類であった。 

 

(b) 個体数 

調査地点別の個数は 30～5,956 個/曳網（平均：899 個/曳網）の範囲にあり、St.2 で最も多

く、St.6 で最も少なかった。 

主な出現種をみると、単脂球形卵（卵径 0.84～0.92mm）、ブダイ科 1 であり、それぞれ全体の

約 82％、14％を占めていた。単脂球形卵（卵径 0.84～0.92mm）は全調査地点に出現し St.2 で最

も多かった。ブダイ科 1 は St.4 を除く全調査地点に出現し、St.5 で最も多かった。 
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表 39（1） 魚卵の調査結果概要（夏季） 

 

 

 

  

                     調査期日：令和 4年 8月16日
                     調査方法：MTDネットによる水平曳き 

項目      調査地点 1 2 3
種類数 6   9   9   
個  数 （個/曳網） 2,704   1,057   555   

単脂球形卵 0.48～0.56mm 単脂球形卵 0.48～0.56mm 単脂球形卵 0.48～0.56mm
2,144 (79.3) 814 (77.0) 244 (44.0)

単脂球形卵 0.60～0.68mm 単脂球形卵 0.50～0.57mm
182 (17.2) 124 (22.3)

ﾌﾞﾀﾞｲ科 1
59 (10.6)

項目      調査地点 4 5 6
種類数 8   10   9   
個  数 （個/曳網） 19   3,858   101   

単脂球形卵 0.60～0.68mm 単脂球形卵 0.48～0.56mm 単脂球形卵 0.48～0.56mm
6 (31.6) 2,336 (60.5) 51 (50.5)

無脂不整球形卵 0.75～0.80mm×0.70～0.72mm 単脂球形卵 0.50～0.57mm 単脂球形卵 0.64～0.68mm
3 (15.8) 598 (15.5) 19 (18.8)

ﾌﾞﾀﾞｲ科 2 単脂球形卵 0.50～0.57mm
2 (10.5) 14 (13.9)

単脂球形卵 0.50～0.57mm
2 (10.5)

単脂球形卵 0.64～0.68mm
2 (10.5)

単脂球形卵 0.84～0.95mm
2 (10.5)

項目      調査地点 7 8 平均
種類数 8   7   17   
個  数 （個/曳網） 146   275   1,089   

単脂球形卵 0.48～0.56mm 単脂球形卵 0.48～0.56mm 単脂球形卵 0.48～0.56mm
101 (69.2) 171 (62.2) 733 (67.3)

単脂球形卵 0.64～0.68mm 無脂球形卵 0.54～0.57mm 単脂球形卵 0.50～0.57mm
22 (15.1) 66 (24.0) 123 (11.3)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。
注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。
注3：不明卵に付した数値は卵径範囲を示した。

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）
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表 39（2） 魚卵の調査結果概要（冬季） 

 

 

 

 

 

 

  

                     調査期日：令和 5年 1月10日

                     調査方法：MTDネットによる水平曳き 

項目    　   調査地点 1 2 3

種類数 10   7   11   

個  数 （個/曳網） 119   5,956   99   

ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 単脂球形卵 0.84～0.92mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 1

48 （40.3) 5,839 （98.0) 48 （48.5)

単脂球形卵 1.04～1.10mm 単脂球形卵 0.60～0.68mm

41 （34.5) 14 （14.1)

単脂球形卵 0.60～0.68mm 単脂球形卵 0.84～0.92mm

14 （11.8) 13 （13.1)

項目    　   調査地点 4 5 6

種類数 5   7   7   

個  数 （個/曳網） 59   844   30   

単脂球形卵 0.84～0.92mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 ｴｿ科 1

53 （89.8) 808 （95.7) 9 （30.0)

単脂球形卵 0.60～0.68mm

9 （30.0)

ｴｿ科 2

5 （16.7)

ﾌﾞﾀﾞｲ科 1

4 （13.3)

項目    　   調査地点 7 8 平均

種類数 11   9   18   

個  数 （個/曳網） 49   36   899   

ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 単脂球形卵 0.84～0.92mm

18 （36.7) 14 （38.9) 739 （82.2)

単脂球形卵 0.60～0.68mm 単脂球形卵 0.60～0.68mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 1

14 （28.6) 7 （19.4) 127 （14.1)

ｴｿ科 1

4 （11.1)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

注3：不明卵に付した数値は卵径範囲を示した。

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）
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 稚仔魚 

調査結果概要は表 40 に、経年変化は図 48 及び図 49 に示すとおりである。 

なお、和名に付したタイプ番号は環境影響評価時の現地調査結果に対応している。 

 

 夏季 

(a) 種組成 

採集された稚仔魚は、スズメダイ科、イソギンポ科、ハゼ科など計 30 種類であった。調査地点別

の種類数は 4～18 種類の範囲にあり、St.2 で最も多く、St.5 で最も少なかった。 

出現種についてみると、いずれも琉球列島沿岸及び内湾域で普通にみられる種類であり、特にハ

ゼ科に属するものが多かった。 

 

(b) 個体数 

調査地点別の個体数は 5～665 個体/曳網（平均：155 個体/曳網）の範囲にあり、St.2 で最も多

く、St.5 で最も少なかった。 

主な出現種をみると、ハゼ科 10、ハゼ科 9、ハゼ科 2、不明孵化仔魚であり、それぞれ全体の約

41％、15％、14％、11％を占めていた。ハゼ科 10 は St.3、5 を除く全調査地点に、ハゼ科 9 は

St.1、5 を除く全調査地点に、ハゼ科 2 は St.1、3、5 を除く全調査地点に出現し、いずれも St.2

で最も多かった。不明孵化仔魚は全調査地点に出現し、St.4 で最も多かった。 

 

 

 冬季 

(a) 種組成 

採集された稚仔魚は、ヤベウキエソ、ハダカイワシ科など計 23 種類であった。調査地点別の種

類数は 0～12 種類の範囲にあり、St.5 で最も多く、St.4 では出現はみられなかった。 

出現種についてみると、いずれも琉球列島沿岸及び内湾域で普通にみられる種類であり、特に

ハダカイワシ科に属するものが多かった。 

 

(b) 個体数 

調査地点別の個体数は 0～95 個体/曳網（平均：24 個体/曳網）の範囲にあり、St.5 で最も多かっ

た。 

主な出現種をみると、ハダカイワシ科 18、不明孵化仔魚であり、それぞれ全体の約 46％、33％

を占めていた。ハダカイワシ科 18 は St.1、3、5、6 に出現し、St.5 で最も多かった。不明孵化仔

魚は St.2、8 に出現し、St.2 で最も多かった。 
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表 40（1） 稚仔魚の調査結果概要（夏季） 

 

 

                     調査期日：令和 4年 8月16日
                     調査方法：MTDネットによる水平曳き 

項目      調査地点 1 2 3
種類数 8   18   6   
個体数（個体/曳網） 12   665   9   

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 4 ﾊｾﾞ科 10 不明孵化仔魚
4 (33.3) 362 (54.4) 4 (44.4)

不明孵化仔魚 ﾊｾﾞ科 2 ﾖｳｼﾞｳｵ亜目 1
2 (16.7) 97 (14.6) 1 (11.1)

ﾊｾﾞ科 9 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 3
87 (13.1) 1 (11.1)

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 14
1 (11.1)

ﾊｾﾞ科 9
1 (11.1)

ﾊｾﾞ科 28
1 (11.1)

項目      調査地点 4 5 6
種類数 12   4   13   
個体数（個体/曳網） 283   5   48   

ﾊｾﾞ科 10 不明仔魚（破損個体） ﾊｾﾞ科 9
120 (42.4) 2 (40.0) 18 (37.5)

ﾊｾﾞ科 2 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 1 ﾊｾﾞ科 12
60 (21.2) 1 (20.0) 6 (12.5)

不明孵化仔魚 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 4 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 4
53 (18.7) 1 (20.0) 5 (10.4)

不明孵化仔魚
1 (20.0)

項目      調査地点 7 8 平均
種類数 16   11   30   
個体数（個体/曳網） 137   81   155   

ﾊｾﾞ科 9 ﾊｾﾞ科 9 ﾊｾﾞ科 10
42 (30.7) 23 (28.4) 64 (41.3)

ﾊｾﾞ科 12 ﾊｾﾞ科 10 ﾊｾﾞ科 9
27 (19.7) 21 (25.9) 23 (15.0)

不明孵化仔魚 不明孵化仔魚 ﾊｾﾞ科 2
23 (16.8) 18 (22.2) 22 (14.4)

不明孵化仔魚
17 (11.0)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。
注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種と個体数
（個体/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個体数
（個体/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個体数
（個体/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）
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表 40（2） 稚仔魚の調査結果概要（冬季） 

 

 

 

 

  

                     調査期日：令和 5年 1月10日

                     調査方法：MTDネットによる水平曳き 

項目    　   調査地点 1 2 3

種類数 5   1   7   

個体数（個体/曳網） 6   60   20   

ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 18 不明孵化仔魚 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 18

2 （33.3) 60 (100.0) 13 （65.0)

ｵｵｸﾁｲﾜｼ属 1 ﾋﾒｼﾞ科 2

1 （16.7) 2 （10.0)

ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 2

1 （16.7)

ﾊｾﾞ科 6

1 （16.7)

ﾊｾﾞ科 7

1 （16.7)

項目    　   調査地点 4 5 6

種類数 0   12   2   

個体数（個体/曳網） 0   95   2   

ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 18 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 18

71 （74.7) 1 （50.0)

ﾔﾍﾞｳｷｴｿ 不明仔魚 162

10 （10.5) 1 （50.0)

項目    　   調査地点 7 8 平均

種類数 2   2   23   

個体数（個体/曳網） 4   3   24   

ﾊｾﾞ科 2 不明孵化仔魚 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 18

3 （75.0) 2 （66.7) 11 （45.8)

ｼﾗｽｳｵ属 1 不明仔魚（破損個体） 不明孵化仔魚

1 （25.0) 1 （33.3) 8 （32.6)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種と個体数
（個体/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個体数
（個体/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個体数
（個体/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）
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(4) 令和 4 年度調査結果のまとめ 

 魚卵 

魚卵の出現種類数・個体数の経年変化は、図 46、図 47 に示すとおりである。 

令和 4 年度調査において、種類数及び個体数は概ね工事前の変動範囲内であった。令和 4年度冬季

に比較的個体数が多かった St.2 では、単脂球形卵（卵径 0.84～0.92mm）が多く確認された。このタ

イプは全調査地点に出現していた。St.2 では平成 29 年度冬季にも単脂球形卵（卵径 0.77～0.85mm）

が多く確認され、このタイプが全調査地点で確認された。同様の現象が過年度にも確認されており、

全体の個体数は工事前の変動範囲内であることから、自然変動と考えられる。 

令和 4 年度の調査結果は、概ね工事前の変動範囲内であった。 

 

 稚仔魚 

稚仔魚の出現種類数・個体数の経年変化は、図 48、図 49 に示すとおりである。 

令和 4 年度夏季において、種類数は概ね工事前の変動範囲内であった。個体数は St.2、4、7 で工事

前の変動範囲を上回ったものの、その他の地点では工事前の変動範囲内であった。St.2、4 ではハゼ

科 10 が、St.7 ではハゼ科 9 が多く確認された。これらの種は過年度から確認されていることから、

自然変動と考えられる。令和 4 年度冬季には、St.4 で稚仔魚が確認されなかったものの、その他の地

点では概ね工事前の変動範囲内であった。工事中においても同様に St.4 で稚仔魚が確認されないこ

とがあり、自然変動と考えられる。 

令和 4 年度の調査結果は、St.2、4、7 の個体数を除き、概ね工事前の変動範囲内であった。 
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(5) 工事前調査結果との比較 

 魚卵 

種類数は、平成 27 年度春季に St.5 で、冬季に St.7 で、工事前の変動範囲を一時的に上回った。ま

た、平成 29 年度夏季に St.5 で、令和 4 年度夏季に St.1 で、工事前の変動範囲を一時的に下回った。

それぞれ地点では、その後の調査で概ね工事前の変動範囲内であり、自然変動と考えられた。 

個体数は、平成 26 年度春季に St.6、7、8 で、平成 27 年度夏季の St.5 で、平成 28 年度の冬季に

St.6、7 で、平成 29 年度冬季に St.2 で、平成 30 年度夏季に St.5 で、令和 3 年度夏季に St.5、6 で、

工事前の変動範囲を一時的に上回った。多くの個体数が確認されたのは、St.2、5 で、St.2 では、平

成 29 年度冬季に、単脂球形卵（卵径 0.77～0.85mm）が多くを占めたが、他地点でも確認され、広く

出現していた。St.5 では平成 27 年度夏季、平成 30 年度夏季及び平成 30 年度夏季にブダイ科 1 が多

くみられた。 

また、個体数が工事前の変動範囲を下回ることがあった地点は、St.1、4、8 で、St.1 では、平成 26

年度冬季及び平成 29 年度夏季に、St.4 では、平成 26 年度夏季、平成 27 年度秋季、令和元年度秋季

及び令和 2年度冬季に、それぞれ工事前の変動範囲を一時的に下回ったが、その後の調査で概ね工事

前の変動範囲内に回復していた。一方、St.8 では、工事前の変動範囲を下回ることがあったが、他の

地点に比べ、個体数が少ない地点であったと考えられる。 

調査期間を通じて、個体数は変動がみられるものの、改変区域西側の St.1、3、5 では、ブダイ科を

中心に各年度とも同時期に類似した卵径の不明卵が採集されており、種組成に大きな変化はみられて

いない。また、閉鎖性海域では比較的個体数が少なく、St.4、8 等は主な産卵場ではないと考えられ

るが、St.2 のように潮流や産卵のタイミングなどにより一時的に多く採集されることも確認されてい

た。 

 

 稚仔魚 

種類数は、平成 28 年度秋季に St.4 で、令和元年度夏季に St.7 で、工事前の変動範囲を一時的に

上回ったものの、その後の調査で概ね工事前の変動範囲内であり、自然変動と考えられた。また、平

成 29 年冬季、令和 3 年度冬季等において、St.4,8 で稚仔魚が採集されなかった。砂泥底の閉鎖性海

域は生息孔内で付着卵を産出するハゼ科が主体に生息しており、魚類相が少ないため、採集のタイミ

ングや海象条件により、稚仔魚が採集されなかったものと考えられる。 

個体数は、平成 29 年度春季に多くの地点でハゼ科 10 の出現個体数が多く確認された。ハゼ科 10 は

孵化直後であり、大潮に同調的に孵化した個体が採集されたことにより、本タイプが多かったと考え

られる。また、St.7 では、平成 30 年春季以降、工事前の変動範囲を上回ることが多く、確認された

種類は、ハゼ科が多く確認された。その他の地点では、St.2 で令和 4年度夏季に、St.4 で令和元年度

夏季及び令和 4 年度夏季に、St.6 で令和元年度夏季及び秋季に、St.8 で令和元年度夏季及び令和 3 年

度夏季に、工事前の変動範囲を上回った。これらの地点においてもハゼ科が多く確認されており、自

然変動と考えられる。 
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注：種類数については、種まで同定できていないものも含む。St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示

している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋季まで汚濁防止膜の設置の影響により、St.2’で調査
を実施している。 

 

図 46 魚卵の種類数の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋

季まで汚濁防止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

 

図 47 魚卵の個体数の経年変化 
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注：種類数については、種まで同定できていないものも含む。また、St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつ
なげず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋季まで汚濁防止膜の設置の影響により、
St.2’で調査を実施している。 

 

図 48 稚仔魚の種類数の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年
度秋季まで汚濁防止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

図 49 稚仔魚の個体数の経年変化 
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2.5.4 魚類 

(1) 調査方法 

ダイバーが潜水し、5m×5m の範囲及びその周辺において、30 分間の潜水目視観察を行い魚類の出現

状況を記録した。個体数については CR 法により定性的に把握した。 

注：その周辺とは、周辺を遊泳している魚類も含むことを表している。 

 

(2) 調査時期及び調査期間 

表 41 魚類の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

魚類 四季 夏季・冬季 
工事の実施時及び 

供用後 3年間を想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 50 魚類に係る事後調査地点 
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(3) 調査の結果 

調査結果概要は表 42 に示すとおりである。 

 

 夏季 

夏季調査で確認された魚類は、テンジクダイ科 9 種類、チョウチョウウオ科 9種類、スズメダイ

科 33 種類、ベラ科 20 種類、ブダイ科 12 種類、ハゼ科 38 種類、ニザダイ科 14 種類、その他 52 種

類の計 187 種類であった。地点別には 4～106 種であり、St.5 が 106 種類と最も多く、次いで St.1

の 58 種類であった。一方、St.8 が最も少なく 4 種類、次いで St.4 の 10 種類であった。 

 

 冬季 

冬季調査で確認された魚類は、テンジクダイ科 4 種類、チョウチョウウオ科 8 種類、スズメダイ

科 26 種類、ベラ科 30 種類、ブダイ科 9 種類、ハゼ科 27 種類、ニザダイ科 11 種類、その他 55 種

類の計 170 種類であった。地点別には 3～104 種類であり、St.5 が 104 種類と最も多く、次いで

St.1 の 56 種類であった。一方、最も少なかったのは、St.4 が 3 種類、次いで St.8 の 4 種類であ

った。 
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表 42（1） 魚類の調査結果概要（夏季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査日：令和4年7月5～6日、8月15日

St.1 St.2 St.3 St.4

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 2 6 0 0

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 3 0 1 0

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 17 0 5 0

ﾍﾞﾗ科 7 0 0 0

ﾌﾞﾀﾞｲ科 4 0 0 0

ﾊｾﾞ科 6 6 2 8

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 4 0 0 0

その他 15 0 11 2

合計 58 12 19 10

ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ
ﾖﾒﾋﾒｼﾞ
ｱﾏﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ
ﾅｶﾞｻｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ
ｶﾀﾎﾞｼｵｵﾓﾝﾊｾﾞ

-

ｷﾋﾞﾅｺﾞ属
ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ
ｽｼﾞﾌﾞﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ

-

St.5 St.6 St.7 St.8

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 2 5 5 0

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 7 2 0 0

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 24 7 0 0

ﾍﾞﾗ科 16 2 1 0

ﾌﾞﾀﾞｲ科 11 2 0 0

ﾊｾﾞ科 8 12 11 4

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 13 0 0 0

その他 25 10 5 0

合計 106 40 22 4

ｵｷﾅﾜｽｽﾞﾒﾀﾞｲ
ﾊﾅｸﾞﾛｲｿﾊｾﾞ

ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ
ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ
ﾎｼﾊｾﾞ
ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ

ｹｼｮｳﾊｾﾞ
ﾎｼﾊｾﾞ

-

合計

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 9

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 9

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 33

ﾍﾞﾗ科 20

ﾌﾞﾀﾞｲ科 12

ﾊｾﾞ科 38

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 14

その他 52

合計 187

注1:主な出現種は20個体以上(+,c,cc)確認された種を示す。

　2:主な出現種の欄の-は20個体以上(+,c,cc)の種が確認されなかったことを示す。

主な出現種

項目/調査地点

出現種類数

主な出現種

項目/調査地点

出現種類数

主な出現種

項目/調査地点

出現種類数
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表 42（2） 魚類の調査結果概要（冬季） 

  調査日：令和5年1月12～13、17日

St.1 St.2 St.3 St.4

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 1 0 0 0

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 3 0 0 0

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 13 0 1 0

ﾍﾞﾗ科 7 0 2 0

ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 0 0 0

ﾊｾﾞ科 4 6 3 3

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 3 0 0 0

その他 24 0 4 0

合計 56 6 10 3

ｱﾏﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ
ｶﾀﾎﾞｼｵｵﾓﾝﾊｾﾞ

- - -

St.5 St.6 St.7 St.8

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 0 3 1 0

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 7 1 0 0

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 19 6 1 0

ﾍﾞﾗ科 25 4 1 0

ﾌﾞﾀﾞｲ科 7 3 0 0

ﾊｾﾞ科 8 7 9 4

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 11 0 0 0

その他 27 11 4 0

合計 104 35 16 4

ｵｷﾅﾜｽｽﾞﾒﾀﾞｲ
ﾊﾅｸﾞﾛｲｿﾊｾﾞ

ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ
ﾎｼﾊｾﾞ
ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ

ｹｼｮｳﾊｾﾞ
ﾎｼﾊｾﾞ

-

合計

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 4

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 8

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 26

ﾍﾞﾗ科 30

ﾌﾞﾀﾞｲ科 9

ﾊｾﾞ科 27

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 11

その他 55

合計 170

注1:主な出現種は20個体以上(+,c,cc)確認された種を示す。

　2:主な出現種の欄の-は20個体以上(+,c,cc)の種が確認されなかったことを示す。

主な出現種

項目/調査地点

出現種類数

主な出現種

項目/調査地点

出現種類数

主な出現種

項目/調査地点

出現種類数
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(4) 令和 4 年度調査結果のまとめ 

 出現種 

魚類の出現種類数の経年変化は図 51 に示すとおりである。 

令和4年度夏季及び冬季において、魚類の種類数は、St.5で工事前の変動範囲を上回ったものの、

その他の地点では工事前の変動範囲内であった。St.5 は周辺に岩盤やサンゴ及びサンゴ礫が多い多

様な環境であり、出現種類数が多く、スズメダイ科やベラ科、ニザダイ科をはじめとする魚類が蝟

集しやすかったと考えられる。過年度にも同程度の種類数が確認されていることから、自然変動と

考えられる。 

令和 4 年度は、St.5 の種類数を除き、概ね工事前の変動範囲内であった。 

 

 

 
注：種類数については、種まで同定できていないものも含む。また、St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつな

げず示している。 

図 51 魚類の種類数の経年変化 
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 重要な種 

令和 4 年度調査において確認された重要な種は表 43 に、魚類調査における重要な種の過年度調査

の結果との比較は表 44 に、調査地点概況は図 53 に示すとおりである。 

夏季調査では 2 種類の重要な種が確認され、St.5 でセジロクマノミが、St.6 でフタイロサンゴハ

ゼが確認された。冬季調査では 2 種類の重要な種が確認され、St.1 でシロクラベラが、St.6 でフタイ

ロサンゴハゼが確認された。 

 

表 43 重要な種及び確認地点 

 

 

 

 

＜重要な種の選定基準＞ 

以下の①～④に該当しているものを「重要な種」として選定した。 
 

①環境省 RL：「環境省レッドリスト 2020 の公表について｣（令和 2 年 3 月 27 日記者発表、環境省）に記載されている種及び亜種 

・CR+EN（絶滅危惧Ⅰ類） ：絶滅の危機に瀕している種 

・CR（絶滅危惧ⅠA類） ：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの 

・EN（絶滅危惧ⅠB類） ：絶滅の危機に瀕している種のうち、IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU（絶滅危惧Ⅱ類） ：絶滅の危険が増大している種 

・NT（準絶滅危惧） ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性

のある種 

・DD（情報不足） ：評価するだけの情報が不足している種 

・LP（地域個体群） ：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

②海洋生物 RL：「環境省版海洋生物レッドリストの公表について｣（平成 29 年 3 月 21 日記者発表、環境省）に記載されている種及び亜種 

・CR+EN（絶滅危惧Ⅰ類） ：絶滅の危機に瀕している種 

・CR（絶滅危惧ⅠA類） ：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの 

・EN（絶滅危惧ⅠB類） ：絶滅の危機に瀕している種のうち、IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU（絶滅危惧Ⅱ類） ：絶滅の危険が増大している種 

・NT（準絶滅危惧） ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性

のある種 

・DD（情報不足） ：評価するだけの情報が不足している種 

・LP（地域個体群） ：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

※水産庁の海洋生物レッドリスト「海洋生物レッドリストの公表について｣（平成 29 年 3月 21 日記者発表、水産庁）に記載されている 

重要な種はナガレメイタガレイのみ(情報不足:DD)のため、選定基準から省いた。 

 

③水産庁 DB：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック」（水産庁、1998 年） 

・絶危（絶滅危惧種）  ：絶滅の危機に瀕している種・亜種 

・危急（危急種） ：絶滅の危険が増大している種・亜種 

・希少（希少種） ：存続基盤が脆弱な種・亜種 

・減少（減少種） ：明らかに減少しているもの 

・減少傾向 ：長期的に見て減少しつつあるもの 

 

④沖縄県 RDB：「改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(レッドデータおきなわ)第 3 版－動物編－」（平成 29 年、沖縄県）に記載されて 

いる種及び亜種 

・CR+EN（絶滅危惧Ⅰ類） ：沖縄県では絶滅の危機に瀕している種 

・CR（絶滅危惧ⅠA類） ：沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

・EN（絶滅危惧ⅠB類） ：沖縄県ではＡ類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU（絶滅危惧Ⅱ類） ：沖縄県では絶滅の危機が増大している種 

・NT（準絶滅危惧） ：沖縄県では存続基盤が脆弱な種 

・DD（情報不足） ：沖縄県では評価するだけの情報が不足している種 

・LP（地域個体群（絶滅のおそれのある地域個体群））：沖縄県で地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれの高いもの 

 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 44 重要な種の過年度調査結果との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 工事前調査結果との比較 

種類数で、工事前の変動範囲を上回る大きな増加がみられたのは、平成 29 年度秋季の St.6、平

成 30 年度の秋季及び冬季の St.5、令和元年度夏季の St.6、令和 4 年度夏季の St.5 等であった。

また、St.1 では、平成 26 年度から令和元年度にかけて種類数の増加がみられ、その後、50 種類前

後の変動であった。St.1、5、6 は、周辺に岩盤やサンゴ類及びサンゴ礫が多い複雑な環境であり、

チョウチョウウオ科、スズメダイ科、ベラ科及びニザダイ科といったサンゴ礁に一般的にみられる

種が多くみられた。 

St.3、7 は、平成 27 年度から令和 2年度にかけて工事前の変動範囲を上回ることがあったが、出

現種類数が 20～40 種類で、概ね工事前の変動範囲で推移した。これらの地点は、砂礫や砂泥が多く

単調であるものの、周辺には複雑な岩盤やサンゴ礫が存在する多様な環境のため、ハゼ科に加えス

ズメダイ科やテンジクダイ科等が多くみられた。 

St.2、4、8では、概ね工事前の変動範囲内で、出現種類数に大きな変化はみられていない。これ

らの地点は、閉鎖性海域内で、砂礫や砂泥等が多い単調な環境であり、出現種類数が少ないものの、

当該環境を好むハゼ科が確認されていた。 
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季

1 ﾋﾄﾐﾊﾀ
注 NT ○

2 ｲﾄﾋｷﾌｴﾀﾞｲ
注 NT

3 ｾｼﾞﾛｸﾏﾉﾐ
注 NT ○ ○ ○ ○

4 ｼﾛｸﾗﾍﾞﾗ
注 NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ﾌﾀｲﾛｻﾝｺﾞﾊｾﾞ
注 NT

0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 2 1 2 2 2

春
季

夏
季

秋
季

冬
季

夏
季

冬
季

夏
季

冬
季

夏
季

冬
季

1 ﾋﾄﾐﾊﾀ
注 NT

2 ｲﾄﾋｷﾌｴﾀﾞｲ
注 NT ○

3 ｾｼﾞﾛｸﾏﾉﾐ
注 NT ○

4 ｼﾛｸﾗﾍﾞﾗ
注 NT ○ ○ ○ ○

5 ﾌﾀｲﾛｻﾝｺﾞﾊｾﾞ
注 NT ○ ○ ○

0 5 0 0 1 2 0 0 0 0 1 1 2 2

注：平成28年度末の環境省RL、沖縄県RDB、環境省海洋生物RLの改訂により、平成28年度以降は新たに選定した重要な種として確認している。

R1 R2 R3

出現種類数

事後調査

№ 和名
環境省

RL
2020

環境省
海洋生物

RL
2017

水産庁
DB

沖縄県
RDB
2017

工事中

沖縄県
RDB
2017

出現種類数

H26 H27 H28№ 和名
環境省

RL
2020

環境省
海洋生物

RL
2017

水産庁
DB

工事中工事前

H23 H25

環境影響評価時の現地調査 事前調査

H30H29

事後調査

供用時

R4
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2.5.5 底生動物（マクロベントス） 

(1) 調査方法 

スミス・マッキンタイヤー型採泥器（バケット部 22cm×22cm）を用いて、1 地点当たり 2 回表層泥

の採泥を行った。岩礁、サンゴ礁等表面が砂泥質でない場合は、地点近傍あるいは間隙に溜まってい

る砂泥質を採取した。採取した表層泥は、1mm 目のふるいでこして、ふるい上の生物を試料とし、ホ

ルマリンで固定し、光学顕微鏡を用いて同定・計数を行った。また、干出域においても、同面積（容

量）となるように採泥を行った。調査は「海洋調査技術マニュアル」((社)海洋調査協会) 等に基づい

て行った。 

 

(2) 調査時期及び調査期間 

 

表 45 底生動物（マクロベントス）の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

マクロベントス 四季 夏季・冬季 
工事の実施時及び 

供用後 3年間を想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 52 底生動物（マクロベントス）に係る事後調査地点 
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(3) 調査の結果 

調査結果概要は表 46 に示すとおりである。 

 

 夏季 

採集された底生動物（マクロベントス）の種類数は 10 動物門 113 種類で、環形動物門が 42 種類

と最も多かった。調査地点別の種類数は 5～32 種類の範囲にあり、St.5 で最も多く、St.2 で最も少

なかった。 

調査地点別の個体数は 17～74 個体/0.1m2（平均：43 個体/0.1m2）の範囲にあり、St.6 で最も多

く、St.2 で最も少なかった。個体数の動物門別組成比は、全体でみると環形動物門が約 54％と多か

った。 

夏季調査では、個体数からみた主な出現種に該当する種はなかった。最も多かったのはシリス亜

科で、全体の約 6％を占めていた。シリス亜科は St.3 で多く出現していた。 

調査地点別の湿重量は 0.08～11.19g/0.1m2（平均：2.19g/0.1m2）の範囲にあり、St.4 で最も多

く、St.2 で最も少なかった。湿重量の動物門別組成比は、全体でみると軟体動物門が約 74％と多か

った。 

湿重量からみた主な出現種は軟体動物門のホソスジイナミガイで全体の約 55％を占めていた。ホ

ソスジイナミガイは St.4 で 1 個体/0.1m2出現した。 

 

 冬季 

採集された底生動物（マクロベントス）の種類数は 9 動物門 106 種類で、環形動物門が 53 種類

と最も多かった。調査地点別の種類数は 8～36 種類の範囲にあり、St.6 で最も多く、St.2 で最も

少なかった。 

調査地点別の個体数は 25～231 個体/0.1m2（平均：85 個体/0.1m2）の範囲にあり、St.4 で最も多

く、St.2 で最も少なかった。個体数の動物門別組成比は、全体でみると環形動物門が約 52％と多

かった。 

冬季調査では、個体数からみた主な出現種は節足動物門のノコギリヨコエビ属、環形動物門のシ

リス亜科で、それぞれ全体の 15％、10％を占めていた。ノコギリヨコエビ属、シリス亜科はいずれ

も St.4 で多く出現していた。 

調査地点別の湿重量は 0.10～8.31g/0.1m2（平均：2.59g/0.1m2）の範囲にあり、St.7 で最も多く、

St.5 で最も少なかった。湿重量の動物門別組成比は、全体でみると節足動物門が約 70％と多かっ

た。 

湿重量からみた主な出現種は節足動物門のカラッパ属、ミナミメナガオサガニ、軟体動物門のオ

ニノツノガイ科で、それぞれ全体の約 38％、19％、15％を占めていた。カラッパ属は St.7 で大型

の個体が 1個体/0.1m2出現した。 
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礁池・礁縁域 

 St.1 St.2 St.3 

地点 

写真 

   

底質 

概況 
砂質 砂泥質（浮泥が堆積） 砂礫質の藻場 

    

礁池・礁縁域 

 St.4 St.5 St.6 

地点 

写真 

   

底質 

概況 
砂礫質 砂礫質 砂礫質 

    

礁池・礁縁域 
 

 St.7 St.8 

地点 

写真 

  

底質 

概況 
砂泥質 砂泥質 

 

図 53 調査地点概況 
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表 46（1） マクロベントスの調査結果概要（夏季） 

 

 

 

  

                調査期日:令和 4年 8月 3～ 5日
                調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

項目 調査地点 1 2 3 4 5
軟体動物門 9    1    2    4    
環形動物門 3    3    8    6    8    
節足動物門 5    8    3    14    
そ　の　他 1    3    4    6    
合　　　計 17    5    19    15    32    
軟体動物門 11    3    2    6    
環形動物門 3    13    31    22    17    
節足動物門 10    12    20    26    
そ　の　他 1    3    7    10    
合　　　計 24    17    46    51    59    
軟体動物門 45.8  17.6  3.9  10.2  
環形動物門 12.5  76.5  67.4  43.1  28.8  
節足動物門 41.7  26.1  39.2  44.1  
そ　の　他 5.9  6.5  13.7  16.9  
軟体動物門 1.87 0.02 9.89 0.12
環形動物門 +   0.05 0.09 0.12 0.09
節足動物門 0.01 0.18 0.98 0.09
そ　の　他 0.01 0.06 0.20 0.27
合　　　計 1.88 0.08 0.33 11.19 0.57
軟体動物門 99.5  25.0  88.4  21.1  
環形動物門 -   62.5  27.3  1.1  15.8  
節足動物門 0.5  54.5  8.8  15.8  
そ　の　他 12.5  18.2  1.8  47.4  

ｵｵﾋｼｶﾞｲ属 Notomastus  sp. ｼﾘｽ亜科 Mediomastus  sp. ｽﾝﾅﾘﾖｺｴﾋﾞ属
3 ( 12.5) 10 ( 58.8) 15 ( 32.6) 12 ( 23.5) 7 ( 11.9)

ﾊｲﾊｲﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 ｻｸﾗｶﾞｲ属 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科
3 ( 12.5) 3 ( 17.6) 12 ( 23.5)

ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ科
2 ( 11.8)

ﾄｸｻﾊﾞｲ Notomastus sp. ｸﾓﾘｽﾅﾓｸﾞﾘ ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ ﾍﾞﾆﾎﾞﾔ属
1.41 ( 75.0) 0.05 ( 62.5) 0.15 ( 45.5) 9.70 ( 86.7) 0.19 ( 33.3)

ﾎｿﾆｸﾀｹ ｻｸﾗｶﾞｲ属 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱 ﾐｸﾆｼﾎﾞﾘｻﾞｸﾗ
0.34 ( 18.1) 0.02 ( 25.0) 0.06 ( 18.2) 0.10 ( 17.5)

紐形動物門 ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 ｲﾎﾞﾃｶﾞﾆ属
0.01 ( 12.5) 0.05 ( 15.2) 0.06 ( 10.5)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。
注2：湿重量欄の+は0.01g未満を、組成比欄の-は計算不能を示した。

主な出現種
と個体数

（個体/0.1m
2
）

（　）内は組成比率
（%）

主な出現種
と湿重量

（g/0.1m2）

（　）内は組成比率
（%）

種類数

個体数

(個体/0.1m
2
)

個体数
組成比
(%)

湿重量

(g/0.1m2)

湿重量
組成比
(%)
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表 46（2） マクロベントスの調査結果概要（夏季） 

 

  

                調査期日:令和 4年 8月 3～ 5日
                調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

項目 調査地点 6 7 8 平均
軟体動物門 2    1    6    20    
環形動物門 13    17    4    42    
節足動物門 9    3    3    39    
そ　の　他 2    2    12    
合　　　計 26    21    15    113    
軟体動物門 2    1    12    5    
環形動物門 52    35    9    23    
節足動物門 16    3    5    12    
そ　の　他 4    4    4    
合　　　計 74    39    30    43    
軟体動物門 2.7  2.6  40.0  10.9  
環形動物門 70.3  89.7  30.0  53.5  
節足動物門 21.6  7.7  16.7  27.1  
そ　の　他 5.4  13.3  8.5  
軟体動物門 0.30 +   0.76 1.62
環形動物門 0.21 0.19 0.14 0.11
節足動物門 0.22 0.24 0.77 0.31
そ　の　他 0.60 0.07 0.15
合　　　計 1.33 0.43 1.74 2.19
軟体動物門 22.6  -   43.7  73.8  
環形動物門 15.8  44.2  8.0  5.1  
節足動物門 16.5  55.8  44.3  14.2  
そ　の　他 45.1  4.0  6.9  

Cirriformia  sp. ｲﾄｺﾞｶｲ属 Sigalion  sp. 該当種なし
16 ( 21.6) 7 ( 17.9) 5 ( 16.7)

Myriochele  sp. Armandia  sp. ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ
10 ( 13.5) 7 ( 17.9) 4 ( 13.3)

紐形動物門
3 ( 10.0)

ｻｸﾗｶﾞｲ属
3 ( 10.0)

ｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ属 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ
0.58 ( 43.6) 0.23 ( 53.5) 0.71 ( 40.8) 1.21 ( 55.3)

ﾐｶﾞｷﾋﾒｻﾞﾗ ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 ｺﾌﾞｼｱﾅｼﾞｬｺ
0.16 ( 12.0) 0.05 ( 11.6) 0.46 ( 26.4)

ｶｻﾞﾘｺﾄﾂﾌﾞ ﾌﾞﾋﾞｴｽﾅﾓｸﾞﾘ
0.14 ( 10.5) 0.18 ( 10.3)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。
注2：湿重量欄の+は0.01g未満を、組成比欄の-は計算不能を示した。
注3：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種
と個体数

（個体/0.1m
2
）

（　）内は組成比率
（%）

主な出現種
と湿重量

（g/0.1m
2
）

（　）内は組成比率
（%）

種類数

個体数

(個体/0.1m2)

個体数
組成比
(%)

湿重量

(g/0.1m
2
)

湿重量
組成比
(%)
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表 46（3） マクロベントスの調査結果概要（冬季） 

              調査期日:令和 5年 1月17～18日

            調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

項目 調査地点 1 2 3 4 5

軟体動物門 1    1    1    2    

環形動物門 3    5    18    10    12    

節足動物門 5    1    9    8    8    

そ　の　他 1    2    5    4    

合　　　計 9    8    30    25    24    

軟体動物門 3    3    1    15    

環形動物門 4    18    100    86    19    

節足動物門 38    2    26    125    9    

そ　の　他 2    4    5    5    

合　　　計 45    25    131    231    33    

軟体動物門 6.7  12.0  0.8  6.5  

環形動物門 8.9  72.0  76.3  37.2  57.6  

節足動物門 84.4  8.0  19.8  54.1  27.3  

そ　の　他 8.0  3.1  2.2  15.2  

軟体動物門 0.06 0.02 +   3.14

環形動物門 0.02 0.05 0.29 0.25 0.08

節足動物門 0.08 1.97 0.10 4.36 0.01

そ　の　他 0.38 0.01 0.22 0.01

合　　　計 0.16 2.42 0.40 7.97 0.10

軟体動物門 37.5  0.8  -   39.4  

環形動物門 12.5  2.1  72.5  3.1  80.0  

節足動物門 50.0  81.4  25.0  54.7  10.0  

そ　の　他 15.7  2.5  2.8  10.0  

ｶｲﾑｼ綱 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ科 ﾐﾐｽﾞ綱 ﾉｺｷﾞﾘﾖｺｴﾋﾞ属 Armandia  sp.

14 ( 31.1) 7 ( 28.0) 33 ( 25.2) 101 ( 43.7) 6 ( 18.2)

ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 Notomastus  sp. ｼﾘｽ亜科 ｼﾘｽ亜科

10 ( 22.2) 6 ( 24.0) 17 ( 13.0) 38 ( 16.5)

ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 ｻｸﾗｶﾞｲ属 Armandia  sp.

10 ( 22.2) 3 ( 12.0) 27 ( 11.7)

Lysilla  sp.

3 ( 12.0)

ﾎﾀﾙｶﾞｲ属 ﾋﾒﾉｺﾊｵｻｶﾞﾆ ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ ﾅﾅﾃｲｿﾒ科

0.06 ( 37.5) 1.97 ( 81.4) 0.15 ( 37.5) 3.91 ( 49.1) 0.05 ( 50.0)

ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 紐形動物門 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ科 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科

0.03 ( 18.8) 0.38 ( 15.7) 0.06 ( 15.0) 3.07 ( 38.5) 0.01 ( 10.0)

ｶｲﾑｼ綱 ｼﾘｽ亜科 ｿﾃﾞﾅｶﾞｽﾋﾟｵ

0.02 ( 12.5) 0.04 ( 10.0) 0.01 ( 10.0)

ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 Aonides  sp. ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科

0.02 ( 12.5) 0.04 ( 10.0) 0.01 ( 10.0)

Armandia  sp.

0.01 ( 10.0)

ﾂﾉﾒｴﾋﾞ

0.01 ( 10.0)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：湿重量欄の+は0.01g未満を、組成比欄の-は計算不能を示した。

主な出現種
と個体数

（個体/0.1m2）

（　）内は組成比率
（%）

主な出現種
と湿重量

（g/0.1m2）

（　）内は組成比率
（%）

種類数

個体数

(個体/0.1m2)

個体数
組成比
(%)

湿重量

(g/0.1m2)

湿重量
組成比
(%)
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表 46（4） マクロベントスの調査結果概要（冬季） 

 

 

 

 

  

            調査期日:令和 5年 1月17～18日

            調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

項目 調査地点 6 7 8 平均

軟体動物門 1    3    5    12    

環形動物門 26    13    6    53    

節足動物門 6    6    4    33    

そ　の　他 3    1    8    

合　　　計 36    23    15    106    

軟体動物門 1    5    12    5    

環形動物門 80    38    11    45    

節足動物門 21    14    5    30    

そ　の　他 24    4    6    

合　　　計 126    61    28    85    

軟体動物門 0.8  8.2  42.9  5.9  

環形動物門 63.5  62.3  39.3  52.4  

節足動物門 16.7  23.0  17.9  35.3  

そ　の　他 19.0  6.6  6.5  

軟体動物門 0.59 0.16 0.27 0.53

環形動物門 0.25 0.17 0.19 0.16

節足動物門 0.05 7.95 +   1.82

そ　の　他 0.01 0.03 0.08

合　　　計 0.90 8.31 0.46 2.59

軟体動物門 65.6  1.9  58.7  20.5  

環形動物門 27.8  2.0  41.3  6.3  

節足動物門 5.6  95.7  -   70.1  

そ　の　他 1.1  0.4  3.2  

ﾐﾐｽﾞ綱 Glycera  sp. ｻｸﾗｶﾞｲ属 ﾉｺｷﾞﾘﾖｺｴﾋﾞ属

15 ( 11.9) 9 ( 14.8) 8 ( 28.6) 13 ( 15.0)

紐形動物門 Sigalion  sp. ｼﾘｽ亜科

13 ( 10.3) 3 ( 10.7) 9 ( 10.0)

ｼﾘｽ亜科

13 ( 10.3)

ｼｲﾉﾐｸﾁｷﾚ ｶﾗｯﾊﾟ属 Sigalion  sp. ｶﾗｯﾊﾟ属

0.59 ( 65.6) 7.92 ( 95.3) 0.12 ( 26.1) 0.99 ( 38.2)

Euthalenessa sp. ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ

0.10 ( 11.1) 0.10 ( 21.7) 0.49 ( 19.0)

掘足綱 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ科

0.10 ( 21.7) 0.38 ( 14.8)

ｻｸﾗｶﾞｲ属

0.07 ( 15.2)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：湿重量欄の+は0.01g未満を、組成比欄の-は計算不能を示した。

注3：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種
と個体数

（個体/0.1m2）

（　）内は組成比率
（%）

主な出現種
と湿重量

（g/0.1m2）

（　）内は組成比率
（%）

種類数

個体数

(個体/0.1m2)

個体数
組成比
(%)

湿重量

(g/0.1m2)

湿重量
組成比
(%)
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(4) 令和 4 年度調査結果のまとめ 

 出現種 

マクロベントスの出現種類数・個体数の経年変化は図 54 及び図 55 に、分類群別出現種類数、

個体数及び粒度組成の経年変化は図 56 に示すとおりである。 

令和 4 年度夏季において、St.2 で種類数及び個体数が工事前の変動範囲を下回ったものの、冬季

の個体数は工事前の変動範囲であった。冬季には、St.4 で個体数が工事前の変動範囲を上回った。

ノコギリヨコエビ属、シリス亜科が多く確認されており、これらの種は工事前から断続的に確認さ

れている。その他の地点では概ね工事前の変動範囲内であった。 

令和 4 年度調査結果は、St.2、4 を除き、概ね工事前の変動範囲内であった。 
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注：種類数については、種まで同定できていないものも含む。また、St.1及び St.2は地点を移動しており、線をつなげ

ず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋季まで汚濁防止膜の設置の影響により、St.2’で

調査を実施している。 

図 54 マクロベントスの種類数の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋

季まで汚濁防止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

図 55 マクロベントスの個体数の経年変化 
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図 56（1） マクロベントスの分類群別種類数・個体数及び粒度組成の経年変化 
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図 56（2） マクロベントスの分類群別種類数・個体数及び粒度組成の経年変化 
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図 56（3） マクロベントスの分類群別種類数・個体数及び粒度組成の経年変化 

 

 

  

0

10

20

30

40

50

60

H
2
3
.1

H
2
3
.5

H
2
3
.8

H
2
3.

11

H
2
4
.5

H
2
4
.8

H
2
4
.9

H
2
4.

11

H
2
5
.1

H
2
5
.8

H
2
6
.1

H
2
6
.5

H
2
6
.8

H
2
6.

10

H
2
7
.1

H
2
7
.5

H
2
7
.7

H
2
7.

10

H
2
8
.1

H
2
8
.5

H
2
8
.7

H
2
8.

10

H
2
9
.1

H
2
9
.5

H
2
9
.7

H
2
9.

11

H
3
0
.1

H
3
0
.5

H
3
0
.8

H
3
0.

11

H
3
1
.1

R
1
.5

R
1
.7

R
1
.1

0

R
2
.1

R
2
.7

R
2
.1

2

R
3
.7

R
4
.1

R
4
.8

R
5
.1

冬季春季夏季秋季春季夏季台風

後

秋季冬季夏季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季夏季冬季夏季冬季夏季冬季

H22

年度

H23年度 H24年度 H25年度 平成26年度 平成27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

環境影響評価時の

現地調査

事前調査 事後調査

（種類数）

軟体動物門

環形動物門

節足動物門

そ の 他

工事前 工事中

未実施

地点移動

供用時

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H
2
3
.1

H
2
3
.5

H
2
3
.8

H
2
3
.1

1

H
2
4
.5

H
2
4
.8

H
2
4
.9

H
2
4
.1

1

H
2
5
.1

H
2
5
.8

H
2
6
.1

H
2
6
.5

H
2
6
.8

H
2
6
.1

0

H
2
7
.1

H
2
7
.5

H
2
7
.7

H
2
7
.1

0

H
2
8
.1

H
2
8
.5

H
2
8
.7

H
2
8
.1

0

H
2
9
.1

H
2
9
.5

H
2
9
.7

H
2
9
.1

1

H
3
0
.1

H
3
0
.5

H
3
0
.8

H
3
0
.1

1

H
3
1
.1

R
1
.5

R
1
.7

R
1
.1

0

R
2
.1

R
2
.7

R
2
.1

2

R
3
.7

R
4
.1

R
4
.8

R
5
.1

冬季春季夏季秋季春季夏季台風

後

秋季冬季夏季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季夏季冬季夏季冬季夏季冬季

H22

年度

H23年度 H24年度 H25年度 平成26年度 平成27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

環境影響評価時の

現地調査

事前調査 事後調査

（個体数）

軟体動物門

環形動物門

節足動物門

そ の 他

未実施

工事中 供用時工事前

地点移動

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H23.1H23.5H23.8H23.11H24.5H24.8H24.9H24.11H25.1H25.8H26.1H26.5H26.8H26.10H27.1H27.5H27.7H27.10H28.1H28.5H28.7H28.10H29.1H29.5H29.7H29.11H30.1H30.5H30.8H30.11H31.1 R1.5 R1.7 R1.10 R2.1 R2.7 R2.12 R3.7 R4.1 R4.8 R5.1

冬季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 台風

後

秋季 冬季 夏季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季

H22

年度

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

環境影響評価時の現

地調査

事前調査 事後調査

粒
度

組
成

（
％

）

粘土分

シルト分

細砂

中砂

粗砂

細礫

中礫

粗礫

地点移動



 

120 

St.4 

種類数 

 

個体数 

 

粒度組成 

 

図 56（4） マクロベントスの分類群別種類数・個体数及び粒度組成の経年変化 
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図 56（5） マクロベントスの分類群別種類数・個体数及び粒度組成の経年変化 
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図 56（6） マクロベントスの分類群別種類数・個体数及び粒度組成の経年変化 
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図 56（7） マクロベントスの分類群別種類数・個体数及び粒度組成の経年変化 
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図 56（8） マクロベントスの分類群別種類数・個体数及び粒度組成の経年変化 
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 重要な種 

令和 4 年度調査において確認された重要な種は表 47 に、マクロベントス調査における重要な種

の過年度調査の結果との比較は表 48 に示すとおりである。令和 4 年度調査において、重要な種は

7 種が確認された。サナギモツボ、ヒメノコハオサガニは工事前に確認されていなかったが、新た

に確認された。 

 

表 47 確認された重要な種及び確認地点（マクロベントス） 

 

 

 

 

図 57 新たに確認された主な重要種（マクロベントス） 

 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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＜重要な種の選定基準＞ 

注：以下の①～⑥に該当しているものを「重要な種」として選定した。 
 

①天然記念物：文化財保護法（法律第 214 号、昭和 25 年 5 月 30 日）により、保護されている種及び亜種 

・特天 ：国指定特別天然記念物 

・国天 ：国指定天然記念物 

・県天  ：沖縄県指定天然記念物 

②環境省 RL：「環境省レッドリスト 2020 の公表について｣（環境省、令和 2年 3 月 27 日）に記載されている種及び亜種 

・CR+EN（絶滅危惧Ⅰ類）            ：絶滅の危機に瀕している種 

・CR（絶滅危惧ⅠA類）              ：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの 

・EN（絶滅危惧ⅠB類）              ：絶滅の危機に瀕している種のうち、IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU（絶滅危惧Ⅱ類）               ：絶滅の危険が増大している種 

・NT（準絶滅危惧）                 ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可 

能性のある種 

・DD（情報不足）                   ：評価するだけの情報が不足している種 

・LP（絶滅のおそれのある地域個体群）：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

③環境省版海洋生物 RL：「環境省版海洋生物レッドリストの公表について」（環境省、平成 29年 3 月 21 日）に記載されている種及び亜種 

・CR（絶滅危惧ⅠA類）              ：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの 

・EN（絶滅危惧ⅠB類）              ：絶滅の危機に瀕している種のうち、IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU（絶滅危惧Ⅱ類）               ：絶滅の危険が増大している種 

・NT（準絶滅危惧）                 ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可 

能性のある種 

・DD（情報不足）                   ：評価するだけの情報が不足している種 

・LP（絶滅のおそれのある地域個体群）：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

④水産庁 DB：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック」（水産庁、2000 年） 

・絶危（絶滅危惧種）        ：絶滅の危機に瀕している種・亜種。 

・危急（危急種）          ：絶滅の危険が増大している種・亜種。 

・希少（希少種）          ：存続基盤が脆弱な種・亜種。 

・減少（減少種）          ：明らかに減少しているもの。 

・減少傾向             ：長期的に見て減少しつつあるもの。 

⑤沖縄県 RDB：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(レッドデータおきなわ)－動物編－」（沖縄県、平成 29年）に記載されている種及び亜種 

・CR+EN（絶滅危惧Ⅰ類）            ：沖縄県では絶滅の危機に瀕している種 

・CR（絶滅危惧ⅠA類）              ：沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

・EN（絶滅危惧ⅠB類）              ：沖縄県ではＡ類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU（絶滅危惧Ⅱ類）               ：沖縄県では絶滅の危機が増大している種 

・NT（準絶滅危惧）                 ：沖縄県では存続基盤が脆弱な種 

・DD（情報不足）          ：沖縄県では評価するだけの情報が不足している種 

・LP（絶滅のおそれのある地域個体群）：沖縄県で地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれの高いもの 

⑥WWF：「WWF Japan Science Report3 日本における干潟海岸とそこに生息する底生動物の現状」（和田ら、1996年） 

・絶滅     ：野生状態ではどこにも見あたらなくなった種。 

・絶滅寸前   ：人為の影響の如何に関わらず、個体数が異常に減少し、放置すればやがて絶滅すると推定される種。 

・危険     ：絶滅に向けて進行しているとみなされる種。今すぐ絶滅という危機に瀕するということはないが、現状では確実に絶滅の方向へ向かっ

ていると判断されるもの。 

・稀少     ：特に絶滅を危惧されることはないが、もともと個体数が非常に少ない種。 

・普通     ：個体数が多く普通にみられる種。 

・現状不明   ：最近の生息の状況が乏しい種。 
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表 48 重要な種の過年度調査結果との比較 

 

 

 

 

H22
冬季春季夏季秋季夏季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季春季夏季秋季冬季夏季冬季夏季冬季夏季冬季

1 ﾔｼﾞﾘｽｶｼｶﾞｲ NT NT ○ ○ ○ ○ ○
2 ｳｺﾝｱﾏｶﾞｲ 稀少 ○ ○
3 ﾄｳｶﾞﾀｶﾆﾓﾘ 危険 ○
4 ｻﾅｷﾞﾓﾂﾎﾞ VU NT 稀少 ○
5 ﾘｽｶﾞｲ 稀少 ○
6 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ NT NT 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛ 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 ﾖｳﾗｸﾚｲｼﾀﾞﾏｼ NT ○ ○ ○ ○
9 ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳ注2 ○

10 ｶﾌﾞﾗﾂｷｶﾞｲ NT 危険 ○
11 Cycladicama属 DD DD ○ ○ ○
12 ｶﾜﾗｶﾞｲ NT NT ○ ○
13 ｵｷﾅﾜﾋｼｶﾞｲ NT ○ ○ ○ ○ ○
14 ｵｳｷﾞｶﾉｺｱｻﾘ NT ○
15 ｳｽｶｶﾞﾐ NT ○
16 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 ﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ VU VU ○ ○ ○
18 ｶﾐﾌﾞｽﾏ NT NT ○
19 ﾋﾉﾃﾞｶﾞｲの一種 NT VU ○ ○
20 ﾋﾒﾆｯｺｳｶﾞｲ 危険 ○
21 ｺﾆｯｺｳｶﾞｲ注2 ○
22 ﾀﾞｲﾐｮｳｶﾞｲ NT NT ○ ○
23 ﾋﾗｻﾞｸﾗ NT NT ○
24 ﾋﾗｾｻﾞｸﾗ NT VU ○ ○ ○
25 ﾋﾜｽﾞｳﾈｲﾁｮｳ注3 VU VU ○

26 ﾐｶﾞｷﾋﾒｻﾞﾗ注2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 ﾐｸﾆｼﾎﾞﾘｻﾞｸﾗ NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28 ﾊｽﾒｻﾞｸﾗ NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
29 ﾎｿｽﾞﾝｸﾞﾘｱｹﾞﾏｷ注2 ○
30 ﾕｷｶﾞｲ NT NT 危険 ○
31 ﾊﾏﾁﾄﾞﾘ 危険 ○
32 ｽｼﾞﾎｼﾑｼ注1 NT ○ ○

33 Sicyonella maldivensis 注1 DD ○

34 ﾌﾞﾋﾞｴｽﾅﾓｸﾞﾘ注1 DD ○ ○ ○

35 ｺﾌﾞｼｱﾅｼﾞｬｺ注1 VU ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 ｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶﾞﾆ注2 ○
37 ｱﾏﾐﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ DD NT ○
38 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ注1 NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 ﾋﾒﾉｺﾊｵｻｶﾞﾆ注1 DD ○
40 ﾋﾗﾀﾌﾞﾝﾌﾞｸ 危険 ○

18 5 0 22 11 0 1 0 0 3 1 2 3 1 2 4 3 3 2 4 9 4 8 4 7 4 3 1 4 5 1 10 6 6 4 7 2 3 1 4 5
注：1.平成28年度末の環境省RL、沖縄県RDB、環境省海洋生物RLの改訂により、新たに重要な種として選定したため、平成28年度以降出現の有無を確認している。
　　2.過年度に重要な種であったものの、平成28年度末の環境省RL、沖縄県RDB、環境省海洋生物RLの改訂以降、重要な種として選定していない。
    3.ヒワズウネイチョウは、沖縄県RDBではウネイチョウシラトリとして記載されている。

出現種類数

供用時

環境影響評価時の現地調査 事前調査 事後調査
H23 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

No. 和名
環境省
LR2020

環境省
海洋生物

RL
2017

水産庁
DB

沖縄県
RDB
2017

WWF

工事前 工事中
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(5) 工事前調査結果との比較 

種類数は、平成 26 年度秋季及び冬季に St.7 で、平成 29 年度春季に St.7 で、令和元年度春季に

St.4、6、7 で、秋季に St.7 で、冬季に St.4 で、令和 4 年度冬季に St.7 で、それぞれ工事前の変

動範囲を一時的に上回ったものの、その後の調査で概ね工事前の変動範囲内となっていた。また、

平成 28 年度秋季の St.5、8 で、平成 29 年度冬季及び令和 2 年度夏季に St.8 で、工事前の変動範

囲を一時的に下回った。 

個体数は、平成 26 年度春季に St.2 で、平成 27 年度冬季及び平成 28 年度春季に St.8 で、令和

元年度春季及び夏季に St.8 で、令和元年度夏季に St.3 で、令和 4 年度冬季に St.4 でそれぞれ工

事前の変動範囲を上回った。また、St.4 では、平成 26 年度以降、個体数の増加がみられ、平成 29

年度秋季から令和元年度夏季にかけてオニノツノガイ科、ウスヒザラガイ科が密集して生息してい

たことにより、個体数の増加が確認され、その後、工事前の変動範囲内となり、このような増加は

みられていない。また、St.1、5、8 では、工事前の変動範囲を下回ることがあったが、その後の調

査で概ね工事前の変動範囲内となっていた（図 58）。 

また、St.2では平成26年度冬季から種類数及び個体数が工事前の変動範囲を下回ることがあり、

平成 30 年度夏季以降は下回った状態が継続していた。St.2 は、平成 28 年度冬季から平成 29 年度

秋季の間汚濁防止膜の内側にあり、底質環境をみると SPSS では、平成 29 年度冬季以降、工事前の

変動範囲を上回ることが多いが、粒度組成のシルト・粘土分は概ね工事前の変動範囲内であった（底

質の経年変化 図 111）。マクロベントスの種組成をみると環形動物門が多く、節足動物門、軟体動

物門及びその他がみられている状況で、大きな変化はみられていない（図 57(2)）。 

 

 

注：平成 29 年度秋季から令和元年度春季にかけて、ウスヒザラガイ科、オニノツノガイ科が多く確認された
ため、これらを除いた個体数の経年変化を図示しており、それ以外のマクロベントスは工事前と大きな
変化はみられていない 

 

図 58 マクロベントス（St.4）の個体数の経年変化（ウスヒザラガイ科、オニノツノガイ科の変動） 
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2.5.6 大型底生動物（メガロベントス、目視観察調査） 

(1) 調査方法 

礁池・礁縁域では、5m×5m のコドラートを設置し、ダイバーによる潜水目視観察により、大型底生

動物(メガロベントス)の種類及び出現状況（CR 法）を記録した。調査は「海洋調査技術マニュアル」

（（社）海洋調査協会）等に基づいて行った。干潟域においても、調査員が目視観察により、同様に調

査を実施した。 

なお、メガロベントスの生息環境である砂の堆積状況等を把握するため、一部の調査地点で鉄筋杭

を設置し、海底からの高さを計測し、砂面変動を把握した。調査地点は、人が比較的入りにくい礁池・

礁縁域の B4、干潟域の B9、B10 とした。 

 

(2) 調査時期及び調査期間 

 

表 49 大型底生動物（メガロベントス、目視観察調査）の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

メガロベントス 四季 夏季・冬季 
工事の実施時及び 

供用後 3年間を想定 
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図 59 大型底生動物（メガロベントス、目視観察調査）に係る事後調査地点 
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(3) 調査結果 

調査結果概要は表 50 に示すとおりである。 

 

 目視観察 

 夏季 

夏季調査では、B1～15 の全 15 地点を通じて軟体動物門 125 種類、節足動物門 102 種類、棘皮動

物門 15 種類、脊索動物門 9 種類、その他 37 種類、計 288 種類が確認された。 

地点別には、礁池・礁縁域（B1～6、B15）では 8～64 種類の範囲にあり、閉鎖性海域内の B4 で最

も多かった。一方、瀬長島北側深場の B5 では 8 種類と最も少なかった。 

干潟域（B7～14）では、14～63 種類の範囲にあり、瀬長島南側の B12 では 63 種類と最も多く、

B10 で 14 種類と最も少なかった。 

鉄筋杭の高さについては、前回調査時と比較して大きな変動はみられなかった。 

 

 冬季 

冬季調査では、B1～15 の全 15 地点を通じて軟体動物門 131 種類、節足動物門 97 種類、棘皮動物

門 17 種類、脊索動物門 9 種類、その他 29 種類、計 283 種類が確認された。 

地点別には、礁池・礁縁域（B1～6、B15）では 5～59 種類の範囲にあり、事業実施区域西側の B3

及び閉鎖性海域内の B4 で最も多かった。一方、瀬長島北側深場の B5 では 5 種類と最も少なかっ

た。 

干潟域（B7～14）では、10～66 種類の範囲にあり、瀬長島南側の B12 で最も多く、B10 で最も少

なかった。 

鉄筋杭の高さについては、夏季調査時と比較して大きな変動はみられなかった。 
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 砂面変動 

B4、B9、B10 における鉄筋杭の高さの変動は図 60 に示すとおりである。 

B10 では平成 27 年春季～秋季にかけての台風接近（6 号、9 号、15 号）により砂が陸側に偏って

堆積し、冬季では波浪により減少したと考えられる。それ以降の調査では、全地点で大きな変化は

みられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：B10 は平成 26 年度春季に消失したため、同年夏季から新たに設置した。 

図 60 鉄筋杭の高さの変動（B4,B9,B10） 
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礁池・礁縁域 

 B1 B2 B3 

地点 

写真 

   

底質 

概況 
砂泥質 砂礫質の藻場 砂礫質及びサンゴ類 

 

礁池・礁縁域 

 B4 B5 B6 

地点 

写真 

   

底質 

概況 
砂礫質 砂泥質 砂礫質 

 

干潟域 

 B7 B8 B9 

地点 

写真 

   

底質 

概況 
礫質及び転石 砂礫質 砂礫質 

 

図 61（1） 調査地点概況 
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干潟域 

 B10 B11 B12 

地点 

写真 

   

底質 

概況 
砂礫質 砂質 転石及び砂礫質 

 

干潟域 礁池・礁縁域 

 B13 B14 B15 

地点 

写真 

   

底質 

概況 
泥質 砂質 砂礫質 

 

図 61（2） 調査地点概況 
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表 50（1） メガロベントスの調査結果概要（夏季） 

調査日：令和4年7月5～6日、13～14日、8月15日

B1 B2 B3 B4
軟体動物門 16 7 25 33
節足動物門 8 6 12 12
棘皮動物門 0 0 10 3
脊索動物門 3 1 5 5
その他 8 5 7 11
合計 35 19 59 64

ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ ｷﾎﾞｼﾑｼ綱 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ
ﾙﾘﾂﾎﾞﾑｼ ﾉﾘｸﾗｹﾔﾘ
ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ
ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ
ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ

B5 B6 B7 B8

軟体動物門 5 23 21 17

節足動物門 1 21 11 23

棘皮動物門 0 2 0 1

脊索動物門 0 3 0 0

その他 2 12 4 9

合計 8 61 36 50

ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ ﾘｭｳｷｭｳﾑｶﾃﾞｶﾞｲ ｺﾞﾏﾌﾆﾅ ｵｳｷﾞｶﾞﾆ

ｸﾁﾊﾞｶﾞｲ

B9 B10 B11 B12

軟体動物門 4 3 5 30

節足動物門 7 8 9 24

棘皮動物門 0 0 0 0

脊索動物門 0 0 0 0

その他 4 3 5 9

合計 15 14 19 63

ﾘｭｳｷｭｳｺﾒﾂｷｶﾞﾆ - Cycladicama属 ｶﾝｷﾞｸ

ｱﾝﾊﾟﾙﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ ﾌﾞﾋﾞｴｽﾅﾓｸﾞﾘ ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ

ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ

ﾐﾅﾐｶﾆﾀﾞﾏｼ

ﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｻﾐ

磯池・磯緑域

B13 B14 B15

軟体動物門 8 5 8 125

節足動物門 14 6 11 102

棘皮動物門 0 0 1 15

脊索動物門 0 0 3 9

その他 2 5 6 37

合計 24 16 29 288

ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ ｺﾌﾞｼｱﾅｼﾞｬｺ ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目

ﾏﾝｶﾞﾙﾂﾎﾞ ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ

ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ

ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ

ﾌﾀﾊｵｻｶﾞﾆ

ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ

注1:主な出現種はB7,B12で50個体以上(cc,c),その他の地点は20個体以上(cc,c,+)確認された種を示す。

注2:主な出現種の欄の-は20個体以上(cc,c,+)の種が確認されなかったことを示す。

項目/　調査地点
干潟域

合計

出現
種類数

主な出現種

主な出現種

項目/　調査地点
磯池・磯緑域

出現
種類数

主な出現種
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表 50（2） メガロベントスの調査結果概要（冬季） 

  調査日：令和5年1月10～13、17日

B1 B2 B3 B4
軟体動物門 24 9 26 26
節足動物門 5 7 12 14
棘皮動物門 1 2 8 4
脊索動物門 3 2 7 4
その他 4 7 6 11
合計 37 27 59 59

ｼｬｺ目 ｷﾎﾞｼﾑｼ綱 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ
ﾙﾘﾂﾎﾞﾑｼ ﾉﾘｸﾗｹﾔﾘ
ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科
ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ
ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ

B5 B6 B7 B8

軟体動物門 2 22 21 23

節足動物門 0 15 7 19

棘皮動物門 2 4 0 1

脊索動物門 0 5 0 0

その他 1 11 2 7

合計 5 57 30 50

ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ ﾘｭｳｷｭｳﾑｶﾃﾞｶﾞｲ ｺﾞﾏﾌﾆﾅ ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ

ｸﾁﾊﾞｶﾞｲ ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘ

ｵｳｷﾞｶﾞﾆ

B9 B10 B11 B12

軟体動物門 5 4 3 29

節足動物門 9 5 9 26

棘皮動物門 0 0 0 0

脊索動物門 0 0 0 2

その他 3 1 3 9

合計 17 10 15 66

ﾘｭｳｷｭｳｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ﾘｭｳｷｭｳｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ﾊﾙﾏﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ ｶﾝｷﾞｸ

ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ ﾌﾞﾋﾞｴｽﾅﾓｸﾞﾘ ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ

ﾐﾂﾄｹﾞﾔﾜｽﾅﾓｸﾞﾘ ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ

ﾘｭｳｷｭｳｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ﾂﾏｷﾖｺﾊﾞｻﾐ

ﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｻﾐ

礁池・礁緑域

B13 B14 B15

軟体動物門 5 8 12 131

節足動物門 15 6 10 97

棘皮動物門 0 0 1 17

脊索動物門 0 0 2 9

その他 1 4 6 29

合計 21 18 31 283

ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ ｵｲﾉｶｶﾞﾐ ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目

ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ ﾀﾏﾏｷ ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ

ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ ﾊﾙﾏﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ

ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ ｺﾌﾞｼｱﾅｼﾞｬｺ

ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ

注1:主な出現種はB7,B12で50個体以上(cc,c),その他の地点は20個体以上(cc,c,+)確認された種を示す。

注2:主な出現種の欄の-は20個体以上(cc,c,+)の種が確認されなかったことを示す。

項目/　調査地点
干潟域

合計

出現
種類数

主な出現種

主な出現種

項目/　調査地点
礁池・礁緑域

出現
種類数

主な出現種

項目/　調査地点
礁池・磯緑域 干潟域

出現
種類数

主な出現種

項目/　調査地点
干潟域

出現
種類数
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(4) 令和 4 年度調査結果のまとめ 

 出現種 

メガロベントスの出現種類数の経年変化は図 62 に、分類群別出現種類数及び粒度組成の経年変

化は図 63 及び図 64 に示すとおりである。 

令和 4 年度は、礁池・礁縁域の B4、干潟域の B8 で出現種類数が比較的多かった。令和 4 年度の

出現種類数は、工事前の変動範囲内あるいは変動範囲を上回っていた。種類数の増加は閉鎖性海域

のみでなく閉鎖性海域以外の地点でも確認された。 

令和 4 年度の調査結果は、礁池・礁縁域、干潟域ともに多くの地点で工事前の変動範囲を上回っ

ているものの、底質環境をはじめとした生息環境に大きな変化（シルト分や粘土分の増加、細粒化

など）はみられていない。 
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注：種類数については、種まで同定できていないものも含む。また、 B15、B14 は事前調査より地点を移動しており、線を

つなげず示している。 

図 62（1） メガロベントスの種類数の経年変化（閉鎖性海域） 

 

 

図 62（2） メガロベントスの種類数の経年変化（閉鎖性海域以外） 
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注：括弧内の地点名は底質調査の地点名を示す。 

図 63（1） メガロベントスの種類数及び粒度組成の経年変化（礁池・礁縁域） 
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注：括弧内の地点名は底質調査の地点名を示す。 

図 63（2） メガロベントスの種類数及び粒度組成の経年変化（礁池・礁縁域） 
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注：括弧内の地点名は底質調査の地点名を示す。 

図 63（3） メガロベントスの種類数及び粒度組成の経年変化（礁池・礁縁域） 
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注：括弧内の地点名は底質調査の地点名を示す。 

図 63（4） メガロベントスの種類数及び粒度組成の経年変化（礁池・礁縁域） 
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注：括弧内の地点名は底質調査の地点名を示す。 

図 64（1） メガロベントスの種類数及び粒度組成の経年変化（干潟域） 
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注：括弧内の地点名は底質調査の地点名を示す。 

図 64（2） メガロベントスの種類数及び粒度組成の経年変化（干潟域） 
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注：括弧内の地点名は底質調査の地点名を示す。 

図 64（3） メガロベントスの種類数及び粒度組成の経年変化（干潟域） 
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注：括弧内の地点名は底質調査の地点名を示す。 

図 64（4） メガロベントスの種類数及び粒度組成の経年変化（干潟域） 
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 重要な種 

令和 4 年度調査において確認された重要な種は表 51 に、メガロベントス調査における重要な種

の過年度調査の結果との比較は表 52 に、新たに確認された重要な種は表 53 及び図 65 に示すとお

りである。 
令和 4 年度において、重要な種は 36 種が確認された。 

コハクマメアゲマキは工事前に確認されていなかったが、新たに確認された。 

なお、ダイミョウガイはマクロベントス調査で過年度に該当範囲において確認されている。 

 

 

表 51 確認された重要な種及び確認地点（メガロベントス） 

 

 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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＜重要な種の選定基準＞ 

以下の①～⑤に該当しているものを「重要な種」として選定した。 
①環境省 RL：「環境省レッドリスト 2020 の公表について｣（令和 2 年 3 月 27 日記者発表、環境省）に記載されている種及び亜種 

・CR+EN（絶滅危惧Ⅰ類） ：絶滅の危機に瀕している種 

・CR（絶滅危惧ⅠA類） ：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの 

・EN（絶滅危惧ⅠB類） ：絶滅の危機に瀕している種のうち、IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU（絶滅危惧Ⅱ類） ：絶滅の危険が増大している種 

・NT（準絶滅危惧） ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する 

可能性のある種 

・DD（情報不足） ：評価するだけの情報が不足している種 

・LP（地域個体群） ：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

 

②海洋生物 RL：「環境省版海洋生物レッドリストの公表について｣（平成 29 年 3 月 21 日記者発表、環境省）に記載されている種及び亜種 

・CR+EN（絶滅危惧Ⅰ類） ：絶滅の危機に瀕している種 

・CR（絶滅危惧ⅠA類） ：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの 

・EN（絶滅危惧ⅠB類） ：絶滅の危機に瀕している種のうち、IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU（絶滅危惧Ⅱ類） ：絶滅の危険が増大している種 

・NT（準絶滅危惧） ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する 

可能性のある種 

・DD（情報不足） ：評価するだけの情報が不足している種 

・LP（地域個体群） ：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

※水産庁の海洋生物レッドリスト「海洋生物レッドリストの公表について｣（平成 29 年 3月 21 日記者発表、水産庁）に記載されている 

重要な種はナガレメイタガレイのみ(情報不足:DD)のため、選定基準から省いた。 

 

③水産庁 DB：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック」（水産庁、1998 年） 

・絶危（絶滅危惧種）  ：絶滅の危機に瀕している種・亜種 

・危急（危急種） ：絶滅の危険が増大している種・亜種 

・希少（希少種） ：存続基盤が脆弱な種・亜種 

・減少（減少種） ：明らかに減少しているもの 

・減少傾向 ：長期的に見て減少しつつあるもの 

 

④沖縄県 RDB：「改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(レッドデータおきなわ)第 3 版－動物編－」（平成 29年、沖縄県）に記載されている 

種及び亜種 

・CR+EN（絶滅危惧Ⅰ類） ：沖縄県では絶滅の危機に瀕している種 

・CR（絶滅危惧ⅠA類） ：沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

・EN（絶滅危惧ⅠB類） ：沖縄県ではＡ類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU（絶滅危惧Ⅱ類） ：沖縄県では絶滅の危機が増大している種 

・NT（準絶滅危惧） ：沖縄県では存続基盤が脆弱な種 

・DD（情報不足） ：沖縄県では評価するだけの情報が不足している種 

・LP（地域個体群（絶滅のおそれのある地域個体群））：沖縄県で地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれの高いもの 

 

⑤WWF：「WWF Japan Science Report3 日本における干潟海岸とそこに生息する底生動物の現状」（和田ら、1996年） 

・絶滅 ：野生状態ではどこにも見あたらなくなった種 

・絶滅寸前 ：人為の影響の如何に関わらず、個体数が異常に減少し、放置すればやがて絶滅すると推定される種 

・危険 ：絶滅に向けて進行しているとみなされる種。今すぐ絶滅という危機に瀕するということはないが、現状では確実に 

絶滅の方向へ向かっていると判断されるもの 

・稀少 ：特に絶滅を危惧されることはないが、もともと個体数が非常に少ない種 

・普通     ：個体数が多く普通にみられる種。 

・現状不明   ：最近の生息の状況が乏しい種。 
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表 52 重要な種の過年度調査結果との比較 

 

 

  

H22
冬季 春季 夏季 秋季 夏季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季

1 ﾔｼﾞﾘｽｶｼｶﾞｲ NT NT ○
2 ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞｱﾏｶﾞｲ 危険 ○ ○
3 ﾊﾅｶﾞｽﾐｶﾉｺ 危険 ○
4 ｸｻｲﾛｶﾉｺ NT 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 ｷﾝﾗﾝｶﾉｺ NT 危険 ○ ○ ○ ○ ○
6 ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴ VU 危険 ○ ○
7 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ NT 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 ｸﾁﾑﾗｻｷｶﾆﾓﾘ
注2 ○ ○ ○

9 ﾄｳｶﾞﾀｶﾆﾓﾘ 危険 ○ ○ ○
10 ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ VU NT 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ NT 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 ﾍﾅﾀﾘ NT NT 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 ｶﾜｱｲ VU 危険 ○
14 ｲﾛﾀﾏｷﾋﾞ NT 危険 ○
15 ﾋﾒｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ 危険 ○ ○ ○
16 ﾏﾝｶﾞﾙﾂﾎﾞ NT 危険 ○ ○ ○
17 ﾏﾙｼﾛﾈｽﾞﾐ NT ○
18 ﾈｼﾞﾏｶﾞｷ NT NT 稀少 ○
19 ﾘｭｳｷｭｳﾀﾞｶﾗ VU VU ○ ○
20 ﾄﾐｶﾞｲ 稀少 ○
21 ﾍｿｱｷﾄﾐｶﾞｲ 稀少 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 ﾘｽｶﾞｲ 稀少 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 ｱﾗｺﾞﾏﾌﾀﾞﾏ VU NT ○ ○ ○
24 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ NT NT 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 ｺｶﾞﾝｾﾞｷ
注2 ○

26 ﾖｳﾗｸﾚｲｼﾀﾞﾏｼ NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 ﾐﾉﾑｼｶﾞｲ VU VU 危険 ○ ○
28 ｱﾝﾊﾟﾙｸﾁｷﾚ NT NT ○
29 ﾄﾞﾛｱﾜﾓﾁ VU NT 危険 ○
30 ﾏｷｽｼﾞｺﾐﾐｶﾞｲ NT ○ ○
31 ﾍｿｱｷｺﾐﾐｶﾞｲ NT 危険 ○ ○
32 ｺﾌﾞｼﾒ 減少傾向 ○

33 ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳ
注2 ○ ○

34 ｿﾒﾜｹｸﾞﾘ
注2 ○ ○ ○

35 ﾎｿｽｼﾞﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ NT VU 危険 ○ ○ ○ ○
36 ｱｺﾔｶﾞｲ 減少 ○ ○ ○ ○
37 ｸﾛﾁｮｳｶﾞｲ 減少 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38 ｻﾝｺﾞｶﾞｷ VU VU ○
39 ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ NT 危険 ○ ○
40 ﾂｷｶﾞｲ NT ○
41 ｳﾗｷﾂｷｶﾞｲ VU VU ○
42 ﾁﾁﾞﾐｳﾒﾉﾊﾅ NT ○ ○
43 ｶﾌﾞﾗﾂｷｶﾞｲ NT 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○
44 Cycladicama属 DD DD ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
45 ｵｵﾂﾔｳﾛｺｶﾞｲ VU VU ○ ○ ○ ○
46 ﾐﾅﾐｳﾛｺｶﾞｲ NT NT ○ ○ ○ ○
47 ﾊﾞﾗｲﾛﾏﾒｱｹﾞﾏｷ NT NT ○
48 ｺﾊｸﾏﾒｱｹﾞﾏｷ NT NT ○ ○
49 ｵｻｶﾞﾆﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ NT DD ○ ○ ○
50 ﾕﾝﾀｸｼｼﾞﾐ NT NT ○
51 ｽｼﾞﾎｼﾑｼﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ NT ○ ○
52 ﾀｶﾞｿﾃﾞﾓﾄﾞｷ NT 危険 ○
53 ｶﾜﾗｶﾞｲ NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
54 ｵｷﾅﾜﾋｼｶﾞｲ NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
55 ｼｬｺﾞｳ 危険 ○
56 ﾋﾒｼｬｺ 減少 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
57 ﾀｲﾜﾝｼﾗｵｶﾞｲ CR+EN CR+EN ○
58 ﾕｳｶｹﾞﾊﾏｸﾞﾘ VU NT 危険 ○ ○
59 ｵﾐﾅｴｼﾊﾏｸﾞﾘ NT 稀少 ○ ○ ○ ○ ○ ○
60 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
61 ﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ VU VU ○ ○ ○ ○ ○

62 ﾔｴﾔﾏｽﾀﾞﾚ
注2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63 ﾀﾞﾃｵｷｼｼﾞﾐ CR NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
64 ｶﾐﾌﾞｽﾏ NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
65 ﾊﾅｸﾞﾓﾘ VU VU 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
66 ﾘｭｳｷｭｳﾅﾐﾉｺ NT ○ ○
67 ﾆｯｺｳｶﾞｲ CR+EN VU 危険 ○
68 ﾋﾒﾆｯｺｳｶﾞｲ 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
69 ﾄﾝｶﾞﾘﾍﾞﾆｶﾞｲ VU NT ○
70 ﾀﾞｲﾐｮｳｶﾞｲ NT NT ○
71 ﾋﾗｾｻﾞｸﾗ NT VU ○ ○
72 ﾇﾉﾒｲﾁｮｳｼﾗﾄﾘ NT 絶滅寸前 ○
73 ﾋﾜｽﾞｳﾈｲﾁｮｳ VU VU ○
74 ｳﾗｷﾋﾒｻﾞﾗ NT VU ○

75 ﾐｶﾞｷﾋﾒｻﾞﾗ
注2 ○ ○

76 ﾐｸﾆｼﾎﾞﾘｻﾞｸﾗ NT NT ○ ○ ○
77 ﾊｽﾒｻﾞｸﾗ NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○
78 ﾏｽｵｶﾞｲ NT 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
79 ｱｼﾍﾞﾏｽｵ DD ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80 ﾎｿｽﾞﾝｸﾞﾘｱｹﾞﾏｷ
注2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

81 ﾘｭｳｷｭｳｱﾘｿｶﾞｲ VU VU ○
82 ﾕｷｶﾞｲ NT NT 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
83 ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ NT 減少 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
84 ｸﾁﾊﾞｶﾞｲ NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
85 ｸｼｹﾏｽｵ NT 危険 ○ ○

86 ｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ
注1 NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

87 ｱﾏﾐｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ
注1 DD ○ ○ ○ ○

88 ｽｼﾞﾎｼﾑｼ
注1 NT ○ ○ ○ ○ ○

89 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆﾊｻﾐｴﾎﾞｼ注1 CR DD ○

90 ﾌﾞﾋﾞｴｽﾅﾓｸﾞﾘ
注1 DD ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

91 ﾄｹﾞｵｽﾅﾓｸﾞﾘ
注1 NT ○

92 ﾓﾊﾞﾎｿｽﾅﾓｸﾞﾘ
注1 DD ○

93 ﾄｹﾞｽﾅﾓｸﾞﾘ
注1 DD ○ ○ ○ ○ ○

94 ｵﾄﾋﾒｽﾅﾓｸﾞﾘ
注1 NT ○ ○ ○ ○

95 ｺﾌﾞｼｱﾅｼﾞｬｺ
注1 VU ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

96 ﾜｶｸｻﾖｺﾊﾞｻﾐ
注1 NT ○ ○ ○ ○

97 ﾏｰｸﾞｲﾖｺﾊﾞｻﾐ
注1 NT ○ ○ ○

98 ﾏﾙﾃﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ
注1 NT ○ ○

99 ｷｶｲﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ
注1 DD VU ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

100 ｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶﾞﾆ
注2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

101 ｱﾏﾐﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ DD NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
102 ｱｶﾃﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ DD 減少 NT ○
103 ｱﾐﾒﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ 減少 ○
104 ﾂﾉﾅｼｲﾎﾞｶﾞｻﾞﾐ DD NT ○ ○
105 ｵｷﾅﾜﾋﾗｲｿｶﾞﾆ NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

106 ｺｳﾅｶﾞｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ
注2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

107 ﾐﾅﾐﾋﾗｲｿﾓﾄﾞｷ
注1 NT ○ ○ ○ ○ ○ ○

108 ｵｵﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 稀少 ○

109 ﾋﾒｶｸｵｻｶﾞﾆ
注1 NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

110 ﾁｺﾞｲﾜｶﾞﾆ
注2 ○ ○ ○ ○ ○

111 ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ
注1 NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

112 ﾀｲﾜﾝﾋﾒｵｻｶﾞﾆ VU ○ ○ ○ ○

113 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ
注1 NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

114 ﾔｴﾔﾏｼｵﾏﾈｷ 稀少 ○
115 ｼﾗﾋｹﾞｳﾆ 減少 ○ ○ ○
116 ﾔﾏﾄｳｼｵｸﾞﾓ DD CR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64 13 8 58 39 19 19 20 13 16 24 17 23 15 19 17 16 20 19 32 30 34 25 23 30 23 26 22 30 27 17 16 25 15 14 28 20 28 22 28 27

注1：平成28年度末の環境省RL、沖縄県RDB、環境省海洋生物RLの改訂により、新たに重要な種として選定したため、平成28年度以降出現の有無を確認している。
　2：過年度に重要な種であったものの、平成28年度末の環境省RL、沖縄県RDB、環境省海洋生物RLの改訂以降、重要な種として選定していない。
  3：ヒワズウネイチョウは、沖縄県RDBではウネイチョウシラトリとして記載されている。

No. 和名
環境省

RL
2020

環境省
海洋生物

RL
2017

水産庁
DB

供用時
環境影響評価時の現地調査 事前調査 事後調査

H23 H29 H30H25 H26 H27 H28

沖縄県
RDB
2017

WWF

工事前 工事中

R1 R2 R3 R4

出現種数
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表 53 新たに確認された重要な種 

 

 

 

図 65 新たに確認された重要な種（メガロベントス） 

 

 

(5) 工事前調査結果との比較 

閉鎖性海域の礁池・礁縁（B4、B5、B15）では、B4 が平成 27 年度春季以降に、B15 が平成 28 年秋

季以降に、それぞれ種類数の増加がみられ、工事前の変動範囲を上回った。その後の調査では、夏

季及び秋季に多く、冬季及び春季に少ないといった推移がみられていた。B5 については、工事前の

変動を上回ることがあったが、概ね変動範囲内で推移していた。 

閉鎖性海域の干潟域（B8、B9、B10、B11、B14）では、B8 が平成 26 年度春季以降、種類数の増加

がみられ、工事前の変動範囲を上回った。その後、平成 29 年度春季から秋季に変動範囲となった

が、平成 29 年度冬季に再び種類数の増加がみられた。その他の 4 地点（B9、B19、B11、B14）では、

種類数が工事前の変動範囲をわずかに上回る状況で推移していた。 

閉鎖性海域以外の礁池・礁縁（B1、B2、B3、B6）では、B1 が平成 26 年度秋季以降に、B3 が平成

26 年度秋季以降に、それぞれ種類数の増加がみられ、工事前の変動範囲を上回った。その後、平成

28 年度春季から令和 4年度冬季にかけて種類数が多い状況で推移していた。B2 及び B6 は種類数が

工事前の変動範囲をわずかに上回る状況で推移していた。 

閉鎖性海域以外の干潟域（B7、B12、B13）では、B12 が平成 26 年度春季以降、種類数の増加がみ

られ、工事前の変動範囲を上回った。その後、増減を繰り返し、平成 30 年度秋季に最大の 77 種類

がみられ、令和 4 年度にかけて、種類数 44～66 種類で推移した。B7 及び B13 では、種類数が工事

前の変動範囲をわずかに上回る状況で推移していた。 

 

 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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2.5.7 サンゴ類 

 調査方法 

1) 定点調査 

5m×5m のコドラートを設置し、各コドラートにおいて、潜水目視観察により、ソフトコ

ーラルを含むサンゴ類の種類、被度、群体数、最大径（卓上ミドリイシの最大径）、死サン

ゴの被度を記録した。また、サンゴ類の生息環境を把握するため、各地点の地形（底質の

概観、砂の堆積厚）、水深、白化、病気、海藻類の付着、浮泥の堆積状況、サンゴ類の攪乱

及び幼群体の加入状況、食害生物を記録した。 

 

2) 分布調査 

サンゴ類の分布状況は、箱メガネを用いた船の上からの目視観察、マンタ法、スポット

チェック法に準じた手法により把握した。また、スポットチェック法に準じた手法では、

代表点として 20 地点を設定し（図 75 に示す St.A～V、ただし、St.C，H はなし）、各地点

の地形（水深、底質の概観、構造形態等（成育型））、浮泥の堆積状況、白化段階、病気の

状況、食害生物の状況、ソフトコーラルの状況及び幼群体の加入状況等を記録した。 

これらの結果を基に、航空写真や既存調査結果等を踏まえ分布図を作成し、サンゴ類の

分布概要を把握した。調査は「沖縄の港湾におけるサンゴ礁調査の手引き」（沖縄総合事務

局）等に基づき実施した。 

 

 調査時期及び調査期間 

 

表 54 サンゴ類の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

サンゴ類 四季 夏季・冬季 
工事の実施時及び 

供用後 3年間を想定 
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図 66 サンゴ類に係る事後調査地点及び調査範囲 

  

注 1：C4 の平成 23 年 10 月以前のデータは、平成 22～23 年度に沖縄総合事務局が実施した

本調査地点近傍の C8 の結果を示す。 

2：平成 26 年 5 月調査時に C4 が汚濁防止膜内に位置したため、汚濁防止膜外の近傍域に

地点を移動した。 
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 令和 4 年度調査結果 

1) 定点調査（事業実施区域周辺） 

各地点のサンゴ類生息状況を表 55 に、生存被度と出現種類数の経年変化を表 57 及び図 

71 に示す。 

なお、平成 25 年度以前の St.C4 は、汚濁防止膜内に位置したため、平成 26 年度春季に

汚濁防止膜外の近傍域に地点を移動した。 

 

① 夏季 

St.C1～C4 の被度は、それぞれ 55％、40％、15％、20％であり、出現種類数はそれぞれ

65 種類、66 種類、51 種類、82 種類であった。 

主な出現種は、St.C1 でハナヤサイサンゴ、St.C2 でアオサンゴ、St.C3、St.C4 ではハ

マサンゴ属(塊状)であった。 

また、令和 3 年度冬季と比較して、St.C1、C2、C4 の被度に変化はなく、主な出現種に

も変化はみられなかった。一方、St.C3 ではミドリイシ属（テーブル状・コリンボース状）

の加入や成長により被度が 10％から 15％に増加した（図 67）。 

St.C2 において、平成 28、29 年度、令和 3 年度に続き、アオサンゴが幼生を保育・放出

している状況が確認された（図 68）。平成 28、29 年度は「工事中」にあたり、令和 3 年度、

令和 4 年度の「供用時」もアオサンゴの再生産が確認できたことになる。アオサンゴの繁

殖様式は幼生保育型であり、放卵放精による一斉産卵をするミドリイシ属とは異なり、夏

季の一定期間親群体の群体表面上で白い幼生を保育する。 

なお、St.C3 においてハマサンゴ属（塊状）の群体の一部がピンク色を呈する色素形成

応答とみられる症状が確認されたが、1％未満と僅かであった（図 66）。白化ならびに食害

生物のオニヒトデやサンゴ食巻貝類、サンゴ被覆性のテルピオス海綿類等の大発生はみら

れなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 67 St.C3 で加入及び成長が確認されたミドリイシ属（テーブル状・コリンボース状） 
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図 68 アオサンゴの幼生保育状況（St.C2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 69 ハマサンゴ属（塊状）において確認された色素形成応答（St.C3） 
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② 冬季 

令和 4 年度冬季における St.C1～C4 の被度は、それぞれ 60％、40％、15％、20％であり、

出現種数は、それぞれ 64 種、65 種、51 種、82 種であった。 

主な出現種は、St.C1 でハナヤサイサンゴ、アザミサンゴ、St.C2 でアオサンゴ、St.C3

と St.C4 ではハマサンゴ属（塊状）であった。 

令和 4 年度夏季と比較して、St.C2、C3、C4 の被度に変化はなく、主な出現種にも変化

はみられなかった。一方、St.C1 では主にハナヤサイサンゴやアザミサンゴの加入や成長

により被度が 55％から 60％に増加し、主な出現種としてアザミサンゴが追加された。（図 

70）。 

白化ならびに食害生物のオニヒトデやサンゴ食巻貝類、サンゴ被覆性のテルピオス海綿

類等の大発生はみられなかった。 

なお、令和4年8月下旬～9月上旬には、当該海域に台風11号（那覇：最大瞬間風速30.7m/s）

が接近したものの、被度低下等の大きな影響はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 70 St.C1 で加入及び成長が確認されたハナヤサイサンゴ（左）とアザミサンゴ（右） 
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表 55（1） 各地点のサンゴ類生息状況（夏季） 

 

 

表 55（2） 各地点のサンゴ類生息状況（冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

被度

死亡被度

出現種数

群体数

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ 45% ｱｵｻﾝｺﾞ 30% ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状) 10% ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状) 10%

成育型

サンゴ加入度

病気

白化段階

被度

ｳﾈﾀｹ属 5%未満 ｳﾈﾀｹ属 10% ｳﾈﾀｹ属 5%未満 ｳﾈﾀｹ属 1%未満

ｶﾀﾄｻｶ属 5%未満 ｶﾀﾄｻｶ属 5%未満 ｶﾀﾄｻｶ属 5%未満 ｶﾀﾄｻｶ属 1%未満

ｳﾐｷﾉｺ属 5%未満 ｳﾐｷﾉｺ属 5%未満 ｳﾐｷﾉｺ属 1%未満 ｳﾐｷﾉｺ属 1%未満

オニヒトデの個体数

サンゴ食巻貝類

堆積状況

堆積厚

サンゴへの海藻
類の付着

油等の影響

ｳｽｴﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼにｱﾐｼﾞｸﾞｻ属
の付着を確認

C4

特記事項
ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞの一部群体に破
損、消失を確認。

なし なし

なし なし なし なし

1mm未満

備考
なし なし なし あり

1mm未満 1mm未満 1mm未満
浮泥

Ⅰ（海底面をはたいても濁らない) Ⅰ（海底面をはたいても濁らない) Ⅰ（海底面をはたいても濁らない) Ⅰ（海底面をはたいても濁らない)

なし

Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない) Ⅰ（食痕は目立たない) Ⅱ(小さな食痕や食害部のある群体が散見)

5%未満

主な出現種

食害の状況
なし なし なし

ソフトコー
ラル

5% 10% 5%未満

なし

Ⅰ（1%未満） Ⅰ（1%未満） Ⅰ（1%未満） Ⅰ（1%未満）

なし なし 1%未満

卓状ミドリイシ
類の最大径

56.0cm 18.0cm 36.0,31.0,29.0,24.0,14.0cm 30.0,22.0,18.0,14.0cm

多種混成型

Ⅱ (5群体未満) Ⅱ (5群体未満) Ⅱ (5群体未満) Ⅱ (5群体未満)

主な出現種

特定類優占型 特定類優占型 特定類優占型

82

510 191 157 534

65 66 51

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

岩盤

サ
ン
ゴ
類

55% 40% 15% 20%

4.5m

底質概観 岩盤 岩盤 岩盤

水深 4.4m 10.0m 1.6m

夏季

令和4年7月11日 令和4年7月1日

夏季 夏季 夏季

調査地点 C1 C2 C3

調査項目

調査日 令和4年7月13日 令和4年7月12日

被度

死亡被度

出現種数

群体数

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ 50% ｱｵｻﾝｺﾞ 30% ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状) 10% ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状) 10%

ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ 5%

成育型

サンゴ加入度

病気

白化段階

被度

ｳﾈﾀｹ属 5%未満 ｳﾈﾀｹ属 10% ｳﾈﾀｹ属 5%未満 ｳﾈﾀｹ属 1%未満

ｶﾀﾄｻｶ属 5%未満 ｶﾀﾄｻｶ属 5%未満 ｶﾀﾄｻｶ属 5%未満 ｶﾀﾄｻｶ属 1%未満

ｳﾐｷﾉｺ属 5%未満 ｳﾐｷﾉｺ属 5%未満 ｳﾐｷﾉｺ属 1%未満 ｳﾐｷﾉｺ属 1%未満

オニヒトデの個体数

サンゴ食巻貝類

堆積状況

堆積厚

サンゴへの海藻類
の付着

油等の影響

注1：水深は那覇港湾験潮所基準面上(+)1.34mを基準とした。

注2:白化の段階　0：白化は観察されない、もしくはほとんど観察されず、白化群体は1回の潜水で1～2群体散在している状態(1%未満)、
　　　1：白化群体が時々観察される状態（1～10%未満)、2：全群体の半数未満が白化している状態(10%～50%未満)、
　　　3：白化は高頻度にみられ顕著であり、多くのサンゴ群体が白化している状態（50%～90%未満)、
　　　4：白化群体が優占しており、白化していない群体はほとんど見当たらず、岩礁全体が白く見える状態(90%以上)
注3:サンゴ加入度　長経5cm以下のミドリイシ群体1㎡当り　Ⅰ：なし、Ⅱ：5群体未満、Ⅲ：5群体以上
注4:シロレイシガイダマシ類の発生状況階級は、Ⅰ：食痕(新しいもの）は目立たない、Ⅱ：小さな食痕や食害部のある群体が散見、
　　　Ⅲ：食痕は大きく食害部のある群体は目立つが、数百個体以上からなる密集した貝集団はみられない、Ⅳ：斃死群体が目立ち、貝集団が散見
注5:底質の概観　岩盤：岩盤、転石：等身大以上、巨礫：等身大～人頭大、大礫：人頭大～こぶし大、
　　　小礫：こぶし大～米粒大、砂：米粒大～、泥（浮泥）：目視で粒子確認不可、構造物：消波ブロック
注6:浮泥の堆積状況　Ⅰ：はたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：まだらに堆積、Ⅳ：一様に厚く堆積

C4調査地点 C1 C2 C3

調査項目

調査日 令和5年1月5日 令和5年2月8日 令和5年2月8日 令和5年1月5日

冬季 冬季 冬季 冬季

水深 4.4m 10.0m 1.6m 4.5m

底質概観 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤

サ
ン
ゴ
類

60% 40% 15% 20%

5% 5%未満 5%未満 5%未満

64 65 51 82

506 177 161 565

主な出現種

特定類優占型 特定類優占型 特定類優占型 多種混成型

Ⅱ (5群体未満) Ⅱ (5群体未満) Ⅱ (5群体未満) Ⅱ (5群体未満)

卓状ミドリイシ類
の最大径

63.0cm 23.0cm 43.0,41.0,36.0,34.0,19.0cm 35.0,30.0,25.0,20.0,10.0cm

なし なし なし なし

Ⅰ（1%未満） Ⅰ（1%未満） Ⅰ（1%未満） Ⅰ（1%未満）

ソフトコーラ
ル

5% 10% 5%未満 5%未満

主な出現種

食害の状況
なし なし なし なし

Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない) Ⅰ（食痕は目立たない) Ⅰ（食痕は目立たない)

浮泥
Ⅰ（海底面をはたいても濁らない) Ⅰ（海底面をはたいても濁らない) Ⅰ（海底面をはたいても濁らない) Ⅰ（海底面をはたいても濁らない)

1mm未満 1mm未満 1mm未満 1mm未満

備考
なし なし なし あり

なし なし なし なし

ﾐﾄﾞﾘｲｼ類の成長を確認。
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状)の一部群体
の色が薄くなっており、粘
液を出している

特記事項

ｻﾝｺﾞ類の一部群体に破損を
確認。
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ、ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞの成長
を確認。

なし
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③ 重要な種の出現状況 

令和4年度調査において、定点調査で確認された重要な種は表 56に示すとおりである。 

令和 4 年度夏季に確認された重要な種は、ムカシサンゴ、クシハダミドリイシ、クサビ

ライシ、アオサンゴの 4 種であった。このうちムカシサンゴ、アオサンゴは、全調査期間

で継続して確認された。 

 

 

表 56 確認された重要な種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

環境省

海洋生物 過年度調査 環境影響評価書 事前調査

RL(2017) H14年度 H22-23年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31-R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

1 ﾑｶｼｻﾝｺﾞ 減少傾向 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ｸｼﾊﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ 減少傾向 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ｸｻﾋﾞﾗｲｼ 減少傾向 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ｵｵｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ 減少傾向 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ｱｵｻﾝｺﾞ 減少 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0 5 5 5 4 4 4 4 3 3 3 4 4 4

№ 和名

出現種数

調査時期

事後調査
水産庁
DB

以下の①、②のいずれかに該当しているものを｢重要な種｣として選定した。 

①環境省海洋生物 RL：「環境省海洋生物レッドリスト 2017 の公表について（平成 29 年 3月 21 日記者発表、環境省）」

に記載されている種及び亜種 

・絶滅危惧Ⅰ類   ：絶滅の危機に瀕している種 

・絶滅危惧ⅠA 類 ：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて 

高いもの 

・絶滅危惧ⅠB 類 ：絶滅の危機に瀕している種のうち、A 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅 

の危険性が高いもの 

・絶滅危惧Ⅱ類   ：絶滅の危険が増大している種 

・準絶滅危惧      ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては 

「絶滅危惧」に移行する可能性のある種 

・情報不足       ：評価するだけの情報が不足している種 

・地域個体群     ：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

②水産庁 DB  ：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック」（水産庁，平成 12 年） 

・絶滅危惧種  ：絶滅の危機に瀕している種・亜種。 

・危急種    ：絶滅の危険が増大している種・亜種。 

・希少種    ：存続基盤が脆弱な種・亜種。 

・減少種    ：明らかに減少しているもの。 

・減少傾向   ：長期的に見て減少しつつあるもの。 
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④ 令和 4 年度調査結果のまとめ 

サンゴ類の定点調査における被度と出現種類数の経年変化は表 57 及び図 71 に示すと

おりである。 

令和 4 年度における St.C1～C4 の被度は、それぞれ 55～60％、40％、15％、20％であり、

出現種数は St.C1 で 64～65 種、St.C2 で 65～66 種、St.C3 で 51 種、St.C4 で 82 種であっ

た。St.C1 では、ハナヤサイサンゴやアザミサンゴ、C3 ではミドリイシ属（テーブル状・

コリンボース状）の加入や成長により被度が 5％増加した。また、令和 4 年度には、白化

ならびに食害生物のオニヒトデやサンゴ食巻貝類等の大発生はみられなかった。 

また、令和 4 年度夏季には台風 4 号（那覇：最大瞬間風速 22.5m/s）が当該海域に接近

し、St.C1 ではアザミサンゴの一部で破損や流出が確認されたものの、被度低下等の大き

な影響はみられなかった。 

令和 4 年度については、サンゴ類の被度及び出現種類数に大きな変化はみられていない。 
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表 57 サンゴ類の定点調査結果の経年変化 

 

  

調査時期
H22年度 H23年度
H23.2 H23.5 H23.7-8 H23.10-11 H25.9 H26.1 H26.5 H26.7-8

調査地点・項目 冬季 春季 夏季 秋季 夏季 冬季 春季 夏季
被度 80% 70% 70% 65% 65% 65% 65% 65%

白化被度 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

出現種数 58 58 58 74 75 71 70 69

主な出現種 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ

ﾍﾗｼﾞｶﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾍﾗｼﾞｶﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾍﾗｼﾞｶﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾍﾗｼﾞｶﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾍﾗｼﾞｶﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ

ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ

被度 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50%

白化被度 0% 5%未満 5%未満 0% 1%未満 0% 0% 0%

出現種数 41 52 52 52 57 52 50 51

主な出現種 ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ

被度 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10%

白化被度 0% 0% 0% 1%未満 0% 0% 0% 1%未満

出現種数 37 40 40 40 49 45 45 47

主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

被度 15% 15% 15% 15% 15% 15% 15% 15%

白化被度 0% 0% 0% 0% 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満

出現種数 23 28 28 28 73 71 61 59

主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ｺﾌﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ ｺﾌﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

調査時期

H26.10-11 H27.1 H27.5 H27.7 H27.11 H28.1 H28.5 H28.7
調査地点・項目 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季

被度 65% 65% 65% 65% 65% 65% 65% 65%
白化被度 0% 1%未満 1%未満 0% 0% 0% 0% 0%

出現種数 71 69 71 70 70 68 72 69

主な出現種 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ

ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ

被度 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50%

白化被度 0% 0% 0% 0% 0% 1%未満 1%未満 0%

出現種数 51 51 50 51 49 50 49 48

主な出現種 ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ

被度 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10%

白化被度 1%未満 1%未満 1%未満 0% 0% 0% 0% 0%

出現種数 44 45 42 41 41 41 42 43

主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

被度 15% 15% 15% 15% 15% 15% 15% 15%

白化被度 1%未満 1%未満 1%未満 0% 0% 0% 0% 0%

出現種数 60 60 61 61 62 62 61 62

主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

調査時期

H28.11 H29.1 H29.5 H29.7 H29.10 H30.1 H30.4-5 H30.7
調査地点・項目 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季

被度 65% 65% 65% 65% 65% 65% 65% 65%
白化被度 1%未満 0% 0% 1%未満 5%未満 0% 0% 0%

出現種数 70 70 71 71 72 70 72 74

主な出現種 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ

ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ

被度 50% 50% 50% 45% 45% 45% 45% 45%

白化被度 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満 10% 1%未満 1%未満 0%

出現種数 53 58 55 54 52 57 57 51

主な出現種 ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ

被度 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10%

白化被度 1%未満 1%未満 0% 1%未満 20% 1%未満 0% 1%未満

出現種数 41 42 43 43 43 44 44 45

主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

被度 15% 15% 15% 15% 15% 15% 15% 20%

白化被度 5%未満 1%未満 1%未満 1%未満 30% 1%未満 0% 0%

出現種数 65 72 70 74 72 72 73 75

主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

調査時期

H30.10 H31.1 H31.4 R1.7 R1.10 R2.1 R2.7 R3.1
調査地点・項目 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 夏季 冬季

被度 55% 55% 55% 55% 55% 55% 55% 50%
白化被度 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1%未満 1%未満
出現種数 71 70 71 74 73 72 73 70
主な出現種 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ
被度 40% 40% 40% 40% 40% 40% 35% 40%
白化被度 0% 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満
出現種数 53 53 53 53 55 55 63 63
主な出現種 ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ
被度 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10%
白化被度 1%未満 1%未満 0% 0% 0% 0% 1%未満 1%未満
出現種数 43 44 42 44 46 45 47 49
主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状) ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状)
被度 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%
白化被度 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1%未満 1%未満
出現種数 73 79 78 77 78 78 86 86
主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状) ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状)

調査時期

R3.7 R4.1 R4.7 R5.1-2
調査地点・項目 夏季 冬季 夏季 冬季

被度 55% 55% 55% 60%
白化被度 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満
出現種数 67 67 65 64
主な出現種 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ

ｱｻﾞﾐｻﾝｺﾞ
被度 40% 40% 40% 40%
白化被度 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満
出現種数 63 67 66 65
主な出現種 ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ ｱｵｻﾝｺﾞ
被度 10% 10% 15% 15%
白化被度 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満
出現種数 48 48 51 51
主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）
被度 20% 20% 20% 20%
白化被度 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満
出現種数 82 81 82 82
主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

注1：優占種は被度5%以上の出現種とした。
  2：C4の平成23年10月以前のデータは、平成22～23年度に沖縄総合事務局が実施した本調査地点近傍のC8の結果を示す。
  3：平成26年5月調査時にC4は汚濁防止膜内に位置したため、汚濁防止膜外の近傍域に地点を移動した。

R4年度

事後調査

環境影響評価時の現地調査 事前調査 事後調査
H25年度 H26年度

H28年度

R3年度

C4

事後調査
H26年度 H27年度

C1

C2

C3

C4

事後調査
H29年度H28年度 H30年度

C1

C2

C3

H30年度 R元年度

C1

C2

C3

C4

事後調査

R2年度

C2

C3

C4

C1

C1

C2

C3

C4
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注 1：C4 の平成 23 年 10 月以前のデータは、平成 22～23 年度に沖縄総合事務局が実施した本調査地点近傍の C8

の結果を示す。 
2：平成 26 年 5月調査時に C4 が汚濁防止膜内に位置したため、汚濁防止膜外の近傍域に地点を移動した。 
3：地点を移動したか所は線をつなげず示している。 
4：最大瞬間風速 35m/s 以上（那覇）が記録された台風を示す。 

 

図 71 サンゴ類の定点調査における生存被度と出現種類数の経年変化 
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⑤ 工事前調査結果との比較 

St.C1 は、工事中の平成 26 年度春季から平成 30 年度夏季まで被度が 65％と変化はみら

れなかった。その後、平成 30 年度秋季には台風（台風 24、25 号）の接近に伴う高波浪の

撹乱により被度が 55％に、令和 2年度冬季には台風（台風 9 号）の上述した要因により被

度が 50％に低下した。一方、令和 3 年度夏季にはサンゴ類の成長に伴い被度が 55％に増加

し、令和 4 年度冬季にハナヤサイサンゴやアザミサンゴの加入や成長により 60％に増加し

た。出現種類数は工事前に 58～75 種類、工事中に 68～74 種類、供用時に 64～73 種類と大

きな変化はみられなかった。 

St.C2 では、工事中の平成 26 年度春季から平成 29 度春季まで被度が 50％と変化はみら

れなかったものの、平成 29 年度夏季にはサンゴ類の部分死（死亡部に糸状藻類の被覆を確

認）により被度は 45％に、平成 30 年度秋季には上述した台風の影響により 40％に、令和

2 年度夏季にはサンゴ類の部分死（死亡部に糸状藻類の被覆を確認）により被度は 35％に

低下した。その後、令和 2年度冬季にサンゴ類（アオサンゴを中心とした多種のサンゴ類）

の成長に伴い被度は 40％に増加し、令和 4 年度冬季まで変化はみられなかった。出現種類

数は、工事前は 41～57 種類、工事中に 48～58 種類、供用時に 63～67 種類と、工事前と比

較すると増加した。 

St.C3 では、工事中の平成 26 年度春季から供用時の令和 3年度冬季まで被度は 10％と変

化はみられなかった。St.C3 の主な出現種であるハマサンゴ属（塊状）は、成長に時間を

要する種であり、変動が小さいと考えられる。一方、令和 4 年度夏季には、これまで加入

した小型のミドリイシ属（テーブル状・コリンボース状）の成長により被度が 15％に増加

した。出現種類数は、工事前は 37～49 種類、工事中に 41～47 種類、供用時に 47～51 種類

と、大きな変化はみられていない。 

St.C4では、工事中の平成26年度春季から平成30年度春季まで大きな変化はみられず、

平成 30 年度夏季に主に小型サンゴ群体の継続的な加入や成長に伴い被度が 15％から 20％

に増加した。その後、令和 4 年度冬季まで大きな変化はみられなかった。出現種類数は、

工事前は 23～73 種類、工事中に 59～79 種類、供用時に 81～86 種類と、工事前と比較する

と増加した。 

なお、平成 28 年度、平成 29 年度には、事業実施区域周辺で白化現象が確認され、部分

的に死亡した群体はみられたものの、群体全体が死亡したものはほとんどみられず、白化

による被度低下もみられておらず、大きな影響はみられなかった。また、その他のサンゴ

群集の変動に影響を与える病気や食害生物の大発生はみられなかった。 

平成 28 年年度、平成 29 年度のサンゴ類の白化現象は、事業実施区域周辺だけでなく、

対照区においても同様にみられ、それ以外の沖縄本島や石垣島等広範囲において報告され

ていることから（環境省,2017,2018）、夏季高水温が主な原因と考えられた。 

 

出典 1：環境省,2017.モニタリングサイト 1000 サンゴ礁調査の平成 28 年度調査結果報告書 
2：環境省,2018.モニタリングサイト 1000 サンゴ礁調査の平成 29 年度調査結果報告書 

 

  



 

162 

2) 分布調査（事業実施区域周辺） 

調査海域における分布面積を表 58 に、サンゴ類の出現状況及び地点状況を表 59 に示す。 

本海域においてサンゴ類は、礁縁部や沖の離礁を中心に分布域がみられ、礁池内では少

なかった。礁縁部や沖の離礁における比較的被度の高い被度 10％以上 30％未満の分布域は、

主にミドリイシ属（コリンボース状・テーブル状）、ハナヤサイサンゴ属、アオサンゴ等の

群集であった。また、礁池内における被度 10％以上 30％未満の分布域は、主にハマサンゴ

属（塊状）やコモンサンゴ属（枝状）、ミドリイシ属（枝状）等の群集であった（図 72）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な出現種（礁縁部・沖の離礁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 72 主な出現種（礁池内） 

 

  

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状・ﾃｰﾌﾞﾙ状） 

ｱｵｻﾝｺﾞ 

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属（枝状） 
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① 夏季 

令和 4 年度夏季調査では、サンゴ類の分布面積は合計 548.1ha であり、令和 3 年度冬季

調査から 1.2ha 増加した。被度 10％未満の区域が 468.6ha と最も広く、次いで被度 10％以

上 30％未満の区域が 75.6ha、被度 30％以上 50％未満の区域が 3.9ha であった。 

被度 30％以上 50％未満の高被度域は、これまで現行滑走路北側の離礁（St.A 周辺）の

みで確認されていたが、今回調査では新たに St.F,J,P 周辺でも確認された。 

比較的被度の高い分布域である被度 10％以上 30％未満の区域は、礁縁部にミドリイシ属

（コリンボース状・テーブル状）（St.B,F,N,J,P,S 周辺）やアオサンゴ属（St.D,T 周辺）、

礁池内のコモンサンゴ属（枝状）（St.K,M 周辺）、ハナヤサイサンゴ属（St.A,E 周辺）、ハ

マサンゴ属（St.G 周辺）等が確認された。 

過年度に無性生殖移植を行った小型サンゴ（ミドリイシ属、アオサンゴ属）、枝サンゴ群

集、大型サンゴ、波の上地区のサンゴ類については、サンゴの白化や病気、食害、大量死

滅等は確認されず、大きな変化はみられなかった。 

なお、サンゴ類の変動に影響を与える食害生物のオニヒトデやサンゴ食巻貝類、サンゴ

被覆性のテルピオス海綿類等の大発生はみられなかったものの、サンゴ類の白化が瀬長島

より西側において局所的にみられ、調査を実施した 7 月 12 日時点で、水温は 30℃まで上

がっていなかったことから、陸水流入等の事業以外による影響を受けた可能性があると考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 73 被度の増加がみられた地点におけるサンゴ類の分布状況（夏季） 

  

被度10～30％（St.S南側周辺） 

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状）、ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 

被度10～30％（St.E周辺） 

被度30～50％（St.F周辺） 被度 30～50％（St.J 南側周辺） 

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状・ﾃｰﾌﾞﾙ状） ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状・ﾃｰﾌﾞﾙ状） 
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② 冬季 

令和 4 年度冬季調査では、サンゴ類の分布面積は合計 548.1ha であり、被度 10％未満の

区域が 467.2ha と最も広く、次いで被度 10％以上 30％未満の区域が 77.1ha、被度 30％以

上 50％未満の区域が 3.9ha であった。 

令和 4 年度冬季の分布面積は前回調査と同様 548.1ha であった。 

なお、前回調査から被度 10％以上 30％未満の面積は 1.5ha 増加した。 

被度の増加は、新滑走路の南西から西にかけてのリーフエッジ沿いにみられ、ミドリイ

シ属（コリンボース状・テーブル状）等の加入や成長に伴うものであった。 

サンゴ類の変動に影響を与える食害生物のオニヒトデやサンゴ食巻貝類、サンゴ被覆性

のテルピオス海綿類等の大発生はみられなかったものの、サンゴ類の白化が局所的にみら

れた。 

白化が主に確認されたのは St.E 周辺のミドリイシ属（テーブル状）と St.M 周辺のコモ

ンサンゴ属（樹枝状）が中心であり、いずれも水深が 1m 程度と浅い場所において、帯状に

確認された。冬季調査実施前の令和 4 年 12 月上旬～下旬の大潮期には、当該海域に寒波が

襲来しており、安次嶺で最大瞬間風速 18.5m/s（12 月 8～10 日）、19.5m/s（12 月 22～24

日）の北風が記録された。このことから、今回の白化は、大潮期夜間干潮時の干出や季節

風の吹付による低水温及び乾燥が起因していると推察された。浅瀬におけるサンゴ類の白

化は、対照区 A でも同様に確認された。 

なお、令和 4 年度夏季に確認された高水温による白化については今回調査では確認され

ず、収束したと考えられる。 

令和 4 年 8月下旬～9 月上旬にかけて接近した台風 11 号（那覇：最大瞬間風速 30.7m/s）

による被度低下等の大きな影響はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 74 被度の増加がみられた地点におけるサンゴ類の分布状況（冬季） 
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表 58 サンゴ類の分布面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 75（1） サンゴ類の分布状況（令和 4 年度夏季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 75（2） サンゴ類の分布状況（令和 4 年度冬季）  

単位：ha

R4.7 R5.1-2

夏季 冬季

10%未満 468.6 467.2

10%以上～30%未満 75.6 77.1

30%以上～50%未満 3.9 3.9

合計 548.1 548.1

区域 被度

改
変
な
し

R4年度

事後調査（供用時）

令和 4 年 7 月 

令和 5 年 1-2 月 
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表 59（1） サンゴ類の出現状況及び地点状況（令和 4年度夏季：St.A～St.F） 

 

表 59（2） サンゴ類の出現状況及び地点状況（令和 4年度夏季：St.G～St.L） 

 

表 59（3） サンゴ類の出現状況及び地点状況（令和 4年度夏季：St.M～St.Q） 

 

 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属  ：25%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ：20%  ｱｵｻﾝｺﾞ ：30%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ：15%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ：25%

 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ： 5%  ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%未満  ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ：10%  ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満

 ﾉｳｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%未満  ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ： 5%未満

 ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属（被覆状） ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満

 ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満  ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満  ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 1%未満

 ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満  ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満

 ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満

1%未満

なし

Ⅰ（食痕は目立たない）

地点から南側一帯の礁斜面に20～70cm
程度のﾐﾄﾞﾘｲｼ属が多く分布し、水深
10mまで一様に増加。

なし
（海底面をはたいても濁らない）

30%

特定類優占型：ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状）

Ⅰ（1%未満）

5群体未満

120,110,100,100,100

St.F

7月11日

0.3m

岩盤

特記事項
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属、ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の成長に伴い
局所的にｻﾝｺﾞ被度50%ほどの根が点
在。

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の小型群体(20～30cm)が増加
傾向。

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の小型群体(約20cm)が増加傾
向。
ｱｵｻﾝｺﾞの一部群体に糸状藻類の付着あ
り。

30～40cm程度の小型群体(ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ
属・ﾐﾄﾞﾘｲｼ属)が多く分布。

ｻﾝｺﾞ食巻貝類 Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない）

主な出現種

ｵﾆﾋﾄﾃﾞ なし なし なし

5群体未満

なし

ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ被度 5%未満 5%未満 5% 5%未満

特定類優占型：ｱｵｻﾝｺﾞ

卓状ﾐﾄﾞﾘｲｼ類のｻｲｽﾞ
上位5群体（cm）

124,100,95,80,65 60,50,50,45,40 45,40,40,40,40 75,65,60,50,50

稚ｻﾝｺﾞ
(5cm未満群体の加入度）

5群体未満 5群体未満 5群体未満

25%

白化段階 Ⅰ（なし） Ⅰ（なし） Ⅰ（なし） Ⅰ（なし）

主な出現種

成育型 特定類優占型：ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 特定類優占型：ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状）

底質概観 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤

特定類優占型：ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状）

ｻﾝｺﾞ類被度 30% 25% 30%

浮泥堆積状況
なし

（海底面をはたいても濁らない）
なし

（海底面をはたいても濁らない）
なし

（海底面をはたいても濁らない）
なし

（海底面をはたいても濁らない）

調査日 7月13日 7月13日 7月12日 7月11日

水深 5.5m 0.6m 2.5m 0.4m

調査地点 St.A St.B St.D St.E

 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ：25%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ：25%  ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属（樹枝状） ：50%  ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ： 5%未満

 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%未満  ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満  ﾁﾁﾞﾐｳｽｺﾓﾝｻﾝｺﾞ ： 5%  ｳｽﾁｬｷｸﾒｲｼ ： 5%未満

 ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ： 5%未満  ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%未満

 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（樹枝状） ： 5%未満  ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（樹枝状） ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満

 ｶﾀﾄｻｶ属 ： 1%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満  ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 1%未満

 ｳﾐｷﾉｺ属 ： 1%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満  ｳﾈﾀｹ属 ： 1%未満

 ﾉｳﾄｻｶ属 ： 1%未満

45,40,35,30,30

1%未満

なし

Ⅰ（食痕は目立たない）

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状・ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状)が成長
に伴い大型化。
岩盤上は局所的に被度10%。

岩盤

なし
（海底面をはたいても濁らない）

5%

多種混成型

Ⅰ（なし）

5群体未満

7月13日

0.9m

St.K St.L

7月1日

3.7m

なし

Ⅰ（1%未満）

特定類優占型：ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属（樹枝状）

礫、砂

55%

なし
（海底面をはたいても濁らない）

特になし。

Ⅰ（食痕は目立たない）

なし

5%未満

なし

特記事項
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状)上部に擦れあり。
局所的に被度20～30%あり。
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状）の出現が散見。

海草藻場。
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の小型群体(20cm前後)が多く
確認。

ｻﾝｺﾞ食巻貝類 Ⅰ（なし） Ⅰ（なし） Ⅰ（食痕は目立たない）

主な出現種

ｵﾆﾋﾄﾃﾞ なし なし なし

 なし

ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ被度 1%未満 0% 5%未満

80,80,75,70,70
卓状ﾐﾄﾞﾘｲｼ類のｻｲｽﾞ
上位5群体（cm）

80,70,65,60,60 なし

稚ｻﾝｺﾞ
(5cm未満群体の加入度）

5群体未満 なし 5群体未満

特定類優占型：ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） なし

白化段階 Ⅰ（なし） Ⅰ（なし） Ⅰ（なし）

主な出現種

成育型 特定類優占型：ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状）

 なし

ｻﾝｺﾞ類被度 10% 0% 25%

浮泥堆積状況
なし

（海底面をはたいても濁らない）
なし

（海底面をはたいても濁らない）
なし

（海底面をはたいても濁らない）

底質概観 岩盤 ｻﾝｺﾞ礫、砂 岩盤

7月21日 7月14日

水深 0.4m 0.7m 0.8m

調査地点 St.G St.I St.J

調査日 7月1日

 ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属（樹枝状） ：10%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ：10%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ：10%  ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状) ： 5%未満

 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状) ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%  ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ： 5%未満  ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状) ： 5%未満

 ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満  ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満

 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状) ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ｱﾅｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満  ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ： 5%未満

 ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満  ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満

 ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満

 ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満  ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満

St.Q

岩盤、礫、砂

5%未満

なし
（海底面をはたいても濁らない）

7月14日

0.4m

Ⅰ（食痕は目立たない）

なし

 なし

0%

多種混成型

なし

5群体未満

Ⅰ（1%未満）

特になし。

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の加入や小型群体が増加傾
向。
ｻﾝｺﾞ被度の高い所は25～30%(ﾐﾄﾞﾘｲｼ属
(ﾃｰﾌﾞﾙ状))。

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の一部が部分的に白化。

5%未満 5%未満

なし なし

Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない）

Ⅰ（なし） Ⅰ（なし）

5群体未満 5群体未満

70,60,40,30,20 75,70,60,60,60

なし
（海底面をはたいても濁らない）

なし
（海底面をはたいても濁らない）

5% 20%

多種混成型 特定類優占型： ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状）

11.2m 0.8m

岩盤 岩盤

St.O St.P

7月11日 7月12日

特記事項
地点周辺にｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状)(被度20
～30%)が局所的にみられる。

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の小型群体(約30cm前後)が増
加傾向。

ｻﾝｺﾞ食巻貝類 Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない）

 なし

主な出現種

ｵﾆﾋﾄﾃﾞ なし なし

 なし

ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ被度 0% 0%

卓状ﾐﾄﾞﾘｲｼ類のｻｲｽﾞ
上位5群体（cm）

50,50 60,60,60,60,60

稚ｻﾝｺﾞ
(5cm未満群体の加入度）

5群体未満 5群体未満

特定類優占型:ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状）

ｻﾝｺﾞ類被度 25% 20%

白化段階 Ⅰ（なし） Ⅰ（なし）

主な出現種

成育型 特定類優占型:ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状)

浮泥堆積状況
なし

（海底面をはたいても濁らない）
なし

（海底面をはたいても濁らない）

岩盤

水深 1.5m 0.8m

底質概観 岩盤、小礫

調査地点 St.M St.N

調査日 7月14日7月14日
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表 59（4） サンゴ類の出現状況及び地点状況（令和 4年度夏季：St.R～St.V） 

 

 

表 60（1） サンゴ類の出現状況及び地点状況（令和 4年度冬季：St.A～St.F） 

 

 

表 60（2） サンゴ類の出現状況及び地点状況（令和 4年度冬季：St.G～St.L） 

 

 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ：10%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ：10%  ｱｵｻﾝｺﾞ ：20%  ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ ： 5%  ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ： 5%

 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ： 5%  ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ： 5%未満

 ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%  ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%未満  ﾎｿｴﾀﾞｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ ： 5%未満

 ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ｱｵｻﾝｺﾞ ： 5%未満  ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満  ｱｵｻﾝｺﾞ ： 5%未満

 ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満  ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満  ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満  ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満

 ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満  ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満

 ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満

なし

Ⅰ（食痕は目立たない）

局所的に浮泥の堆積あり。
(大型ｻﾝｺﾞ移植地点)

5%未満

なし

Ⅰ（食痕は目立たない）

継続的な堆積砂礫の影響を確認。
(ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ移植地点)

5%

特定類優占型： ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

Ⅰ（なし）

なし

なし

5%未満

Ⅰ（なし）

なし

なし

St.V

7月1日

3.6m

砂礫

あり
（海面をはたくと濁る）

Ⅰ（食痕は目立たない）

St.U

7月1日

3.9m

砂礫

あり
（海面をはたくと濁る）

10%

特定類優占型：ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ

20%

Ⅰ（なし） Ⅰ（なし）

5% 5%未満

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の小型群体(5～10㎝)が増加
傾向。(ﾐﾄﾞﾘｲｼ属移植地点)

（ｱｵｻﾝｺﾞ移植地点）

なし なし

Ⅰ（食痕は目立たない）

St.S St.T

7月12日 7月12日

30%

2.1m 3.4m～4.4m

岩 岩

特定類優占型：ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状）

なし
（海底面をはたいても濁らない）

なし
（海底面をはたいても濁らない）

特記事項 特になし。

ｻﾝｺﾞ食巻貝類 Ⅰ（食痕は目立たない）

主な出現種

ｵﾆﾋﾄﾃﾞ なし

なし

ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ被度 5%

特定類優占型：ｱｵｻﾝｺﾞ

卓状ﾐﾄﾞﾘｲｼ類のｻｲｽﾞ
上位5群体（cm）

85,70,70,55,55 45,40,30,20100,80,80,70,65

稚ｻﾝｺﾞ
(5cm未満群体の加入度）

なし あり

白化段階 Ⅰ（なし）

成育型

底質概観 岩

特定類優占型：ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状）

ｻﾝｺﾞ類被度

浮泥堆積状況

25%

なし
（海底面をはたいても濁らない）

調査日 7月12日

主な出現種

水深 3.3m

調査地点 St.R

 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属  ：25%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ：20%  ｱｵｻﾝｺﾞ ：30%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ：15%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ：25%

 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ： 5%  ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%未満  ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ：10%  ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満

 ﾉｳｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%未満  ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ： 5%未満

 ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属（被覆状） ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満

 ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満  ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満  ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 1%未満

 ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満  ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満

 ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満

Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない）

30～40cm程度の小型群体(ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属・ﾐ
ﾄﾞﾘｲｼ属)が多く分布。

地点から南側一帯の礁斜面に20～70cm程度
のﾐﾄﾞﾘｲｼ属が多く分布し、水深10mまで一
様に増加。

5%未満 1%未満

なし なし

5群体未満 5群体未満

75,65,60,50,50 120,110,100,100,100

特定類優占型：ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） 特定類優占型：ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状）

Ⅰ（なし） Ⅰ（1%未満）

なし
（海底面をはたいても濁らない）

なし
（海底面をはたいても濁らない）

25% 30%

0.4m 0.3m

岩盤 岩盤

St.E St.F

2月8日 2月8日

ｻﾝｺﾞ食巻貝類 Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない）

特記事項
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属、ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の成長に伴い局所
的にｻﾝｺﾞ被度50%ほどの根が点在。
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属、ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の加入が多い。

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属、ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属の小型群体(20～
30cm)が増加傾向。
ｻﾝｺﾞの折れあり。

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の小型群体(約20cm)が増加傾向。

ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ被度 5%未満 5%未満 5%

主な出現種

ｵﾆﾋﾄﾃﾞ なし なし なし

稚ｻﾝｺﾞ
（5cm未満群体の加入度）

5群体以上 5群体未満 5群体未満

卓状ﾐﾄﾞﾘｲｼ類のｻｲｽﾞ
上位5群体（cm）

130,100,95,80,70 60,55,50,50,45 50,50,45,40,40

主な出現種

成育型 特定類優占型：ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 特定類優占型：ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） 特定類優占型：ｱｵｻﾝｺﾞ

白化段階 Ⅰ（なし） Ⅰ（なし） Ⅰ（なし）

浮泥堆積状況
なし

（海底面をはたいても濁らない）
なし

（海底面をはたいても濁らない）
なし

（海底面をはたいても濁らない）

ｻﾝｺﾞ類被度 30% 25% 30%

水深 5.5m 0.6m 2.5m

底質概観 岩盤 岩盤 岩盤

調査地点 St.A St.B St.D

調査日 1月6日 1月6日 2月9日

 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ：25%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ：25%  ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属（樹枝状） ：50%  ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ： 5%未満

 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%未満  ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満  ﾁﾁﾞﾐｳｽｺﾓﾝｻﾝｺﾞ ： 5%  ｳｽﾁｬｷｸﾒｲｼ ： 5%未満

 ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ： 5%未満  ｸｻﾋﾞﾗｲｼ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%未満

 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（樹枝状） ： 5%未満  ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（樹枝状） ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満

 ｶﾀﾄｻｶ属 ： 1%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満  ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 1%未満

 ｳﾐｷﾉｺ属 ： 1%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満  ｳﾈﾀｹ属 ： 1%未満

 ﾉｳﾄｻｶ属 ： 1%未満

Ⅰ（なし） Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない）

海草藻場。 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の成長が著しい。 海流による折れあり。

0% 5%未満 5%未満

 なし

なし なし なし

なし 5群体未満 なし

なし 95,90,85,80,80 なし

 なし

なし 特定類優占型：ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） 特定類優占型：ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属（樹枝状）

Ⅰ（なし） Ⅰ（1%未満） Ⅰ（1%未満）

なし
（海底面をはたいても濁らない）

なし
（海底面をはたいても濁らない）

なし
（海底面をはたいても濁らない）

0% 30% 55%

1.2m 1.3m 0.9m

ｻﾝｺﾞ礫、砂 岩盤 礫、砂

St.I St.J St.K

1月6日 1月5日 1月6日

ｻﾝｺﾞ食巻貝類 Ⅰ（なし）

特記事項
局所的に被度20～30%あり。
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状）の出現が散見。

St.L

1月26日

3.7m

岩盤

なし
（海底面をはたいても濁らない）

5%

ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ被度 1%未満

主な出現種

ｵﾆﾋﾄﾃﾞ なし

多種混成型

Ⅰ（なし）

5群体未満

40,40,30,20,20

1%未満

稚ｻﾝｺﾞ
（5cm未満群体の加入度）

5群体未満

卓状ﾐﾄﾞﾘｲｼ類のｻｲｽﾞ
上位5群体（cm）

80,70,65,60,60

なし

Ⅰ（食痕は目立たない）

主な出現種

成育型 特定類優占型：ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

白化段階 Ⅰ（なし）

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状）及びﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ｺﾘﾝﾎﾞｰ
ｽ状）が増加傾向。

浮泥堆積状況
なし

（海底面をはたいても濁らない）

ｻﾝｺﾞ類被度 10%

水深 0.4m

底質概観 岩盤

調査地点 St.G

調査日 2月9日
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表 60（3） サンゴ類の出現状況及び地点状況（令和 4年度冬季：St.M～St.Q） 

 

 

表 60（4） サンゴ類の出現状況及び地点状況（令和 4年度冬季：St.R～St.V） 

 

 

  

 ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属（樹枝状） ：20%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ：10%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ：10%  ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状) ： 5%未満

 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状) ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ：10%  ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ： 5%未満  ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状) ： 5%未満

 ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満  ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満

 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状) ： 5%未満  ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ｱﾅｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満  ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ： 5%未満

 ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満  ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満

 ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満

 ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満  ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満

 なし

特記事項

地点周辺にｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状)(被度20～30%)
が局所的にみられる。
干出による影響と考えられる白化が群体先端
部に散見される。

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の小型群体(約40cm前後)が増加傾
向。

特になし。
ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の加入や小型群体が増加傾向。
ｻﾝｺﾞ被度の高い所は25～30%(ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ
状))。

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属、枝状ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(病気あり)のが
部分的に白化。干出によるもの。

なし なし

ｻﾝｺﾞ食巻貝類 Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない） Ⅰ（食痕は目立たない）

主な出現種

ｵﾆﾋﾄﾃﾞ なし なし なし

なし 

ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ被度 0% 5%未満 5%未満 5%未満 0%

卓状ﾐﾄﾞﾘｲｼ類のｻｲｽﾞ
上位5群体（cm）

50,50 60,60,60,60,60 70,60,40,50,40 80,75,65,60,60 なし

稚ｻﾝｺﾞ
（5cm未満群体の加入度）

5群体未満 5群体未満 5群体未満 5群体未満 5群体未満

特定類優占型： ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） 多種混成型

白化段階 Ⅲ（40%） Ⅰ（1%未満） Ⅰ（なし） Ⅰ（なし） Ⅰ（1%未満）

主な出現種

成育型 特定類優占型:ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(樹枝状) 特定類優占型:ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） 多種混成型

ｻﾝｺﾞ類被度 25% 25% 5% 20% 5%未満

浮泥堆積状況
なし

（海底面をはたいても濁らない）
なし

（海底面をはたいても濁らない）
なし

（海底面をはたいても濁らない）
なし

（海底面をはたいても濁らない）
なし

（海底面をはたいても濁らない）

底質概観 岩盤、小礫 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤、礫、砂

水深 1.5m 2.2m 12.7m 0.8m 1.3m

調査日 1月5日 1月5日 2月7日 1月6日 1月5日

調査地点 St.M St.N St.O St.P St.Q

 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ：10%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ：10%  ｱｵｻﾝｺﾞ ：20%  ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ ： 5%  ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ： 5%

 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） ： 5%  ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ： 5%未満

 ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%  ｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） ： 5%未満  ﾎｿｴﾀﾞｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ ： 5%未満

 ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 ： 5%未満  ｱｵｻﾝｺﾞ ： 5%未満  ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属 ： 5%未満  ｱｵｻﾝｺﾞ ： 5%未満

 ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満  ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満  ｳﾈﾀｹ属 ： 5%未満  ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満

 ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満  ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満  ｶﾀﾄｻｶ属 ： 5%未満

 ｳﾐｷﾉｺ属 ： 5%未満

なし

Ⅰ（食痕は目立たない）

あり
（海面をはたくと濁る）

25% 20% 10%

主な出現種

特記事項

ｵﾆﾋﾄﾃﾞ

ｻﾝｺﾞ食巻貝類

卓状ﾐﾄﾞﾘｲｼ類のｻｲｽﾞ
上位5群体（cm）

ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ被度

特定類優占型：ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ

白化段階 Ⅰ（なし） Ⅰ（なし） Ⅰ（なし）

稚ｻﾝｺﾞ
（5cm未満群体の加入度）

なし なし なし

ｻﾝｺﾞ類被度

水深 3.3m

主な出現種

成育型 特定類優占型：ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状）

調査地点

調査日

浮泥堆積状況

2月8日

3.9m

底質概観 岩 岩 砂礫

St.R

2月9日

なし
（海底面をはたいても濁らない）

110,90,80,80,70

5%

なし

（有性生殖移植地点）

St.S

2月9日

2.1m

なし
（海底面をはたいても濁らない）

特定類優占型：ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状）

55,55,65,60,50

5%

なし

Ⅰ（食痕は目立たない）

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属の小型群体(5～10㎝)が増加傾
向。(ﾐﾄﾞﾘｲｼ属移植地点)

St.T

2月9日

3.4m～4.4m

岩

なし
（海底面をはたいても濁らない）

30%

特定類優占型：ｱｵｻﾝｺﾞ

Ⅰ（なし）

あり

50,50,45,40,30

5%未満

なし

Ⅰ（食痕は目立たない）

（ｱｵｻﾝｺﾞ移植地点）

St.U

なし

5%未満

Ⅰ（食痕は目立たない）

継続的な堆積砂礫の影響を確認。
(ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ移植地点)

St.V

2月8日

3.6m

砂礫

あり
（海面をはたくと濁る）

5%

特定類優占型： ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

Ⅰ（なし）

局所的に浮泥の堆積あり。
(大型ｻﾝｺﾞ移植地点)

なし

なし

5%未満

なし

Ⅰ（食痕は目立たない）
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③ 令和 4 年度調査結果のまとめ 

サンゴ類の分布状況を図 76に、サンゴ類の分布面積の経年変化を表 61と図 77に示す。 

令和 4 年度におけるサンゴ類の分布面積は 548.1ha であり、令和 3 年度冬季の 546.9ha

と比較して 1.2ha 増加した。被度 10％以上の分布域の増加は、ミドリイシ属やハナヤサイ

サンゴ属、コモンサンゴ属等の成長によるものである。被度 30％以上 50％未満の高被度域

は、これまで現行滑走路北側の離礁（St.A 周辺）のみで確認されていたが、令和 4 年度に

は St.F, J, P の周辺などでも確認された。確認された高被度域は、主にミドリイシ属（コ

リンボース状・テーブル状）やハナヤサイサンゴ属等の群集であった。また、局所的に白

化がみられたが、そのほかサンゴ群集の変動に影響を与える食害生物や病気の大発生はみ

られなかった。 

令和 4 年度については、サンゴ類の分布状況に大きな変化はみられていない。 
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図 76（1） サンゴ類の分布状況 
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図 76（2） サンゴ類の分布状況 
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図 76（3） サンゴ類の分布状況 
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図 76（4） サンゴ類の分布状況 
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図 76（5） サンゴ類の分布状況 
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表 61 サンゴ類の分布面積の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：最大瞬間風速 35m/s 以上（那覇）が記録された台風を示す。 

 

図 77 サンゴ類の分布面積の経年変化  
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④ 工事前調査結果との比較 

工事中におけるサンゴ類の分布面積は、537.1～558.8ha であった。平成 26 年度秋季に

は、台風 19 号の接近に伴う高波浪の影響により工事前と比較して減少したものの、その後、

平成 29 年度冬季まで変化はみられず、安定していたと考えられる。また、比較的高被度で

ある被度 10％以上の分布域に着目すると、工事中は 22.0～41.2ha であり、工事前の 17.2

～51.1ha と同定度か上回っていた。工事中の平成 27 年度秋季には台風 15 号の影響により

減少したものの、その後は、ミドリイシ属やハナヤサイサンゴ属、コモンサンゴ属等の成

長により増加傾向であった。 

供用時におけるサンゴ類の分布面積は、538.6～550.3ha であった。被度 10％以上～30％

未満の分布域は、ミドリイシ属やハナヤサイサンゴ属、コモンサンゴ属等の成長により、

令和 4 年度冬季は 77.1ha と増加傾向であった。また、平成 22 年度冬季以降は確認されな

かった被度 30％以上 50％未満の分布域は、令和 2 年度夏季から再確認され、その後令和 4

年度冬季にはミドリイシ属等の成長により 3.9ha と増加傾向である。 

なお、平成 28 年度、平成 29 年度には、事業実施区域周辺で白化現象が確認され、部分

的に死亡した群体はみられたものの、群体全体が死亡したものはほとんどみられず、白化

による分布面積の減少や被度の低下もみられておらず、大きな影響はみられなかった。ま

た、その他のサンゴ群集の変動に影響を与える病気や食害生物の大発生はみられなかった。 
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3) 定点調査（対照区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 78 サンゴ類に係る対照区調査地点及び調査範囲  

St.A 

St.B 

St.C 
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各地点のサンゴ類の定点調査（対照区）結果概要を表 62 に、生存被度と出現種類数の経

年変化を図 84 に示す。 

 

① 夏季 

令和 4 年度夏季における St.A～C の被度は、それぞれ 35％、10％、20％であり、出現種

類数はそれぞれ 64 種類、72 種類、82 種類であった。 

主な出現種は、St.A でハマサンゴ属（塊状）とクシハダミドリイシ、St.B でハマサンゴ

属（塊状）であった。St.C では、被度 5％以上となる主な出現種は確認されなかった。 

St.A では、これまで加入したミドリイシ属（枝状）が成長している状況が確認され（図 

79）、St.B、C では、直径 5～10cm 程度のミドリイシ属の加入が進んでいる状況が確認され

た（図 80）。 

また、令和 4 年 7 月には台風 4 号（那覇：最大瞬間風速 22.5m/s）が当該海域に接近し

たものの、被度低下等の大きな影響はみられなかった。 

なお、St.B においてハマサンゴ属（塊状）の群体の一部がピンク色を呈する色素形成応

答（高水温や食害等の環境ストレスに対する反応）とみられる症状が確認されたが、1％未

満と僅かであった（図 81）。白化ならびに食害生物のオニヒトデやサンゴ食巻貝類、サン

ゴ被覆性のテルピオス海綿類等の大発生はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 79 被度の増加がみられた地点におけるサンゴ類の分布状況（St.A） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 80 ミドリイシ属の加入状況（左：St.B 右：St.C） 

  

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（枝状） ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ﾃｰﾌﾞﾙ状） 

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（枝状） 

ミドリイシ属（枝状） ﾐﾄﾞﾘｲｼ属（ｺﾘﾝﾎﾞｰｽ状） 
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図 81 ハマサンゴ属（塊状）において確認された色素形成応答（St.B） 
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② 冬季 

令和 4 年度冬季における St.A～C の被度は、それぞれ 35％、10％、20％であり、出現種

数はそれぞれ 60 種、72 種、85 種であった。 

主な出現種は、St.A でハマサンゴ属（塊状）、クシハダミドリイシ、トゲスギミドリイ

シ、St.B でハマサンゴ属（塊状）、St.C では被度 5％以上となる主な出現種は確認されな

かった。 

令和 4 年度夏季と比較して、全地点において被度や出現種数、主な出現種に大きな変化

はみられなかったものの、St.A では、ミドリイシ属（枝状）の一部で破損がみられた（図 

82）。 

破損したサンゴ類は、多くが破片化した状態で生存し、再固着していたことから、破損

時から一定時間が経過していると考えられる。令和 4 年 8 月下旬～9 月上旬には、当該海

域に台風 11 号（那覇：最大瞬間風速 30.7m/s）が接近しており、その際に高波浪による影

響を受けたものと考えられる。 

また、全地点において、ハマサンゴ属（塊状）の群体の一部がピンク色を呈する色素形

成応答（高水温や食害等の環境ストレスに対する反応）とみられる症状や、ミドリイシ属

に白化が確認されたが、1％未満と僅かであった（図 83）。 

なお、食害生物のオニヒトデやサンゴ食巻貝類、サンゴ被覆性のテルピオス海綿類等の

大発生はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 82 破片化がみられたサンゴ類の状況（St.A） 
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図 83 確認された色素形成応答や白化（左：St.B、右：St.C） 

 

③ 令和 4 年度調査結果のまとめ 

令和 4 年度における St.A～C の被度は、それぞれ 35％、10％、20％であり、出現種数は、

St.A で 60～64 種、St.B で 72 種、St.C で 82～85 種であった。St.B、C では小型の多種の

サンゴが成育している。St.A はミドリイシ属（枝状・テーブル状）の成長により、被度の

増加が確認された。St.B、C では、令和 3 年度冬季と比較して被度の変化はみられなかっ

た。 

 

  



 

182 

表 62 サンゴ類（対照区）の定点調査結果概要 

 

  

調査時期
H24年度
H25.3 H25.8 H26.1 H26.5 H26.7-8 H26.10 H27.1-2

調査地点・項目 春季 夏季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季
被度 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%
白化被度 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

出現種数 37 41 39 41 40 43 42
主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

被度 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10%
白化被度 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1%未満

出現種数 64 63 65 66 64 67 67
主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）
被度 45% 45% 45% 45% 25% 15% 15%
白化被度 0% 0% 0% 0% 0% 1～10% 1～10%

出現種数 85 84 84 85 70 72 71
主な出現種 ｲﾎﾞﾊﾀﾞﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ｲﾎﾞﾊﾀﾞﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ｲﾎﾞﾊﾀﾞﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ｲﾎﾞﾊﾀﾞﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ ｲﾎﾞﾊﾀﾞﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ 特になし 特になし

調査時期

H27.5-6 H27.7-8 H27.10 H28.1 H28.5 H28.7 H28.11

調査地点・項目 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季
被度 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%

白化被度 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満 5%

出現種数 42 42 42 44 45 46 53
主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

被度 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10%

白化被度 0% 0% 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満 5%

出現種数 66 67 67 64 62 65 66
主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

被度 15% 15% 15% 15% 15% 15% 15%

白化被度 1～10% 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満 0% 5%

出現種数 73 72 72 72 73 71 77
主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

調査時期
H28年度
H29.1 H29.5 H29.7 H29.10-11 H30.1-2 H30.5 H30.7-8

調査地点・項目 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季
被度 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%

白化被度 1%未満 0% 1%未満 30% 1%未満 0% 0%

出現種数 54 54 53 51 52 56 57
主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）
被度 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10%

白化被度 0% 0% 1%未満 10% 1%未満 0% 0%

出現種数 65 67 66 64 63 66 67
主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）
被度 15% 15% 15% 15% 15% 15% 15%

白化被度 0% 0% 1%未満 30% 1%未満 0% 0%

出現種数 77 76 77 77 79 81 82
主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

調査時期
R2年度

H30.10-11 H31.1 H31.4 R1.7 R1.10 R2.1 R2.7
調査地点・項目 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 夏季

被度 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%
白化被度 0% 0% 1%未満 0% 1%未満 1%未満 1%未満
出現種数 55 55 54 53 53 54 56

主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）
ｸｼﾊﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ

被度 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10%
白化被度 0% 0% 0% 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満
出現種数 64 63 65 63 65 64 63
主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）
被度 15% 15% 15% 15% 15% 15% 15%
白化被度 0% 0% 1%未満 0% 1%未満 1%未満 1%未満
出現種数 80 80 80 80 81 81 79
主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

調査時期
R2年度
R3.1 R3.7 R4.1 R4.7 R5.1

調査地点・項目 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季
被度 25% 25% 30% 35% 35%
白化被度 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満
出現種数 57 58 64 64 60

主な出現種
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

ｸｼﾊﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

ｸｼﾊﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

ｸｼﾊﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ
ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）

ｸｼﾊﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）
ｸｼﾊﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ
ﾄｹﾞｽｷﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ

被度 10% 10% 10% 10% 10%
白化被度 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満
出現種数 64 66 67 72 72
主な出現種 ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状） ﾊﾏｻﾝｺﾞ属（塊状）
被度 15% 15% 20% 20% 20%
白化被度 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満 1%未満
出現種数 81 81 79 82 85
主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

H30年度 R元年度

St.B

St.C

St.C

St.A

St.B

モニタリング調査

St.B

St.C

St.A

R3年度 R4年度
モニタリング調査

St.A

St.B

St.C

モニタリング調査

St.A

St.B

St.C

モニタリング調査
H27年度 H28年度

St.A

H29年度 H30年度

事前調査 モニタリング調査
H25年度 H26年度
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注：最大瞬間風速 35m/s 以上（那覇）が記録された台風を示す。 

図 84 サンゴ類（対照区）の定点調査における生存被度と出現種類数の経年変化 
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④ 工事前調査結果との比較 

対照区におけるサンゴ類の定点調査における被度と出現種類数の経年変化は表 62 及び

図 84 に示すとおりである。 

経年的にみると、St.A の被度は、調査開始の平成 24 年度春季以降、令和 2 年度夏季ま

で 20％と変化はみられなかった。その後、ミドリイシ属（枝状・テーブル状）の成長によ

り、令和 4 年度夏季には 35％に増加した。出現種類数は調査開始の平成 24 年度冬季以降

緩やかに増加傾向であり、被度が 5％以上の主な出現種としてハマサンゴ属（塊状）が継

続してみられ、令和 2 年度夏季以降は上述した被度の増加により、クシハダミドリイシや

トゲスギミドリイシが追加された。 

St.B の被度は、調査開始の平成 24 年度春季以降、令和 4年度冬季まで 10％と変化はみ

られなかった。各回の出現種類数の変動は小さく、主な出現種としてハマサンゴ属（塊状）

が継続してみられた。 

なお、被度の増加まで至っていないが、近年は小型のミドリイシ属等の加入がみられて

いる。 

St.C では、平成 26 年に接近した台風（台風 8、19 号）に伴う高波浪の撹乱によって、

平成 26 年度春季から秋季にかけて被度が 30％低下し、15％となり、出現種類数も 13 種類

が減少し、72 種類となった。その後、平成 26 年度秋季から令和 4 年度冬季にかけて出現

種類数は 71～85 種類と緩やかに増加傾向にあり、令和 3 年度冬季には加入したミドリイシ

属（コリンボース状）等の成長に伴い被度は 20％に増加した。当該地点では、平成 26 年

度夏季までイボハダハナヤサイサンゴが主な出現種であったが、上述した台風による被度

低下で、被度 5％以上の主な出現種はみられなくなった。最近では、ハナヤサイサンゴ属

や小型のミドリイシ属等の加入がみられている。 

なお、対照区での定点調査では、事業実施区域周辺と同様に平成 28 年及び平成 29 年に

大規模な白化が確認されたものの、被度の低下や種類数の減少等の大きな影響はみられて

いない。 
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4) 分布調査（対照区） 

調査海域におけるサンゴ類の分布状況の経年変化を図 85 に、分布面積の経年変化を表 

63 及び図 86 に示す。 

 

① 夏季 

St.A 周辺では、被度 10％以上 30％未満の分布域が僅かに存在し、その周りに被度 10％

未満の分布域がみられた。被度 10％未満の分布域は 12.6ha と広く、被度 10％以上 30％未

満の分布域は 1.8ha、被度 30％以上 50％未満の分布域は 0.1ha であった。 

St.B 周辺では、礁縁沿いに被度 10％以上 30％未満の分布域が 7.6ha 広がり、その岸側

と沖側に被度 10％未満の分布域が 27.3ha みられた。また、礁斜面の浅所の一部では被度

30％以上 50％未満の分布域が 1.1ha みられた。 

St.C周辺では、礁縁から礁斜面沿いに被度10％以上30％未満の分布域が21.7ha広がり、

その岸側と沖側に被度 10％未満の分布域が 12.0ha みられた。 

なお、サンゴ類の変動に影響を与える食害生物のオニヒトデやサンゴ食巻貝類、サンゴ

被覆性のテルピオス海綿類等の大発生はみられなかったものの、サンゴ類の白化が St.A

において局所的にみられ、調査を実施した 7 月 12 日時点で、水温は 30℃まで上がってい

なかったことから、陸水流入等の事業以外による影響を受けた可能性があると考えられる。 

 

② 冬季 

St.A 周辺では、被度 10％以上 30％未満の分布域がわずかに存在し、その周りに被度 10％

未満の分布域がみられた。被度 10％未満の分布域は 12.5ha と広く、被度 10％以上 30％未

満の分布域は 1.9ha、被度 30％以上 50％未満の分布域は 0.1ha であった。夏季調査時と比

較すると、ミドリイシ属（テーブル状・枝状）の継続的な加入や成長に伴い、被度 10％以

上 30％未満の分布域が 0.1ha 増加した。 

St.B 周辺では、礁縁に被度 10％以上 30％未満の分布域が 7.6ha 広がり、その岸側と沖

側に被度 10％未満の分布域が 27.3ha みられた。また、礁斜面の浅所の一部では被度 30％

以上 50％未満の分布域が 1.1ha みられた。 

St.C周辺では、礁縁から礁斜面沿いに被度10％以上30％未満の分布域が21.7ha広がり、

その岸側と沖側に被度 10％未満の分布域が 12.0ha みられた。 

St.B 周辺と St.C 周辺では、夏季調査時と比較すると分布図に変化はみられなかった。 

サンゴ類の白化については、St.A 及び St.C 周辺では目立った白化はみられなかったも

のの、St.B 周辺の礁池内では白化割合が 1～10％で確認された。白化は主に海面近くの浅

瀬に生息するサンゴ類でみられ、当該エリアのサンゴ類の被度が低下する程ではなかった

ものの、部分死した群体も確認された。 

冬季調査実施前の令和 4 年 12 月上旬～下旬の大潮期には、当該海域に寒波が襲来してお

り、安次嶺で最大瞬間風速 18.5m/s（12 月 8～10 日）、19.5m/s（12 月 22～24 日）の北風

が記録された。このことから、今回の白化は、大潮期夜間干潮時の干出や季節風の吹付に

よる低水温及び乾燥が起因していると推察された。 

なお、令和 4 年 8 月下旬～9 月上旬にかけて接近した台風 11 号（那覇：最大瞬間風速
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30.7m/s）による被度低下等の大きな影響や、サンゴ類の変動に影響を与える食害生物のオ

ニヒトデやサンゴ食巻貝類、サンゴ被覆性のテルピオス海綿類等の大発生はみられなかっ

た。 

 

③ 令和 4 年度調査結果のまとめ 

令和 4 年度には、St.A において分布面積及び被度 10％以上の分布域が増加し、St.B、C

においても、被度 10％以上の分布域が若干増加した。分布面積や被度 10％以上の分布域の

増加は、サンゴ類の加入や成長に伴うものであった。 
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図 85（1） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.A） 
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図 85（2） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.A） 

  



 

189 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 85（3） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.A）  
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図 85（4） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.A）  
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図 85（5） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.A） 

  



 

192 

 

 

図 85（6） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.B） 
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図 85（7） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.B） 
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図 85（8） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.B）  
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図 85（9） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.B） 
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図 85（10） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.B） 
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図 85（11） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.C） 
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図 85（12） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.C） 
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図 85（13） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.C） 
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図 85（14） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.C） 
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図 85（15） サンゴ類（対照区）の分布状況の経年変化（St.C） 
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表 63 サンゴ類（対照区）の分布面積の経年変化 

 

 

  

単位：ha

H24年度
H25.3 H25.9 H26.1 H26.5 H26.7-8 H26.10 H27.1-2 H27.5-6 H27.7-8 H27.10
冬季 夏季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季

10％未満 7.9 8.1 8.1 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3
10％以上～30％未満 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
30％以上～50％未満 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 8.0 8.2 8.2 8.4 8.4 8.4 8.4 8.4 8.4 8.4
10％未満 22.0 22.0 22.0 22.0 22.0 28.5 28.5 28.2 28.2 28.2

10％以上～30％未満 14.0 13.5 13.5 13.5 13.5 7.4 7.4 7.7 7.7 7.7
30％以上～50％未満 0.0 0.6 0.6 0.6 0.6 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

合計 36.0 36.1 36.1 36.1 36.1 36.0 36.0 36.0 36.0 36.0
10％未満 6.2 6.2 6.2 6.2 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0

10％以上～30％未満 25.1 25.1 25.1 25.1 16.3 16.3 16.3 16.3 16.3 16.3
30％以上～50％未満 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3

H27年度 H30年度
H28.1 H28.5 H28.7 H28.11 H29.1 H29.5 H29.7 H29.10-11 H30.1-2 H30.5
冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季

10％未満 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 8.5 8.5 8.5 8.4
10％以上～30％未満 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2
30％以上～50％未満 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 8.4 8.4 8.4 8.4 8.4 8.4 8.6 8.6 8.6 8.6
10％未満 28.2 28.2 28.2 28.2 28.2 28.2 28.2 28.2 28.2 28.2

10％以上～30％未満 7.7 7.7 7.6 7.6 7.6 7.5 7.5 7.5 7.5 7.4
30％以上～50％未満 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.3 0.3 0.3 0.3 0.4

合計 36.0 36.0 36.0 36.0 36.0 36.0 36.0 36.0 36.0 36.0
10％未満 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0

10％以上～30％未満 16.3 16.3 16.3 16.3 16.3 16.3 16.3 16.3 16.3 16.3
30％以上～50％未満 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3

R3年度
H30.7-8 H30.10-11 H31.1 H31.4 R1.7 R1.10 R2.1 R2.7 R3.1 R3.7
夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 夏季 冬季 夏季

10％未満 8.6 9.6 9.7 9.9 10.1 10.1 10.1 12.5 12.5 12.4
10％以上～30％未満 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.6 1.3 1.4
30％以上～50％未満 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 8.8 9.8 9.9 10.1 10.3 10.3 10.3 13.2 13.8 13.8
10％未満 28.2 28.4 28.4 28.4 28.4 28.4 28.4 27.9 27.8 27.8

10％以上～30％未満 7.4 7.3 7.3 7.3 7.2 7.1 7.0 7.2 7.4 7.4
30％以上～50％未満 0.4 0.3 0.3 0.3 0.4 0.5 0.6 0.6 0.8 0.8

合計 36.0 36.0 36.0 36.0 36.0 36.0 36.0 35.8 35.9 36.0
10％未満 14.8 14.3 14.3 14.3 14.0 14.0 14.0 14.7 14.8 14.8

10％以上～30％未満 16.5 17.0 17.0 17.0 17.3 17.3 17.3 18.7 18.9 18.9
30％以上～50％未満 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3 31.3 33.4 33.7 33.7

R3年度
R4.1 R4.7 R5.1
冬季 夏季 冬季

10％未満 12.6 12.6 12.5
10％以上～30％未満 1.4 1.8 1.9
30％以上～50％未満 0.1 0.1 0.1

合計 14.1 14.5 14.5
10％未満 27.5 27.3 27.3

10％以上～30％未満 7.7 7.6 7.6
30％以上～50％未満 0.8 1.1 1.1

合計 36.0 36.0 36.0
10％未満 14.3 12.0 12.0

10％以上～30％未満 19.4 21.7 21.7
30％以上～50％未満 0.0 0 0

合計 33.7 33.7 33.7

St.B

St.C

St.C

St.B

St.C

被度

St.B

H28年度 H29年度

被度

St.A

R2年度
モニタリング調査

被度

St.A

St.A

モニタリング調査

R4年度
モニタリング調査

H30年度 R元年度

H27年度
モニタリング調査

St.B

St.C

被度

事前調査
H25年度 H26年度

St.A
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【サンゴ類（対照区）の分布面積】 

 

注：最大瞬間風速 35m/s 以上（那覇）が記録された台風を示す。 

 

図 86 サンゴ類（対照区）の分布面積の経年変化 
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④ 工事前調査結果との比較 

St.A におけるサンゴ類の分布面積は、令和 4 年度冬季に 14.5ha であり、調査開始時の

平成 24 年度冬季の 8.0ha と比較して 6.5ha 増加した。分布面積の増加は、主にハマサンゴ

属（枝状）やコモンサンゴ属（枝状）、小型のミドリイシ属（コリンボース状・テーブル状）

等の加入や成長に伴うものであった。被度別の分布状況では、被度 10％以上 30％未満の分

布域がミドリイシ属（コリンボース状・テーブル状）やコモンサンゴ属（枝状）等の成長

に伴い、平成 30 年度春季以降増加傾向である。また、令和 3 年度冬季には、コモンサンゴ

属（枝状）の成長に伴い被度 30％以上 50％未満の分布域が新たに 0.1ha 出現し、令和 4

年度冬季まで安定した高被度域がみられた。 

St.B におけるサンゴ類の分布面積は、調査開始時の平成 24 年度冬季～令和 4 年度冬季

にかけて 35.8～36.1ha であり、大きな変化はみられなかった。被度別の分布状況では、平

成 26 年度秋季には台風 19 号の影響を受けて被度 10％以上の分布域が 6.6ha 減少した。そ

の後、令和 4年度冬季にかけて、複数の台風の接近や 2 度の白化（平成 28 年、平成 29 年）

が確認されたものの、ミドリイシ属（枝状・コリンボース状・テーブル状）等の成長に伴

い被度 10％以上の分布域は増加傾向にある。 

St.C におけるサンゴ類の分布面積は、調査開始時から令和元年度冬季にかけて 31.3ha

であり、変化はみられなかったものの、令和 2 年度夏季にかけて 33.4ha と増加した。被度

別の分布状況では、平成 26 年度夏季に台風 8号の影響を受けて被度 10％以上 30％未満の

分布域の面積が減少した。その後、令和 4 年度冬季にかけて、ミドリイシ属（コリンボー

ス状・テーブル状）やハナヤサイサンゴ属等の成長に伴い増加傾向である。この間、複数

の台風の接近や 2 度の白化（平成 28 年、平成 29 年）が確認されたものの、サンゴ類に大

きな変化はみられなかった。 

なお、対照区での分布調査では、事業実施区域周辺と同様に平成 28 年及び平成 29 年に

大規模な白化が確認されたものの、分布面積の減少や被度の低下等の大きな影響はみられ

ていない。 
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海草藻場（定点調査） 

 調査方法 

5m×5m のコドラートを設置し、潜水目視観察により、海草藻場の主な出現種や被度を記録した。ま

た、生育環境を把握するため、各地点の地形（水深、底質の概観等）、浮泥の堆積状況等を記録した。 

なお、St.S1 の海草が平成 26 年度秋季以降に消失したため、その近傍にある北側藻場内の中央部に

St.S1 の代替地点となる St.S7 を設置した。St.S1 については、今後も直ちに藻場が復元する可能性

が低いことから、第 6回那覇空港滑走路増設事業環境監視委員会に諮り、調査の中止を決定した。 

 

 調査時期及び調査期間 

 

表 64 海草藻場の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

海草藻場 四季 夏季・冬季 
工事の実施時及び 

供用後 3年間を想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 87 海草藻場に係る事後調査地点及び調査範囲 

  

注：St.S1 は藻場消失のため、平成 28 年 7 月より調査を

実施していない。 
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 令和 4 年度調査結果 

1) 定点調査（事業実施区域周辺） 

調査位置は図 87 に、各地点の海藻草類調査結果は表 65 に示す。 

 

① 藻場の被度 

改変区域西側の 3 地点について、夏季、冬季ともに St.S2、S5 の藻場被度は 5％未満、St.S7 で

は 15～20％であった。 

閉鎖性海域に設定された 3 地点のうち、St.S3、S4 の藻場被度はいずれも 5％未満であった。St.S6

では調査枠内に海草はみられなかったが、約 20m 離れた近傍にリュウキュウスガモの小群落が確認

された。 

 

② 出現種 

St.S6 を除く 5 地点の構成種数は 2～5 種であった。St.S6 では海草は確認されなかった。 

St.S3 では当該海域における主要な藻場構成種であるリュウキュウスガモがみられず、マツバウ

ミジグサ、ウミジグサ、ウミヒルモの小型海草で構成されていた。St.S7 ではリュウキュウスガモ

が優占した。St.S2、S5 ではリュウキュウスガモの他、マツバウミジグサが多くみられた。 

 

③ 生育環境 

いずれの地点においても底質は砂であった。St.S3、S4 では他地点と比較して礫が少なかった。 

改変区域西側の3地点（St.S2、S5、S7）で浮泥の堆積はみられなかった。 

閉鎖性海域の3地点（St.S3、S4、S6）の浮泥の堆積割合は5％未満、堆積厚1mm未満であった。 

 

④ その他の状況 

葉枯れについて、改変区域西側では、葉枯れ割合 15～40％で確認され、干出により葉枯れが生じ

たと考えられる。水深が も浅い St.S2 で葉枯れ割合が 40％と高かった。閉鎖性海域の St.S3 では

葉枯れはほとんどみられなかった。St.S4 では夏季には葉枯れがみられなかったが、冬季には葉枯

れ割合が 70％と高かった。冬季の大潮では夜間に潮位が大きく下がるため、St.S4 では冬季に干出

による影響が大きくなり、低温や乾燥による葉枯れが生じたと考えられる（図 88）。 

葉上の付着藻類について、改変区域西側では、海草への明瞭な影響は確認されなかった。閉鎖性

海域では、葉上への藍藻類の付着割合が改変区域西側と比較して高く、特に St.S4 では付着割合が

80％と他地点より高かった。葉上への藻類付着は、一般に波浪の影響が少ない内湾域で多く、これ

までも改変区域西側より閉鎖性海域において付着割合が高い傾向がみられている。付着藻類が多く

なることで葉に到達する光が少なくなり、海草の光合成量が低下する懸念があるが、現状では藻類

付着箇所における葉枯れはみられず、影響は明瞭ではなかった。 

また、St.S2 近傍では、令和 3 年度アオウミガメが海草を摂食する状況が観察されている。令和

4 年度調査において、St.S7 で冬季調査時にアオウミガメの食痕と思われる海草の切断が確認され

た。 
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St.S2 葉の先端部で葉枯れがみられた 

 

St.S2 葉上に藍藻綱が付着 

 

St.S7 葉の先端部で葉枯れ 

 

St.S7 食痕と思われる葉の切断部 

図 88 葉枯れの状況 

 

 

St.S3 葉上に藍藻綱が付着 

 

St.S4 葉上に藍藻綱が高被度で付着 

図 89 葉上の付着藻類 
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表 65（1） 各地点の海草藻場の調査結果（St.S2） 

 

 

 

表 65（2） 各地点の海草藻場の調査結果（St.S3） 

 

  

項目

海草藻場被度

構成種数

海藻草類出現種数

ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 5%未満 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 5%未満

ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ 5%未満 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ 5%未満

堆積割合

堆積厚

山型

すり鉢型

14

なし

+10cm

0%

-

30%

40%

なし

なし

令和4年7月

夏季

0.5m

岩盤、礫、砂

5%未満

2

St.S2

令和5年1月

冬季

0.5m

岩盤、礫、砂

5%未満

2

18

なし

+10cm

0%

-

30%

40%

なし

なし

調査地点

調査時期

底質概観

水深

海草 藻場

出現種

割合

食害生物の状況

底生生物
の生息孔

砂面変動

葉枯れ割合

葉上の藍藻類、珪藻類等
の付着

浮泥

項目

海草藻場被度

構成種数

海藻草類出現種数

ｳﾐｼﾞｸﾞｻ 5%未満 ｳﾐｼﾞｸﾞｻ 5%未満

ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ 5%未満 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ 5%未満

ｳﾐﾋﾙﾓ 5%未満 ｳﾐﾋﾙﾓ 5%未満

堆積割合

堆積厚

山型

すり鉢型

10

なし

-10cm

5%未満

1㎜未満

30%

5%未満

3

25

令和4年7月

夏季

1.5m

砂

5%未満

3

St.S3

令和5年1月

冬季

1.5m

砂

5%未満

3

11

なし

-8cm

5%未満

1㎜未満

60%

5%未満

8

29

調査地点

調査時期

底質概観

水深

葉枯れ割合

食害生物の状況

砂面変動

浮泥

海草 藻場

出現種

割合

底生生物
の生息孔

葉上の藍藻類、珪藻類等
の付着

注1：水深は那覇港湾験潮所基準面上(+)1.34mを基準とし、基準面より高い場所はマイナス表記した。

　2：砂面変動は平成26年5月に杭を設置、平成26年7月より堆積厚を計測。値は、設置時からの変動で示す。

注1：水深は那覇港湾験潮所基準面上(+)1.34mを基準とし、基準面より高い場所はマイナス表記した。

　2：砂面変動は平成26年5月に杭を設置、平成26年7月より堆積厚を計測。値は、設置時からの変動で示す。
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表 65（3） 各地点の海草藻場の調査結果（St.S4） 

 

 

 

 

表 65（4） 各地点の海草藻場の調査結果（St.S5） 

 

 

  

項目

海草藻場被度

構成種数

海藻草類出現種数

ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 5%未満 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 5%未満

ｳﾐｼﾞｸﾞｻ 5%未満 ｳﾐｼﾞｸﾞｻ 5%未満

ｳﾐﾋﾙﾓ 5%未満 ｳﾐﾋﾙﾓ 5%未満

堆積割合

堆積厚

山型

すり鉢型

13

なし

+6cm

5%未満

1mm未満

80%

5%未満

12

18

令和4年7月

夏季

1.6m

砂

5%未満

3

St.S4

令和5年1月

冬季

1.6m

砂

5%未満

3

12

なし

+7cm

5%未満

1mm未満

80%

70%

9

20

調査地点

底質概観

水深

調査時期

砂面変動

葉枯れ割合

浮泥

葉上の藍藻類、珪藻類等
の付着

底生生物
の生息孔

海草 藻場

出現種

食害生物の状況

割合

項目

海草藻場被度

構成種数

海藻草類出現種数

ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 5%未満 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 5%未満

ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ 5%未満 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ 5%未満

ｳﾐﾋﾙﾓ 5%未満 ｳﾐﾋﾙﾓ 5%未満

堆積割合

堆積厚

山型

すり鉢型

22

なし

+7cm

0%

-

5%未満

20%

20

なし

令和4年7月

夏季

0.7m

礫、砂

5%未満

3

St.S5

令和5年1月

冬季

0.7m

礫、砂

5%未満

3

30

なし

+8cm

0%

-

30%

20%

なし

なし

調査地点

調査時期

水深

底質概観

海草 藻場

出現種

浮泥

砂面変動

食害生物の状況

葉枯れ割合

葉上の藍藻類、珪藻類等
の付着

底生生物
の生息孔

割合

注1：水深は那覇港湾験潮所基準面上(+)1.34mを基準とし、基準面より高い場所はマイナス表記した。

　2：砂面変動は平成26年5月に杭を設置、平成26年7月より堆積厚を計測。値は、設置時からの変動で示す。

注1：水深は那覇港湾験潮所基準面上(+)1.34mを基準とし、基準面より高い場所はマイナス表記した。

　2：砂面変動は平成26年5月に杭を設置、平成26年7月より堆積厚を計測。値は、設置時からの変動で示す。
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表 65（5） 各地点の海草藻場の調査結果（St.S6） 

 

 

 

表 65（6） 各地点の海草藻場の調査結果（St.S7） 

 
  

項目

海草藻場被度

構成種数

海藻草類出現種数

堆積割合

堆積厚

山型

すり鉢型 なし

26

なし

なし

+8cm

5%未満

1mm未満

なし

なし

5

令和4年7月

夏季
1.8m

砂、礫

0%（なし）

0

St.S6

令和5年1月

冬季
1.8m

砂、礫

0%（なし）

0

なし

25

なし

なし

+8cm

5%未満

1mm未満

なし

なし

14

調査地点

調査時期

水深

食害生物の状況

浮泥

葉上の藍藻類、珪藻類等
の付着

割合

葉枯れ割合

底生生物
の生息孔

底質概観

海草 藻場

出現種

砂面変動

項目

海草藻場被度

構成種数

海藻草類出現種数

ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 15% ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 10%

ﾎﾞｳﾊﾞｱﾏﾓ 5%未満 ﾎﾞｳﾊﾞｱﾏﾓ 5%未満

ｳﾐｼﾞｸﾞｻ 5%未満 ｳﾐｼﾞｸﾞｻ 5%未満

ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ 5%未満 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ 5%未満

ｳﾐﾋﾙﾓ 5%未満 ｳﾐﾋﾙﾓ 5%未満

堆積割合

堆積厚

山型

すり鉢型

16

なし

+10cm

0%

-

5%未満

15%

なし

なし

令和4年7月

夏季

0.7m

砂、礫

20%

5

St.S7

令和5年1月

冬季

0.7m

砂、礫

15%

5

+11cm

0%

-

20%

30%

なし

なし

23

なし

調査時期

水深

葉枯れ割合

葉上の藍藻類、珪藻類等
の付着

底質概観

食害生物の状況

浮泥

砂面変動

海草 藻場

底生生物
の生息孔

調査地点

出現種

割合

注1：水深は那覇港湾験潮所基準面上(+)1.34mを基準とし、基準面より高い場所はマイナス表記した。

　2：砂面変動は平成26年5月に杭を設置、平成26年7月より堆積厚を計測。値は、設置時からの変動で示す。

注1.水深は那覇港工事用基準面を基準とし、基準面より高い場所はマイナス表記で示した。
　2.砂面変動は平成26年5月に杭を設置、平成26年7月より堆積厚を計測。値は、設置時からの変動で示す。

注3.平成27年1月に、St.S1の藻場が流出したため、その近傍域にSt.S7を新たに設置し、平成27年1月以降、調査を行った。
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⑤ 重要な種の出現状況 

海藻草類調査において確認された重要な種は表 66 に示すとおりである。 

令和 4年度夏季に確認された重要な種は 6種であり、いずれもこれまでに確認された種であった。 

令和 4 年度冬季に確認された重要な種は 7 種であった。 

なお、クビレミドロは St.S3 で確認され、調査地点近傍の深場の砂泥底にはクビレミドロが過年

度から生育している。 

 

表 66 確認された重要な種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H22

冬季 春季 夏季 秋季 夏季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季

1 紅藻綱 ﾊｲｺﾅﾊﾀﾞ NT NT ○ ○

2 黄緑藻綱 ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ CR+EN VU 絶滅危惧

3 緑藻綱 ｽｼﾞｱｵﾉﾘ 減少傾向 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ﾎｿﾊﾞﾛﾆｱ NT NT ○ ○ ○

5 ﾏｶﾞﾀﾏﾓ NT NT

6 ｸﾋﾞﾚｽﾞﾀ DD ○ ○ ○ ○ ○

7 ｺﾃﾝｸﾞﾉﾊｳﾁﾜ NT NT ○

8 ﾋﾛﾊｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ NT NT ○

9 ﾌｻｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ NT NT ○ ○

10 ｳｽｶﾞｻﾈ VU VU ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 ﾎｿｴｶﾞｻ CR+EN CR+EN 絶滅危惧 ○ ○ ○

12 ｶｻﾉﾘ NT NT 危急 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 ｳﾐﾋﾙﾓ NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ｺｱﾏﾓ VU 希少 ○ ○ ○

16 ｳﾐｼﾞｸﾞｻ NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ NT VU ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 ﾍﾞﾆｱﾏﾓ NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 ﾎﾞｳﾊﾞｱﾏﾓ NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 14 4 1 10 8 9 13 6 12 12 9 9 11 10 9 8 9 12 10 9 11

単子葉
植物綱

出現種類数

事後調査

工事中

H26 H27 H28

事前調査

工事前

環境影響評価時の現地調査

H23
No. 分類群 和名

選定基準

環境省
RL

沖縄県
RDB
2018

水産庁
DB

WWF H25

春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季

1 紅藻綱 ﾊｲｺﾅﾊﾀﾞ NT NT
2 黄緑藻綱 ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ CR+EN VU 絶滅危惧 ○
3 緑藻綱 ｽｼﾞｱｵﾉﾘ 減少傾向 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 ﾎｿﾊﾞﾛﾆｱ NT NT
5 ﾏｶﾞﾀﾏﾓ NT NT ○
6 ｸﾋﾞﾚｽﾞﾀ DD ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 ｺﾃﾝｸﾞﾉﾊｳﾁﾜ NT NT
8 ﾋﾛﾊｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ NT NT
9 ﾌｻｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ NT NT

10 ｳｽｶﾞｻﾈ VU VU ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 ﾎｿｴｶﾞｻ CR+EN CR+EN 絶滅危惧 ○ ○ ○ ○ ○
12 ｶｻﾉﾘ NT NT 危急 ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 ｳﾐﾋﾙﾓ NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 ｺｱﾏﾓ VU 希少 ○
16 ｳﾐｼﾞｸﾞｻ NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ NT VU ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 ﾍﾞﾆｱﾏﾓ NT ○ ○
19 ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 ﾎﾞｳﾊﾞｱﾏﾓ NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 14 4 1 11 8 7 11 10 8 9 9 9 5 5 9 6 9 6 6 6 7

単子葉
植物綱

出現種類数

工事中 供用時

事後調査

H29 H30 R1 R2 R3
No. 分類群 和名

選定基準

環境省
RL

沖縄県
RDB
2018

水産庁
DB

WWF R4
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以下の①～④のいずれかに該当しているものを｢重要な種｣として選定した。 

① 環境省 RL：「環境省レッドリスト 2020｣（環境省、令和 2 年 3月 27 日）に記載されている種及び亜種 

・絶滅危惧Ⅰ類  ：絶滅の危機に瀕している種 

・絶滅危惧ⅠA 類：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの 

・絶滅危惧ⅠB 類：絶滅の危機に瀕している種のうち、A 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性

が高いもの 

・絶滅危惧Ⅱ類  ：絶滅の危険が増大している種 

・準絶滅危惧    ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」

に移行する可能性のある種 

・情報不足      ：評価するだけの情報が不足している種 

・地域個体群    ：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

 

②水産庁 DB：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック」（水産庁，平成 12 年）に記載されている種及び亜種 

・絶滅危惧種：絶滅の危機に瀕している種・亜種 

・危急種  ：絶滅の危険が増大している種・亜種 

・希少種  ：存続基盤が脆弱な種・亜種 

・減少種  ：明らかに減少しているもの 

・減少傾向 ：長期的に見て減少しつつあるもの 

 

③沖縄県 RDB：「改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(レッドデータおきなわ)－菌類編・植物編－」（平成 30 年、

沖縄県）に記載されている種及び亜種 

・絶滅危惧Ⅰ類 ：沖縄県では絶滅の危機に瀕している種 

・絶滅危惧ⅠA類：沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

・絶滅危惧ⅠB類：沖縄県では A類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・絶滅危惧Ⅱ類 ：沖縄県では絶滅の危機が増大している種 

・準絶滅危惧    ：沖縄県では存続基盤が脆弱な種 

・情報不足   ：沖縄県では評価するだけの情報が不足している種 

・絶滅のおそれのある地域個体群：沖縄県で地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれの高いもの 

 

④WWF：「WWF Japan Science Report3 日本における干潟海岸とそこに生息する底生動物の現状」(平成 8年、和田)に記載

されている種及び亜種 

・絶滅  ：野生状態ではどこにも見あたらなくなった種 

・絶滅寸前：人為の影響の如何に関わらず、個体数が異常に減少し、放置すればやがて絶滅すると推定される種 

・危険    ：絶滅に向けて進行しているとみなされる種。今すぐ絶滅という危機に瀕するということはないが、現状で

は確実に絶滅の方向へ向かっていると判断されるもの 

・稀少  ：特に絶滅を危惧されることはないが、もともと個体数が非常に少ない種 

・普通  ：個体数が多く普通にみられる種 

・現状不明： 近の生息の状況が乏しい種 
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⑥ 令和 4 年度調査結果のまとめ 

結果概要の経年変化は表 67 に、藻場被度及び構成種の経年変化は図 90 に示すとおりである。 

St.S5 は平成 26 年度秋季、St.S3 及び S4 は平成 28 年度秋季、St.S6 は令和元年秋季以降、被度

が工事前の変動範囲を下回った状況が続いている。 

令和 4 年度の調査結果は、被度が工事前の変動範囲を下回っているものの、閉鎖性海域だけでな

く、改変区域西側及び対照区でも被度の回復がみられていない。 
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表 67（1） 海草藻場の定点調査結果概要 

 

 

 

  

調査時期 事後調査

H22年度 H26年度

H23.2 H23.5 H23.8 H23.10-11 H25.8 H26.1 H26.5

調査地点・項目 冬季 春季 夏季 秋季 夏季 冬季 春季

40% 45% 5% 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 3 4 2 2 2 2 2

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 特になし 特になし 特になし 特になし

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 3 3 3 3 3 3 3

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

10% 10% 15% 15% 15% 15% 15%

構成種数 6 7 7 6 4 4 4

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ

15% 5% 10% 10% 10% 10% 10%

構成種数 3 4 4 4 4 5 5

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 特になし ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

- - - - - 15% 15%

構成種数 - - - - - 4 4

主な出現種 - - - - - ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

- - - - - 5%未満 5%未満

構成種数 - - - - - 2 2

主な出現種 - - - - - 特になし 特になし

- - - - - - -

構成種数 - - - - - - -

主な出現種 - - - - - - -

S1

海草藻場被度

S2

海草藻場被度

S6

海草藻場被度

S7

海草藻場被度

S3

海草藻場被度

S4

海草藻場被度

S5

海草藻場被度

環境影響評価時の現地調査 事前調査

H23年度 H25年度

調査時期

H27年度

H26.7 H26.10 H27.1-2 H27.5 H27.7-8 H27.10 H28.1

調査地点・項目 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季

5%未満 5%未満 0 0 0 0 0

構成種数 1 1 0 0 0 0 0

主な出現種 特になし 特になし なし なし なし なし なし

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 3 4 3 3 3 3 3

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

15% 15% 5%未満 5% 15% 15% 10%

構成種数 4 6 6 7 6 6 5

主な出現種 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ 特になし ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ｳﾐｼﾞｸﾞｻ

20% 20% 5% 10% 10% 15% 15%

構成種数 5 5 5 4 4 5 5

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 特になし ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

15% 5% 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 4 4 3 4 2 2 3

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 2 2 3 3 4 3 3

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

- - 15% 20% 25% 25% 25%

構成種数 - - 3 3 3 2 3

主な出現種 - - ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

H26年度

事後調査

S1

海草藻場被度

S2

海草藻場被度

S6

海草藻場被度

S7

海草藻場被度

S3

海草藻場被度

S4

海草藻場被度

S5

海草藻場被度

注1： 主な出現種は、被度が5%以上確認された種の内、 も被度が高かった種を示す。

注2：  -：St.S5、St.S6（平成26年1月から調査開始）、St.S7（平成27年2月から調査開始）、St.S1（平成28年5月に調査終了）

注3： 平成27年1月に、St.S1の藻場が流出したため、その近傍域にSt.S7を新たに設置し、平成27年1月以降、調査を行った。

注4： St.S1は、海草藻場の回復が見込めないため、H28.7以降調査を実施していないものの、目視観察を継続している。
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表 67（2） 海草藻場の定点調査結果概要 

 

 

 

  

調査時期

H28.5 H28.7 H28.10-11 H29.1 H29.5 H29.7 H29.10-11

調査地点・項目 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季

0 - - - - - -

構成種数 0 - - - - - -

主な出現種 なし - - - - - -

5%未満 5%未満 5% 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 3 3 3 3 3 3 3

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

5% 5% 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 7 6 6 5 5 4 4

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

5% 5% 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 5 5 5 5 5 5 4

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5% 5%

構成種数 3 3 3 3 3 3 3

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 2 1 1 1 1 1 1

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

25% 25% 25% 20% 20% 25% 25%

構成種数 3 3 3 3 3 3 3

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

S7

海草藻場被度

S4

海草藻場被度

S5

海草藻場被度

S6

海草藻場被度

S1

海草藻場被度

S2

海草藻場被度

S3

海草藻場被度

H28年度

事後調査

H29年度

調査時期

H29年度

H30.2 H30.5 H30.7-8 H30.10-11 H31.1 H31.4 R1.7

調査地点・項目 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季

- - - - - - （5%未満）

構成種数 - - - - - - (1)

主な出現種 - - - - - - (特になし)

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 3 3 3 3 3 3 3

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 4 4 4 3 3 4 3

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 4 5 5 5 4 4 4

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 3 3 3 3 3 3 3

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

15% 20% 20% 20% 20% 20% 20%

構成種数 3 3 3 3 3 3 3

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

事後調査

R元年度

S7

海草藻場被度

S4

海草藻場被度

S5

海草藻場被度

S6

海草藻場被度

S1

海草藻場被度

S2

海草藻場被度

S3

海草藻場被度

H30年度

注1： 主な出現種は、被度が5%以上確認された種の内、 も被度が高かった種を示す。

注2：  -：St.S5、St.S6（平成26年1月から調査開始）、St.S7（平成27年2月から調査開始）、St.S1（平成28年5月に調査終了）

注3： 平成27年1月に、St.S1の藻場が流出したため、その近傍域にSt.S7を新たに設置し、平成27年1月以降、調査を行った。

注4： St.S1は、海草藻場の回復が見込めないため、H28.7以降調査を実施していないものの、目視観察を継続している。
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表 67（3） 海草藻場の定点調査結果概要 

 

 

 

 

 

  

調査時期

R1.10 R2.2 R2.7 R3.1-2 R3.7 R4.1 R4.7 R5.1

調査地点・項目 秋季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季

- - - - - - - -

構成種数 - - - - - - - -

主な出現種 - - - - - - - -

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 3 3 3 3 3 2 2 2

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 3 3 3 3 3 3 3 3

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 4 3 3 3 3 3 3 3

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 3 3 3 3 3 3 3 3

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

構成種数 0 0 0 0 0 0 0 0

主な出現種 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 15%

構成種数 3 4 4 5 5 5 5 5

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

事後調査

R2年度R元年度 R3年度 R4年度

S1

海草藻場被度

S2

海草藻場被度

S3

海草藻場被度

S7

海草藻場被度

S4

海草藻場被度

S5

海草藻場被度

S6

海草藻場被度

注1： 主な出現種は、被度が5%以上確認された種の内、 も被度が高かった種を示す。

注2：  -：St.S5、St.S6（平成26年1月から調査開始）、St.S7（平成27年2月から調査開始）、St.S1（平成28年5月に調査終了）

注3： 平成27年1月に、St.S1の藻場が流出したため、その近傍域にSt.S7を新たに設置し、平成27年1月以降、調査を行った。

注4： St.S1は、海草藻場の回復が見込めないため、H28.7以降調査を実施していないものの、目視観察を継続している。
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注 1： St.S1 は海草藻場の回復が見込めないため、H28.7 以降調査を中止している。 

2： 大瞬間風速 35m/s 以上（那覇）が記録された台風を示す。 

 

図 90 海草藻場の経年変化（被度、構成種数） 
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注 1：「葉枯れ割合」は、コドラート（5m×5m）内の海草の葉に占める葉枯れしている割合を示す。 

2： 大瞬間風速 35m/s 以上（那覇）が記録された台風を示す。 

図 91 事業実施区域（定点調査地点）における葉枯れ割合 

 

 

 

注 1：「浮泥堆積割合」は、コドラート（5m×5m）内の浮泥が堆積している割合を示す。 

2： 大瞬間風速 35m/s 以上（那覇）が記録された台風を示す。 

 

図 92 事業実施区域（定点調査地点）における浮泥の堆積状況 
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図 93 埋在生物の生息孔の数の地点間比較（定点調査 5m×5m 枠内） 
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⑦ 工事前調査結果との比較 

 

＜閉鎖性海域＞ 

閉鎖性海域の St.S3、S4、S6 については、工事中の平成 26 年度秋季に St.S3、S4 では被度がそ

れぞれ 15％、20％から 5％未満、5％に低下し、干出による葉枯れにより、生育被度が低下したと

考えられた。その後、平成 27 年度冬季にかけて St.S3、S4 では被度がそれぞれ 10％、15％と被度

の回復がみられた。しかし、平成 28 年度春季以降、St.S3、S4 については、葉枯れ等による被度の

低下がみられ、被度 5％未満の状況が供用時の令和 4 年度冬季まで続いており、被度の回復がみら

れていない要因として葉枯れや埋在生物の生息孔形成に伴う海底起伏による流出・埋没等が考えら

れた。また、St.S6 は、調査開始の平成 25 年度冬季以降、被度 5％未満と低被度であったが、令和

元年度秋季に消失し、その後、令和 4 年冬季で回復がみられていない。 

なお、調査枠の近傍ではリュウキュウスガモの小群落が確認されている。 

一方、主な出現種をみると、St.S3、S4 では、リュウキュウスガモ、マツバウミジグサ、ウミジ

グサがみられていたが、被度低下のみられた平成 28 年度春季以降は、被度 5％以上の主な出現種は

確認されず、マツバウミジグサ等の消長が大きい小型海草が構成種としてみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 94  St.S6 周辺におけるリュウキュウスガモの生育状況（令和 4年度夏季） 

 

 

＜改変区域西側＞ 

改変区域西側の St.S1、S2、S5 については、工事前の平成 23 年 8 月の台風 9号の影響により St.S1

の被度が 45％から 5％に減少した。工事中には、St.S1、S5 で平成 26 年度夏季及び秋季に台風の高

波浪による流出や干出による葉枯れにより、被度の低下がみられた。その後、St.S1 では、平成 26

年度冬季以降には海草藻場が観察されなくなり、新たに調査地点として St.S7 を設けた。St.S7 は

平成 26 年度冬季に被度 15％から平成 27 年度夏季には被度 25％まで増加し、その後も被度 15％か

ら 25％の範囲で推移し、主な出現種もリュウキュウスガモが確認され、大きな変化はみられていな

い。また、St.S2、S5 では、調査開始の平成 25 年度冬季以降、令和 4年度冬季まで、被度 5％未満

から 5％で推移し、大きな変化はみられなった。 
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2) 定点調査（対照区） 

調査位置は図 95、図 96 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 95 海草藻場に係る対照区調査地点  

St.a 

St.b 



 

222 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 96 海草藻場に係る対照区調査地点（詳細） 
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① 藻場の被度 

St.a-1で5％未満～10％、St.a-2で10～15％、St.a-3で10～20％であった。 

St.b-1で5％未満～10％、St.b-2で5％未満、b-3で10％であった。 

 

② 出現種 

海草藻場構成種は、St.a-1～2 ではリュウキュウスガモのみが確認された。St.a-3 ではリュウキ

ュウスガモとウミジグサが確認された。St.b-1 ではリュウキュウスガモとウミヒルモ、St.b-2 で

はリュウキュウスガモとウミジグサ、St.b-3 ではリュウキュウスガモ、ベニアマモ、ウミヒルモ、

マツバウミジグサの 4種が確認された。 

 

③ 生育環境 

いずれの地点においても底質は小礫や砂が中心であった。 

浮泥の堆積はほとんどみられなかった。 

底生生物の生息孔は確認されなかった。 

 

④ その他の状況 

St.a-1、a-2、b-1 ではヒメマツミドリイシやエダコモンサンゴが生育し、海草と競合している状

況であった（図 97）。しかしながら、令和 4年度夏季にサンゴの多くが死亡していた。サンゴが死

亡してから 1 か月以上が経過していたと推定されるため、死亡要因の特定は難しいものの、サンゴ

の減少に伴い、海草の生育状況が変化する可能性が考えられる。 

夏季の葉枯れ割合は沖側の地点である St.a-3、St.b-3 で葉枯れがみられた（葉枯れ割合 30％）。

冬季は St.b-2 で葉枯れ割合 5％未満、それ以外の地点で葉枯れ割合 20～40％であった。冬季の葉

枯れは、夜間大潮干潮時の冬季季節風の吹き付けによる低水温と乾燥によるものと考えられる。 

夏季は全地点において、付着藻類はみられないか、付着割合 5％未満と少なかった。冬季は、付

着割合 5～30％でみられた。 

St.b-1～b-3 では葉長の短いリュウキュウスガモがみられた（図 98）。リュウキュウスガモの根

元付近が直線的に切断されており、近傍にテッポウエビ属やアナエビ科など海草を切断する生物の

生息孔がみられなかったことから、アオウミガメによる食害を受けた可能性がある。 
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図 97  St.a-1 におけるサンゴ斃死（左：令和 3 年度冬季、右：令和 4年度夏季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 98 葉長の短いリュウキュウスガモ（St.b-1） 

 

 

⑤ 令和 4 年度調査結果のまとめ 

結果概要の経年変化は表 68 に、藻場被度の経年変化は図 99 に、藻場構成種の経年変化は図 100

に示すとおりである。 

令和 4 年度においては、令和 3 年度と比べ、6地点中 4 地点（St.a-1、a-2、a-3、b-1）で被度が

低下した。St.a-1 では過年度よりサンゴ類が増加しており、St.a-2 では、令和 3 年度冬季に葉枯

れ割合が 20％と比較的高く、St.b-1 では葉長が短いリュウキュウスガモが多くみられた。 

  

令和3年度冬季にはヒメマツミドリイ
シが被度 10％で成育していた 

令和 4 年度夏季にヒメマツミドリ
イシの斃死を確認 
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表 68（1） 海草藻場に係る対照区における調査結果概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：出現種は、被度が 5％以上確認された種の内、 も被度が高かった種を示す。 

  

調査時期

H24年度

H25.3 H25.8 H26.1 H26.5 H26.7 H26.10 H27.1

調査地点・項目 春季 夏季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季

20% 20% 20% 20% 30% 30% 30%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

25% 35% 30% 30% 40% 40% 40%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

15% 30% 15% 15% 20% 25% 20%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

25% 40% 35% 30% 35% 40% 40%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

35% 40% 40% 40% 45% 45% 45%

構成種数 1 1 2 2 2 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

15% 15% 15% 5%未満 5% 15% 5%

構成種数 4 4 4 4 4 4 4

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 特になし 特になし ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

ﾍﾞﾆｱﾏﾓ

調査時期

H27.5-6 H27.7 H27.10 H28.2 H28.5 H28.7 H28.10

調査地点・項目 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季

30% 30% 30% 25% 25% 30% 30%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

40% 40% 40% 40% 35% 35% 35%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

25% 30% 35% 30% 25% 25% 30%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

45% 45% 35% 35% 35% 40% 40%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

45% 45% 40% 35% 35% 35% 30%

構成種数 1 2 2 2 2 2 2

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

5% 10% 15% 15% 10% 10% 20%

構成種数 4 4 4 4 4 4 4

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

調査時期

平成28年度

H29.1 H29.5 H29.8 H29.11 H30.1-2 H30.5 H30.7

調査地点・項目 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季

30% 30% 30% 25% 25% 20% 30%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

30% 35% 35% 35% 30% 30% 35%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

25% 30% 35% 30% 25% 25% 30%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

35% 35% 35% 30% 25% 25% 30%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

25% 30% 30% 30% 25% 25% 25%

構成種数 2 2 1 1 1 1 2

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

15% 15% 15% 20% 15% 15% 15%

構成種数 4 4 4 4 4 4 4

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

海草藻場被度

St.b-2

海草藻場被度

St.b-3

海草藻場被度

St.a-3

海草藻場被度

海草藻場被度

St.b-2

海草藻場被度

St.b-3

St.a-1

海草藻場被度

St.a-2

海草藻場被度

海草藻場被度

モニタリング調査

平成26年度

事前調査

平成25年度

St.b-2

St.a-3

海草藻場被度

St.b-1

St.a-3

St.a-1

海草藻場被度

St.a-2

海草藻場被度

海草藻場被度

St.b-1

St.b-1

海草藻場被度

海草藻場被度

St.a-1

海草藻場被度

平成28年度

海草藻場被度

St.b-3

St.a-2

海草藻場被度

平成29年度 平成30年度

モニタリング調査

モニタリング調査

平成27年度
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表 68（2） 海草藻場に係る対照区における調査結果概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：出現種は、被度が 5％以上確認された種の内、 も被度が高かった種を示す。 

  

調査時期

令和2年度

H30.10 H31.1-2 H31.4 R1.7-8 R1.10 R2.1 R2.7
調査地点・項目 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 夏季

25% 25% 25% 30% 20% 20% 20%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

25% 25% 25% 30% 25% 25% 25%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

25% 25% 25% 30% 25% 25% 25%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

25% 25% 30% 25% 25% 25% 20%

構成種数 1 1 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

20% 20% 20% 25% 20% 20% 15%

構成種数 1 2 2 2 2 2 2

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

20% 15% 15% 20% 20% 20% 15%

構成種数 4 4 4 4 4 4 4

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

調査時期

令和2年度

R3.1 R3.7 R4.1 R4.7 R5.1
調査地点・項目 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季

15% 15% 15% 10% 5%未満

構成種数 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 特になし

20% 20% 20% 15% 10%

構成種数 1 1 1 1 1

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

25% 20% 20% 20% 10%

構成種数 1 1 1 2 2

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

20% 15% 15% 10% 5%未満

構成種数 1 2 2 2 2

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 特になし

5% 5%未満 5%未満 5%未満 5%未満

構成種数 2 2 2 2 2

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 特になし 特になし 特になし 特になし

15% 15% 10% 10% 10%

構成種数 4 4 4 4 4

主な出現種 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ
ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

ﾍﾞﾆｱﾏﾓ
ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

平成30年度 平成31年度(令和元年度)

モニタリング調査

令和3年度 令和4年度

モニタリング調査

St.a-1

海草藻場被度

St.a-2

海草藻場被度

St.b-3

海草藻場被度

St.a-3

海草藻場被度

St.b-1

海草藻場被度

St.b-2

海草藻場被度

St.a-1

海草藻場被度

St.a-2

海草藻場被度

St.a-3

海草藻場被度

St.b-1

海草藻場被度

St.b-2

海草藻場被度

St.b-3

海草藻場被度
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注： 大瞬間風速 35m/s 以上（那覇）が記録された台風を示す。 

図 99 藻場被度の経年変化 

 

 

 
注： 大瞬間風速 35m/s 以上（那覇）が記録された台風を示す。 

図 100 藻場構成種数の経年変化 
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⑥ 工事前調査結果との比較 

経年変化をみると、平成 26 年度から平成 28 年度にかけては、台風による波浪や冬季～春季にか

けての葉枯れにより低下した被度が夏季に回復する傾向がみられたが、平成 29 年度から平成 30 年

度にかけては、夏季にかけての回復が小さくなり、令和元年度夏季を 後に被度回復がみられず、

被度の低下傾向が続いている。令和 4 年度には、全ての調査地点において被度が工事前の変動範囲

を下回っていた。被度が低下した後に回復しない状況は事業実施区においても確認されている。 

また、主な出現種については、すべての地点でリュウキュウスガモが多く、構成種数は 1～4 種

で、地点ごとに大きな変化はみられていない。 
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2.5.9 クビレミドロ 

 調査方法 

瀬長島北側の深場におけるクビレミドロの生育場において、月 1 回の頻度で潜水目視観察等により

クビレミドロの分布の有無を観察した。観察により、クビレミドロの藻体の生育状況（被度）、分布面

積、分布状況（高被度域の分布箇所など）、地形（水深、底質の概観）、浮泥の堆積状況の項目につい

て記録し、クビレミドロの分布状況を把握した。 

 

 調査時期及び調査期間 

表 69 クビレミドロの調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

クビレミドロ 4～6月及び 1～3月に月 1回 
工事の実施時及び 

供用後 3年間を想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 101 クビレミドロに係る事後調査範囲 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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 令和 4 年度調査結果 

クビレミドロの残存域の被度別生育面積は表 70 に、クビレミドロの調査結果概況は表 71 に、生

育面積の経年変化は図 103 に、分布状況の変化は図 104 に示すとおりである。 

 

 

1) 生育面積と被度 

残存域における生育面積は、令和 4 年 4 月に 13.8ha であったが、6 月には 1.1ha まで減衰した。

令和 5 年 1月～4 月には 5.2～13.0ha と 4 月が最大であった。 

被度については、令和 4 年 4 月、令和 5 年 2～4 月には被度 1～5％、1％未満の分布域が確認さ

れ、被度 1％未満の分布域が最も大きかった。令和 4 年 5～6 月及び令和 5 年 1 月には被度 1％未満

の分布域のみが確認された。 

 

2) 生育環境 

① 底質基盤 

クビレミドロが確認された地点における底質は、大部分が砂泥もしくは細砂であった。 

なお、クビレミドロが確認された地点におけるコドラート内（30 ㎝×30 ㎝）の生物生息孔は大部

分が 1～10 か所もしくは 11～50 か所であった。 

 

② 浮泥の堆積状況 

全ての地点で浮泥の堆積厚が0～1mmであった。St.28における浮泥堆積状況の経年比較（図 102）

をみると、堆積厚は平成 29 年 4 月に 3mm であったが、平成 30 年 4 月～令和 4 年 4 月には 1mm もし

くは 1mm 未満であった。 

 

表 70 クビレミドロの被度別生育面積（残存域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：ha

調査年月

項目 4月 5月 6月 1月 2月 3月 4月

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4.5 0.0 0.0 0.0 0.6 1.4 1.4

9.3 4.8 1.1 5.2 9.5 11.5 11.5

13.8 4.8 1.1 5.2 10.1 12.9 13.0

被度1～5％

被度1％未満

合計

事後調査

令和4年 令和5年

被度6～10％

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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St.28 

H29.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

堆積厚 3mm 

R2.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

堆積厚 1mm 

H30.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堆積厚 1mm 

R3.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堆積厚 1mm 

H31.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堆積厚 1mm 未満 

R4.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堆積厚 1mm 

図 102 浮泥の堆積状況 
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 令和 4 年度調査結果のまとめ 

クビレミドロの調査結果概況（残存域）を表 71 及び図 103 に、分布状況の経年変化は図 104 に示

すとおりである。 

平成23年から令和5年において、各年における生育面積の最大値は10.4～15.5haの範囲にあった。

令和 5 年 4 月の間の生育面積の最大値は 13.0ha であり、過去各年の最大値の変動範囲内であり、工

事前とほぼ同程度であった。 

被度については、令和 5 年には被度 1％以上の分布域については工事前よりはやや少ないものの、

浮泥の増加等は確認されていない。 

令和 5 年の最盛期の分布面積は、工事前と同程度であった。 
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表 71 クビレミドロの調査結果概況（残存域） 

 

注：上記の生育面積は海域改変区域内を除く残存域のみの面積を示す。 

  

単位：ha

調査年月

項目 2月 3月 4月 5月 6月 1月 2月 3月 4月

0.7 0.8 0.9 1.0 0 0.8 0.8 1.3 1.9

1.1 5.0 6.9 7.6 0 4.1 4.7 6.7 9.0

9.9 8.0 5.6 5.0 0 6.4 5.9 3.1 2.5

11.7 13.9 13.4 13.5 0 11.3 11.4 11.2 13.3

調査年月

平成28年

項目 5月 6月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 1月

0 0 0 0 0.6 0 0 0 0

5.0 0 0 1.4 1.4 0.7 0 0 0

7.6 0 11.6 10.4 9.2 10.5 4.7 0.07 9.7

12.5 0 11.6 11.8 11.2 11.2 4.7 0.07 9.7

調査年月

項目 2月 3月 4月 5月 6月 1月 2月 3月 4月

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0.5 0 0 0 0 0 0.5

11.8 14.2 13.9 8.0 0.5 0.8 7.8 8.5 9.8

11.8 14.2 14.4 8.0 0.5 0.8 7.8 8.5 10.4

調査年月

平成31年

項目 5月 6月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 1月

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0.1 1.6 0 0 0

9.1 0.2 7.2 9.6 12.3 13.9 9.2 3.4 3.4

9.1 0.2 7.2 9.6 12.4 15.5 9.2 3.4 3.4

調査年月

項目 2月 3月 4月 5月 6月 1月 2月 3月 4月

0.3 0.9 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2

1.0 3.4 8.1 0.8 0.0 0.0 0.3 2.2 7.4

9.3 7.0 5.2 13.4 6.4 9.6 11.1 9.4 5.8

10.6 11.4 14.8 14.3 6.4 9.6 11.4 11.6 14.3

調査年月

令和4年

項目 5月 6月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 1月

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.9 0.0 0.0 0.0 1.3 0.9 0.0 0.0 0.0

6.8 0.7 7.0 12.1 12.2 12.7 9.5 0.4 5.3

7.7 0.7 7.0 12.1 13.5 13.6 9.5 0.4 5.3

調査年月

項目 2月 3月 4月 5月 6月 1月 2月 3月 4月

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.9 4.5 0.0 0.0 0.0 0.6 1.4 1.4

9.3 11.6 9.3 4.8 1.1 5.2 9.5 11.5 11.5

9.3 12.5 13.8 4.8 1.1 5.2 10.1 12.9 13.0

過年度調査 環境影響評価時の現地調査 事前調査

平成23年 平成23年 平成26年

被度6～10％

被度1～5％

被度1％未満

合計

被度6～10％

被度6～10％

被度1～5％

被度1％未満

合計

被度1～5％

被度1％未満

合計

被度6～10％

被度6～10％

被度1～5％

被度1％未満

合計

被度1％未満

合計

被度6～10％

被度1～5％

被度1％未満

合計

被度1～5％

被度1％未満

合計

事後調査

事後調査

平成26年 平成27年

平成28年 平成29年

平成29年

令和元年

事後調査

平成31年 令和2年

被度6～10％

被度1～5％

平成26年

令和4年

令和2年

事後調査

令和3年

事後調査

平成30年

事後調査

令和5年

事後調査
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注 1：平成 26 年 4月は工事中に、令和 2 年 4月は供用時にあたるが、クビレミドロが冬季に生育することを考慮して工事

前、工事中の区分とした。 

 2：海藻量は、被度別の面積の変化を視覚化した指標で、各被度の中間値にそれぞれの面積を乗じた値の合計である。 

例）6％以上～10％未満(中間値 8) ：x ha、 

1％以上～5％未満(中間値 3) ：y ha、 

1％未満     (中間値 0.5)：z ha の場合、海藻量は(8×x＋3×y＋0.5×z)。 

 3：最大瞬間風速 35ｍ/s 以上（那覇）が記録された台風を示す。 

 

図 103 クビレミドロの生育面積の経年変化（残存域） 
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重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 104（1） クビレミドロ分布状況の変化 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 104（2） クビレミドロ分布状況の変化 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 104（3） クビレミドロ分布状況の変化 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 104（4） クビレミドロ分布状況の変化 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 104（5） クビレミドロ分布状況の変化 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 104（6） クビレミドロ分布状況の変化 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 104（7） クビレミドロ分布状況の変化 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 104（8） クビレミドロ分布状況の変化 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 104（9） クビレミドロ分布状況の変化 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 104（10） クビレミドロ分布状況の変化 

 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 104（11） クビレミドロ分布状況の変化 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 



 

246 

 工事前調査結果との比較 

平成 23 年から令和 5 年において、各年における生育面積の最大値は、工事前に 11.3～13.9ha、工

事中に 11.8～15.5ha、供用時に 13.5～14.3ha の範囲にあり、平成 29 年にわずかに減少しているもの

の、その後は概ね工事前の変動範囲内であった。 

被度については、平成 23 年と平成 26 年には、被度 1％以上の分布域が半分以上を占めたが、平成

27 年～平成 30 年には 2割未満、平成 31 年～令和 2 年には 6 割程度、令和 3 年は 1割未満、令和 4 年

では 3 割程度、令和 5 年が 1 割未満と変動がみられた。また、工事前にみられた被度 6～10％の分布

域については、平成 31 年及び平成 2 年にみられていたが、それ以外の調査年ではみられていない。 

被度低下の要因としては、自然変動が考えられるが、人的要因として、生育範囲付近の埋立工事が

平成 27 年 6 月から平成 28 年 6 月にかけて行われ、別事業による浚渫工事が、平成 26 年 12 月から平

成 27 年 4 月と平成 28 年 10 月から平成 29 年 5 月まで行われた。生育範囲は全域が砂泥底であり、浮

泥の堆積状況を判別しにくいが、平成 28 年度及び平成 29 年度調査では、複数の地点において浮泥の

堆積が確認された。クビレミドロ藻体上への堆積も確認されており、このような浮泥の堆積がクビレ

ミドロの被度を低下させる要因の 1 つとして考えられた。 

ただし、その後の調査では、ほぼ全ての地点で浮泥厚は 1mm 以下に減少し、それに伴い、平成 31 年

4 月及び令和 2 年 4 月には被度 1％以上の分布域は 6 割程度まで増加し、被度 6～10％の分布域もみら

れた。その後、浮泥厚は 1mm 以下を維持しているものの、生育被度は増減を繰り返している状況であ

る。 

 

 

  



 

247 

2.5.10 海域生物の生息・生育環境（水質） 

 調査方法 

「水質調査方法」(環境庁)等に基づき、バンドーン型採水器等を用いて、下げ潮時に海面下 0.5m 層

より採水した。また、現場測定項目については、採水時当日の天候、気温、風速、波高、潮汐状況、

測点、水温、試料の外観、周囲の状況等を記録した。また、水温・塩分については、CTD（「Conductivity 

Temperature Depth profiler」の略称であり、電気伝導度・水温・深度を計測する機器）により、鉛

直分布を記録した。 

生活環境項目及びその他の項目については、JIS 等に定められた公定法により分析した。 

 

表 72 水質の調査項目及び分析方法 

区分 調査項目 分析方法 

生活環境項目 

pH（水素イオン濃度） JIS K 0102  12.1 

DO（溶存酸素量） JIS K 0102  32.1 

n-ヘキサン抽出物質 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 12 

大腸菌群数 昭和 46 年環境庁告示第 59 号 

別表 2の 1 の(1)のア備考 4 

COD（化学的酸素要求量） JIS K 0102  17 

その他の項目 

T-N（全窒素） JIS K 0102  45.4 

T-P（全リン） JIS K 0102  46.3 

クロロフィル a 河川水質試験方法（案）（1997）Ⅱ 58 

SS（浮遊物質量） 昭和 46 年環境庁告示第 59 号 付表 9 

濁度 JIS K 0101  9.4 

 

 

 調査時期及び調査期間 
 

表 73 水質の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

水質 四季 夏季・冬季 
工事の実施時及び 

供用後 3年間を想定 
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図 105 海域生物の生息・生育環境に係る事後調査地点（水質） 
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 令和 4 年度調査結果 

1) 現場測定項目 

現場測定項目の結果は表 74 に示すとおりである。また、水温、塩分の鉛直分布は図 106 に示す

とおりである。 

 

① 夏季 

(a) 水温 

採水層（0.5m）における水温は、閉鎖性海域（St.2、4、8、9、10）は 29.6～30.8℃、閉鎖性海域

以外（St.1、3、5、6、7）は 29.3～29.9℃であり、閉鎖性海域では St.2 が最も高く、閉鎖性海域

以外では St.7 が最も高かった。 

各地点の鉛直分布については、St.1、2 において採水層と海底直上で 2.0℃～2.3℃の差が確認さ

れた。その他の地点について、採水層と海底直上で大きな水温の差はなかった。 

 

(b) 塩分 

採水層(0.5m)における塩分は、33.7～34.2 で、地点間で塩分の差はほとんどなかった。 

各地点の鉛直分布ついては、すべての地点において採水層と海底直上で大きな塩分の差はなかっ

た。 

 

② 冬季 

(a) 水温 

採水層（海面下 0.5m）における水温は、閉鎖性海域（St.2、4、8、9、10）は 18.1～20.9℃、閉

鎖性海域以外（St.1、3、5、6、7）は 20.9～21.9℃であり、閉鎖性海域では St.2 が最も高く、閉

鎖性海域以外では St.1、5 が最も高かった。 

各地点の鉛直分布については、すべての地点において採水層と海底直上で大きな差はなかった。 

 

(b) 塩分 

採水層（海面下 0.5m）における塩分は、34.3～34.5 で、地点間での差はほとんどなかった。 

各地点の鉛直分布ついては、すべての地点において採水層と海底直上で大きな差はなかった。 
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表 74（1） 現場測定項目（夏季） 

 

  

調査日：令和4年8月16日

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5

下げ 下げ 下げ 下げ 下げ

9:56 10:33 10:25 10:22 11:03

晴 晴 晴 晴 晴

4 5 5 6 6

南南東 南 南 南 南

4.9 5.3 5.3 4.5 5.3

3 1 1 2 3

31.0 31.5 31.0 31.0 31.4

19.2 9.6 1.0 1.2 15.8

29.5 30.8 29.3 30.5 29.3

11.5 1.7 着底 着底 8.5

2 4 3 4 3

なし なし なし なし なし

なし あり なし あり なし

なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし

St.6 St.7 St.8 St.9 St.10

下げ 下げ 下げ 下げ 下げ

10:02 10:42 11:10 9:48 9:48

晴 晴 晴 晴 晴

6 6 7 6 7

南南東 南 南 南南東 南南東

4.9 5.3 5.6 4.7 4.7

2 2 2 2 1

32.5 32.0 32.0 31.0 32.0

2.6 2.4 5.1 1.0 0.9

29.6 29.9 30.2 30.3 29.6

着底 1.6 2.6 着底 着底

5 5 4 4 4

なし なし なし なし なし

あり あり あり なし なし

なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし

汚濁負荷源の状況

採水地点周辺状況

透明度

油膜

臭気

備考

水色

濁り

風速（m/s）

波高（風浪階級）

気温（℃）

水深（ｍ）

水温（℃）

潮時

採水時間

天気

雲量

風向

汚濁負荷源の状況

採水地点周辺状況

調査地点

水温（℃）

透明度

油膜

臭気

備考

水色

濁り

調査地点

潮時

採水時間

天気

雲量

風向

風速（m/s）

波高（風浪階級）

気温（℃）

水深（ｍ）

注3：水色はフォーレル水色標準液に対応する水色階級を示した。
注2：位置だしの方法・測点・角度はGNSSにて行った。
注1：波高は風浪階級により観測した。
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表 74（2） 現場測定項目（冬季） 

 

  

調査日：令和5年1月10日

調査地点 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5

潮時 下げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮

採水時間 9:59 10:27 9:31 9:51 10:26

天気 曇 曇 曇 曇 曇

雲量 9 8 9 9 9

風向 東北東 東北東 北東 北東 東北東

風速（m/s） 4.6 5.0 4.6 4.4 5.0

波高（風浪階級） 3 2 2 2 3

気温（℃） 19.1 20.5 18.8 20.0 19.0

水深（ｍ） 19.4 10.9 1.1 1.0 15.8

水温（℃） 21.9 20.9 21.8 18.6 21.9

透明度 15.3 6.0 着底 着底 14.9

水色 3 4 4 4 4

油膜 なし なし なし なし なし

濁り なし なし なし なし なし

臭気 なし なし なし なし なし

備考 なし なし なし なし なし

汚濁負荷源の状況 なし なし なし なし なし

採水地点周辺状況 なし なし なし なし なし

調査地点 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10

潮時 下げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮

採水時間 10:01 10:32 11:15 9:32 9:32

天気 曇 曇 曇 曇 曇

雲量 10 7 5 9 10

風向 東北東 東北東 東北東 北東 北東

風速（m/s） 4.6 5.0 6.2 4.6 4.6

波高（風浪階級） 2 2 2 2 2

気温（℃） 19.5 19.5 21.5 20.0 19.0

水深（ｍ） 2.8 2.2 5.0 0.6 0.7

水温（℃） 20.9 21.3 20.4 18.6 18.1

透明度 着底 着底 着底 着底 着底

水色 4 4 4 4 4

油膜 なし なし なし なし なし

濁り なし なし なし なし なし

臭気 なし なし なし なし なし

備考 なし なし なし なし なし

汚濁負荷源の状況 なし なし なし なし なし

採水地点周辺状況 なし なし なし なし なし

注3：水色はフォーレル・ウーレ水色標準液に対応する水色階級を示した。
注2：位置だしの方法・測点・角度はGNSSにて行った。
注1：波高は風浪階級により観測した。
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表 75 現場測定項目（採水前日及び当日の天気等） 

 

 

表 76 風浪階級表 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 77 風力階級表（風力と風速） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採水前日 採水当日 採水前日 採水当日

令和4年8月15日 令和4年8月16日 令和5年1月9日 令和5年1月10日

天気 晴一時雨 晴 晴時々曇 晴時々曇

気温（℃） 30.1 30.6 18.6 20.0

降水量（mm） 1.0 0.0 0.0 0.5

風速（m/s） 5 4.5 2.7 4.4

波高（ｍ） 有義波高 0.23～0.71 0.22～0.55 0.32～0.93 0.25～0.77

潮汐状況 中潮 中潮 中潮 中潮

注1：天気、気温、風速は気象庁ホームページ「過去の気象データ検索：那覇」を基に作成した。

　　　天気は、昼(6:00～18:00)の天気概況、気温は日ごとの平均気温、風速は日ごとの平均風速、

　　　採水当日の降水量については、採水時間までの合計を示す。

注2：波浪はナウファスホームページ「過去のデータ、連続データ速報値：那覇」を基に作成した。

　　　波高は有義波高の最大と最小を、「-」は欠測を示す。

注3：潮汐状況は気象庁ホームページ「潮位表：那覇」を基に作成した。

夏季 冬季

風浪階級 波高

0 no wave

1 0 - 0.10

2 0.10 - 0.50

3 0.50 - 1.25

4 1.25 - 2.50

5 2.50 - 4.00

6 4.00 - 6.00

7 6.00 - 9.00

8 9.00 - 14.00

9 14.00+

さざ波がある

鏡のようになめらかである

記述

異常な状態

非常に荒れている

相当荒れている

波がかなり高い

波がやや高い

かなり波がある

やや波がある

なめらか、小波がある
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図 106（1） 水温、塩分の鉛直分布（夏季）  
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図 106（2） 水温、塩分の鉛直分布（冬季）  
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2) 生活環境項目 

海域の水質調査結果は、表 78 に示すとおりである。 

① 夏季 

(a) pH 

pH は全地点において 8.1～8.2 であり、地点間で変化はみられなかった。 

参考として、環境基準の A 類型（pH：7.8 以上 8.3 以下）と比較すると、全地点において環境基

準を満たしていた。 

 

(b) DO 

DO は 5.9～6.7mg/L であり、全体的に低い値を示していた。 

参考として、環境基準の A 類型（DO：7.5mg/L 以上）と比較すると、全地点において環境基準を

満たさなかったが、DO 飽和度は 95.4～109.5％と高かった。 

酸素等の気体は水温が高いほど溶け込みにくい性質を有しているため、水温が高い沖縄周辺海域

の DO は環境基準以下となることが多い。沖縄県の公共用水質測定結果においても、同様の傾向が

確認されており、水温等の自然要因が大きいと考えられることを述べている出典。 

出典：令和 2 年度水質測定結果(公共用水域及び地下水) 沖縄県環境部 

 

(c) 大腸菌群数 

大腸菌群数は 23～49MPN/100mL であり、St.4、9、10で最も高かった。 

参考として、旧環境基準の A 類型（大腸菌群数：1,000MPN/100mL 以下）と比較すると、全地点に

おいて環境基準を満たしていた。 

注：水質汚濁に係る環境基準は大腸菌群数が削除され、大腸菌数が追加となった。(施工日：令和 4年 4月 1 日) 

 

(d) n-へキサン抽出物質 

n-へキサン抽出物質は全地点において、定量下限値（0.5mg/L）未満であり、検出されなかった。 

参考として、環境基準の A 類型（n-へキサン抽出物：検出されないこと）と比較すると、全地点

で環境基準を満たしていた。 

 

(e) COD 

COD は 1.4～2.0mg/L であり、St.1、3 が比較的低い値であった。 

参考として、環境基準の A 類型（COD：2mg/L 以下）と比較すると、全地点で環境基準を満たして

いた。 

 

(f) T-N（全窒素） 

T-N は 0.09～0.17mg/L であり、St.9 で最も高かった。 

参考として、環境基準の I 類型（T-N：0.2mg/L 以下）と比較すると、全地点で環境基準を満たし

ていた。 
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(g) T-P（全りん） 

T-P は 0.006～0.018mg/L であり、St.9 で最も高かった。 

参考として、環境基準の I 類型（T-P：0.02mg/L 以下）と比較すると、全地点で環境基準を満た

していた。 

 

(h) クロロフィル a 

クロロフィル a は 0.36～5.01μg/L であり、St.10 で最も高かった。 

 

(i) SS 

SS は定量下限値（1mg/L）未満～5mg/L であり、St.9 で最も高かった。 

 

(j) 濁度 

濁度は 0.2～5.9 度カオリンであり、St.9 で最も高かった。 

 

② 冬季 

(a) pH 

pH は全地点で 8.1 であり、地点間で変化はみられなかった。 

参考として、環境基準の A 類型（pH：7.8 以上 8.3 以下）と比較すると、全地点において環境基

準を満たしていた。 

 

(b) DO 

DO は 7.2～7.6mg/L であり、全体的に低い値を示していた。 

参考として、環境基準の A 類型（DO：7.5mg/L 以上）と比較すると、St.7、8 以外の地点で環境基

準を満たさなかったが、DO 飽和度は 96.1～106.3％と高かった。 

酸素等の気体は水温が高いほど溶け込みにくい性質を有しているため、水温が高い沖縄周辺海域

の DO は環境基準以下になることが多い。沖縄県の公共用水域水質測定結果においても、同様の傾

向が確認されており、水温等の自然要因が大きいと考えられることを述べている出典。 

出典:令和 2年度水質測定結果（公共用水域及び地下水）沖縄県環境部 

 

(c) 大腸菌群数 

大腸菌群数は 23～350MPN/100mL であり、St.10 が最も高った。 

参考として、旧環境基準の A 類型（大腸菌群数：1,000MPN/100mL 以下）と比較すると、全地点に

おいて環境基準を満たしていた。 

注：水質汚濁に係る環境基準は大腸菌群数が削除され、大腸菌数が追加となった。(施行日：令和4年4月1日) 

 

(d) n-へキサン抽出物質 

ノルマルへキサン抽出物質は全地点において、定量下限値（0.5mg/L）未満であり、検出されなか

った。 

参考として、環境基準の A 類型（ノルマルへキサン抽出物：検出されないこと）と比較すると、
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全地点において環境基準を満たしていた。 

 

(e) COD 

COD は 1.1～1.3mg/L であり、地点間で変化はみられなかった。 

参考として、環境基準の A 類型（COD：2mg/L 以下）と比較すると、全地点において環境基準を満

たしていた。 

 

(f) T-N（全窒素） 

T-N は 0.09～0.12mg/L であり、地点間で変化はみられなかった。 

参考として、環境基準の I 類型（T-N：0.2mg/L 以下）と比較すると、全地点において環境基準を

満たしていた。 

 

(g) T-P（全りん） 

T-P は 0.007～0.009mg/L であり、地点間で変化はみられなかった。 

参考として、環境基準の I 類型（T-P：0.02mg/L 以下）と比較すると、全地点において環境基準

を満たしていた。 

 

(h) クロロフィル a 

クロロフィル a は 0.17～0.49μg/L であり、地点間で変化はみられなかった。 

 

(i) SS 

SS は定量下限値（1mg/L）未満～1mg/L であり、地点間で変化はみられなかった。 

 

(j) 濁度 

濁度は 0.1～0.5 度であり、地点間で変化はみられなかった。 
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表 78（1） 水質の調査結果（夏季） 

 

  

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5

水素イオン濃度(pH)  - 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
（pH測定時水温） ℃ (26.6) (26.2) (26.7) (26.6) (26.9)

溶存酸素量（DO） mg/L 6.5 6.4 6.4 6.5 6.5

(溶存酸素量(DO)飽和度)
※ ％ (103.0) (103.3) (101.1) (104.4) (102.7)

大腸菌群数※ MPN/100mL 23 33 33 49 23

ノルマルヘキサン
抽出物質量(n-hex)

mg/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

化学的酸素要求量
(COD)

mg/L 1.4 1.8 1.4 1.8 1.5

全窒素（T-N） mg/L 0.10 0.15 0.09 0.14 0.10

全燐（T-P） mg/L 0.007 0.012 0.006 0.016 0.007

クロロフィルa※ μg/L 0.94 1.93 0.49 3.24 0.36

浮遊物質量（SS） mg/L <1 1 <1 4 <1

濁度※ 度 0.4 1.9 0.4 3.7 0.2

St.6 St.7 St.8 St.9 St.10

水素イオン濃度(pH)  - 8.1 8.1 8.1 8.2 8.1
（pH測定時水温） ℃ (26.3) (26.2) (26.3) (26.5) (26.3)

溶存酸素量（DO） mg/L 6.2 6.3 5.9 6.7 5.9

(溶存酸素量(DO)飽和度)
※ ％ (98.4) (100.4) (96.3) (109.5) (95.4)

大腸菌群数※ MPN/100mL 23 33 33 49 49

ノルマルヘキサン
抽出物質量(n-hex)

mg/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

化学的酸素要求量
(COD)

mg/L 1.7 1.6 1.7 2.0 1.9

全窒素（T-N） mg/L 0.14 0.10 0.10 0.17 0.16

全燐（T-P） mg/L 0.009 0.012 0.010 0.018 0.017

クロロフィルa※ μg/L 1.97 3.25 2.11 1.67 5.01

浮遊物質量（SS） mg/L 2 2 1 5 4

濁度※ 度 1.7 2.5 1.6 5.9 3.5

注1:※印は計量法第107条の計量対象外の項目を示す。

注2:計量の結果欄に未満の表示の数値は定量下限値を示す。

計量の対象 単位
試料名

調査日：令和4年8月16日　

計量の対象 単位
試料名
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表 78（2） 水質の調査結果（冬季） 

 

  

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5

水素イオン濃度(pH)  - 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
（pH測定時水温） ℃ (23.8) (23.6) (23.6) (24.0) (22.8)

溶存酸素量（DO） mg/L 7.4 7.4 7.2 7.3 7.3

(溶存酸素量(DO)飽和度)
※ ％ (103.5) (101.6) (100.4) (96.1) (102.1)

大腸菌群数※ MPN/100mL 23 33 23 33 23

ノルマルヘキサン
抽出物質量(n-hex)

mg/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

化学的酸素要求量
(COD)

mg/L 1.2 1.2 1.1 1.3 1.2

全窒素（T-N） mg/L 0.10 0.10 0.10 0.12 0.09

全燐（T-P） mg/L 0.007 0.008 0.007 0.008 0.007

クロロフィルa※ μg/L 0.49 0.41 0.44 0.28 0.43

浮遊物質量（SS） mg/L <1 1 <1 1 <1

濁度※ 度 0.1 0.4 0.1 0.5 0.1

St.6 St.7 St.8 St.9 St.10

水素イオン濃度(pH)  - 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
（pH測定時水温） ℃ (23.7) (23.4) (23.4) (22.9) (23.2)

溶存酸素量（DO） mg/L 7.4 7.5 7.6 7.4 7.4

(溶存酸素量(DO)飽和度)
※ ％ (101.6) (103.7) (106.3) (100.3) (99.3)

大腸菌群数※ MPN/100mL 33 23 23 33 350

ノルマルヘキサン
抽出物質量(n-hex)

mg/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

化学的酸素要求量
(COD)

mg/L 1.3 1.3 1.3 1.3 1.2

全窒素（T-N） mg/L 0.09 0.10 0.10 0.10 0.12

全燐（T-P） mg/L 0.008 0.009 0.009 0.009 0.009

クロロフィルa※ μg/L 0.47 0.46 0.20 0.17 0.25

浮遊物質量（SS） mg/L <1 <1 1 1 <1

濁度※ 度 0.2 0.2 0.3 0.4 0.5

注1:※印は計量法第107条の計量対象外の項目を示す。

注2:計量の結果欄に未満の表示の数値は定量下限値を示す。

計量の対象 単位
試料名

調査日：令和5年1月10日　

計量の対象 単位
試料名
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 令和 4 年度調査結果のまとめ 

水質の経年変化は図 107 に示すとおりである。 

令和 4 年度は、COD や栄養塩類の指標である T-N、T-P は全ての地点で環境基準を満たしており、

大きな変化はみられていない。 

SS 及び濁度について、閉鎖性海域の St.4、9、10 において、工事前の変動範囲を上回っていた。

主に水深が浅い St.9、10 で高く、過年度同様、底質の巻き上がり等によるものと考えられる。 

クロロフィル a について、夏季に St.5 を除くすべての地点において、工事前の変動範囲を上回っ

ていたものの、過年度にも同程度の値が確認されており、クロロフィル aと関連する植物プランクト

ンの細胞数は工事前の変動範囲内であった。 

令和 4 年度の調査結果は、夏季は COD、T-P、クロロフィル a、SS 及び濁度が工事前の変動範囲を

上回っている地点があったものの、冬季は概ね工事前の変動範囲内であった。 
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注：St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋
季まで汚濁防止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

 

図 107（1） 水質の経年変化 
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注 1：St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋

季まで汚濁防止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

注 2：COD の当該海域は環境基準の類型指定は受けておらず、A 類型の基準(2mg/L) を示している。 

図 107（2） 水質の経年変化 
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注 1：St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋

季まで汚濁防止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

注 2：T-N（全窒素）の当該海域は環境基準の類型指定は受けておらず、Ⅰ類型の基準（0.2mg/L）を示している。 

注 3：T-P（全りん）の当該海域は環境基準の類型指定は受けておらず、Ⅰ類型の基準（0.02mg/L）を示している。 

図 107（3） 水質の経年変化 
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注：St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋

季まで汚濁防止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

図 107（4） 水質の経年変化 
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注：St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋
季まで汚濁防止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

図 107（5） 水質の経年変化 

 

 
出典：沖縄県公共用水域 水質測定結果（令和 3年度）沖縄県ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：○の色はグラフの凡例と同じとした。 

図 108 沖縄島における水質 COD の経年変化（公共用水域水質調査結果） 
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 工事前調査結果との比較 

調査期間を通じて、pH、n-ヘキサン抽出物質は概ね工事前の変動範囲内であり、参考として環境

基準と比較すると、基準値を下回っていた。大腸菌群数は令和 3年度夏季及び冬季に工事前の変動範

囲を上回った地点がみられたものの、それ以外の期間では概ね工事前の変動範囲内であった。 

DO は概ね工事前の変動範囲内であったが、参考として環境基準と比較すると、基準値を下回るこ

とがあったが、全体的に DO 飽和度は高かった。酸素等の気体は水温が高いほど溶け込みにくい性質

を有しているため、他の海域より水温が高い沖縄周辺海域の DO は環境基準以下となることが多い。

沖縄県の公共用水質測定結果においても、同様の傾向が確認されており、水温等の自然要因が大き

いと考えられることを述べている出典。 

COD は、平成 26 年度から平成 29 年度にかけて工事前の変動範囲を上回ったが、平成 30 年度以降

は、令和 3年度夏季を除き、概ね工事前の変動範囲内であり、参考として環境基準と比較すると、基

準値を下回っていた。平成 26年度から平成 29 年度の増加については、沖縄島における公共用水域水

質測定結果と比較しても同様な状況がみられており、原因は不明であるが、海域全体での増加と考

えられる（図 108）。また、令和 3 年度夏季及び令和 4 年度夏季にも降雨による影響と考えられる COD

の増加がみられた（調査前の降雨状況、資料 2 本編 p83、図 40）。 

栄養塩類の指標である T-N、T-P は St.7、St.8 や St.10 で一時的な増加がみられたものの、概ね工

事前の変動範囲内であり、参考として環境基準と比較すると、基準値を下回っていた。 

クロロフィル aは平成 26 年度、平成 27 年度及び令和 3年度夏季に多くの地点で上昇しており、い

ずれも降雨により、栄養塩類を含んでいると推察される陸水の一時的な影響を受けたものと考えら

れ、植物プランクトンの細胞数も多かったことから、増殖に伴う一時的な上昇と考えられる。平成

30 年度夏季及び令和元年度夏季においても、クロロフィル a が増加した。植物プランクトンの細胞

数も増加しており、増殖に伴う一時的な上昇と考えられるが、調査前に降雨等は確認されておらず、

栄養塩類の指標である T-N、T-P の上昇もみられていないことから、明確な要因は不明である。令和

4 年度夏季に St.5 を除くすべての地点において、工事前の変動範囲を上回っていたものの、過年度

にも同程度の値が確認されており、植物プランクトンの細胞数は工事前の変動範囲内であった。 

SS及び濁度は、調査期間を通じて夏季に高い傾向がみられ、特にSt.9、10で高かった。また、St.7

においても、SS 及び濁度がほかの地点に比べて高い傾向がみられた。St.7 は伊良波排水路の河口付

近に位置している地点であり、降雨時の陸水流入等によるものと考えられる。 

なお、T-N、T-P、SS、濁度については、これまでの調査で St.7 の SS が高い時に St.4、6、8 も比

較的高く、伊良波排水路や与根前面の干潟泥粒子が台風のうねり等で閉鎖性海域に侵入した可能性

も考えられる。St.9 及び St.10 は伊良波排水路からの陸水の流入や、干潟域で水深が浅く、湾入し

ていることから、底質のまきあがりがみられる地点であり、T-N、T-P、SS や濁度が比較的高い傾向

がみられていた。 

 

出典:令和 2年度水質測定結果（公共用水域及び地下水）沖縄県環境部 
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2.5.11 海域生物の生息・生育環境（底質） 

 調査方法 

「底質調査方法」（環境庁）及び「赤土等流出防止対策の手引き」（沖縄県環境保健部）に基づき、

スミス・マッキンタイヤー型採泥器を用い、ダイバーにより直接採泥するものとし、1 地点から 3 回

以上採泥した。岩礁、サンゴ礁等表面が砂泥質でない場合は、地点近傍あるいは間隙に溜まっている

砂泥質を採取した。また、現場測定項目については、泥温、外観、臭気等を記録した。一般項目及び

SPSS については底質分析法、JIS 等に定められた公定法により分析した。 

なお、外観については、採泥した土砂を船上でバットに移し、混合した状態で、目視により観察し

た結果を記録した。粒度組成は、この土砂を用いて分析する。しかし、75mm 以上の砂礫は粒度組成分

析の対象外であるため、75mm 以上の砂礫による底質状況を確認するために、外観の性状を記録すると

ともに、分析サンプルのチェックにも用いた。 

 

表 79 底質の調査項目及び分析方法 

区分 調査項目 観測方法・分析方法 

観測項目 

泥温 水銀温度計 

泥臭 ― 

泥色 土色帳 

外観 ― 

一般項目 

粒度組成 JIS A 1204  

含水比 JIS A 1203  

強熱減量（IL） 
平成 24 年環水大水発第 120725002 号 

底質調査方法Ⅱ.4.2 

硫化物（T-S） 
平成 24 年環水大水発第 120725002 号 

底質調査方法Ⅱ.4.6 

COD 
平成 24 年環水大水発第 120725002 号 

底質調査方法Ⅱ.4.7 

その他 SPSS 
赤土流出防止対策の手引き(平成 3 年 沖縄県環境保

健部)に準拠 

 

 

 調査時期及び調査期間 

 

表 80 底質の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 工事の実施
時 

存在・供用時 

底質 四季 夏季・冬季 
工事の実施時及び 
供用後 3年間を想定 
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注：1.St.1、St.3、St.5 は改変区域内に位置すること及び汚濁防止膜の展張状況を踏

まえ、環境影響評価書の事後調査計画から調査地点を移動した。 

2.工事による底生動物への生息環境への影響を把握するため、環境影響評価書の事

後調査計画へ底質の調査地点（St.11～18）を追加した。 

3.St.2 は調査地点が汚濁防止膜内に入るため、汚濁防止膜の外で工事影響をみる

地点として、平成 26 年度夏季に調査地点を一時的に移動した。同様の理由で平

成 28 年度冬季から平成 29 年度秋季も一時的に St.2'に調査地点を移動した。 

 

図 109 海域生物の生息・生育環境に係る事後調査地点（底質） 
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 令和 4 年度調査結果 

1) 現場測定項目 

現場測定項目の結果は表 81 及び表 82 に示すとおりである。 

 

① 夏季 

(a) 泥温 

泥温は 28.5～34.0℃であった。 

 

(b) 臭気 

臭気は確認されなかった。 

 

(c) 外観 

St.1、10、13、17 は砂、St.2、7、8 で砂泥、その他の地点は砂礫であった。 

 

② 冬季 

(a) 泥温 

泥温は 13.5～22.0℃であった。 

 

(b) 臭気 

臭気は確認されなかった。 

 

(c) 外観 

St.1、10、13、17 は砂、St.2、7、8 で砂泥、その他の地点は砂礫であった。 
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表 81（1） 現場測定項目（夏季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1:波高は風浪階級により観測した。 

注 2:位置だしの方法・測点・角度は GNSS にて行った。 

 
 
  

性状 色調 夾雑物

St.1 8/3 9:15 晴 3 南 2.1 2 29.3 18.9 28.5 砂 灰オリーブ なし なし

St.2 8/4 9:19 晴 5 南 2.8 1 32.2 10.6 29.2 砂泥 暗オリーブ灰 なし なし

St.3 8/3 8:52 晴 3 南南東 2.0 1 29.3 1.0 29.0 砂礫 灰オリーブ
海藻片・

サンゴ片
なし

St.4 8/4 9:42 晴 5 南南西 3.6 1 32.2 0.6 31.1 砂礫 オリーブ黒 サンゴ片 なし

St.5 8/3 10:38 晴 3 南南西 2.5 2 30.5 11.8 28.5 砂礫 灰オリーブ サンゴ片 なし

St.6 8/5 9:30 晴 4 南西 1.6 1 32.8 2.3 31.0 砂礫 オリーブ黒 サンゴ片 なし

St.7 8/5 9:53 晴 4 南西 1.7 1 33.0 3.1 30.5 砂泥 オリーブ黒 なし なし

St.8 8/4 10:16 晴 5 南南西 4.4 2 32.0 4.9 30.0 砂泥 灰オリーブ なし なし

St.9 8/2 15:30 晴 4 南南東 5.7 - 32.0 - 33.5 砂礫 暗オリーブ サンゴ片 なし

St.10 8/2 16:35 曇 5 南南東 5.8 - 31.8 - 32.0 砂 灰オリーブ なし なし

礁池・礁縁域 St.11 8/3 10:03 晴 3 南南西 2.4 1 30.5 2.4 29.0 砂礫 オリーブ黄 サンゴ片 なし

干潟域 St.12 8/3 14:25 曇 6 南 2.6 - 30.5 - 32.5 砂礫 オリーブ サンゴ片 なし

礁池・礁縁域 St.13 8/3 9:39 晴 2 南西 2.3 1 30.5 0.1 30.0 砂 オリーブ灰 なし なし

St.14 8/2 14:22 晴 4 南南東 6.6 - 32.0 - 34.0 砂礫 灰 サンゴ片 なし

St.15 8/2 14:52 晴 4 南南東 6.5 - 32.5 - 33.0 砂礫 灰オリーブ サンゴ片 なし

礁池・礁縁域 St.16 8/4 10:02 晴 5 南南西 4.3 1 32.2 1.3 31.0 砂礫 オリーブ黒 サンゴ片 なし

St.17 8/2 15:55 晴 4 南南東 5.6 - 32.0 - 32.5 砂 灰 なし なし

St.18 8/2 13:45 晴 4 南南東 6.4 - 32.0 - 33.0 砂礫 灰オリーブ サンゴ片 なし

調査日
採泥

時間
天気

外観
臭気

水深

(ｍ)

干潟域

干潟域

礁池・

礁縁域

干潟域

泥温

(℃)
区分 雲量 風向 風速

波高
(風浪

階級)

気温

(℃)

調査

地点
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表 81（2） 現場測定項目（冬季） 

 

注 1:波高は風浪階級により観測した。 

注 2:位置だしの方法・測点・角度は GNSS にて行った。 

 

  

性状 色調 夾雑物

St.1 1/18 13:20 曇 9 北 8.7 3 16.0 16.3 20.5 砂 灰白 なし なし

St.2 1/17 12:00 曇 9 北 6.3 2 18.5 11.0 20.5 砂泥 暗オリーブ灰 なし なし

St.3 1/18 12:49 曇 9 北 8.8 2 16.0 0.8 19.5 砂礫 灰オリーブ サンゴ片 なし

St.4 1/17 12:25 曇 9 北 6.8 2 18.5 0.5 18.0 砂礫 オリーブ黒 サンゴ片 なし

St.5 1/17 13:25 曇 9 北 6.9 2 18.5 11.8 21.0 砂礫 浅黄 サンゴ片 なし

St.6 1/18 9:11 曇 9 北 6.2 2 16.0 1.9 18.0 砂礫 オリーブ黄 サンゴ片 なし

St.7 1/18 9:36 曇 9 北 7.6 2 16.0 2.8 17.5 砂泥 オリーブ黒 なし なし

St.8 1/17 13:01 曇 5 北 6.0 2 19.0 4.5 19.0 砂泥 灰オリーブ なし なし

St.9 1/24 13:59 曇 10 北北西 18.5 - 12.0 - 13.5 砂礫 灰オリーブ サンゴ片 なし

St.10 1/23 15:18 曇 9 北北西 3.8 - 23.0 - 22.0 砂 灰オリーブ なし なし

礁池・礁縁域 St.11 1/17 13:50 曇 9 北 7.3 2 18.5 2.1 21.0 砂礫 淡黄 サンゴ片 なし

干潟域 St.12 1/23 13:46 曇 9 北 4.7 - 24.0 - 22.0 砂礫 浅黄 サンゴ片 なし

礁池・礁縁域 St.13 1/18 13:55 曇 9 北 8.7 2 16.0 2.7 18.0 砂 灰オリーブ なし なし

St.14 1/24 14:55 曇 10 北北西 18.4 - 11.7 - 13.5 砂礫 灰オリーブ サンゴ片 なし

St.15 1/24 14:20 曇 10 北北西 19.2 - 12.0 - 14.0 砂礫 灰オリーブ サンゴ片 なし

礁池・礁縁域 St.16 1/17 12:48 曇 7 北 7.3 2 18.5 1.3 18.0 砂礫 オリーブ黒 サンゴ片 なし

St.17 1/23 15:00 曇 9 北北西 3.7 - 24.0 - 21.5 砂 灰 なし なし

St.18 1/23 14:17 曇 9 北北西 3.7 - 24.0 - 22.0 砂礫 灰オリーブ サンゴ片 なし

干潟域

干潟域

外観
臭気

礁池・

礁縁域

水深

(ｍ)

泥温

(℃)

干潟域

風向 風速
波高
(風浪

階級)

気温

(℃)
区分

調査

地点
調査日

採泥

時間
天気 雲量
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表 82（1） 現場測定項目（採泥前日及び当日の天気等：夏季） 

 

 

 

表 82（2） 現場測定項目（採泥前日及び当日の天気等：冬季） 

 

  

採泥前日 採泥当日 採泥当日 採泥当日

令和4年8月1日 令和4年8月2日 令和4年8月3日 令和4年8月4日

天気 雨時々曇一時晴 晴 晴時々雨一時曇 晴

気温（℃） 27.0 29.0 28.6 29.5

風速（m/s） 4.4 4.2 1.9 2.8

波高（ｍ） 有義波高 0.30～0.97 0.27～0.68 0.27～0.63 0.23～0.54

潮汐状況 中潮 中潮 中潮 小潮

夏季

採泥当日

令和4年8月5日

天気 晴後一時雨

気温（℃） 29.6

風速（m/s） 2.4

波高（ｍ） 有義波高 0.21～0.45

潮汐状況 小潮

注1：天気、気温、風速は気象庁ホームページ「過去の気象データ検索：那覇」を基に作成した。

　　　天気は、昼(6:00～18:00)の天気概況、気温は日ごとの平均気温、風速は日ごとの平均風速を示す。

注2：波浪はナウファスホームページ「過去データ　連続データ速報値：那覇」を基に作成した。

　　　波高は有義波高の最大と最小を示す。

注3：潮汐状況は気象庁ホームページ「潮位表：那覇」を基に作成した。

夏季

採泥前日 採泥当日 採泥当日

令和5年1月16日 令和5年1月17日 令和5年1月18日

天気 曇時々雨 曇時々晴 曇時々晴一時雨

気温（℃） 15.9 16.9 16.5

風速（m/s） 7.5 4.7 4.9

波高（ｍ） 有義波高 2.44～3.64 1.33～2.57 1.04～1.52

潮汐状況 長潮 若潮 中潮

採泥前日 採泥当日 採泥当日

令和5年1月22日 令和5年1月23日 令和5年1月24日

天気 晴後時々曇 曇時々雨 雨時々曇

気温（℃） 21.1 20.2 14.5

風速（m/s） 6.6 3.3 10.2

波高（ｍ） 有義波高 0.37～1.12 0.57～1.32 4.56～7.37

潮汐状況 大潮 大潮 中潮

注1：天気、気温、風速は気象庁ホームページ「過去の気象データ検索：那覇」を基に作成した。

　　　天気は、昼(6:00～18:00)の天気概況、気温は日ごとの平均気温、風速は日ごとの平均風速を示す。

注2：波浪はナウファスホームページ「過去データ　連続データ速報値：那覇」を基に作成した。

　　　波高は有義波高の最大と最小を示す。

注3：潮汐状況は気象庁ホームページ「潮位表：那覇」を基に作成した。

冬季

冬季
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2) 一般項目 

海域の底質分析結果は表 83 に示すとおりである。 

 

① 夏季 

(a) 粒度組成 

海域における粒度組成の結果をみると、St.2 では、シルト・粘土分が占める割合が 65.1％(シル

ト分 43.5％、粘土分 21.6％)と他の地点よりも高かった。 

 

(b) 含水率 

含水率は 19.1～32.1％の範囲となっており、St.1 が最も高かった。 

 

(c) 強熱減量 

強熱減量は 4.1～7.5％の範囲となっており、St.2 が最も高かった。 

 

(d) 全硫化物 

硫化物は 0.01～0.08mg/g の範囲となっており、St.2、St.7 が最も高かった。 

 

(e) COD 

底質の COD は 0.8～2.9mg/g の範囲となっており St.2 が最も高かった。 

 

(f) 底質中懸濁物質含量（海域：SPSS） 

SPSS は 5.8～990kg/m3となっており、St.2 が最も高く、SPSS のランク 8（400kg/m3以上）に該当

した。 

 

② 冬季 

(a) 粒度組成 

海域における粒度組成の結果をみると、St.2 では、シルト・粘土分が占める割合が 84.3％（シル

ト分 52.6％、粘土分 31.7％）と他の地点よりも高かった。 

 

(b) 含水率 

含水率は 20.0～39.9％の範囲となっており、St.1 が最も高かった。 

 

(c) 強熱減量 

強熱減量は 3.5～8.5％の範囲となっており、St.2 が最も高かった。 

 

(d) 全硫化物 

硫化物は 0.01mg/g 未満～0.17mg/g の範囲となっており、St.2 が最も高かった。 
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(e) COD 

底質の COD は 0.7～5.2mg/g の範囲となっており St.2 が最も高かった。 

 

(f) 底質中懸濁物質含量（海域：SPSS） 

SPSS は 8.9～1130kg/m3となっており、St.2 が最も高く、SPSS のランク 8（400kg/m3以上）に該

当した。 
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表 83（1） 底質分析結果（夏季） 

 
注：全硫化物の<0.005mg/g は定量下限値未満を示す。 

 

  

調査日：令和4年8月2日～8月5日

項目

調査地点
単位 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9

含水率 （％) 32.1 26.1 28.7 26.2 29.7 27.2 26.3 28.8 21.3

強熱減量 （％) 5.9 7.5 5.1 6.5 5.5 5.9 5.8 5.8 4.4

硫化物 (mg/g) 0.02 0.08 0.02 0.06 0.01 0.02 0.08 0.03 0.05

COD (mg/g) 0.8 2.9 1.6 2.2 1.6 1.7 2.7 1.3 1.1

粗礫分(19～75mm) （％) - - - 1.3 5.3 - - - -

中礫分(4.75～19mm) （％) - - 6.8 9.5 8.2 1.7 - - 10.9

細礫分(2.0～4.75mm) （％) 0.1 - 3.7 14.4 16.6 8.7 0.5 - 2.6

粗砂分(0.85～2.0mm) （％) 1.3 0.1 22.1 29.2 35.5 16.8 5.6 0.3 14.1

中砂分(0.25～0.85mm) （％) 20.1 2.3 43.6 35.8 28.9 43.7 41.5 1.8 40.4

細砂分(0.075～0.25mm) （％) 72.3 32.5 19.5 4.7 2.5 23.0 34.4 57.7 28.8

シルト分(0.005～0.075mm) （％) 1.5 43.5 1.6 1.8 1.0 1.6 5.6 26.8 0.7

粘土分(0.005mm以下） （％) 4.7 21.6 2.7 3.3 2.0 4.5 12.4 13.4 2.5

（kg/m3) 13.8 990 37.3 113 25.8 85.6 279 258 44.1

ランク 5a 8 5b 6 5a 6 7 7 5b

項目

調査地点
単位 St.10 St.11 St.12 St.13 St.14 St.15 St.16 St.17 St.18

含水率 （％) 27.9 29.1 19.1 25.8 21.8 19.6 26.4 25.3 23.1

強熱減量 （％) 5.1 5.3 6.5 4.3 5.2 5.3 6.3 4.1 5.2

硫化物 (mg/g) 0.04 0.02 0.01 0.04 0.03 0.02 0.04 0.05 0.03

COD (mg/g) 1.1 1.5 2.0 1.2 1.5 1.8 1.7 1.1 1.9

粗礫分(19～75mm) （％) - 1.3 - - 4.3 1.5 - - 1.1

中礫分(4.75～19mm) （％) - 6.8 9.7 - 12.2 9.9 5.5 - 23.2

細礫分(2.0～4.75mm) （％) 0.1 7.8 6.5 0.1 4.8 7.9 5.9 0.9 13.1

粗砂分(0.85～2.0mm) （％) 3.2 39.9 23.7 1.6 15.3 19.8 28.6 5.9 15.6

中砂分(0.25～0.85mm) （％) 27.8 40.8 32.0 25.8 32.1 35.0 44.2 30.9 26.8

細砂分(0.075～0.25mm) （％) 62.8 0.9 11.8 60.4 25.6 18.7 11.1 58.8 14.8

シルト分(0.005～0.075mm) （％) 2.5 0.3 7.0 5.0 3.3 2.7 0.8 0.7 2.4

粘土分(0.005mm以下） （％) 3.6 2.2 9.3 7.1 2.4 4.5 3.9 2.8 3.0

（kg/m3) 89.5 5.8 527 96.7 131 164 86.3 41.0 205

ランク 6 4 8 6 6 6 6 5b 7

そ
の
他

SPSS

一
般
項
目

粒
度
組
成

粒
度
組
成

一
般
項
目

そ
の
他

SPSS
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表 83（2） 底質分析結果（冬季） 

 

注：全硫化物の<0.005mg/g は定量下限値未満を示す。 

  

調査日：令和5年1月17日、18日、23日、24日

項目

調査地点
単位 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9

含水率 （％) 39.9 26.8 23.7 24.4 26.3 28.6 25.0 27.8 21.6

強熱減量 （％) 6.2 8.5 5.1 5.7 5.2 5.0 5.4 5.2 4.4

硫化物 (mg/g) 0.01 0.17 0.01 0.06 0.02 0.01 0.14 0.04 0.01

COD (mg/g) 1.0 5.2 0.9 1.9 1.0 1.1 2.1 2.1 1.2

粗礫分(19～75mm) （％) - - 1.4 - - 1.6 - - -

中礫分(4.75～19mm) （％) - - 19.2 6.7 1.3 7.2 - - 0.5

細礫分(2.0～4.75mm) （％) - - 11.7 11.2 5.4 11.3 0.5 - 0.5

粗砂分(0.85～2.0mm) （％) 0.2 0.1 34.0 31.8 28.8 23.7 5.2 0.1 10.3

中砂分(0.25～0.85mm) （％) 45.0 0.7 29.2 38.0 54.2 41.3 30.0 1.8 52.4

細砂分(0.075～0.25mm) （％) 50.3 14.9 2.4 5.2 6.6 11.7 46.1 67.9 32.6

シルト分(0.005～0.075mm) （％) 2.0 52.6 0.7 4.0 0.3 0.7 8.0 22.2 1.2

粘土分(0.005mm以下） （％) 2.5 31.7 1.4 3.1 3.4 2.5 10.2 8.0 2.5

（kg/m
3
) 9.0 1130 12.1 217 16.4 32.6 428 181 101

ランク 4 8 5a 7 5a 5b 8 6 6

項目

調査地点
単位 St.10 St.11 St.12 St.13 St.14 St.15 St.16 St.17 St.18

含水率 （％) 24.6 28.2 20.4 25.9 20.9 20.0 25.2 22.4 23.3

強熱減量 （％) 4.3 5.1 5.4 3.9 4.6 5.2 5.4 3.5 5.0

硫化物 (mg/g) 0.01 0.01 <0.01 0.01 0.02 0.01 0.03 0.02 0.01

COD (mg/g) 0.7 1.1 1.1 1.0 1.2 1.8 1.4 0.9 1.9

粗礫分(19～75mm) （％) - - - - - - 8.9 - -

中礫分(4.75～19mm) （％) - 2.7 5.5 - 5.1 8.1 9.7 - 23.8

細礫分(2.0～4.75mm) （％) - 6.8 11.5 - 6.4 6.0 5.3 0.2 16.4

粗砂分(0.85～2.0mm) （％) 2.1 31.9 30.5 0.2 16.9 20.5 24.3 5.1 22.4

中砂分(0.25～0.85mm) （％) 38.9 52.3 41.7 25.9 35.8 44.4 38.6 37.9 25.5

細砂分(0.075～0.25mm) （％) 54.3 3.4 6.2 66.1 30.9 15.3 8.9 53.4 8.5

シルト分(0.005～0.075mm) （％) 1.8 0.8 2.2 1.6 2.1 2.4 1.9 0.5 1.7

粘土分(0.005mm以下） （％) 2.9 2.1 2.4 6.2 2.8 3.3 2.4 2.9 1.7

（kg/m
3
) 60.9 8.9 88.3 144 139 98.6 161 73.7 142

ランク 6 4 6 6 6 6 6 6 6

粒
度
組
成

そ
の
他

SPSS

一
般
項
目

一
般
項
目

粒
度
組
成

そ
の
他

SPSS
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 令和 4 年度調査結果のまとめ 

底質の結果を解析・考察するため、底質の調査結果の経年変化をまとめた。底質の経年変化は図 110

に、粒度組成の経年変化は図 111 に示すとおりである。 

SPSS は、令和 4 年度夏季及び冬季に閉鎖性海域の St.2、4、9 で、夏季に閉鎖性海域以外の St.12、

18 で工事前の変動範囲を上回った。粒度組成は、夏季及び冬季に閉鎖性海域の St.4、10、14、夏季に

閉鎖性海域以外の St.1、12 で、工事前と比較してシルト・粘土分がわずかに多かったものの、その他

の地点は概ね工事前の変動範囲内であった。その他の項目は概ね工事前の変動範囲内であった。 

令和 4 年度の調査結果は、SPSS 及びシルト・粘土分について工事前の変動範囲を上回った地点があ

るものの、底質の粒度組成でみると大きな変化はみられていない。その他の項目については概ね工事

前の変動範囲内であった。 
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注： St.2 の平成 26 年度秋季は、調査地点に汚濁防止膜を設置しており、底質の採取を行っていない。また、St.1 及び

St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋季まで汚濁

防止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

図 110（1） 底質の経年変化 
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注：St.2 の平成 26 年度秋季は、調査地点に汚濁防止膜を設置しており、底質の採取を行っていない。また、St.1 及び

St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋季まで汚濁

防止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

図 110（2） 底質の経年変化 
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注：St.2 の平成 26 年度秋季は、調査地点に汚濁防止膜を設置しており、底質の採取を行っていない。また、St.1 及び

St.2 は地点を移動しており、線をつなげず示している。また、St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋季まで汚濁

防止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

図 110（3） 底質の経年変化 

 

 
 

 
注：St.2 の平成 26 年度秋季は、底質の採取を行っていない。また、St.1 及び St.2 は地点を移動しており、線をつなげず

示している。 

図 110（4） 底質の経年変化 
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注:St.2 は平成 28 年度冬季から平成 29 年度秋季まで汚濁防止膜の設置の影響により、St.2’で調査を実施している。 

図 111（1） 粒度組成の経年変化  
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図 111（2） 粒度組成の経年変化  
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図 111（3） 粒度組成の経年変化 
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図 111（4） 粒度組成の経年変化 
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図 111（5） 粒度組成の経年変化 
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 工事前の調査結果との比較 

強熱減量については、平成 29 年度夏季に、St.8、12 で、平成 30 年度に St.2、8 で、令和 2～4 年

度に St.2、8 で工事前の変動範囲を上回った。COD などの関連する項目で同時期に大きな変化はなく、

シルト・粘土分の著しい増加もみられていない。 

全硫化物、COD については、概ね工事前の変動範囲内であり、シルト・粘土分が多い St.2、St.7、

St.8 で、多地点と比べて高かった。COD に関しては、工事前に高い値で推移していた St.2 や St.7、

St.8 でも低くなっており、全硫化物でも概ね同様な傾向を示した。 

SPSS については、平成 29 年度冬季から平成 30 年度夏季、冬季及び令和元年度秋季に、St.2 にお

いて工事前の変動範囲を上回った。令和元年度春季・夏季・冬季には工事前の変動範囲内であったが、

令和2～4年度には工事前の変動範囲を上回った。St.2は平成28年度冬季から平成29年度秋季の間、

汚濁防止膜の内側にあり、冬季調査時には、通水路部の通水前であったことから、一時的な堆積を繰

り返していると考えられる。 

粒度組成について、改変区域西側の地点では、台風等の影響で一時的な変化がみられている。閉鎖

性海域の地点では、シルト・粘土分が工事前と比較してわずかに上回る地点がみられたものの、粒度

組成全体として大きな変化はみられていない。 
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2.5.12 海域生物の生息・生育環境（潮流） 

 調査方法 

礁池内の 5 地点において、電磁流向流速計を設置し、1 層（表層）の観測を行った。また、電磁流

向流速計の設置、点検、回収時には天候、気温、風浪階級、水深、水温等について記録し、整理した。 

 

 調査時期及び調査期間 

本調査は環境影響評価書において、存在時に 1 回実施する項目となっており、護岸が概成したこと

から、平成 30 年度冬季、令和元年度夏季に調査を実施した。 

 

表 84 潮流の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

潮流 － 夏季・冬季 存在時に 1回を想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 112 海域生物の生息・生育環境に係る事後調査地点（潮流） 
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3. 環境監視調査 

3.1 土砂による水の濁り（水質） 

監視基準は表 85、図 113 に示すとおりである。 

 

表 85 調査地点の監視基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 113 埋立工区と監視基準のあてはめ 

 調査方法 

土砂による水の濁りとして、SS 及び濁度を調査した。 

SS については、図 114 に示す 8 地点及び事業実施区域周辺地点（工事か所に合わせて実施する）

において調査を行った。工事による影響を適切に把握できる時間帯（施工時間、施工量、潮位等）

を考慮し、「水質調査方法」(環境庁)等に基づき、バンドーン型採水器を用いて、海面下 0.5m 層より

採水した。 

濁度については、日々の濁り監視として、汚濁防止膜の外及び工事の影響を受けない対照地点に

おいて、濁りの拡散状況を濁度計等により把握した。 

現場測定項目については現地で測定し、SS、濁度については、表 86 に示す JIS 等に定められた公

定法により分析した。また、採水前日及び当日の天候、気温、風速、波高、採水日の雲量、潮汐状

況、測点、試料の外観（懸濁物質、色調）、周囲の状況等について記録し、整理した。 

 

表 86 水の濁りの調査項目 

調査項目 分析方法 

SS 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 9 

濁度 JIS K 0101 9.4 

 

区分 調査地点 対象工事 監視基準 

監視基準Ⅰ 
(深場･砂泥域) 

St.2、St.8 
埋立Ⅴ～Ⅵ工区及び通水路部、クビレ
ミドロの生育する深場における護岸築
造の工事 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ値 4mg/L＋20mg/L 
＝24mg/L 以下 

監視基準Ⅱ 
(浅海域･砂礫域) 

St.1 
St.3～St.7 

埋立Ⅰ～Ⅳ工区及び中仕切堤における
護岸築造の工事 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ値 4mg/L＋2mg/L 
＝6mg/L 以下 
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 調査時期 

これらの調査は環境影響評価書において、工事中のみ実施する項目となっている。濁りが発生す

る工事は令和元年度で終了すること、水質・底質の事後調査が継続することから、調査は令和元年

度で終了した。 

 

表 87 水の濁りの調査時期（水質） 

調査項目 
調査時期 

工事の実施時 存在及び供用時 

水質 

SS 濁りの発生する工事施工中において月 1 回 － 

濁度 
濁りの発生する工事施工中において月 1 回 

(別途、濁度計による濁り監視を毎日実施) 
－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 114 土砂による水の濁り（水質）に係る環境監視調査地点 

  

● ：土砂による水の濁り（SS）調査地点（8 地点） 
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3.2 土砂による水の濁り（底質） 

 調査方法 

土砂による水の濁りの堆積状況を把握するため、施工前（汚濁防止膜設置後）に各施工か所付近

で目視観察や写真撮影等による外観を把握する。また、「赤土等流出防止対策の手引き」（沖縄県環

境保健部）に基づき、スミス・マッキンタイヤー型採泥器を用いて直接採泥し、SPSS について分析

する。 

施工後（汚濁防止膜撤去前）においても、施工前と同様の調査を実施し、施工前と比較して赤土

等の堆積が確認された場合には、ポンプアップによる除去作業を行うこととする。除去した赤土等

を含む濁水は、護岸で囲まれた状態のⅥ工区に投入することとし、Ⅵ工区概成前においては、浸透

膜による処理を想定している。また、SPSS の分析結果については、SPSS の評価基準を参考に、環境

影響の有無を判断することとする。 

 

 調査時期 

これらの項目は環境影響評価書において、工事中のみ実施する調査項目となっている。濁りが発

生する工事は令和元年度で終了すること、水質・底質の事後調査が継続することから、本調査項目

は令和元年度で終了した。 

 

表 88 水の濁りの調査時期（底質） 

調査項目 
調査時期 

工事の実施時 存在及び供用時 

底

質 

底質 
外観 

汚濁防止膜設置後及び撤去前 － SPSS 

生物 
底生動物 

海藻草類等 
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3.3 ヒメガマ群落 

 調査方法 

工事によりヒメガマ群落の生育環境が変化する可能性があることから、環境監視調査として、任

意踏査によりヒメガマ群落の生育状況や水の供給状況、生育環境を記録した。 

以下に示す大嶺崎周辺区域のヒメガマ群落等が生育する湿地において、任意踏査により、ヒメガ

マ群落等が生育する湿地への水の供給状況、生育状況（群落状況、活性状況、写真撮影等）、生育環

境（湿地の水位、周辺の状況等）を記録した。 

 

 調査時期及び調査期間 

本調査は環境影響評価書において、工事中のみ実施する項目となっており、「陸域改変区域に分布

する重要な植物群落」の事後調査として、生育状況の確認は継続することから、調査は令和元年度

で終了した。 

 

表 89 ヒメガマ群落の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

ヒメガマ群落 春季・秋季 － 工事の実施時を想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 115 ヒメガマ群落等に係る環境監視調査範囲 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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豊見城市 

那覇市 

糸満市 

3.4 アジサシ類 

 調査方法 

以下に示す 9 地域 13 地点において、出現するアジサシ類の種別個体数、確認環境、行動、確認位

置等を記録した。調査は、干潮時・満潮時を含む 3 時間ごと（1 日 4 回）、1 地点当たり 30 分程度実

施した。各定点は死角を補うために、必要に応じて適宜移動しながら調査を行った。 

 

 調査時期及び調査期間 

 

表 90 アジサシ類の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

アジサシ類 夏季 
工事の実施時及び 

供用後 3 年間を想定 

注：渡りをするアジサシ類では、梅雨明け以降を夏季と位置付けている（『沖縄の気象暦』より）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 116 アジサシ類に係る環境監視調査地点及び調査範囲 
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 令和 4 年度調査結果 

1) 調査結果概要 

アジサシ類の調査結果は表 91 に示すとおりである。 

確認されたアジサシ類は 3 種であった。 

 

表 91 アジサシ類の調査結果 

調査期日：夏季 令和 4年 6月 25 日（夏季） 

 
注：確認した種の和名、学名及びそれらの配列等については、「日本鳥類目録 改訂第 7版（日本鳥

学会,2012）」に従った。 

 

 

2) アジサシ類の確認状況 

アジサシ類の確認種と重要な種の状況は表 92 に、地点別の延べ確認数は表 93 に、地点別の最大

確認回数は表 94～表 98 に示すとおりである。また、主要な種であるコアジサシの確認分布割合は

図 117 に示すとおりである。 

令和 4年度調査では、コアジサシが延べ 435 回、ベニアジサシが延べ 22 回、エリグロアジサシが

延べ 95 回確認された。 

主要な確認種であるコアジサシの分布状況を図 117 に示す。多数のコアジサシがスポット的に確

認されたエリアは大嶺崎北側の沿岸域、瀬長島から増設滑走路西側の沿岸域、与根漁港北側の沿岸

域、及び豊崎南側の沿岸域であった。少数のコアジサシが広域で確認されたエリアは、増設滑走路

と大嶺崎南側の間の海域、瀬長島沿岸域から具志干潟、与根漁協沿岸域の連続した海域及び漫湖で

あった。 

 

 

  

No. 目 科 和名 学名

1 チドリ カモメ コアジサシ Sterna albifrons
2 ベニアジサシ Sterna dougallii
3 エリグロアジサシ Sterna sumatrana
計 1目 1科 3種
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表 92 アジサシ類の確認種と重要な種の状況 

                                   調査期日：令和 4年 6 月 25 日（夏季） 

No. 和名 

選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ 

天然記念物 種の保存法 環境省 RL 沖縄県 RDB 水産庁 DB 

1 コアジサシ － － 絶滅危惧 II 類 絶滅危惧 II 類 減少傾向 

2 ベニアジサシ － － 絶滅危惧 II 類 絶滅危惧 II 類 － 

3 エリグロアジサシ － － 絶滅危惧 II 類 絶滅危惧 II 類 減少傾向 

計 3 種 0 種 0 種 3 種 3 種 2 種 

注 1：確認した種の和名、学名及びそれらの配列等については、「日本鳥類目録 改訂第 7 版（日本鳥学

会,2012）」に従った。 

注 2：延べ個体数は、全調査時間帯の個体数の総計を示す。 

注 3：最大個体数は、各調査時間帯の最大値を示す。 

 

 

 

＜重要な種の選定基準＞ 

注：以下の①～⑤に該当しているものを「重要な種」として選定した。 
 
①天然記念物：文化財保護法により、保護されている種及び亜種 
・特天：国指定特別天然記念物 
・国天：国指定天然記念物 
・県天：沖縄県指定天然記念物 

②種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」において以下の項目に選定される種及び
亜種 

・国内希少：国内希少野生動植物種 
・国際希少：国際希少野生動植物種 

③環境省 RL：「環境省レッドリスト 2020｣（令和 2年 3月、環境省）に記載されている種及び亜種 
・絶滅危惧Ⅰ類  ：絶滅の危機に瀕している種 
・絶滅危惧ⅠA 類：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高い

もの 
・絶滅危惧ⅠB 類：絶滅の危機に瀕している種のうち、ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の

危険性が高いもの 
・絶滅危惧Ⅱ類  ：絶滅の危険が増大している種 
・準絶滅危惧    ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危

惧」に移行する可能性のある種 
・情報不足      ：評価するだけの情報が不足している種 
・地域個体群    ：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

④沖縄県 RDB：「改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 第 3 版（動物編）」（平成 29 年 3 月、沖縄県）に記載
されている種及び亜種 

・絶滅危惧Ⅰ類  ：沖縄県では絶滅の危機に瀕している種 
・絶滅危惧ⅠA類：沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 
・絶滅危惧ⅠB類：沖縄県ではⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・絶滅危惧Ⅱ類 ：沖縄県では絶滅の危機が増大している種 

・準絶滅危惧    ：沖縄県では存続基盤が脆弱な種 

・情報不足   ：沖縄県では評価するだけの情報が不足している種 

・絶滅のおそれのある地域個体群：沖縄県で地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれの高いもの 

⑤水産庁 DB：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック」（平成 12 年、水産庁） 

・絶滅危惧種：絶滅の危機に瀕している種・亜種 

・危急種  ：絶滅の危険が増大している種・亜種 

・希少種  ：存続基盤が脆弱な種・亜種 

・減少種  ：明らかに減少しているもの 

・減少傾向 ：長期的に見て減少しつつあるもの 
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表 93 地点別の延べ確認数（夏季） 

調査期日：夏季 令和 4 年 6 月 25 日 

 
注 1：確認した種の和名及びそれらの配列等については、「日本鳥類目録 改訂第 7版（日本鳥学会,2012）」に従った。

数値は回数を示す。 

注 2：延べ個体数は、全調査時間帯の個体数の総計を示す。 

 

 

 

表 94 地点別の最大確認回数（満潮時：夏季） 

調査期日：夏季 令和 4 年 6 月 25 日 

 
注：確認した種の和名及びそれらの配列等については、「日本鳥類目録 改訂第 7版（日本鳥学会,2012）」に従った。

数値は回数を示す。 

 

 

表 95 地点別の最大確認回数（下げ潮時：夏季） 

調査期日：夏季 令和 4 年 6 月 25 日 

 
注：確認した種の和名及びそれらの配列等については、「日本鳥類目録 改訂第 7版（日本鳥学会,2012）」に従った。

数値は回数を示す。 

 

 

具志
三角
池

与根 豊崎 西崎 漫湖

BT.1 BT.2 BT.3 BT.4 BT.5 BT.6 BT.7 BT.8 BT.9 BT.10 BT.11 BT.12 BT.13

1 コアジサシ 31 6 34 122 45 19 0 76 5 69 18 0 10 435
2 ベニアジサシ 0 0 0 1 1 0 0 0 0 10 0 7 3 22
3 エリグロアジサシ 17 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 69 3 95
計 3種 48 6 34 123 46 19 0 76 5 85 18 76 16 552

合計No. 和名
大嶺崎 瀬永島 新滑走路西側

調査エリア

具志
三角
池

与根 豊崎 西崎 漫湖

BT.1 BT.2 BT.3 BT.4 BT.5 BT.6 BT.7 BT.8 BT.9 BT.10 BT.11 BT.12 BT.13

1 コアジサシ 6 1 1 24 7 6 0 7 1 2 3 0 1 59
2 ベニアジサシ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
3 エリグロアジサシ 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 6
計 3種 10 1 1 24 7 6 0 7 1 2 3 2 2 66

No. 和名
瀬永島 新滑走路西側

調査エリア

合計
大嶺崎

具志
三角
池

与根 豊崎 西崎 漫湖

BT.1 BT.2 BT.3 BT.4 BT.5 BT.6 BT.7 BT.8 BT.9 BT.10 BT.11 BT.12 BT.13

1 コアジサシ 13 2 8 18 11 3 0 6 1 1 3 0 7 73
2 ベニアジサシ 0 0 0 1 0 0 0 0 0 10 0 5 0 16
3 エリグロアジサシ 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 31
計 3種 19 2 8 19 11 3 0 6 1 11 3 30 7 120

No. 和名

調査エリア

合計
大嶺崎 瀬永島 新滑走路西側
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表 96 地点別の最大確認回数（干潮時：夏季） 

調査期日：夏季 令和 4 年 6 月 25 日 

 
注：確認した種の和名及びそれらの配列等については、「日本鳥類目録 改訂第 7版（日本鳥学会,2012）」に従った。

数値は回数を示す。 

 

 

 

表 97 地点別の最大確認回数（上げ潮時：夏季） 

調査期日：夏季 令和 4 年 6 月 25 日 

 
注：確認した種の和名及びそれらの配列等については、「日本鳥類目録 改訂第 7版（日本鳥学会,2012）」に従った。

数値は回数を示す。 

 

 

 

表 98 地点別の最大確認回数（ラインセンサス時：夏季） 

調査期日：夏季 令和 4 年 6 月 25 日 

 
注：確認した種の和名及びそれらの配列等については、「日本鳥類目録 改訂第 7版（日本鳥学会,2012）」に従った。

数値は回数を示す。 

 

  

具志
三角
池

与根 豊崎 西崎 漫湖

BT.1 BT.2 BT.3 BT.4 BT.5 BT.6 BT.7 BT.8 BT.9 BT.10 BT.11 BT.12 BT.13

1 コアジサシ 3 2 15 38 8 2 0 19 0 33 3 0 0 123
2 ベニアジサシ 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 1 4
3 エリグロアジサシ 3 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 21 0 29
計 3種 6 2 15 38 9 2 0 19 0 38 3 23 1 156

調査エリア

合計
大嶺崎 瀬永島 新滑走路西側

No. 和名

具志
三角
池

与根 豊崎 西崎 漫湖

BT.1 BT.2 BT.3 BT.4 BT.5 BT.6 BT.7 BT.8 BT.9 BT.10 BT.11 BT.12 BT.13

1 コアジサシ 3 1 4 11 11 7 0 32 1 10 5 0 1 86
2 エリグロアジサシ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 3 11
計 2種 4 1 4 11 11 7 0 32 1 10 5 7 4 97

合計

調査エリア

和名No.
新滑走路西側大嶺崎 瀬永島

具志
三角
池

与根 豊崎 西崎 漫湖

BT.1 BT.2 BT.3 BT.4 BT.5 BT.6 BT.7 BT.8 BT.9 BT.10 BT.11 BT.12 BT.13

1 コアジサシ 6 0 6 31 8 1 0 12 2 23 4 0 1 94
2 ベニアジサシ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
3 エリグロアジサシ 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 14 0 18
計 3種 9 0 6 31 8 1 0 12 2 24 4 14 2 113

No. 和名

調査エリア

新滑走路西側
合計

大嶺崎 瀬永島
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図 117 コアジサシの確認分布割合  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 118 アジサシ類の種別確認位置 

 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 



 

299 

3) アジサシ類の利用実態（採餌の状況） 

コアジサシの餌の大きさは図 119 に示すとおりである。 

採餌・探餌行動はコアジサシ、ベニアジサシ、エリグロアジサシで確認され、採餌に成功し、魚

の大きさを確認できた種は、コアジサシ、エリグロアジサシであり、ベニアジサシでは確認されな

かった。魚の大きさは全長 3cm 未満～5cm で、特に全長 3cm 台の魚が多かった。 

なお、魚の大きさは、成鳥のコアジサシの嘴の長さ（約 3cm）を目安として目測で判断した。 

採餌・探餌行動の確認位置については、コアジサシは調査地域の沿岸域で広く確認され（三角池、

豊崎地区、新滑走路西側の一部を除く）、ベニアジサシ及びエリグロアジサシは主に大嶺崎北側の

沖合や、新滑走路西側沖合に位置するリーフエッジ周辺の海上での確認に加え、少数が西崎の沿岸

域でも確認された。 

 

 

図 119 コアジサシが採餌した魚の大きさ 
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4) アジサシ類の利用実態（飛翔高度） 

アジサシ類の飛翔高度は図 120 に示すとおりである。 

アジサシ類は、主に 1m～10m の低い高度を飛翔している個体が多く、16m より高い高度で飛翔し

ている個体は少なかった。種別にみると、コアジサシは主に 1～20m、エリグロアジサシ及びベニア

ジサシは主に 1～10m を飛翔していた。 

 

 

 

図 120 アジサシ類の飛翔高度 
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 令和 4 年度調査結果のまとめ 

調査対象種であるアジサシ類について、平成 25 年度～令和 4 年度調査までの確認状況は表 99 に

示すとおりである。 

令和 4 年度調査ではコアジサシが延べ 435 回、ベニアジサシが延べ 22 回、エリグロアジサシが延

べ 95 回、確認された。 

アジサシ類については、調査年度によって個体数の増減はみられるものの、事業実施区域及びそ

の周辺を引き続き利用していることが確認されている。 
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表 99 調査対象種の平成 25 年度～令和 4 年度調査までの確認状況 

 
 

 

コアジサシ ベニアジサシ 

 

 

エリグロアジサシ 

図 121 アジサシ類の確認状況 

 

 

  

(回)
工事前

事前調査

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

コアジサシ 832 248 277 458 609 836 637 452 215 435

ハシブトアジサシ 0 0 3 0 0 0 1 0 0 0

ベニアジサシ 11 172 331 177 21 425 734 25 4 22

エリグロアジサシ 8 65 22 221 19 8 11 3 10 95

クロハラアジサシ 1 7 1 3 1 1 42 0 9 0

マミジロアジサシ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

ハジロクロハラアジサシ 0 2 0 3 0 0 0 2 0 0

アジサシ属の一種 131 59 23 0 0 0 0 0 0 0

注：アジサシ属の一種とは、種まで同定できなかった個体。

事後調査

工事中 供用時

対象種
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 工事前調査結果との比較 

工事前調査では、コアジサシが延べ 832 回、ベニアジサシが延べ 11 回、エリグロアジサシが延べ

8 回、クロハラアジサシが延べ 1 回、アジサシ属の 1 種が 131 回確認された。 

工事中には、コアジサシが延べ 248～836 回、ベニアジサシが延べ 21～734 回、エリグロアジサシ

が延べ 8～221 回、クロハラアジサシが延べ 1～42 回、ハシブトアジサシが 0～3回、ハジロクロハラ

アジサシが延べ 0～3 回、アジサシ属の 1 種が 0～59 回確認された。 

供用時には、コアジサシが延べ 215～452 回、ベニアジサシが延べ 4～25 回、エリグロアジサシが

延べ 3～95 回、クロハラアジサシが延べ 0～9回、マミジロアジサシが延べ 0～1回、ハジロクロハラ

アジサシが延べ 0～2 回確認された。 

コアジサシは、主に内陸の攪乱が多い裸地で繁殖し、ベニアジサシやエリグロアジサシ等の外洋

性のアジサシ類は、水没しない岩場などで繁殖する習性がある。 

そのため、コアジサシは工事の進捗により繁殖に利用できる裸地面の有無により確認個体数が変

動したと考えられる。 

その他外洋性のアジサシ類は、周辺での繁殖の有無により確認個体数が変動したと考えられる。

ベニアジサシについては、平成 30年度や令和元年度には、新聞報道等で大嶺崎から北西約 10km に位

置するチービシでベニアジサシの繁殖が確認されていることから、採餌や休息する個体が多数記録

され、確認数の増加につながったと考えられる。 
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:調査範囲（埋立地内を任意踏査） 

3.5 動植物種の混入調査 

 調査方法 

埋立区域内を任意踏査やトラップ法により、特定外来生物の異常繁殖が生じていないかを把握し

た。特定外来種が確認された場合は位置や概数等を記録し、必要に応じて、駆除等の適切な対応を

行った。 

 

 調査時期及び調査期間 

本調査は環境影響評価書において、工事中のみ実施する項目となっている。供用時滑走路内での

同様の調査は困難であるため、調査は令和元年度をもって終了した。 

 

表 100 動植物の混入調査の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

動植物の混入調査 四季 ― 工事の実施時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図 122 動植物の混入調査に係る環境監視調査範囲 
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3.6 海草藻場（分布調査） 

 調査方法 

事業実施区域周辺を対象とし、航空写真や既存調査結果等を踏まえ、浅所では箱メガネを用いた

船上からの目視観察もしくはマンタ法により、地形（水深、底質の概観、砂の堆積厚等）、食害生物

の出現状況、浮泥の堆積状況、発芽状況、珪藻等付着藻類の状況について調査を実施した。また、

深いもしくは透明度が低いため、海面から海底が確認できない場所では、スポットチェック法に準

じた手法により分布状況を記録し、被度別分布図を作成した。 

 

 調査時期及び調査期間 

 

表 101 海草藻場の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

海草藻場 四季 夏季・冬季 
工事の実施時及び 

供用後 3年間を想定 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 123 海草藻場に係る環境監視調査範囲 
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 令和 4 年度調査結果 

1) 分布調査（事業実施区域周辺） 

海草藻場の分布面積は表 102 に、分布状況は図 128 に、海草類の出現状況及び地点状況は表 103

に示すとおりである。 

 

① 全体的な傾向 

海草藻場は夏季、冬季ともに 50.2ha 確認された。海草藻場の分布域を改変区域西側と改変区域

東側に位置する閉鎖性海域に分けて整理した。 

 

(a) 改変区域西側（St.a～f） 

a) 夏季 

分布面積は 39.4ha で 10％未満の区域が 35.3ha と最も広く、10％以上 20％未満の区域が 4.1ha

であった。20％以上 30％未満の区域はみられなかった。St.b では葉枯れがみられたが局所的であ

り、干出によるものと推定される。St.c では切断された海草がみられ、食害を受けていると推定

される（図 124）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 124 改変区域西側の海草生育状況（夏季） 

  

葉の先端部で部分的に葉枯れ（St.b） 切断された海草（St.c） 
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b) 冬季 

分布面積は 39.4ha で、10%未満の区域が 35.9ha と最も広く、10％以上 20％未満の区域が 3.5ha

であった。20％以上 30％未満の区域はみられなかった。 

前回調査時より被度が低下した箇所において、現地調査時にアオウミガメが数個体みられ、食

害が被度低下の一因になった可能性が考えられる。また、夏季から冬季に通過した台風や、冬季

風浪による影響と推定される洗堀、藻場の流出がみられた。 

平成 23 年に台風 9 号により藻場が流出した箇所で藻場が回復傾向であった。 

St.a～e で葉枯れがみられ、St.a、b では葉枯れ割合が 40％と半数近くで葉枯れがみられた。葉

枯れは水深が浅い地点の葉の先端部でみられ、冬季夜間大潮期の干出によるものと推定される。 

St.c ではアオウミガメの食痕と推定される切断された海草がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 125 改変区域西側の海草生育状況（冬季） 

  

平成 23 年に台風で流出した

藻場が回復傾向 

藻場の洗堀・流出痕（St.d） 藻場の回復 

葉枯れ（St.c） 食害（St.c） 
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(b) 閉鎖性海域（St.g、h、i） 

a) 夏季 

分布面積は 10.8ha であった。全域が被度 10％未満の区域であり、被度 10％以上の区域は確認さ

れなかった。被度 10％以上の比較的被度の高い分布域は平成 29 年 7月以降確認されていない。 

St.g、h、iでは浮泥の堆積（堆積割合 10～20％、堆積厚 1mm 未満～1mm）及び葉上の微小藻類付

着割合（70～80％）が高かった。波浪による外力の小さい閉鎖性海域では浮泥や微小藻類が付着

しやすく、過年度から改変区域西側と比較して浮泥の堆積や微小藻類付着割合が高い傾向がみら

れる。浮泥や藻類付着箇所の葉枯れはみられず、海草の生育への明確な影響は確認されなかった。 

埋在生物の形成した塚や生息孔がみられ、海底に起伏の多い状況であった。こうした起伏周辺

では海草の地下茎露出や埋没がみられ被度が低かった（図 126）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 126 閉鎖性海域の海草生育状況（夏季） 

 

  

浮泥や藍藻綱が付着したリュウキ

ュウスガモ（St.g） 
生息孔形成により露出した地下茎

（St.i） 

砂塚に埋没したマツバウミジグサ

（St.h） 

地下茎 

砂塚 
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b) 冬季 

分布面積は 10.8ha であった。全域が被度 10％未満の区域であり、被度 10％以上の区域は確認さ

れなかった。 

St.g、hでは海草の被度が極めて低く、数株が疎生する状況であった。St.i は St.g、hと比較し

て海草が多かった。 

St.g、ｉで葉枯れ割合が 30～50％であった。低水温や冬季夜間大潮期の干出によるものと推定

される。葉枯れはリュウキュウスガモを中心に確認されたため、リュウキュウスガモが生育して

いなかった St.h では、葉枯れは確認されなかった。 

St.g で浮泥の堆積がみられた（堆積割合 20％、堆積厚 1mm 未満）。 

全ての地点で葉上の微小藻類付着割合が 50～80％と高かった。波浪による外力の小さい閉鎖性

海域では浮泥や微小藻類が付着しやすく、改変区域西側と比較して、過年度から浮泥の堆積や微

小藻類付着割合が高い傾向がみられる。浮泥や藻類付着箇所の葉枯れはみられず、海草の生育へ

の明確な影響は確認されなかった。 

底生生物が形成した生息孔や砂塚がみられ、海底に起伏の多い状況であった。こうした起伏周

辺では、海草の地下茎露出や埋没がみられ被度が低かった。 

 

 

図 127 閉鎖性海域の海草生育状況（冬季） 

  

リュウキュウスガモ等が生育（St.g） マツバウミジグサが疎生

葉枯れ、葉上への藻類付着 埋在生物の砂塚、生息孔（St.g） 

砂塚 

生息孔 
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② 分布状況及び「中心部」となる分布域との比較 

調査海域で主要な藻場構成種となっているリュウキュウスガモなどの海草は主に地下茎により被

度、分布範囲を拡大するため、工事前の調査において継続して海草藻場が確認された場所は海草藻

場の分布域の「中心部」としての役割を果たしていると考えられる。したがって、こうした場所で

海草藻場が維持されていることが重要である。令和 4 年度調査結果と工事前に実施した調査全てで

確認された海草藻場との比較を図 129 に示す。 

 

＜閉鎖性海域＞ 

工事前の全ての調査で海草藻場が確認された分布の「中心部」の大部分において、本年度まで

継続して海草藻場が確認された。 

被度 10％以上の比較的高被度な区域の面積は平成 29 年度以降みられていない。平成 28 年度

以降、葉枯れや埋在生物の生息孔や塚により生じた海底起伏による海草の地下茎露出や埋没が

主因と考えられる被度の低下が確認されている（資料 2本編 p218-219）。 

 

＜改変区域西側＞ 

工事前の全ての調査で海草藻場が確認された分布の「中心部」の大部分において、本年度ま

で継続して海草藻場が確認された。令和 4 年度は令和 3 年度と比較して、同程度の分布面積で

あった。 

 

 

 

表 102 海草藻場の分布面積 

 

 

  

単位：ha

7月 1月

10%未満 35.3 35.9

10～20%未満 4.1 3.5

20～30%未満 0 0

合計 39.4 39.4

10%未満 10.8 10.8

10～20%未満 0 0

20～30%未満 0 0

合計 10.8 10.8

改変区域外合計 50.2 50.2

改
変
区
域
西
側

区域 被度

閉
鎖
性
海
域

令和4年度
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図 128（1） 海草藻場の分布状況（夏季：令和 4 年 7 月） 

 

 

図 128（2） 海草藻場の分布状況（冬季：令和 5 年 1 月） 

  



 

312 

表 103（1） 海草類の出現状況及び地点状況（令和 4 年度 夏季：St.a～St.c） 

 

 

表 103（2） 海草類の出現状況及び地点状況（令和 4 年度 夏季：St.d～St.f） 

 

  

 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 5%未満  ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 5%  ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 15%

 ｳﾐｼﾞｸﾞｻ　　　 　　： 5%未満  ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ　　　 ： 5%  ｳﾐｼﾞｸﾞｻ　　　 　　： 5%未満

 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ　　　 ： 5%未満  ｳﾐｼﾞｸﾞｻ　　　 　　： 5%未満  ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ　　　 ： 5%未満

 ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満  ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満  ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満

注）水深は那覇港湾験潮所基準面上(+)1.34mを基準とし、基準面より高い場所はマイナス表記した。

葉上の珪藻類や
藍藻類の付着

5% なし 5%未満

葉枯れの割合 5% 25% 10%

特記事項
局所的に海草藻場被度10%の箇所
もみられた。

特になし
ｳﾐｶﾞﾒ等の食害により、ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞ
ﾓの葉が短い。

食害生物の状況 なし なし 5%未満

浮泥
堆積割合 0% 0% 0%

堆積厚 - - -

藻場被度 5% 15% 20%

海草藻場 主な出現種

水深 0.9m 0.4m 0.4m

底質概観 砂、ｻﾝｺﾞ礫、岩盤 ｻﾝｺﾞ礫、砂 ｻﾝｺﾞ礫、砂

調査地点 St.a St.b St.c

調査日 7月20日 7月20日 7月20日

 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%  ﾍﾞﾆｱﾏﾓ ： 5%  ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満

 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 5%未満  ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 5%未満  ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満

 ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満  ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満  ｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満

 ｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満  ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満  ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 5%未満

注）水深は那覇港湾験潮所基準面上(+)1.34mを基準とし、基準面より高い場所はマイナス表記した。

葉上の珪藻類や
藍藻類の付着

10% 5%未満 25%

葉枯れの割合 5%未満 10% 5%未満

特記事項 特になし 特になし
砂紋あり。
ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓは少ない。

食害生物の状況 なし なし なし

浮泥
堆積割合 0% 0% 0%

堆積厚 - - -

藻場被度 10% 10% 5%未満

海草藻場 主な出現種

水深 0.9m 0.7m 1.0m

底質概観 ｻﾝｺﾞ礫、砂 ｻﾝｺﾞ礫、砂、岩盤 砂、岩盤

調査地点 St.d St.e St.f

調査日 7月20日 7月20日 7月20日
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表 103（3） 海草類の出現状況及び地点状況（令和 4 年度 夏季：St.g～St.i） 

 

 

表 104（1） 海草類の出現状況及び地点状況（令和 4 年度 冬季：St.a～St.c） 

 

  

 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 5%未満  ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満  ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 5%未満

 ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満  ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満  ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満

 ｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満  ｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満  ｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満

 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満

注）水深は那覇港湾験潮所基準面上(+)1.34mを基準とし、基準面より高い場所はマイナス表記した。

葉上の珪藻類や
藍藻類の付着

80% 80% 70%

葉枯れの割合 なし なし なし

特記事項
底面に凹凸あり。
埋在生物生息孔がみられた。

ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ属の生息孔あり。
埋在生物生息孔がみられた。

底面に凹凸あり。
埋在生物生息孔が非常に多くみら
れた。

食害生物の状況 なし なし なし

浮泥
堆積割合 20% 10% 10%

堆積厚 1mm 1mm未満 1mm未満

藻場被度 5%未満 5%未満 5%未満

海草藻場 主な出現種

水深 1.6m 1.3m 0.8m

底質概観 砂 砂 砂

調査地点 St.g St.h St.i

調査日 7月19日 7月19日 7月19日

 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 5%未満  ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 5%  ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 15%

 ｳﾐｼﾞｸﾞｻ　　　 　　： 5%未満  ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ　　　 ： 5%  ｳﾐｼﾞｸﾞｻ　　　 　　： 5%未満

 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ　　　 ： 5%未満  ｳﾐｼﾞｸﾞｻ　　　 　　： 5%未満  ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ　　　 ： 5%未満

 ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満  ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満  ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満

注）水深は那覇港湾験潮所基準面上(+)1.34mを基準とし、基準面より高い場合はマイナス表記することとした。

特記事項

局所的に海草藻場被度10%の箇所もみ
られた。
砂が流出し、海草の葉鞘や地下茎が露
出。

葉の先端にｼｵｸﾞｻ属の付着が著し
い。

ｳﾐｶﾞﾒ等の食害により、ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞ
ﾓの葉が短い。

葉枯れの割合 40% 40% 25%

- - -

葉上の珪藻類や
藍藻類の付着

70% 95% 30%

食害生物の状況 なし なし 5%未満

浮泥
堆積割合 0% 0% 0%

堆積厚

藻場被度 5% 15% 20%

海草藻場 主な出現種

水深 0.9m 0.4m 0.4m

底質概観 砂、ｻﾝｺﾞ礫、岩盤 ｻﾝｺﾞ礫、砂 ｻﾝｺﾞ礫、砂

調査地点 St.a St.b St.c

調査日 1月11日 1月10日 1月10日
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表 104（2） 海草類の出現状況及び地点状況（令和 4 年度 冬季：St.d～St.ｆ） 

 

 

表 104（3） 海草類の出現状況及び地点状況（令和 4 年度 冬季：St.g～St.ｉ） 

 

  

 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満  ﾍﾞﾆｱﾏﾓ ： 5%  ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満

 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 5%未満  ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 5%未満  ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満

 ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満  ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満  ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 5%未満

 ｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満  ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満

注）水深は那覇港湾験潮所基準面上(+)1.34mを基準とし、基準面より高い場所はマイナス表記した。

葉上の珪藻類や
藍藻類の付着

40% 60% 10%

葉枯れの割合 20% 5% 5%未満

特記事項 藻場のえぐれあり、地下茎露出。 藻場のえぐれあり、地下茎露出。
砂紋あり。
ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓはごく僅かであり、多
くは葉枯れを生じていた。

食害生物の状況 あり あり なし

浮泥
堆積割合 0% 0% 0%

堆積厚 - - -

藻場被度 5% 10% 5%未満

海草藻場 主な出現種

水深 0.9m 0.7m 1.0m

底質概観 ｻﾝｺﾞ礫、砂 ｻﾝｺﾞ礫、砂、岩盤 砂、岩盤

調査地点 St.d St.e St.f

調査日 1月11日 1月11日 1月11日

 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 5%未満  ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満  ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ： 5%未満

 ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満  ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満  ｳﾐﾋﾙﾓ ： 5%未満

 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満  ｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満  ｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満

 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ： 5%未満

注）水深は那覇港湾験潮所基準面上(+)1.34mを基準とし、基準面より高い場所はマイナス表記した。

葉上の珪藻類や
藍藻類の付着

80% 50% 70%

葉枯れの割合 30% なし 50%

特記事項
底面に凹凸あり。
埋在生物生息孔がみられた。

ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ属の生息孔あり。
埋在生物生息孔がみられた。

底面に凹凸あり。
埋在生物生息孔が非常に多くみら
れた。

食害生物の状況 なし なし なし

浮泥
堆積割合 20% 5%未満 5%未満

堆積厚 1mm未満 1mm未満 1mm未満

藻場被度 5%未満 5%未満 5%未満

海草藻場 主な出現種

水深 1.6m 1.3m 0.8m

底質概観 砂 砂 砂

調査地点 St.g St.h St.i

調査日 2月10日 2月10日 2月10日
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＜令和 4年 7 月 夏季＞ 

 

図 129（1） 海草藻場と分布の中心部との比較（夏季） 

 

＜令和 5年 1 月 冬季＞ 

 

図 129（2） 海草藻場と分布の中心部との比較（冬季） 
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③ 令和 4 年度調査結果のまとめ 

分布状況の経年変化は図 130 に、分布面積の経年変化は表 105 及び図 131、図 132 に示すとお

りである。 

 

＜閉鎖性海域＞ 

閉鎖性海域における海草藻場の分布面積は、令和 4 年度に 10.8ha であり、工事前の変動範囲であ

った。 

閉鎖性海域では、平成 28 年度以降、葉枯れや埋在生物の生息孔や塚により生じた海底起伏による

海草の地下茎露出や埋没が主因と考えられる被度の低下が確認されている。こうした状況は定点調

査においても閉鎖性海域の St.S3、S4 で確認されている。 

 

＜改変区域西側＞ 

改変区域西側における海草藻場の分布面積は、令和 4 年度に 39.4ha であり、工事前の変動範囲で

あった。 

 

令和 4 年度の調査結果について、海草藻場の面積は概ね工事前の変動範囲内であり、被度につい

ては、閉鎖性海域で低下がみられるものの、改変区域西側及び対照区と同様の変動であり、自然変

動と考えられる。 
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＜平成 14 年 2 月＞ 

 

＜平成 19 年 1 月＞ 

 

＜平成 20 年 9 月＞ 

 

＜平成 23 年 2 月＞ 

 

図 130（1） 事業実施区域周辺における海草藻場の分布の経年変化 

  

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 
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＜平成 23 年 5 月＞ 

 

＜平成 23 年 8 月＞ 

 

＜平成 23 年 11 月＞ 

 

＜平成 25 年 8 月＞ 

 

図 130（2）  事業実施区域周辺における海草藻場の分布の経年変化 

  

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 
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＜平成 26 年 1 月＞ 

 

＜平成 26 年 5 月＞ 

 

＜平成 26 年 7 月＞ 

 

＜平成 26 年 10 月＞ 

 

図 130（3）  事業実施区域周辺における海草藻場の分布の経年変化 

  

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 
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＜平成 27 年 2 月＞ 

 

＜平成 27 年 5 月＞ 

 

＜平成 27 年 8 月＞ 

 

＜平成 27 年 10 月＞ 

 

図 130（4）  事業実施区域周辺における海草藻場の分布の経年変化 

  

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 
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＜平成 28 年 2 月＞ 

 

＜平成 28 年 5 月＞ 

 

＜平成 28 年 7 月＞ 

 

＜平成 28 年 10～11 月＞ 

 

図 130（5）  事業実施区域周辺における海草藻場の分布の経年変化 

  

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 
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＜平成 29 年 1 月＞ 

 

＜平成 29 年 5 月＞ 

 

＜平成 29 年 7 月＞ 

 

＜平成 29 年 10～11 月＞ 

 

図 130（6） 事業実施区域周辺における海草藻場の分布の経年変化 

  

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 
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＜平成 30 年 1～2 月＞ 

 

＜平成 30 年 4～5 月＞ 

 

＜平成 30 年 7～8 月＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜平成 30 年 10～11 月＞ 

 

 

図 130（7） 事業実施区域周辺における海草藻場の分布の経年変化 

  

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 
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＜平成 31 年 1 月＞ 

 

＜令和元年 5 月＞ 

 

＜令和元年 7～8 月＞ 

 

＜令和元年 10 月＞ 

図 130（8） 事業実施区域周辺における海草藻場の分布の経年変化 

  

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 
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＜令和 2 年 2 月＞ 

 

＜令和 2 年 7 月＞ 

＜令和 3 年 1～2 月＞ ＜令和 3 年 7 月＞ 

図 130（9） 事業実施区域周辺における海草藻場の分布の経年変化 

 

  

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 
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＜令和 4 年 1 月＞ 

 

＜令和 4 年 7 月＞ 

＜令和 5 年 1 月＞ 

 

 

図 130（10） 事業実施区域周辺における海草藻場の分布面積の経年変化 

 

 

 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 

凡例 

海草藻場被度 

  10%未満 

  10%以上～20%未満 

  20%以上～30%未満 
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表 105 事業実施区域周辺における海草藻場の分布面積の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注）海草量は、各被度区分の中間値にそれぞれの面積を乗じた値を合計して求めた。

　 　　例）20～30%未満（中間値25）：ｘ ha、

　　 　　　10～20%未満（中間値15）：ｙ ha、

　 　　　　10%未満（中間値5）：ｚ haの場合、海草量は（25 ×x＋15×y＋5×z）。

単位：ha(海草量は単位なし)

H13年度 H18年度 H20年度 H22年度 H26年度

H14.2 H19.1 H20.9 H23.2 H23.5 H23.8 H23.11 H25.8 H26.1 H26.5 H26.7 H26.10 H27.2 H27.5 H27.8 H27.10 H28.2 H28.5 H28.7 H28.10-11 H29.1

冬季 冬季 夏季 冬季 春季 夏季 秋季 夏季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季

10%未満 23.2 27.5 25.9 27.5 20.5 12.6 13.2 12.1 15.5 18.0 17.6 19.7 22.3 27.1 25.0 22.7 26.1 27.0 26.3 26.1 26.1

10～20%未満 11.4 16.6 16.0 16.0 10.2 6.4 7.9 7.2 3.5 6.2 3.3 2.8 2.4 2.5 6.3 9.7 8.2 6.9 8.2 8.0 8.0

20～30%未満 8.7 0.1 5.0 1.6 4.8 2.4 2.7 2.9 2.8 2.8 2.8 2.4 2.7 2.9 2.5 2.0 2.4 2.4 2.2 2.1 2.1

面積合計 43.3 44.2 46.9 45.1 35.5 21.4 23.8 22.1 21.8 27.0 23.7 24.9 27.4 32.5 33.8 34.4 36.7 36.3 36.7 36.2 36.2

海草量 503.8 387.8 494.7 417.0 374.7 217.7 252.9 239.2 200.8 253.0 207.5 200.5 215.0 245.5 282.0 309.0 313.5 298.5 309.5 302.5 302.5

10%未満 18.0 8.4 8.0 16.9 10.7 9.2 10.9 11.7 10.4 15.9 12.9 11.7 13.9 14.0 15.0 13.6 13.6 14.9 14.9 14.7 14.1

10～20%未満 6.9 8.0 7.2 2.0 3.9 1.5 0.5 1.1 1.1 0.7 0 0 0.6 1.0 0.5 3.0 3.8 2.1 1.9 0.7 0.7

20～30%未満 0 0.8 1.6 0 0.2 0 0 0 0 0 0.6 0.7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

面積合計 24.9 17.2 16.8 18.9 14.8 10.7 11.4 12.8 11.5 16.6 13.5 12.4 14.5 15.0 15.5 16.6 17.4 17.0 16.8 15.4 14.8

海草量 194.1 181.5 188.1 114.9 117.5 67.8 62.3 75.6 68.5 89.4 80.2 76.1 78.1 85.2 82.3 112.6 125.6 106.0 103.2 84.2 80.9

68.2 61.4 63.7 64.0 50.3 32.1 35.2 34.9 33.3 43.6 37.2 37.3 41.9 47.5 49.3 51.0 54.1 53.3 53.5 51.6 51.0

697.9 569.2 682.7 531.8 492.2 285.5 315.2 314.7 269.3 342.4 287.7 276.6 293.1 330.7 364.3 421.6 439.1 404.5 412.7 386.7 383.4

環境影響評価時の現地調査過年度調査

工事前 工事中

事後調査

H27年度

藻場合計海草量

改変区域外海草面積合計

事前調査

被度区域
H25年度 H26年度

改
変
区
域
西
側

閉
鎖
性
海
域

H23年度 H28年度

単位：ha(海草量は単位なし)

H29.5 H29.7 H29.10-11 H30.1-2 H30.4-5 H30.7-8 H30.10-11 H31.1 R1.5 R1.7-8 R1.10 R2.2 R2.7 R3.1-2 R3.7 R4.1 R4.7 R5.1

春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季
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注：1.海草藻場面積には、改変区域内の海草藻場の面積は含まれていない。 

注：2.海草量は、被度別の面積の変化を視覚化した指標で、各被度の中間値にそれぞれの面積を乗じた値の合計である。 

例）20%以上～30%未満(中間値 25)：x ha、 

10%以上～20%未満(中間値 15)：y ha、 

10%未満      (中間値 5)：z ha の場合、海草量は(25×x＋15×y＋5×z)。 

注：3.最大瞬間風速 35m/s 以上（那覇）が記録された台風を示す。 

 

図 131 事業実施区域周辺における海草藻場の分布面積の経年変化 
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図 132 海草量の経年変化 
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④ 工事前調査結果との比較 

 

＜閉鎖性海域＞ 

閉鎖性海域における海草藻場の分布面積は、工事前が 10.7～24.9ha、工事中が 6.7～17.4ha、供

用時が 10.6～12.3ha であり、平成 30 年度秋季を除き、概ね工事前の変動範囲内であった。被度別

の分布面積をみると、被度 10％以上の区域は平成 28 年度春季以降生育被度が低下傾向になり、平成

29 年度秋季以降は被度 10％未満の区域のみでとなった。また、分布面積及び被度の推移について

は、改変区域西側や対照区とも類似していた（対照区の調査結果、資料 2 本編 p338、図 140）。 

閉鎖性海域では、改変区域西側で主な藻場の構成種となっているリュウキュウスガモが少なく、

マツバウミジグサ等の小型海草が主体の藻場が多かった。小型海草は消長が大きく、分布域の変動

が大きい傾向がみられる。また、平成 28 年度以降、葉枯れ、浮泥の堆積状況や埋在生物の生息孔や

塚により生じた海底起伏による海草の地下茎露出や埋没が主因と考えられる被度の低下が確認され

ている（葉枯れ割合、浮泥の堆積状況、埋在生物の生息孔、資料 2本編 p218-219、図 91-93）。こ

うした状況は定点調査においても閉鎖性海域の St.S3、S4 で確認されている。 

 

＜改変区域西側＞ 

改変区域西側における海草藻場の分布面積は、工事前が 21.4～46.9ha、工事中が 23.7～41.2ha、

供用時が 35.6～41.7ha であり、概ね工事前の変動範囲内であった。被度別の面積をみると、平成 29

年度冬季に生育被度が低下し、被度 10～20％未満の面積が減少、被度 20～30％未満の区域がみられ

なくなった。被度の回復が進まない要因として、台風による洗堀・砂の堆積や冬季大潮期の夜間干

出時に低温・乾燥に曝されること、アオウミガメによる食害等が考えられる。また、主な藻場の構

成種はリュウキュウスガモであった。 
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2) 任意調査項目 

① 海草藻場の基盤環境 

令和 4 年度における海草藻場の基盤環境調査結果は図 133 及び図 134 に示すとおりである。 

地盤高、底質、砂層厚に大きな変化はみられなかった。 

 

  

測定位置及び地盤高        底質性状の観察結果 

      

砂層厚の測定結果 

図 133 海草藻場の基盤環境調査結果（令和 4 年度春季）  

凡例 

 測定位置 

 等高線(0.1m毎) 
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測定位置及び地盤高        底質性状の観察結果 

      

砂層厚の測定結果 

 

図 134 海草藻場の基盤環境調査結果（令和 4 年度冬季） 

  

凡例 

 測定位置 

 等高線(0.1m 毎) 
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② 海草藻場の光合成活性 

健全なリュウキュウスガモの光合成活性として 0.7～0.8 の値が報告されている。 

光合成活性の各海域の平均値は、令和 4年度夏季には閉鎖性海域で 0.75、改変区域西側で 0.67、

対照区で 0.69 であり、いずれの海域においても概ね健全とされる値であったが、改変区域西側では

やや低い値であった。これは、St.S2 の光合成活性が 0.62 と低かったためであり、St.S2 では水深

が浅いため干出による影響を受けやすく、過年度においても 0.6 を下回る値が確認されている。こ

のため、海域による差ではなく水深による差と推定される。令和 4 年度冬季には閉鎖性海域で 0.71、

改変区域西側で 0.69、対照区で 0.70 であり、いずれの海域でも概ね健全とされる値であった。 

また、令和元年度以降、マツバウミジグサやウミジグサについても測定を行った。サンプル数が

少ないため、ばらつきが大きいものの、概ねリュウキュウスガモと同様の傾向であった。 
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図 135 調査海域毎の光合成活性（平均値） 
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③ 底質の酸化還元電位 

酸化還元電位の測定結果は図 136 に示すとおりである。 

閉鎖性海域で僅かに還元環境であったが、過年度の変動範囲内であり、改変区域西側や対照区と

大きな差はみられなかった。 

 

 令和 4 年度夏季 令和 4 年度冬季 

事業実施区 

  
対照区 

  

 

図 136 酸化還元電位の測定結果 
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3) 分布調査（対照区） 

海草藻場の分布面積の経年変化は表 106 及び図 139 に、分布状況の経年変化は図 140 に示すとお

りである。 

 

① 夏季・冬季 

海草藻場はエージナ島南側から喜屋武漁港北側にかけての礁池内全体にみられた。分布面積は

94.2～96.0ha であり、前回調査にあたる令和 4年度夏季から冬季にかけて 1.8ha 減少した。 

被度別にみると、被度 10％未満の区域が 61.5～63.5ha と最も広範囲を占めた。被度 10～20％未

満の面積は 32.6～32.7ha であった。また、被度 20％以上の区域はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 137 被度低下箇所の概況（夏季） 

  

エダコモンサンゴ等が密生 藻場内のサンゴが斃死 

海草の地下茎露出やえぐれ 波浪影響と推定される砂紋 
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図 138 被度低下箇所の概況（冬季） 

 

 

② 令和 4 年度調査結果のまとめ 

令和 4 年度の海草藻場の分布面積は 94.2～96.0ha であり、事前調査の変動範囲を上回っていた。 

被度区分の分布面積を過年度と比較すると、被度 20％以上の被度の高い分布域は、事後調査を開

始した平成 26 年 5 月以降安定して推移していたが、平成 30 年 1～2 月以降減少傾向にあり、被度

30％以上の区域は平成 30 年 1～2 月以降、被度 20～30％未満の区域は令和 2 年 2 月以降みられてお

らず、事前調査の変動範囲を下回った。令和 4 年度の海草藻場の分布面積は 94.2～96.0ha であり、

事前調査の変動範囲を上回っていた。 

なお、令和 4年度夏季において、藻場内に成育していたサンゴの多くが死亡・礫化していることが

確認された。 

 

  

枝状サンゴと海草類の混生 枝状コモンサンゴ属が密生 

被度の増加箇所 砂の堆積と葉枯れ 
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表 106 海草藻場（対照区）の分布面積の経年変化 

 

注：海草量は、各被度の中間値にそれぞれの面積を乗じた値の合計である。 

  例）30%以上～40%未満(中間値 35)：w ha、 

20%以上～30%未満(中間値 25)：x ha、 

        10%以上～20%未満(中間値 15)：y ha、 

        10%未満     (中間値 5)：z ha の場合、海草量は 35×w＋(25×x＋15×y＋5×z)。 

 

 

 
注：1.海草量は、被度別の面積の変化を指標で、各被度の中間値にそれぞれの面積を乗じた値の合計である。 

例）30％以上～40％未満(中間値 35)：w ha、 

20％以上～30％未満(中間値 25)：x ha、 

10％以上～20％未満(中間値 15)：y ha、 

10％未満     (中間値 5) ：z ha の場合、海草量は 35×w＋(25×x＋15×y＋5×z)。 

注：2.最大瞬間風速 35m/s 以上（那覇）が記録された台風を示す。 

 

図 139 海草藻場（対照区）の分布面積の経年変化 

 

  

単位：ha

H24年度 H29年度

H25.3 H25.8 H26.1 H26.5 H26.7 H26.10 H27.1 H27.5-6 H27.7 H27.10 H28.2 H28.5 H28.8 H28.10 H29.1 H29.5-6

10％未満 15.4 23.4 24.8 33.5 33.9 38.6 42.5 46.1 36.0 33.1 39.7 41.5 38.8 33.7 36.6 36.0

10～20％未満 45.8 23.3 23.0 22.1 20.6 18.0 20.0 18.2 22.4 22.8 23.1 17.8 19.0 22.0 19.9 22.0

20～30％未満 15.8 23.7 24.7 24.2 22.1 27.9 26.7 26.2 25.7 28.5 25.6 32.1 31.1 31.5 31.7 33.3

30～40％未満 0.0 5.7 4.4 4.2 3.5 3.0 2.6 3.4 3.8 1.0 0.8 1.3 1.5 2.5 2.4 2.5

合   計 77.0 76.1 76.9 84.0 80.1 87.5 91.8 93.9 87.9 85.4 89.2 92.7 90.4 89.7 90.6 93.8

藻場合計海草量 1,159.0 1,258.5 1,240.5 1,251.0 1,153.5 1,265.5 1,271.0 1,277.5 1,291.5 1,255.0 1,213.0 1,322.5 1,309.0 1,373.5 1,358.0 1,430.0

単位：ha

H29.8 H29.11 H30.1-2 H30.5 H30.7 H30.10 H31.1-2 H31.4 R1.8 R1.10 R2.2 R2.7 R3.1 R3.7 R4.1 R4.7 R5.1

10％未満 40.2 39.8 47.2 45.7 41.6 45.3 51.8 47.6 46.4 50.4 48.4 56.7 58.7 56.6 58.4 63.5 61.5

10～20％未満 19.3 18.4 41.8 44.8 31.9 37.8 37.2 40.5 42.6 40.8 39.6 37.1 37.3 33.9 34.9 32.6 32.7

20～30％未満 30.9 32.6 5.3 5.0 22.1 8.9 8.7 8.9 8.3 6.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～40％未満 3.8 3.5 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合   計 94.2 94.3 94.2 95.6 95.6 92.0 97.7 97.0 97.3 98.0 87.9 93.7 95.9 90.5 93.2 96.0 94.2

藻場合計海草量 1,396.6 1,411.8 994.5 1,029.0 1,241.6 1,016.1 1,034.1 1,067.7 1,078.5 1,033.1 835.3 839.5 852.3 791.1 814.9 805.8 798.5

R4年度

モニタリング調査
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図 140（1） 海草藻場（対照区）の分布状況の経年変化 
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図 140（2） 海草藻場（対照区）の分布状況の経年変化 
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図 140（3） 海草藻場（対照区）の分布状況の経年変化 
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図 140（4） 海草藻場（対照区）の分布状況の経年変化 
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図 140（5） 海草藻場（対照区）の分布状況の経年変化 
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図 140（6） 海草藻場（対照区）の分布状況の経年変化 
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図 140（7） 海草藻場（対照区）の分布状況の経年変化 

 

 

  



 

346 

 

図 140（8） 海草藻場（対照区）の分布状況の経年変化 
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図 140（9） 海草藻場（対照区）の分布状況の経年変化 

 

 

③ 工事前調査結果との比較 

分布面積の経年変化については、平成 26 年度春季以降、台風等による変動はみられるものの、令

和元年度春季にかけて微増する傾向がみられ、供用時の令和 4 年度までは概ね横ばいであった。 

被度については、被度 20％以上の被度の高い分布域は、平成 26 年度春季以降安定して推移してい

たが、平成 29 年度冬季以降減少傾向にあり、被度 30％以上の区域は平成 29 年度冬季以降、被度 20

～30％未満の区域は令和元年度冬季以降みられていない。 

当該海域における主な被度低下の要因は、台風等による波浪による藻場の洗堀、冬季大潮期の夜間

干出による葉枯れと考えられるが、対照区の藻場分布域北側にあるサンゴ群落の拡大、アオウミガメ

による食害等も要因の一つと考えられた。 

また、分布面積及び被度の推移については、閉鎖性海域や改変区域西側の海草藻場の変動とも類似

していた。 
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3.7 カサノリ類 

 調査方法 

カサノリ類の生育状況調査として、調査範囲内をシュノーケリングや徒歩、潜水目視観察等により、

カサノリ類（カサノリ及びホソエガサ）について有無を観察する。観察に当たっては、両種の被度（1

～5％、5～10％、10～20％、20％以上）別分布範囲、生長段階、生育環境（底質基盤の状況、浮泥の

堆積状況等）を把握し、被度別分布図を作成する。 

 

 調査時期及び調査期間 

表 107 カサノリ類の調査時期及び調査期間 

項目 
調査時期 

調査期間 
工事の実施時 存在・供用時 

カサノリ類 冬季（生育環境調査は四季） 
工事の実施時及び 

供用後 3年間を想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 141 カサノリ類に係る環境監視調査範囲 
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改変区域の西側分布域 

閉鎖性海域の西側分布域 

瀬長島寄りの岸側分布域 

大嶺崎寄りの岸側分布域 

 令和 4 年度調査結果 

① 令和 4 年度調査結果のまとめ 

カサノリ類の分布状況は図 143 に、分布面積は表 108、図 183 及び図 184 に示すとおりである。 

令和 5 年 1～4 月のカサノリ類（カサノリ、ホソエガサ）の分布面積は 6.7～12.4ha であった。 

カサノリ類の分布面積は工事前の変動範囲を下回っているものの、継続的に分布が確認される場

所がみられていることから、事業による大きな影響はないと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 142 分布の区分 

 

② 中心となる分布範囲の変動状況 

カサノリ類はサンゴ礫や転石に着生するため、波浪等の影響により分布範囲が容易に変動し、年変

動が大きい。そのため、各年 1 回以上カサノリ類が確認された範囲について、工事前後で比較した。

工事前（平成 25～26 年）において各年 1 回以上カサノリ類が確認された範囲の重なった範囲を「工

事前の共通分布範囲」とし、令和 5 年の分布範囲と比較した結果を図 185 に示す。 

 

 「（a）改変区域の西側分布域」と「（b）閉鎖性海域の西側分布域」の北側で分布域が増大した。 

 「（b）閉鎖性海域の西側分布域」の南側、「（c）瀬長島寄りの岸側分布域」、「（d）大嶺崎寄りの岸

側分布域」で分布域が減少した。 
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表 108 カサノリ類の分布面積 

 

 

 

 

単位（ha)

平成29年

2月 3月 1月 4月 1月 2月上旬 2月下旬 3月 1月 2月 3月 1月 2月 3月 4月 1月 2月 3月 4月

1～5%未満 8.4 7.6 8.2 6.2 3.2 3.2 2.2 2.8 0.8 0.9 0.7 1.2 1.9 1.9 4.0 0.6 8.7 11.8 6.1

5～10%未満 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

10～20%未満 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

合計 8.4 7.6 8.2 6.2 3.2 3.2 2.2 2.8 0.8 0.9 0.7 1.2 1.9 1.9 4.0 0.6 8.7 11.8 6.1

ホソエガサ 1～5%未満 - - - - 0.12 0.12 0.12 - - 0.02 - 0.02 - - - - 0.28 0.22 -

1～5%未満 7.1 6.5 4.9 3.2 4.2 2.1 1.6 0.3 1.4 2.3 1.9 0.1 0.0 0.4 0.7 0.3 1.4 3.5 3.6

5～10%未満 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

10～20%未満 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

合計 7.1 6.5 4.9 3.2 4.2 2.1 1.6 0.3 1.4 2.3 1.9 0.1 0.0 0.4 0.7 0.31 1.40 3.52 3.64

ホソエガサ 1～5%未満 - - - - - - - - - 0.09 0.11 - - - 0.04 0.06 0.57 1.19 1.25

1～5%未満 28.8 27.3 30.7 23.9 9.9 15.3 14.4 13.2 16.2 11.0 14.9 2.4 6.2 6.1 10.2 1.9 3.2 10.1 8.4

5～10%未満 0.74 0.78 0.40 0.14 0.08 0.22 0.65 0.64 0.08 0.10 0.11 0.02 0.02 0.02 0.02 - 0.02 0.02 0.02

10～20%未満 0.73 0.09 0.04 0.10 - 0.13 0.09 0.17 - 0.05 0.02 - - - - - - - -

合計 30.3 28.2 31.1 24.2 10.0 15.6 15.2 14.1 16.3 11.1 15.1 2.4 6.2 6.1 10.2 1.9 3.3 10.1 8.4

ホソエガサ 1～5%未満 0.34 0.24 0.20 - 0.03 0.01 0.15 0.26 0.08 0.02 0.02 - 0.03 0.02 0.05 0.01 0.02 0.23 0.16

1～5%未満 3.0 3.8 2.9 3.1 1.6 2.8 3.2 2.4 1.8 2.4 1.1 0.5 0.9 1.3 0.7 0.8 1.5 2.3 2.1

5～10%未満 - 0.15 0.11 - 0.14 0.22 0.30 0.09 0.04 0.04 0.07 - - - - - - - -

10～20%未満 0.17 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

合計 3.2 3.9 3.0 3.1 1.7 3.0 3.5 2.5 1.9 2.5 1.1 0.5 0.9 1.3 0.7 0.8 1.5 2.3 2.1

ホソエガサ 1～5%未満 - - - - - - - - - - 0.01 - - - - - - - -

カサノリ合計 1～5%未満 47.3 45.2 46.7 36.4 18.9 23.3 21.4 18.8 20.2 16.6 18.6 4.2 9.1 9.7 15.6 3.6 14.9 27.6 20.2

5～10%未満 0.74 0.93 0.50 0.14 0.22 0.43 0.95 0.74 0.11 0.14 0.18 0.02 0.02 0.02 0.02 - 0.02 0.02 0.02

10～20%未満 0.91 0.09 0.04 0.10 - 0.13 0.09 0.17 - 0.05 0.02 - - - - - - - -

合計 49.0 46.2 47.3 36.6 19.1 23.9 22.4 19.7 20.3 16.8 18.8 4.2 9.1 9.7 15.6 3.6 14.9 27.7 20.2

1～5%未満 0.34 0.24 0.20 - 0.15 0.13 0.27 0.26 0.08 0.13 0.14 0.02 0.03 0.02 0.08 0.08 0.86 1.65 1.41

49.0 46.2 47.3 36.6 19.1 23.9 22.4 19.7 20.3 16.8 18.8 4.2 9.1 9.7 15.6 3.6 15.1 27.7 20.2

137.5 121.2 121.1 93.5 48.8 63.5 62.0 55.2 51.3 43.4 48.1 10.5 22.8 24.3 39.2 9.1 37.5 69.3 50.5

0.9 0.6 0.5 - 0.4 0.3 0.7 0.6 0.2 0.3 0.3 0.0 0.1 0.1 0.2 0.2 2.2 4.1 3.5

工事中 供用時

平成31年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

2月上旬 2月下旬 3月 4月 1月 2月 3月 4月 1月 2月 3月 4月 1月 2月 3月 4月 1月 2月 3月 4月

1～5%未満 8.5 10.8 4.7 1.7 1.9 4.0 1.7 2.1 1.0 3.8 6.3 5.6 4.2  4.0  7.1 2.9  3.5  5.0  6.7  2.2  

5～10%未満 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

10～20%未満 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

合計 8.5 10.8 4.7 1.7 1.9 4.0 1.7 2.1 1.0 3.8 6.3 5.6 4.2  4.0  7.1 2.9  3.5  5.0  6.7  2.2  

ホソエガサ 1～5%未満 0.06 0.05 0.07 0.02 0.03 0.01 0.05 0.01 0.01 0.11 0.84 4.85 0.04 0.90 1.46 0.23 - 0.02 0.25 0.06

1～5%未満 1.3 2.0 1.5 0.4 - 0.0 1.1 0.9 0.0 1.6 1.8 0.4 - 0.59 1.64 0.03 0.01 0.01 0.17 0.02

5～10%未満 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

10～20%未満 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

合計 1.28 2.01 1.54 0.41 0.00 0.03 1.06 0.92 0.01 1.59 1.75 0.38 0.00 0.59 1.64 0.03 0.01 0.01 0.17 0.02

ホソエガサ 1～5%未満 1.70 2.13 1.39 0.24 0.13 0.02 2.76 1.27 - 0.79 3.01 - 0.01 1.15 0.93 0.19 0.32 0.48 0.55 0.08

1～5%未満 5.2 8.5 4.6 2.4 1.3 1.8 5.5 4.3 0.6 2.7 3.2 2.7 0.5  1.1  1.8  2.5  2.7  2.6  4.7  3.4  

5～10%未満 0.01 0.04 0.10 0.07 0.08 0.08 0.11 0.18 0.05 0.05 0.05 - - 0.03 0.02 0.05 - 0.08 0.14 0.30

10～20%未満 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

合計 5.2 8.5 4.7 2.5 1.4 1.9 5.6 4.5 0.7 2.8 3.3 2.7 0.5  1.1  1.8  2.6  2.7  2.7  4.8  3.7  

ホソエガサ 1～5%未満 0.10 0.15 0.08 0.05 0.04 0.11 0.27 0.11 0.46 0.21 0.13 1.13 0.07 0.10 0.11 0.22 0.08 0.02 0.02 0.02

1～5%未満 0.1 0.5 0.4 1.1 0.0 0.0 0.3 0.2 - 0.5 0.9 0.5 0.02 0.28 0.33 0.23 0.06 0.84 0.03 0.07

5～10%未満 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

10～20%未満 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

合計 0.05 0.5 0.4 1.1 0.02 0.03 0.3 0.2 - 0.5 0.9 0.5 0.02 0.28 0.33 0.23 0.06 0.84 0.03 0.07

ホソエガサ 1～5%未満 - - - - - - - - - - - - 0.01 0.01 - 0.36 - 0.01 - -

カサノリ合計 1～5%未満 15.1 21.8 11.2 5.6 3.2 5.9 8.5 7.5 1.6 8.6 12.2 9.3 4.7  5.9  10.9  5.7  6.3  8.5  11.6  5.8  

5～10%未満 0.01 0.04 0.10 0.07 0.08 0.08 0.11 0.18 0.05 0.05 0.05 - - 0.03 0.02 0.05 - 0.08 0.14 0.30

10～20%未満 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

合計 15.1 21.8 11.3 5.7 3.3 6.0 8.6 7.7 1.6 8.6 12.2 9.3 4.7  6.0  10.9  5.7  6.3  8.6  11.7  6.1  

1～5%未満 1.86 2.32 1.53 0.31 0.19 0.14 3.08 1.39 0.47 1.11 3.98 5.97 0.12 2.16 2.51 0.99 0.40 0.52 0.81 0.16

16.5 23.3 12.3 6.0 3.5 6.1 10.8 9.0 2.0 9.5 15.3 11.8 4.8 7.4 12.2 6.5 6.7 9.0 12.4 6.2

37.9 54.8 28.8 14.6 8.6 15.4 22.1 20.2 4.3 21.8 30.8 23.2 11.8 15.1 27.3 14.6 15.7 21.9 30.0 16.6

4.6 5.8 3.8 0.8 0.5 0.3 7.7 3.5 1.2 2.8 10.0 14.9 0.3 5.4 6.3 2.5 1.0 1.3 2.0 0.4

平成30年

工事中

平成27年 平成28年
分
布
域

種類 被度

工事前

平成25年 平成26年

（a）
改
変
区
域
の
西
側

カサノリ

（b）
閉
鎖
性
海
域
の
西
側

カサノリ

（c）
瀬
長
島
寄
り
の
岸
側

カサノリ

（d）
大
嶺
崎
寄
り
の
岸
側

カサノリ

ホソエガサ合計

カサノリ類合計

カサノリ量

ホソエガサ量

（b）
閉
鎖
性
海
域
の
西
側

カサノリ

（c）
瀬
長
島
寄
り
の
岸
側

カサノリ

分
布
域

カサノリ量

ホソエガサ量

種類 被度

（d）
大
嶺
崎
寄
り
の
岸
側

カサノリ

ホソエガサ合計

カサノリ類合計

（a）
改
変
区
域
の
西
側

カサノリ

注：1．平成 26 年 4月は事後調査であり工事後にあたるが、カサノリが冬季に生育することを考慮して工事前の区分とした。 
  2．小数点第 2位を四捨五入した値を示す。ただし、カサノリの被度 5～10％未満、10～20％未満、ホソエガサの面積は、

小数点第 3位を四捨五入した値を示す。 
  3. 「-」は確認されなかったことを示す。 
  4. 赤字は各年の最大分布面積を示す。 

5. カサノリ量、ホソエガサ量は各被度区分の中間値にそれぞれの面積を乗じた値を合計して求めた。 
 例）1～5％未満（中間値 2.5）：x ha、5～10％未満（中間値 7.5）：y ha の場合、カサノリ量は（2.5 × x + 7.5 × y）。 
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図 143（1） カサノリ類の分布 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 143（2） カサノリ類の分布 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 143（3） カサノリ類の分布 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 143（4） カサノリ類の分布 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 143（5） カサノリ類の分布 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 143（6） カサノリ類の分布 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 143（7） カサノリ類の分布  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 143（8） カサノリ類の分布 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 143（9） カサノリ類の分布 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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図 143（10） カサノリ類の分布  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 109 詳細調査結果（平成 25 年 2 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 144 詳細調査結果（平成 25 年 2 月）    

 

表 110 詳細調査結果（平成 25 年 3 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 145 詳細調査結果（平成 25 年 3 月） 

調査期日：平成25年2月15日
株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜

Ac1 群体数 2 1 ｻﾝｺﾞ礫着生，ｲｿｽｷﾞﾅ混生

(<5%) 成長段階 Ⅲ Ⅲ

群体数 25 5 ｻﾝｺﾞ礫着生，ｲｿｽｷﾞﾅ混生

成長段階 Ⅱ，Ⅲ Ⅱ，Ⅲ

Ac2 群体数 21 5 ｻﾝｺﾞ礫着生(砂中埋没，ｲｿｽｷﾞﾅ混生)

(<5%) 成長段階 Ⅲ Ⅱ，Ⅲ

Ac3 群体数 13 7 1 ｻﾝｺﾞ礫着生(砂中埋没，ｲｿｽｷﾞﾅ混生)

(5～10%) 成長段階 Ⅱ，Ⅲ Ⅱ，Ⅲ Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ

Ac4 群体数 13 1 ｻﾝｺﾞ礫着生(砂中埋没，ｲｿｽｷﾞﾅ混生)

(5～10%) 成長段階 Ⅱ，Ⅲ Ⅲ

Ac5 群体数 40 15 20 8 ｻﾝｺﾞ礫着生(砂中埋没，ｲｿｽｷﾞﾅ混生)

(10～20%) 成長段階 Ⅱ，Ⅲ Ⅱ，Ⅲ Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ Ⅲ，Ⅳ

備考(他種との共存等)St

調査期日：平成25年3月2日
株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500

Ac1 群体数 3 砂

(<5%) 成長段階 Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ ｻﾝｺﾞ礫着生，ｲｿｽｷﾞﾅ･ｱｵｻ属混生

Ac2 群体数 2 2 砂、礫底のｻﾝｺﾞ礫に着生

(<5%) 成長段階 Ⅲ Ⅲ ｲｿｽｷﾞﾅ･ｶｺﾞﾒﾉﾘ混生

Ac3 群体数 7 8 1 砂、礫底のｻﾝｺﾞ礫に着生

(5～10%) 成長段階 Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ ｲﾊﾞﾗﾉﾘ･ｶｺﾞﾒﾉﾘ混生

Ac4 群体数 5 10 砂、礫底のｻﾝｺﾞ礫に着生

(5～10%) 成長段階 Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ ｲｿｽｷﾞﾅ･ｶｺﾞﾒﾉﾘ･ｱｵｻ属混生

Ac5 群体数 6 6 21 ﾀｲﾄﾞﾌﾟｰﾙ内　砂、礫底のｻﾝｺﾞ礫に着生

(10～20%) 成長段階 Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ ｲｿｽｷﾞﾅ･ｶｺﾞﾒﾉﾘ混生

備考(他種との共存等)St

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 111 詳細調査結果（平成 26 年 1 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 146 詳細調査結果（平成 26 年 1 月） 

 

 

表 112 詳細調査結果（平成 26 年 4 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。  

図 147 詳細調査結果（平成 26 年 4 月） 

 

調査期日：平成26年1月31日
株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500

Ac1 群体数 5 2 砂、礫底のｻﾝｺﾞ礫に着生

(<5%) 成長段階 Ⅱ,Ⅲ,Ⅰ Ⅲ ｲｿｽｷﾞﾅ･ｱｵｻ属混生

Ac2 群体数 4 砂、礫底のｻﾝｺﾞ礫に着生

(<5%) 成長段階 Ⅲ,Ⅱ,Ⅰ ｲｿｽｷﾞﾅ･ｱｵｻ属

Ac3 群体数 12 11 2 砂、礫底のｻﾝｺﾞ礫に着生

(5～10%) 成長段階 Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ ｲﾊﾞﾗﾉﾘ･ｶｺﾞﾒﾉﾘ混生、ｱｵｻ属混生

Ac4 群体数 7 12 1 砂、礫底のｻﾝｺﾞ礫に着生

(5～10%) 成長段階 Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ Ⅲ ｲｿｽｷﾞﾅ･ｶｺﾞﾒﾉﾘ･ｱｵｻ属混生

Ac5 群体数 14 16 29 1 ﾀｲﾄﾞﾌﾟｰﾙ内　砂、礫底のｻﾝｺﾞ礫に着生、底質・砂礫

(10～20%) 成長段階 Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ ｲｿｽｷﾞﾅ･ｶｺﾞﾒﾉﾘ混生

カサノリ

カサノリ

カサノリ

備考(他種との共存等)調査地点 種類

カサノリ

カサノリ

調査期日：平成26年4月28日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 底質基盤 浮泥の堆積

群体数 8

生長段階 Ⅳ

群体数 6 砂底のｻﾝｺﾞ礫に着生 

生長段階 Ⅳ ｱｵｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅ混生

群体数 5 1 砂、礫底のｻﾝｺﾞ礫に着生 

生長段階 Ⅳ Ⅳ ｲﾊﾞﾗﾉﾘ、ｱｵｻ属混生

群体数 10 2 砂、礫底のｻﾝｺﾞ礫に着生 

生長段階 Ⅳ Ⅳ ｱｵｻ属

群体数 5 2 5 1

生長段階 Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ

群体数 5 11 10 7 ﾀｲﾄﾞﾌﾟｰﾙ内　砂、礫底のｻﾝｺﾞ礫に着生、

生長段階 Ⅱ,Ⅳ Ⅱ,Ⅳ Ⅳ Ⅳ 底質・砂礫/ｲｿｽｷﾞﾅ混生ｲｿｽｷﾞﾅ･ｶｺﾞﾒﾉﾘ混生

Ac6
(30%)

ﾀｲﾄﾞﾌﾟｰﾙ内の礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｲｿｽｷﾞﾅ混生

Ac1
(<5%)

Ac2
(<5%)

Ac3
(5～10%)

Ac4
(5～10%)

Ac5
(10%以上)

カサノリ

カサノリ

カサノリ

備考(他種との共存等)

カサノリ

カサノリ

砂礫

砂礫

生息環境

砂底のｻﾝｺﾞ礫に着生
ｱｵｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅ混生

種類調査地点

砂礫

砂礫

砂礫

なし

なし

なし

なし

なし

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 113 詳細調査結果（平成 27 年 1 月 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 148 詳細調査結果（平成 27 年 1 月） 

 
 

表 114 詳細調査結果（平成 27 年 2 月上旬） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

 

    図 149 詳細調査結果（平成 27 年 2 月上旬） 

  

調査期日：平成27年1月22～24日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 底質基盤 浮泥の堆積

群体数 5 2 1

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ

群体数 2 4 1

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 10 32 16

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

群体数 2

生長段階 Ⅱ、Ⅲ

群体数 8 24 14 24 1

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 6 16 7 4

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

Ac5
(5～10%)

調査地点 備考(他種との共存等)

カサノリ

カサノリ

砂礫

種類

砂礫 なし

Ac1
(<5%)

Ac3
(5～10%)

Ac2
(<5%)

Ac4
(10%以上)

生息環境

カサノリ

カサノリ

カサノリ

ホソエガサ

砂礫 なし

砂礫 なし

なし

砂礫 なし

ホソエガサ

礫やｻﾝｺﾞ礫、貝殻に着生
ｶｺﾞﾒﾉﾘ属、ｱｵｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅ混生

礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｵｺﾞﾉﾘ、ｱｵｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅ混生

礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｶｺﾞﾒﾉﾘ属、ｲｿｽｷﾞﾅ、ﾍﾞﾆｱﾏﾓ混生

ﾀｲﾄﾞﾌﾟｰﾙ内の礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｵｺﾞﾉﾘ、ｶｺﾞﾒﾉﾘ属、ｱｵｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅ混生

礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｵｺﾞﾉﾘ、ｲｿｽｷﾞﾅ混生

調査期日：平成27年2月4～7日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 底質基盤 浮泥の堆積

群体数 2 2 1 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

群体数 5 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅱ、Ⅲ

群体数 6 38 45 18

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 21 53 37 10 1

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

群体数 10 24 8 3

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

砂やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｲｿｽｷﾞﾅ、ｶｺﾞﾒﾉﾘ属、ｱｵｻ属混生

Ac1
(<5%)

Ac2
(<5%)

Ac3
(5～10%)

Ac4
(10%以上)

Ac5
(5～10%)

砂礫 なし

砂礫 なし

礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｷｻﾞﾐﾂﾞﾀ、ｲｿｽｷﾞﾅ、ｱｵｻ属混生

礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
砂が堆積し、ｶｻﾉﾘ等が埋没
ｲｿｽｷﾞﾅ、ｵｺﾞﾉﾘ、ｱﾐｼﾞｸﾞｻ、ｱｵｻ属混生

礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｲｿｽｷﾞﾅ、ｱｵｻ属、ｺｱﾏﾓ混生

ﾀｲﾄﾞﾌﾟｰﾙ内の礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｲｿｽｷﾞﾅ、ｶｺﾞﾒﾉﾘ属、ｵｺﾞﾉﾘ混生

調査地点 備考(他種との共存等)
生息環境

砂礫 なし

砂礫 なし

種類

カサノリ

カサノリ

カサノリ

カサノリ

カサノリ

砂礫 なし

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 



 

 

3
64 

表 115 詳細調査結果（平成 27 年 2 月下旬） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

    図 150 詳細調査結果（平成 27 年 2 月下旬） 

 

表 116 詳細調査結果（平成 27 年 3 月）

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 151 詳細調査結果（平成 27 年 3 月） 

調査期日：平成27年2月19日～20日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の堆積

群体数 5 2 1

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

群体数 8 3 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 10 20 4 2

生長段階 Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 16 40 24 19 2 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 13 24 10 1 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

備考(他種との共存等)種類
生息環境

カサノリ

カサノリ

カサノリ

カサノリ

調査地点

砂礫 なし

砂礫 なし

Ac1
(<5%)

Ac2
(<5%)

Ac3
(5～10%)

Ac4
(10%以上)

Ac5
(5～10%)

砂礫 なし

砂礫 なし

砂礫 なし

カサノリ
礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
砂が堆積し、ｶｻﾉﾘ等が埋没
ｱｵｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅ混生

礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｶｺﾞﾒﾉﾘ、ｲｿｽｷﾞﾅ、ﾍﾞﾆｱﾏﾓ混生

ﾀｲﾄﾞﾌﾟｰﾙ内の礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｶｺﾞﾒﾉﾘ混生

砂、礫底のｻﾝｺﾞ礫に着生
ｵｺﾞﾉﾘ、ｶｺﾞﾒﾉﾘ、ｱｵｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅ混生

礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｱｵｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅ混生

調査期日：平成27年3月6日～7日
株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の堆積

群体数 7 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅲ

群体数 1

生長段階 Ⅲ

群体数 9 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

群体数 14 17 6 3 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 14 35 21 8 1 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

群体数 16 13 6 2 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

調査地点 備考(他種との共存等)種類

カサノリ

生息環境

砂礫 なし

砂礫 なし

カサノリ

カサノリ

カサノリ

カサノリ

ホソエガサ

Ac3
(5～10%)

Ac4
(10%以上)

Ac5
(5～10%)

礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
砂が堆積し、ｶｻﾉﾘ等が埋没
ﾌｸﾛﾉﾘ属、ｱｵｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅ、ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ混
生

礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
砂が堆積し、ｶｻﾉﾘ等が埋没
ｲｿｽｷﾞﾅ混生

礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｵｺﾞﾉﾘ、ﾌｸﾛﾉﾘ、ｶｺﾞﾒﾉﾘ属混生

ﾀｲﾄﾞﾌﾟｰﾙ内の礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｶｺﾞﾒﾉﾘ属、ｲｿｽｷﾞﾅ混生

礫やｻﾝｺﾞ礫に着生
ｶｺﾞﾒﾉﾘ属、ｱｵｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅ混生

砂礫 なし

砂礫 なし

砂礫 なし

Ac1
(<5%)

Ac2
(<5%)

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 117 詳細調査結果（平成 28 年 1 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 152 詳細調査結果（平成 28 年 1 月） 

 

表 118 詳細調査結果（平成 28 年 2 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 153 詳細調査結果（平成 28 年 2 月） 

調査期日：平成28年1月25～28日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の堆積

群体数 16 12 3

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 35 5

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 9

生長段階 Ⅱ、Ⅲ

群体数 7 41 5 1

生長段階 Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ Ⅱ Ⅱ

群体数 17 67 29 4

生長段階 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

群体数 6 24 29 2

生長段階 Ⅱ Ⅰ、Ⅱ Ⅱ Ⅱ

イソスギナ混生（被度5%未満）

一部にラン藻類が付着

一部にラン藻類が付着砂礫 なし

砂礫 なし

砂礫 なし

カサノリ

Ac3
(5～10%)

Ac4
(10%以上)

Ac5
(5～10%)

Ac1
(<5%)

ホソエガサ

Ac2
(<5%)

カサノリ

カサノリ

カサノリ

砂礫 なし

調査地点 備考(他種との共存等)種類

カサノリ

生息環境

砂礫 なし

砂礫 なし

カサノリ類は埋没していた

カサノリ類は埋没していた
イソスギナ混生（被度5%未満）
一部にラン藻類が付着（被度5%未満）

調査期日：平成28年2月23～26日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の 堆積

群体数 7 13

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 25 10

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

群体数 4

生長段階 Ⅲ

群体数 70 40 15 4 7

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 20 70 65 25 9 2

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 70 35 15 10 3 1

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

イソスギナ混生（被度5%未満）
ラン藻類やホソカゴメノリ、シオグサ属による被覆
が散見された

シオグサ属が被度30％で確認され、カサノリを
被覆していた

シオグサ属が被度40%で確認され、カサノリを被
覆していた
ホソカゴメノリによる被覆あり

砂礫 なし

砂礫 なし

砂礫 なし

カサノリ

Ac3
(5～10%)

Ac4
(10～20%)

Ac5
(5～10%)

Ac1
(<5%)

ホソエガサ

Ac2
(<5%)

カサノリ

カサノリ

カサノリ

砂礫 なし

フデノホ、リュウキュウガサが混生（被度5%未満）
一部にラン藻類等が付着

調査地点 備考(他種との共存等)種類

カサノリ

生息環境

砂礫 なし

砂礫 なし

一部にラン藻類等が付着

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 119 詳細調査結果（平成 28 年 3 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 154 詳細調査結果（平成 28 年 3 月） 

 

表 120 詳細調査結果（平成 29 年 1 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

 図 155 詳細調査結果（平成 29 年 1 月） 

調査期日：平成28年3月10～12日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の 堆積

群体数 23 11

生長段階 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 13 10 1

生長段階 Ⅲ Ⅲ、Ⅳ Ⅲ

群体数 27 74 20 6 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 4 150 50 20 7 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 160 40 16 12 4

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

・カサノリの埋没や他藻類による被覆はほとんどみ
られなかった

・シオグサ属が被度40%で繁茂し、カサノリを被覆し
ていた
・ホソカゴメノリによるカサノリの被覆が散見された

・イソスギナ混生（被度5%未満）
・シオグサ属が被度30%で繁茂し、カサノリを被覆し
ていた
・ホソカゴメノリによる被覆あり

砂礫 なし

砂礫 なし

砂礫 なし

カサノリ

カサノリ

カサノリ

カサノリ

Ac3
(5～10%)

Ac4
(10～20%)

Ac5
(5～10%)

Ac1
(<5%)

Ac2
(<5%)

調査地点 備考(他種との共存等)種類

カサノリ

生息環境

砂礫 なし

砂礫 なし

・イソスギナ混生（被度5%未満）
・一部にラン藻類等が付着
・一部のカサノリは埋没していた

・イソスギナ混生（被度5%未満）
・一部にラン藻類等が付着
・カサノリは埋没していた

調査期日：平成29年1月31日～2月3日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の 堆積

群体数 1 1

生長段階 Ⅰ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

群体数 1

生長段階 Ⅰ、Ⅱ

群体数 2 1

生長段階 Ⅰ Ⅰ

群体数

生長段階

群体数 22 75 14 27 2 4

生長段階 Ⅰ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

調査地点 備考(他種との共存等)種類

カサノリ

生息環境

砂礫 なし

砂礫 なし

・アオノリ属や藍藻綱、マツバウミジグサ等が生
育していたが、被度は1%未満と低被度であった
・藍藻綱等がカサノリ上に付着していた

・リュウキュウガサ、フデノホが生育（被度1%未
満）していた
・カゴメノリやスギノリ属等が生育していたが、被
度は1%未満と低被度であった

カサノリ

カサノリ

カサノリ

カサノリ

Ac3
(<5%)

Ac4
(0%)

Ac5
(5～10%)

Ac1
(<5%)

Ac2
(<5%)

・フデノホがみられた
・藍藻綱（被度5%未満）、カイメンソウ（被度1%未
満）等が生育していた

・カサノリ類は確認されなかった
・サンゴ礫上にイワノカワ科（被度5%未満）や藍
藻綱（被度1%未満）等が生育していた

・イソスギナ混生（被度1%未満）
・シオグサ属や藍藻綱等が被度5%未満で生育
していた
・藍藻綱等がカサノリ上に付着していた

砂礫 なし

砂礫
転石

なし

サンゴ礫
転石

なし

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 



 

 

3
67 

表 121 詳細調査結果（平成 29 年 2 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

 図 156 詳細調査結果（平成 29 年 2 月） 

表 122 詳細調査結果（平成 29 年 3 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 157 詳細調査結果（平成 29 年 3 月） 

調査期日：平成29年2月13～16日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の 堆積

群体数 1 1

生長段階 Ⅰ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

群体数 1

生長段階 Ⅰ、Ⅱ

群体数 2

生長段階 Ⅲ

群体数 2 1

生長段階 Ⅰ Ⅰ

群体数 1

生長段階 Ⅲ

群体数

生長段階

群体数 22 75 14 27 2 4

生長段階 Ⅰ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

Ac4
(0%)

カサノリ
サンゴ礫

転石
なし

・カサノリ類は確認されなかった
・サンゴ礫上にホソカゴメノリ（被度5%未満）やシオグサ属
（被度1%未満）等が生育していた

Ac5
(5～10%)

カサノリ 砂礫 なし

・リュウキュウガサ、イソスギナ混生（被度1%未満）
・シオグサ属や藍藻綱等が生育（被度5%未満）
・藍藻綱がカサノリ上に付着していた
・シオグサがカサノリを被覆していた

・ウミヒルモ（被度5%未満）、マツバウミジグサ（被度1%未満）
が生育する藻場であった
・イバラノリやフクロノリ等の海藻類も被度1%未満で確認され
た
・イバラノリがカサノリを被覆していたホソエガサ

Ac2
(<5%)

カサノリ

砂礫 なし
・ボウアオノリやトゲノリ、藍藻鋼等が生育していたが、被度
は1%未満と低被度であった
・藍藻鋼がカサノリに付着していた

ホソエガサ

Ac3
(<5%)

カサノリ
砂礫
転石

なし

調査地点 種類

生息環境

備考(他種との共存等)

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂礫 なし

・藍藻綱やタカノハヅタ等が生育していたが、被度は1%未
満と低被度であった
・リュウキュウガサ（被度1%未満）がみられた
・藍藻綱がカサノリに付着していた

調査期日：平成29年2月27日～3月2日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の 堆積

群体数 5 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 5 4

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 11 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅲ

群体数 2

生長段階 Ⅲ

群体数 1

生長段階 Ⅰ

群体数 57 50 28 11 2 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂 なし
・藍藻綱やヒトエグサ、ボウアオノリ等が生育していたが、被度は
1%未満～5%未満と低被度であった
・藍藻綱がカサノリに付着していた

調査地点 種類

生息環境

備考(他種との共存等)

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂礫 なし
・藍藻綱やボウアオノリ、イバラノリ等が生育していたが、被度は
1%未満～5%未満と低被度であった
・藍藻鋼がカサノリに付着していた

・マツバウミジグサ、ウミヒルモが被度5%未満で生育する藻場で
あった
・藍藻綱（被度5%）やボウアオノリ（1%未満）等の海藻類も確認さ
れた。
・藍藻綱やイバラノリがカサノリ、ホソエガサを被覆していた
・砂が堆積し、カサノリ類の埋没が確認されたホソエガサ

Ac4
(0%)

カサノリ 礫 なし
・サンゴ礫上にホソカゴメノリ（被度10%）やシオグサ属（被度1%未
満）、微小紅藻類（被度1%未満）等が生育していた

Ac3
(<5%)

カサノリ

砂 なし

Ac5
(5～10%)

カサノリ 砂礫 なし

・イソスギナ混生（被度1%未満）
・シオグサ属（被度10%）や藍藻綱（被度5%）、イバラノリ（被度1%
未満）等が生育
・藍藻綱やシオグサ属がカサノリを被覆していた

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 123 詳細調査結果（平成 29 年 4 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

  

図 158 詳細調査結果（平成 29 年 4 月） 

表 124 詳細調査結果（平成 30 年 1 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 159 詳細調査結果（平成 30 年 1 月） 

調査期日：平成29年4月13～14日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の 堆積

群体数 4 1 2

生長段階 Ⅲ Ⅲ Ⅲ

群体数 4 1 1

生長段階 Ⅲ、Ⅲ Ⅲ Ⅲ

群体数 30 8 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ Ⅲ

群体数 1

生長段階 I

群体数 80 70 50 18 8 2

生長段階 Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ Ⅲ、Ⅳ

調査地点 備考(他種との共存等)種類

カサノリ

生息環境

砂 1mm未満
・トゲノリやホソカゴメノリ、アオサ属やシオグサ属等が生育していたが、被度
は1%未満と低被度であった

Ac2
(<5%)

砂 1mm未満
・ホソカゴメノリやスギノリ、アオサ属やラン藻綱等が生育していたが、被度は
1%未満と低被度であった
・藍藻綱がカサノリに付着していた

・サンゴ礫上にホソカゴメノリ（被度90%）、カゴメノリ（被度5%未満）、クロガシラ
属（被度5%未満）等が生育しており、海底面はホソカゴメノリに覆われてい
た。

・ホソカゴメノリ（被度20%）、カゴメノリ（被度5%未満）、シオグサ属（被度5%未
満）が生育し、カサノリを被覆していた。

砂礫
転石

なし

砂礫 1mm未満

砂礫 1mm未満

・マツバウミジグサ、ウミヒルモが被度1%未満～5%未満で生育する藻場であっ
た
・藍藻綱（被度5%）やカゴメノリ（被度1%未満）、イバラノリ（被度1%未満）等の
海藻類も確認され、一部がカサノリを被覆していた

カサノリ

カサノリ

カサノリ

カサノリ

Ac4
(0%)

Ac5
(5～10%)

Ac1
(<5%)

Ac3
(<5%)

調査期日：平成30年1月30日～2月2日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の 堆積

群体数 7 1

生長段階 Ⅱ Ⅱ

群体数 6 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅲ

群体数 15 2

生長段階 Ⅰ、Ⅱ Ⅱ

群体数 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ

群体数 2 15 4 2

生長段階 Ⅰ、Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

群体数 1 7 4 2

生長段階 Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ

群体数 58 33 8 4 1

生長段階 Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ

Ac5
(5～10%)

Ac3
(<5%)

カサノリ

カサノリ

砂礫 1mm未満カサノリ

砂礫

Ac4
(<5%)

・シオグサ属や藍藻綱等が被度1%未満で確認された。
・カサノリの一部に浮泥が堆積していた。

カサノリ

砂礫 1mm未満

砂礫

砂礫 1mm未満カサノリ

1mm未満

・藍藻綱が被度10%、シオグサ属やシオミドロが被度5%未満で
確認され、一部がカサノリを被覆していた。

砂礫 1mm未満

砂礫 1mm未満
・藍藻綱が被度5%、ホソカゴメノリ等が被度1%未満で確認され
た。
・イソスギナが被度1％未満で確認された。

1mm未満

調査地点 備考(他種との共存等)種類

生息環境

Ac1
(<1%)

Ac2
(<1%)

ホソエガサ

ホソエガサ

・シオグサ属、ホソカゴメノリ、アオノリ属等が被度1%未満で生
育した。

・シオグサ属が被度5%、アオノリ属、藍藻綱が被度1%未満で
生育し、一部がカサノリを被覆していた。 重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 125 詳細調査結果（平成 30 年 2 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 160 詳細調査結果（平成 30 年 2 月） 

 

表 126 詳細調査結果（平成 30 年 3 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

 

図 161 詳細調査結果（平成 30 年 3 月） 

調査期日：平成30年2月16日、2月20日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の 堆積

群体数 1 1

生長段階 Ⅰ Ⅱ

群体数 1 1 1

生長段階 Ⅱ ⅡⅢ ⅡⅢ

群体数 8 13 6 1 1

生長段階 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

群体数 8 10 7 4 3

生長段階 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

群体数 21 16 8 7 3 1

生長段階 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

調査地点 備考(他種との共存等)種類

生息環境

砂 1mm未満
・シオミドロやシオグサ属、アオノリ属が被度1%未満～5%未満で
確認された。
・イソスギナが被度1%未満でみられた。

カサノリ

砂 1mm未満
・シオミドロやシオグサ属、カゴメノリが被度1%未満～5%未満で生
育し、一部がカサノリを被覆していた。

砂礫 1mm未満
・シオミドロやアオノリ属、アオサ属等が被度1%未満～5%未満で
生育し、一部がカサノリを被覆していた。

・シオグサ属が被度5%、シオミドロ、カゴメノリが被度5%未満で生
育し、カサノリ類を被覆していた。

・シオグサ属が被度5%、シオミドロやｶｺﾞﾒﾉﾘが被度1%未満～5%未
満で生育し、カサノリを被覆していた。

砂礫 1㎜未満

砂礫 1㎜未満カサノリ

カサノリ

Ac4
(<5%)

Ac5
(5～10%)

Ac1
(<1%)

Ac2
(<1%)

Ac3
(<5%)

カサノリ

カサノリ

調査期日：平成30年3月1日～3月2日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の 堆積

群体数 1 1

生長段階 Ⅱ ⅡⅢ

群体数 9 5 1

生長段階 Ⅱ ⅡⅢ Ⅱ

群体数 6 9 1

生長段階 Ⅱ ⅡⅢ ⅡⅢ

群体数 20 11 4 3 1

生長段階 ⅠⅡ ⅠⅡ Ⅱ ⅠⅡ Ⅱ

群体数 20 14 4 4 2

生長段階 ⅠⅡ ⅠⅡ Ⅱ ⅠⅡ Ⅱ

調査地点 備考(他種との共存等)種類

生息環境

砂 1mm未満
・シオミドロやシオグサ属、ホソカゴメノリ等が被度1%未満～5%
未満で生育した。
・イソスギナが被度5%未満でみられた。

カサノリ

砂礫 1mm未満
・カゴメノリやシオミドロ、アオサ属等が被度1%未満～5%未満で
生育し、一部がカサノリを被覆していた。
・イソスギナが被度1%未満でみられた。

砂礫 1mm未満
・シオミドロやシオグサ属、アオサ属等が被度1%未満～5%未満
で生育し、一部がカサノリを被覆していた。
・イソスギナが被度1%未満で生育した。

・シオミドロが被度5%、シオグサ属やカゴメノリ等が被度1%未満
～5%未満で確認され、一部がカサノリを被覆していた。

・カゴメノリやシオミドロが被度5%未満で生育した。
・ラン藻類や珪藻類等がカサノリを被覆していた。

砂礫 1㎜未満

砂礫 1㎜未満カサノリ

カサノリ

Ac4
(<5%)

Ac5
(5～10%)

Ac1
(<1%)

Ac2
(<1%)

Ac3
(<5%)

カサノリ

カサノリ 重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 127 詳細調査結果（平成 30 年 4 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

 

図 162 詳細調査結果（平成30年4月） 

 

表 128 詳細調査結果（平成 31 年 2 月上旬） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

 

図 163 詳細調査結果（平成 31 年 2 月上旬） 

  

調査期日：平成30年4月16～18日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の 堆積

群体数 1 1 1

生長段階 Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ

群体数 19 5

生長段階 Ⅲ Ⅲ Ⅲ

群体数 36 37 10 3

生長段階 Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ

群体数 34 18 3 2

生長段階 Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

群体数 31 39 14 7 1 1

生長段階 Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅳ

カサノリ

カサノリ

Ac4
(<5%)

Ac5
(5～10%)

Ac1
(<1%)

Ac2
(<1%)

Ac3
(<5%)

カサノリ

カサノリ

・ホソカゴメノリが被度15%でみられ、カサノリを被覆していた。アオ
サ属、ヒトエグサが被度1%未満～5％未満でみられた。
・イソスギナが被度1%未満でみられた。

・ホソカゴメノリが被度30%でみられ、カサノリを被覆していた。ヒトエ
グサ、フクロノリ、スジアオノリ、カゴメノリ等が被度1%未満～10％で
みられた。

砂礫 1㎜未満

砂礫 1㎜未満

砂 1mm未満
・アオサ属、ホソカゴメノリが被度1%未満でみられた。
・イソスギナが被度5%未満でみられた。

カサノリ

砂礫 1mm未満
・ホソカゴメノリが被度5%未満でみられ、カサノリを被覆していた。ア
オサ属、フクロノリが被度1%未満でみられた。
・イソスギナが被度1%未満でみられた。

砂 1mm未満
・ホソカゴメノリ、スジアオノリ、アオサ属が被度1%未満でみられた。
・イソスギナが被度1%未満でみられた。
・浮泥が一部のカサノリに堆積していた。

調査地点 備考(他種との共存等)種類

生息環境

調査期日：平成31年2月6～10日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の 堆積

群体数 1 4

生長段階 Ⅱ Ⅱ

群体数 1 5

生長段階 Ⅱ Ⅲ Ⅲ

群体数 4 10 11 5 1

生長段階 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

群体数 5 5 2 2 1

生長段階 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

群体数 16 18 10 4 1 1

生長段階 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

Ac1
(<1%)

カサノリ 砂礫 1mm未満
・アオノリ属、シオグサ属、ハネモ属、アオサ属、イソスギナ等が生育
していたが、被度は1%未満と低被度であった。

調査地点 種類

生息環境

備考(他種との共存等)

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂礫 1mm未満
・カゴメノリ、ホソカゴメノリ、シオグサ属、イソスギナ等が生育していた
が、被度は1%未満と低被度であった。

Ac2
(<1%)

カサノリ 砂 なし
・カゴメノリ、フクロノリ、イソスギナ等が生育していたが、被度は1%未
満と低被度であった。カサノリを含め、これらの藻類は全て同じ礫に
付着していた。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂礫 1mm ・アオノリ属が被度1%未満で、シオミドロが被度5%でみられた。

Ac4
(<5%)

カサノリ 砂礫 1mm未満
・ホソカゴメノリ、ハネモ属が被度1％未満で、シオグサ属が被度20%
でみられた。

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 129 詳細調査結果（平成 31 年 2 月下旬） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 164 詳細調査結果（平成 31 年 2 月下旬） 

 

表 130 詳細調査結果（平成 31 年 3 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

 

図 165 詳細調査結果（平成 31 年 3 月） 

調査期日：平成31年2月19～22日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の 堆積

群体数 3 4

生長段階 Ⅱ Ⅲ Ⅲ

群体数 2 4

生長段階 Ⅳ Ⅲ

群体数 3 45 13 4

生長段階 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

群体数 14 7 6 8

生長段階 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

群体数 11 17 16 8 9

生長段階 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ

Ac1
(<1%)

カサノリ 砂礫 1mm未満
・アオノリ属、イソスギナ、カゴメノリ等が生育していたが、被度
は1%未満と低被度であった。

調査地点 種類

生息環境

備考(他種との共存等)

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂礫 1mm未満
・ホソカゴメノリ、シオグサ属、アオサ属、イソスギナ等が生育
していたが、被度は1%未満と低被度であった。

Ac2
(<1%)

カサノリ 砂 なし
・イソスギナが生育していたが、被度は1%未満と低被度であっ
た。本調査地点には砂紋がみられた。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂礫 1mm
・アオノリ属、イギス科、イソスギナが被度1%未満で、シオグサ
属が被度5%でみられた。

Ac4
(<5%)

カサノリ 砂礫 1mm未満
・ホソカゴメノリ、アオノリ属、イソスギナが被度1％未満で、シ
オグサ属が被度10%でみられた。

調査期日：平成31年3月4～6、8日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の 堆積

群体数 5 2

生長段階 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅱ、Ⅲ

群体数 4 2

生長段階 Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅳ

群体数 27 16

生長段階 Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅳ

群体数 38 18 4 7 3

生長段階 Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

群体数 24 24 14 8 3

生長段階 Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

Ac1
(<1%)

カサノリ 砂礫 なし
・アオノリ属、イソスギナ、カゴメノリ等が生育していたが、被度
は1%未満と低被度であった。

調査地点 種類

生息環境

備考(他種との共存等)

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂礫 なし
・ホソカゴメノリ、シオグサ属、アオサ属、イソスギナ等が生育
していたが、被度は1%未満と低被度であった。

Ac2
(<1%)

カサノリ 砂 なし
・イソスギナが生育していたが、被度は1%未満と低被度であっ
た。本調査地点には砂紋がみられた。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂礫 なし
・アオノリ属、イギス科、イソスギナが被度1%未満で、シオグサ
属が被度5%でみられた。

Ac4
(<5%)

カサノリ 砂礫 1mm未満
・ホソカゴメノリ、アオノリ属、イソスギナが被度1％未満で、シ
オグサ属が被度10%でみられた。

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 131 詳細調査結果（平成 31 年 4 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 166 詳細調査結果（平成 31 年 4 月） 

 

表 132 詳細調査結果（令和 2 年 1 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 167 詳細調査結果（令和 2 年 1 月） 

調査期日：平成31年4月22日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤 浮泥の 堆積

群体数 5

生長段階 Ⅲ、Ⅳ

群体数 6 2

生長段階 Ⅲ、Ⅳ Ⅲ、Ⅳ

群体数 40 10

生長段階 Ⅲ、Ⅳ Ⅲ、Ⅳ

群体数 47 22 7 8

生長段階 Ⅲ、Ⅳ Ⅲ、Ⅳ Ⅲ、Ⅳ Ⅲ、Ⅳ

群体数 43 26 21 13 1

生長段階 Ⅲ、Ⅳ Ⅲ、Ⅳ Ⅲ、Ⅳ Ⅲ Ⅲ、Ⅳ

Ac4
(<5%)

カサノリ 砂礫 1mm未満
イソスギナ、トゲノリ、イバラノリ、アオサ属、藍藻綱が被度1%未
満で、ホソカゴメノリが5%でみられた。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂礫 1mm未満
イソスギナ、カゴメノリ、トゲノリ、アオサ属、藍藻綱が被度1%未満
で、ホソカゴメノリが5%未満でみられた。

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂 なし
イソスギナ、ホソカゴメノリ、オゴノリ属、フクロノリ等が生育してい
たが、被度は1%未満と低被度であった。

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂礫 1mm未満
カゴメノリ、ホソカゴメノリ、ウミウチワ属、イソスギナ、トゲノリ等が
1%未満で生育し、総被度は5%未満であった。

調査地点 種類

生息環境

備考(他種との共存等)

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂礫 なし
イソスギナ、カゴメノリ、ウスユキウチワ、トゲノリ、アカソゾ、藍藻
綱等が生育していたが、被度は1%未満と低被度であった。

調査期日：令和2年1月25日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤  浮泥の堆積

群体数 11 15 10 5 2

生長段階 Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ

群体数 10 15 14 13 2

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ

群体数 1

生長段階 Ⅱ

群体数 1

生長段階 Ⅲ

群体数 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂礫 1mm未満
藍藻綱、シオグサ属等が生育していたが、総被度は1%未満と低
被度であった。

調査地点 種類

生息環境

備考(他種との共存等)

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂 なし
藍藻綱、イソスギナ等が生育していたが、総被度は1%未満と低
被度であった。

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂礫 1mm未満
アオノリ属等が生育していたが、被度は1%未満と低被度であっ
た。Ⅱ、Ⅲ段階のカサノリ群体に浮泥が堆積していた。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂 なし
アオノリ属、イソスギナ等が生育していたが、総被度は1%未満と
低被度であった。

Ac4
(<5%)

カサノリ 砂 なし
イソスギナ等が生育していたが、総被度は1%未満と低被度で
あった。

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 133 詳細調査結果（令和 2 年 2 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 168 詳細調査結果（令和 2 年 2 月） 

表 134 詳細調査結果（令和 2 年 3 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 169 詳細調査結果（令和 2 年 3 月） 

 

調査期日：令和2年2月13日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤  浮泥の堆積

群体数 3

生長段階 Ⅲ

群体数 38 24 6 10 5 2

生長段階 Ⅱ Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 8 4 1

生長段階 Ⅱ Ⅲ Ⅲ

群体数 2

生長段階 Ⅲ

群体数 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ

Ac4
(<5%)

カサノリ 砂 なし
藍藻綱、シオグサ属、ハネモ属、イソスギナ等が1%未
満で生育しており、総被度は5%未満であった。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂 なし
アオサ属、アオノリ属、シオグサ属、ハネモ属、オゴ
ノリ、イソスギナ等が1%未満で生育しており、総被度
は5%未満であった。

Ac2
(5%)

カサノリ 砂礫 1mm未満
藍藻綱、シオグサ属、イソスギナ等が生育していた
が、被度は1%未満と低被度であった。Ⅱ、Ⅲ段階のカ
サノリ群体に浮泥が堆積していた。

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂 なし
藍藻綱が被度20%、アオノリ属、イソスギナ等が被度1%
未満で生育しており、総被度は20%であった。

調査地点 種類

生息環境

備考(他種との共存等)

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂礫 なし
藍藻綱、アオノリ属、イソスギナ等が生育していた
が、総被度は1%未満と低被度であった。

調査期日：令和2年3月11日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤  浮泥の堆積

群体数 9

生長段階 Ⅲ、Ⅳ

群体数 23 39 17 14 9

生長段階 Ⅱ，Ⅰ Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

群体数 8 6

生長段階 Ⅱ，Ⅲ Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

群体数 2

生長段階 Ⅰ、Ⅱ

群体数 2 1 1

生長段階 Ⅰ、Ⅲ Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 2

生長段階 Ⅱ、Ⅲ

なし
シオグサ属、イソスギナ、マツバウミジグサが1%未満で生育し
ており、総被度は5%未満であった。

藍藻網、アオノリ属、ハネモ属、アオサ属、シオグサ属<、オゴ
ノリ、トゲノリ、イソスギナ等が1%未満で生育しており、総被度
は5%未満であった。

ホソエガサ 砂礫 なし

カサノリ 砂礫 なし

Ac5
(<5%)

Ac2
(5%)

カサノリ 砂礫

Ac4
(<5%)

カサノリ 砂

1mm未満
藍藻網、シオグサ属が1%未満で生育しており、総被度5%未満
であった。また、Ⅱ、Ⅲ段階のｶｻﾉﾘ群体に浮泥が堆積してい
た。

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂 なし
藍藻網が5%未満、アオノリ属、イソスギナが1%で生育してお
り、総被度は5%未満であった。

調査地点 種類

生息環境

備考(他種との共存等)

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂礫 なし
藍藻網が5%未満、アオノリ属とイソスギナ等が生育していた
が、総被度は5%未満であった。

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 135 詳細調査結果（令和 2 年 4 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 170 詳細調査結果（令和 2 年 4 月） 

 

表 136 詳細調査結果（令和 3 年 1 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

 

 

図 171 詳細調査結果（令和 3 年 1 月） 

調査期日：令和2年4月23日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤  浮泥の堆積

群体数 2 1 1

生長段階 Ⅳ Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅳ

群体数 2

生長段階 Ⅰ,Ⅲ

群体数 12

生長段階 Ⅲ、Ⅳ

群体数 8 8 3 1

生長段階 Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ Ⅰ、Ⅲ、Ⅳ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅲ

群体数 46 35 9 7

生長段階 Ⅰ,Ⅲ,Ⅳ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅲ Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ

群体数 7

生長段階 Ⅱ、Ⅲ

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂

Ac4
(5%)

カサノリ 砂礫 1㎜未満
藍藻綱、イソスギナ、ホソカゴメノリ、イバラノリ等
が1%未満で生育しており、総被度は5%未満であった

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂礫 なし
藍藻網、アオサ属、シオグサ属、イバラノリ、ホソカ
ゴメノリ、イトクズグサ、ヒトエグサ、イソスギナ等
が1%未満で生育しており、総被度は5%未満であった。

なし
藍藻網が5%未満、イソスギナ、ホソカゴメノリ、トゲ
ノリ、イトクズグサ等が1%で未満で生育しており、総
被度は5%未満であった。

イバラノリが5%未満、アオサ属、オゴノリ属、ホソカ
ゴメノリ、ボウアオノリ、トゲノリ、フクロノリ等が
1%未満で生育しており、総被度は5%未満であった。

ホソエガサ

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂礫 なし
藍藻網、無サンゴモ類、シオグサ属、イワノカワ科、
ボウアオノリ、フクロノリ、イバラノリ等が1%未満で
生育しており、総被度は5%未満であった。

調査地点 種類

生息環境

備考(他種との共存等)

Ac1
(<5%)

カサノリ

砂礫 なし

調査期日：令和3年1月15日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

ｻﾝｺﾞ礫
（小）

ｻﾝｺﾞ礫
（大）

貝片

群体数 7

生長段階 Ⅰ

群体数 1

生長段階 Ⅱ、Ⅲ

群体数 6 6 1

生長段階 Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ

群体数 9 9 3 2

生長段階 Ⅱ Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ

群体数 1

生長段階 Ⅱ
47 1 1

150 19 0

90 6 1

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂 なし2 2 0

調査地点 種類

生息環境

備考(他種との共存等)
概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤

礫の個数
 浮泥の堆積

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂 なし ｼｵｸﾞｻ属が1%未満で生育しており、総被度は5%未満であった。0 1 0

ｼｵｸﾞｻ属が5%未満で生育しており、総被度は5%未満であった。

藍藻綱が5%未満、ｱｵﾉﾘ属が1%未満で生育しており、総被度は
5%未満であった。

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂礫

Ac4
(5%)

カサノリ 砂礫 1㎜未満
藍藻綱が5%未満、ｲｷﾞｽ属、ｲｿｽｷﾞﾅ、ﾊﾈﾓ属、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘが1%未
満で生育しており、総被度は5%であった。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂礫 1㎜未満
藍藻類、ｲｷﾞｽ属、ｲｿｽｷﾞ、ｼｵｸﾞｻ属、ｼｵﾐﾄﾞﾛ、ﾊﾈﾓ属、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ
が1%未満で生育しており、総被度は5%未満であた。

1㎜未満

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 137 詳細調査結果（令和 3 年 2 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

 

 

図 172 詳細調査結果（令和 3 年 2 月） 

 

表 138 詳細調査結果（令和 3 年 3 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

 

図 173 詳細調査結果（令和 3 年 3 月） 

調査期日：令和3年2月16日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

ｻﾝｺﾞ礫
（小）

ｻﾝｺﾞ礫
（大）

転石

群体数 4 2

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 7 8 2

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ Ⅲ,Ⅳ

群体数 11 11 6 9 6 2

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅲ Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ

群体数 14 9 6 6 2 1

生長段階 Ⅰ,Ⅱ Ⅲ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ

群体数 3

生長段階 Ⅱ,Ⅲ

36 2 0

150 17 0

110 8 0

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂 なし0 0 1

調査地点 種類

生息環境

備考(他種との共存等)
概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤

礫の個数

浮泥の 堆積

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂礫 なし
ｼｵﾐﾄﾞﾛ科が5%未満、藍藻綱、ｱｵﾉﾘ属、ｼｵｸﾞｻ属、ﾊﾈﾓ属、ｲｿ
ｽｷﾞﾅが1%未満で生育しており、総被度は5%未満であった。

6 4 0

ｼｵｸﾞｻ属が5%未満、藍藻綱、ｲｷﾞｽ属、ｼｵﾐﾄﾞﾛ科、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、
ｱｵﾉﾘ属が1%未満で生育しており、総被度は5%未満であった。

藍藻綱、ｵｺﾞﾉﾘ属、ｶｺﾞﾒﾉﾘ、ｱｵﾉﾘ属、ｼｵｸﾞｻ属、ｷｯｺｳｸﾞｻ、ﾊﾈ
ﾓ属が1%未満で生育しており、総被度は5%未満であった。

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂礫

Ac4
(5%)

カサノリ 砂礫 1㎜未満
藍藻綱、ｲｷﾞｽ属、ｼｵﾐﾄﾞﾛ科、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ｽｼﾞｱｵﾉﾘ、ｱｵﾉﾘ属、
ｼｵｸﾞｻ属が1%未満で生育しており、総被度は5%であった。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂礫 1㎜未満
藍藻綱、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属、ｲｷﾞｽ属、ｼｵﾐﾄﾞﾛ科、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ、ｼｵｸﾞｻ
属、ｲｿｽｷﾞﾅが1%未満で生育しており、総被度は5%未満で
あった。

1㎜未満

調査期日：令和3年3月3日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

ｻﾝｺﾞ礫
（小）

ｻﾝｺﾞ礫
（大）

貝片

群体数 4 2

生長段階 Ⅱ、Ⅲ Ⅱ、Ⅲ

群体数 7 8 2

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ Ⅲ,Ⅳ

群体数 11 11 6 9 6 2

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅲ Ⅱ,Ⅰ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ

群体数 14 9 6 6 2 1

生長段階 Ⅰ,Ⅱ Ⅲ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ

群体数 3

生長段階 Ⅱ,Ⅲ

36 2 0

150 17 0

110 8 0

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂 なし1 0 0

調査地点 種類

生息環境

備考(他種との共存等)

概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質基盤

礫の個数
 浮泥の堆積

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂礫 なし
藍藻綱、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属ｼ、ｲｷﾞｽ科、ｼｵﾐﾄﾞﾛ科、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ、ｽｼﾞｱｵﾉ
ﾘ、ｼｵｸﾞｻ属、ﾊﾈﾓ属が1%未満で生育しており、総被度は5%
未満であった。

6 4 0

ｲｷﾞｽ属、ｱｵﾉﾘ属、ｱｵｻ属、ｼｵｸﾞｻ属が1%未満で生育してお
り、総被度は5%未満であった。

ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ、ｱｵﾉﾘ属、ｼｵｸﾞｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅが1%未満で生育して
おり、総被度は5%未満であった。

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂礫

Ac4
(5%)

カサノリ 砂礫 1㎜未満
藍藻綱、ｲｷﾞｽ属、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ、ｼｵｸﾞｻ属が1%未満で
生育しており、総被度は5%であった。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂礫 1㎜未満
ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属、ｲｷﾞｽ属、ｼｵｸﾞｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅ、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ｽｼﾞｱｵﾉ
ﾘ、ｱｵｻ属が1%未満で生育しており、総被度は5%未満であっ
た。

1㎜未満

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 139 詳細調査結果（令和 3 年 4 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

 

 

図 174 詳細調査結果（令和 3 年 4 月） 

 

表 140 詳細調査結果（令和 4 年 1 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

 

図 175 詳細調査結果（令和 4 年 1 月） 

  

調査期日：令和3年4月13日
株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

ｻﾝｺﾞ礫 多孔石 貝片

群体数 26

生長段階 Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ

群体数 5

生長段階 Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ

群体数 10 1 2 1

生長段階 Ⅱ,Ⅳ,Ⅲ Ⅲ,Ⅳ Ⅲ,Ⅳ Ⅲ,Ⅳ

群体数 38 28 39 24 1

生長段階 Ⅰ,Ⅱ, Ⅲ,Ⅳ Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ

群体数 53 32 26 3

生長段階 Ⅰ,Ⅱ, Ⅲ,Ⅳ Ⅰ,Ⅱ, Ⅲ,Ⅳ Ⅰ,Ⅱ, Ⅲ,Ⅳ Ⅰ,Ⅱ, Ⅲ,Ⅳ

群体数 1

生長段階 Ⅲ,Ⅳ

調査
地点

種類

生息環境

備考(他種との共存等)
概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質 基盤

礫の個数
浮泥の 堆積

Ac1
(<5%)

カサノリ

砂礫 92 1 3 なし

ｻﾝｺﾞﾓ目（無節ｻﾝｺﾞﾓ類）、ｵｺﾞﾉﾘ属、ﾄｹﾞﾉ
ﾘ、ｱｵｻ属、ﾋﾒｲﾁｮｳ、ﾌﾃﾞﾉﾎ、ﾘｭｳｷｭｳｶﾞｻ、ﾍﾞﾆ
ｱﾏﾓが1%未満で生育しており、総被度は5%未
満であった。ホソエ ガサ

1㎜未満
藍藻綱、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属、ﾌｼｸﾚﾉﾘ、ﾗﾝｹﾞﾘｱ、ｶｺﾞﾒﾉ
ﾘが1%未満で生育しており、総被度は5%未満
であった。

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂礫 167 5 5 1㎜未満
藍藻綱、ﾄｹﾞﾉﾘ、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ｱｵｻ属が1%未満
で生育しており、総被度は5%未満であっ
た。

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂礫 34 0 3

1㎜未満
藍藻綱、ﾄｹﾞﾉﾘ、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ｲｿｽｷﾞﾅが1%未満
で生育しており、総被度は5%であった。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂礫 151 2 20 1㎜未満
藍藻綱、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属、ﾌｼｸﾚﾉﾘ、ﾄｹﾞﾉﾘ、ﾎﾞｳｱｵﾉ
ﾘ、ｱｵｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅが1%未満で生育してお
り、総被度は5%未満であった。

Ac4
(5%)

カサノリ 砂礫 267 4 4

調査期日：令和4年1月20日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

ｻﾝｺﾞ礫 多孔石 貝片

群体数 17 31 8 2

生長段階 Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ

群体数 7 3

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ

群体数 2

生長段階 Ⅰ

群体数 4

生長段階 Ⅰ,Ⅱ

群体数 1

生長段階 Ⅱ

調査
地点

種類

生息環境

備考(他種との共存等)
概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜ 底質 基盤

礫の個数
浮泥の 堆積

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂礫 84 3 6 1mm未満
藍藻綱、ｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ、ｼｵｸﾞｻ属が1%未満で生育して
おり、総被度は5%未満であった。

1㎜未満
藍藻綱、ｻﾝｺﾞﾓ目（無節ｻﾝｺﾞﾓ類）、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ﾋ
ﾄｴｸﾞｻが1%未満、ｼｵｸﾞｻ属が5%未満で生育して
おり、総被度は5%未満であった。

0 1㎜未満
藍藻綱、ｻﾝｺﾞﾓ目（無節ｻﾝｺﾞﾓ類）、ｼｵｸﾞｻ属が
1%未満で生育しており、総被度は5%未満であっ
た。

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂礫 48 5 12

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂 0 2

1㎜未満
藍藻綱、ｲｿｽｷﾞﾅ、ｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ、ｼｵｸﾞｻ属、ﾌﾃﾞﾉﾎが
1%未満で生育しており、総被度は5%であった。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂礫 135 21 13 1㎜未満
藍藻綱、ｻﾝｺﾞﾓ目（無節ｻﾝｺﾞﾓ類）、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属、ｲ
ﾜﾉｶﾜ科、ﾊｲｵｵｷﾞが1%未満で生育しており、総被
度は5%未満であった。

Ac4
(5%)

カサノリ 砂礫 161 18 32

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 141 詳細調査結果（令和 4 年 2 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 176 詳細調査結果（令和 4 年 2 月） 

 

表 142 詳細調査結果（令和 4 年 3 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 177 詳細調査結果（令和 4 年 3 月） 

調査期日：令和4年2月17日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

ｻﾝｺﾞ礫 多孔石 貝片

群体数 2

生長段階
Ⅰ,Ⅱ,
Ⅲ,Ⅳ

群体数 34 25 9 8 2

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ

群体数 4 1

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ

群体数 1 1

生長段階 Ⅰ Ⅰ,Ⅱ

群体数 2 1 1

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ

1㎜未満
藍藻綱、ｻﾝｺﾞﾓ目（無節ｻﾝｺﾞﾓ類）、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ﾎﾞｳｱｵﾉ
ﾘ、ｱｵｻ属が1%未満、ﾋﾄｴｸﾞｻ、ｼｵｸﾞｻ属が5%未満で生育
しており、総被度は5%未満であった。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂 60 6 3 1㎜未満
藍藻綱、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ、ｲﾜﾉｶﾜ科、ﾌｼｸﾚﾉﾘ、ﾄｹﾞﾉﾘ、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉ
ﾘ、ｼｵｸﾞｻ属、ﾌﾃﾞﾉﾎ、ﾘｭｳｷｭｳｶﾞｻが1%未満で生育してお
り、総被度は5%未満であった。

Ac4
(<5%)

カサノリ 砂礫 143 9 19

0 1㎜未満
藍藻綱、ﾋﾄｴｸﾞｻ、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ、ｼｵｸﾞｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅが1%未
満、ｼｵﾐﾄﾞﾛ科が5%未満で生育しており、総被度は5%未
満であった。

Ac2
(5%)

カサノリ 砂礫 125 18 9

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂礫 48 4

2 1mm未満
藍藻綱が1%、ﾋﾄｴｸﾞｻとﾎﾞｳｱｵﾉﾘが5%未満、ｼｵﾐﾄﾞﾛ科が
5%、ｼｵｸﾞｻ属が10%で確認され、総被度は20%であっ
た。

1㎜未満
藍藻綱、ｻﾝｺﾞﾓ目（無節ｻﾝｺﾞﾓ類）、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ、ｼｵﾐﾄﾞﾛ
科、ﾋﾄｴｸﾞｻが1%未満、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘとｼｵｸﾞｻ属が5%未満で生
育しており、総被度は10%であった。

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂 12 1

調査
地点

種類

生息環境

備考(他種との共存等)
概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜

底質
基盤

礫の個数 浮泥の
堆積

調査期日：令和4年3月3日
株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

ｻﾝｺﾞ礫 多孔石 貝片

群体数 2 1 1

生長段階 Ⅱ Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ

群体数 2 1

生長段階 Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ

群体数 3 4

生長段階 Ⅲ Ⅰ,Ⅱ

群体数 15 32 12 13 1

生長段階
Ⅰ,Ⅱ,
Ⅲ,Ⅳ

Ⅰ,Ⅱ,
Ⅲ,Ⅳ

Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ

群体数 5

生長段階 Ⅱ,Ⅲ

調査
地点

種類

生息環境

備考(他種との共存等)
概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜

底質
基盤

礫の個数 浮泥の
堆積

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂礫 14 1 1 なし

藍藻綱、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ、ｵｺﾞﾉﾘ属、ﾔﾅｷﾞﾉﾘ属、ｼｵﾐﾄﾞﾛ
科、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ、ｱｵｻ属、ｼｵｸﾞｻ属、ﾘｭｳｷｭｳｶﾞｻが1%
未満で生育しており、総被度は5%未満であっ
た。

1㎜未満
藍藻綱とﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘが1%未満、ﾋﾄｴｸﾞｻが5%未満、
ｼｵﾐﾄﾞﾛ科、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ、ｼｵｸﾞｻ属が5%で生育してお
り、総被度は20%であった。

16 1㎜未満
藍藻綱、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ、ｼｵｸﾞｻ属が1%未
満、ｼｵﾐﾄﾞﾛ科が5%未満で確認され、総被度は5%
未満であった。

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂 5 0 2

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂礫 132 2

1㎜未満
藍藻綱<1%、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ<1%、ｼｵﾐﾄﾞﾛ科<1%、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉ
ﾘ<1%、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ<1%、ﾌｸﾛﾉﾘが1%未満、ｼｵｸﾞｻ属が
15%で確認され、総被度は20%であった。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂礫 63 2 7 1㎜未満
藍藻綱、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ、ﾔﾅｷﾞﾉﾘ属、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ、ｱｵｻ属が
1%未満、ｼｵﾐﾄﾞﾛ科<5%とｼｵｸﾞｻ属<5%未満で確認
され、総被度は5%未満であった。

Ac4
(5%)

カサノリ 砂礫 171 12 20

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 143 詳細調査結果（令和 4 年 4 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 178 詳細調査結果（令和 4 年 4 月） 

 

 

表 144 詳細調査結果（令和 5 年 1 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 179 詳細調査結果（令和 5 年 1 月） 

  

調査期日：令和4年4月20日
株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

ｻﾝｺﾞ礫 多孔石 貝片

群体数 1 1

生長段階 Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ

群体数 1

生長段階 Ⅱ,Ⅲ

群体数 4 4 2

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ
Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,

Ⅳ

群体数 21 23 13 9

生長段階
Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,

Ⅳ
Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,

Ⅳ
Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ

群体数 2

生長段階 Ⅳ

調査
地点

種類

生息環境

備考(他種との共存等)
概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜

底質
基盤

礫の個数 浮泥の
堆積

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂礫 83 3 37 1mm未満

藍藻綱、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ、ｵｺﾞﾉﾘ属、ﾄｹﾞﾉﾘ、ｳﾐｳﾁﾜ
属、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ、ｱｵｻ属、ﾊｳﾁﾜ属が
1%未満で生育しており、総被度は5%未満で
あった。

1㎜未満
藍藻綱、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ、ｵｺﾞﾉﾘ属、ﾋﾄｴｸﾞｻ、ｱｵｻ属
が1%未満、ｽｼﾞｱｵﾉﾘが5%未満で生育してお
り、総被度は5%未満であった。

14 1㎜未満
藍藻綱、ｲﾜﾉｶﾜ科、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ、ｲｿｽ
ｷﾞﾅが1%未満で確認され、総被度は5%未満で
あった。

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂 1 0 0

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂礫 57 1

1㎜未満
藍藻綱、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ、微小紅藻、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ﾎﾞｳ
ｱｵﾉﾘ、ｲｿｽｷﾞﾅが1%未満で確認され、総被度
は5%であった。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂 29 2 2 1㎜未満
藍藻綱、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ、ｱｵｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅ
が1%未満、ｼｵｸﾞｻ属が5%未満で確認され、総
被度は5%未満であった。

Ac4
(5%)

カサノリ 砂礫 185 5 34

調査期日：令和5年1月25日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

ｻﾝｺﾞ礫 多孔石 貝片

群体数 28

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ

群体数 1

生長段階 Ⅰ

群体数 40 23 2 1

生長段階 Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ

群体数 18 26 7 3

生長段階 Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ Ⅰ,Ⅱ

群体数 2

生長段階 Ⅰ

1㎜未満
藍藻綱、ﾊﾈﾓ属が1%未満、ｼｵｸﾞｻ属が5%未満
で確認され、総被度は5%であった。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂礫、岩 32 4 14 1㎜未満
藍藻綱、ｲﾜﾉｶﾜ科、ﾋﾄｴｸﾞｻ、ｱｵｻ属、ﾊﾈﾓ属、
ﾘｭｳｷｭｳｶﾞｻが1%未満、ｼｵｸﾞｻ属が5%未満で確
認され、総被度は5%未満であった。

Ac4
(<5%)

カサノリ 砂礫 73 18 8

7 1㎜未満
藍藻綱、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ｼｵｸﾞｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅが1%未
満で確認され、総被度は5%未満であった。

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂礫 57 14 33

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂礫 129 18

7 1mm未満

藍藻綱、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ、ｱｵｻ属、ｼｵｸﾞｻ
属、ﾊﾈﾓ属、ｲｿｽｷﾞﾅが1%未満、ｼｵﾐﾄﾞﾛ科が5%
未満で確認され、総被度は5%未満であっ
た。

1㎜未満
藍藻綱、ｼｵｸﾞｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅが1%未満で確認さ
れ、総被度は5%未満であった。

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂礫 0 2

調査
地点

種類

生息環境

備考(他種との共存等)
概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜

底質
基盤

礫の個数 浮泥の
堆積

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 145 詳細調査結果（令和 5 年 2 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 180 詳細調査結果（令和 5 年 2 月） 

 

表 146 詳細調査結果（令和 5 年 3 月） 

 
注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 181 詳細調査結果（令和 5 年 3 月） 

  

調査期日：令和5年2月23日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

ｻﾝｺﾞ礫 多孔石 貝片

群体数 21

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ

群体数 2

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ

群体数 15 28 11 12 2

生長段階 Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ

群体数 44 24 7 1

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅲ,Ⅳ

群体数 30 2

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ

1㎜未満
ｼｵｸﾞｻ属が20%、藍藻綱、ｶｲﾒﾝｿｳ、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉ
ﾘ、ｲｿｽｷﾞﾅが1%未満で確認され、総被度は
20%であった。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂礫、岩 16 7 7 1㎜未満
ｼｵｸﾞｻ属が15%、ﾋﾄｴｸﾞｻが5%、ｲｿｽｷﾞﾅが1%、
藍藻綱、ｱｵｻ属、ﾊﾈﾓ属が1%未満で確認さ
れ、総被度は15%であった。

Ac4
(<5%)

カサノリ 砂礫、岩 127 11 6

8 1㎜未満
ｼｵｸﾞｻ属が5%、藍藻綱、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ｱｵｻ属、ｲ
ｿｽｷﾞﾅが1%未満で確認され、総被度は5%で
あった。

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂礫 87 6 43

Ac3
(<5%)

カサノリ 砂礫 78 8

5 1mm未満

ｼｵﾐﾄﾞﾛ科が5%未満、藍藻綱、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ﾋﾄｴ
ｸﾞｻ、ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ、ｱｵｻ属、ｼｵｸﾞｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅが
1%未満で確認され、総被度は5%未満であっ
た。

1㎜未満
藍藻綱、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ｱｵｻ属、ｼｵｸﾞｻ属、ｲｿｽｷﾞ
ﾅが1%未満で確認され、総被度は5%未満で
あった。

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂礫 8 1

調査
地点

種類

生息環境

備考(他種との共存等)
概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜

底質
基盤

礫の個数 浮泥の
堆積

調査期日：令和5年3月10日

株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

ｻﾝｺﾞ礫 多孔石 貝片

群体数 9

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ

群体数 7 2 1

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ

群体数 18 1 5 2

生長段階 Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ

群体数 26 5 3 9 1

生長段階 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ Ⅰ,Ⅱ Ⅱ,Ⅲ

群体数 14

生長段階 Ⅲ

調査
地点

種類

生息環境

備考(他種との共存等)
概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜

底質
基盤

礫の個数 浮泥の
堆積

2 1mm未満
ｼｵｸﾞｻ属15%、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ10%、藍藻綱<1%、ｱｵｻ
属<1%、ｲｿｽｷﾞﾅ<1%

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂礫 34 5 6 1㎜未満

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂礫 4 1

ｼｵｸﾞｻ属15%、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ5%、藍藻綱<1%、ｲｷﾞｽ
科<1%、ｱｵｻ属<1%、ｳｷｵﾘｿｳ<1%、ｲｿｽｷﾞﾅ<1%

Ac3
(5%)

カサノリ 砂礫 92 8 8 1㎜未満
ｼｵｸﾞｻ属10%、藍藻綱<1%、ｲｷﾞｽ科<1%、ﾎｿｶｺﾞ
ﾒﾉﾘ<1%、ｱｵｻ属<1%、ｲｿｽｷﾞﾅ<1%

1㎜未満
ｼｵｸﾞｻ属10%、藍藻綱<1%、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ<1%、ｱｵｻ
属<1%

1 1㎜未満
ｼｵｸﾞｻ属15%、ｲｿｽｷﾞﾅ5%、藍藻綱<1%、ﾋﾄｴｸﾞｻ
<1%、ｱｵｻ属<1%、ﾊﾈﾓ属<1%

Ac4
(5%)

カサノリ 砂礫 46 12 8

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂礫 17 8

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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表 147 詳細調査結果（令和 5 年 4 月） 

 

注）群生しているカサノリ群体を、構成する株数によって株数ランクに区分し、それぞれの株数ランクについて観察された成長段階を記録した。 

図 182 詳細調査結果（令和 5 年 4 月） 

 

 

 

調査期日：令和5年4月12日
株数ランク Ｒ ＋ ＋＋ Ｃ ＶＣ Ｏ

ｻﾝｺﾞ礫 多孔石 貝片

群体数 6

生長段階 Ⅲ,Ⅳ

群体数 5 4 1

生長段階 Ⅲ,Ⅳ Ⅲ,Ⅳ Ⅲ,Ⅳ

群体数 53 21 8 4

生長段階 Ⅲ,Ⅳ Ⅲ,Ⅳ Ⅲ,Ⅳ Ⅲ,Ⅳ

群体数 8 7 1

生長段階 Ⅲ,Ⅳ Ⅲ,Ⅳ Ⅳ

群体数 2 1

生長段階 Ⅳ Ⅳ

1㎜未満
藍藻綱、ﾄｹﾞﾉﾘ、ｶｺﾞﾒﾉﾘ、ｱｵｻ属、ｼｵｸﾞ
ｻ属が1%未満で生育しており、総被度
は5%未満であった。

Ac5
(<5%)

カサノリ 砂 6 2 1 1㎜未満

藍藻綱、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ、ﾔﾅｷﾞﾉﾘ属、ﾋﾄｴｸﾞｻ、
ｱｵｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅ、ｼｵｸﾞｻ属が1%未満で生
育しており、総被度は5%未満であっ
た。

Ac4
(<5%)

カサノリ 砂礫 241 80 23

9 1㎜未満
ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘが5%で確認され、藍藻綱、ｶ
ｺﾞﾒﾉﾘ、ｱｵｻ属が1%未満で確認され、総
被度は10%であった。

Ac2
(<5%)

カサノリ 砂礫 320 43 33

Ac3
(5%)

カサノリ 砂礫 305 43

4 1㎜未満

藍藻綱、ｻﾋﾞ亜科、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ、ｵｺﾞﾉﾘ属、
ｲｷﾞｽ属、ｱｵｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅが1%未満で生
育しており、総被度は5%未満であっ
た。

1㎜未満
藍藻綱、ｲﾊﾞﾗﾉﾘ、ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ、ｲｿｽｷﾞﾅが
1%未満で生育しており、総被度は5%未
満であった。

Ac1
(<5%)

カサノリ 砂礫 7 7

調査
地点

種類

生息環境

備考(他種との共存等)
概算株数 １～10 11～50 51～100 101～500 501～1000 1000＜

底質
基盤

礫の個数 浮泥の
堆積

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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注：カサノリ量は、被度別の面積の変化を視覚化した指標で、各被度の中間値にそれぞれの面積を乗

じた値の合計である。 

  例）10％以上～20％未満(中間値 15)：x ha、 

        5％以上～10％未満(中間値 7.5)：y ha、 

        5％未満     (中間値 2.5)：z ha の場合、カサノリ量は(15×x＋7.5×y＋2.5×z)。 

 

図 183 カサノリ類の分布面積の推移（調査域全体） 
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          ＜閉鎖性海域＞                ＜改変区域西側＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 184 カサノリ類の分布面積の推移 
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図 185 工事前（平成 25～26 年）の分布範囲と令和 5 年の分布範囲の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 186 工事前（平成 25～26 年）の分布範囲と平成 25～令和 5 年の高被度域（被度 5％以上） 

  

重要種保護のため位置情報は表示しない。 

重要種保護のため位置情報は表示しない。 
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 工事前調査結果との比較 

平成 25 年 2 月以降の調査は、工事前の状況を詳細に把握するため、平成 20 年 2 月の調査方法より

も精度をあげて実施している。よって、工事前の現況としては、平成 25 年 2 月以降の調査結果を用い

ることとする。また、カサノリ類は、その分布域の年変動が大きいことが、当該種の特徴であると考

えている。 

カサノリ類の各年における生育面積の最大値は、工事前に 47.3～49.0ha、工事中に 10.8～27.7ha、

供用時に 12.2～15.3ha の範囲にあり、工事前の変動範囲を下回った。工事中の変動をみると、平成 27

年に大きく減少し、平成 27～28 年は 20.3～23.9ha であった。平成 29 年は 15.6ha とさらに減少がみ

られたが、平成 30 年 3 月には 27.7ha と増加し、工事中において最も大きかった。供用時の変動をみ

ると、令和 2～5 年は、10.8～15.3ha と工事前と比較すると減少しているものの、供用時において大

きく減少するなどの変化はみられなかった。 

ホソエガサは、令和 3年 4 月に分布面積が増加し、工事前と工事中の変動範囲を上回り、過去最大

となった。 
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4. まとめ 

4.1 令和 4年度の事後調査及び環境監視調査の結果のまとめ 

＜海域生物＞ 

植物プランクトン、動物プランクトン、魚卵、底生動物（メガロベントス）、サンゴ類、クビレミド

ロについては、概ね工事前の変動範囲内であった。 

水質については、St.4、9、10 の SS 及び濁度を除き、概ね工事前の変動範囲内であった。 

稚仔魚については、St.2、4、7 の個体数を除き、概ね工事前の変動範囲内であった。 

魚類については、St.5 の種類数を除き、概ね工事前の変動範囲内であった。 

底質、底生動物（マクロベントス）については、St.2、4 を除き、概ね工事前の変動範囲内であっ

た。 

海草藻場については、令和 4年度の調査結果は、海草藻場の面積は概ね工事前の変動範囲内であり、

被度については、閉鎖性海域で低下がみられるものの、改変区域西側及び対照区と同様の変動であり、

自然変動と考えられることから、事業による大きな影響はないと考えられる。 

カサノリ類については、分布面積は工事前の変動範囲を下回っているものの、継続的に分布が確認

される場所がみられていることから、事業による大きな影響はないと考えられる。 

付着生物については、新たに出現した護岸への生物の着生が確認されている。 

なお、環境保全措置として設置した自然石塊根固被覆ブロックにおいては、コンクリート部よりも

自然石部において比較的多くの底生動物、サンゴ類が着生する傾向にあった。また、自然石護岸及び

凹凸消波ブロックにおいても、生物が利用している状況が確認された。 

 

＜陸域生物＞ 

陸域改変区域に分布する重要な動植物種について、令和 4 年度夏季に 17 種、令和 4 年度冬季に 13

種が確認された。 

令和 4 年度には、平成 29 年度から引き続き、計 6 群落が確認され、群落数に変化はみられていな

い。また、生育状況については、夏季にパラグラス群落の拡大に伴い、ヒメガマ群落の縮小が確認

された。令和元年度に工事は終了しており、ため池周辺で工事等は実施されておらず、自然変動と

考えられることから、事業による大きな影響はないと考えられる。 

陸域改変区域でコアジサシの営巣は確認されなかったものの、アジサシ類調査において事業実施

区域及びその周辺を引き続き利用していることが確認されており、事業による大きな影響はないと

考えられる。 
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図 187 令和 4 年度の事後調査及び環境監視調査の結果のまとめ 
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